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�
�
�

�

一　

本
目
録
は
、
収
蔵
史
料
目
録
の
第
七
集
『
紀
州
藩
士
諸
家
文
書
目
録
』
で
あ
る
。

一　

本
目
録
に
は
、
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
文
書
、
早
川
家
文
書
、
西
山
家
文
書
、
小
川
家
文
書
、
岡
本
家
文
書
、
大
畑
家
文
書
を
お
さ
め
た
。

一　

本
目
録
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
群
の
内
容
と
構
造
を
考
慮
し
て
項
目
を
設
定
し
、
編
成
し
た
。
ま
た
、
利
用
の
便
に
供
す
る
た
め
に
宇
佐
美
定
祐
文
書
に
は
分
類
及
び

現
状
目
録
、
早
川
家
文
書
に
は
分
類
及
び
編
年
目
録
、
大
畑
家
文
書
に
は
編
年
及
び
整
理
番
号
順
目
録
を
付
し
た
。

一　

各
項
目
内
の
資
料
の
配
列
順
序
は
、
原
則
と
し
て
年
月
日
順
と
し
、
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
干
支
・
月
・
日
等
の
み
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
年
代
不
明
の
も
の

の
順
に
記
載
し
、
同
年
同
日
や
年
代
不
明
の
資
料
に
つ
い
て
は
資
料
番
号
順
と
し
た
。
な
お
、
年
代
を
推
定
し
た
場
合
は
該
当
す
る
時
期
に
掲
載
し
た
。

一　

目
録
は
、
原
則
と
し
て
資
料
ご
と
に
資
料
番
号
・
標
題
・
年
月
日
・
作
成
者
・
宛
名
・
形
態
を
記
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
備
考
を
付
し
た
。

・
資
料
番
号
は
整
理
時
に
付
し
た
番
号
で
、
閲
覧
申
請
時
は
こ
の
番
号
で
行
う
。

・
標
題
は
、
原
則
と
し
て
原
題
を
採
り
、
原
題
の
み
で
は
内
容
が
類
推
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
内
容
に
し
た
が
っ
て
（　

）
内
に
補
足
し
た
。
ま
た
、
原
題
が
な
い

資
料
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
し
た
が
っ
て
〔　

〕
内
に
記
し
た
。

・
年
月
日
は
、
原
則
と
し
て
資
料
が
作
成
さ
れ
た
年
月
日
と
し
、
推
定
し
た
場
合
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

・
作
成
者
・
宛
名
が
多
数
で
あ
り
欄
内
に
全
員
を
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
名
前
を
記
し
、
そ
れ
以
外
は
「
外
○
名
」
と
し
た
。

・
作
成
者
の
印
が
あ
る
場
合
は
（
印
）、
花
押
が
あ
る
場
合
は
（
花
）
と
記
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
作
成
者
全
て
に
印
・
花
押
の
あ
る
場
合
に
は
、（
全
印
）（
全
花
）
と

示
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
形
態
は
次
の
と
お
り
記
し
た
。

状　

…
…
…　

折
紙
以
外
の
一
紙
文
書
（
継
紙
、
切
紙
な
ど
を
含
む
）

折
紙

罫
紙

堅
帳

横
帳
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横
半
帳

巻
子

綴
り　

…
…
…　

こ
よ
り
等
に
よ
り
複
数
の
文
書
が
綴
ら
れ
た
も
の

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
封
紙
、
封
筒
な
ど
と
記
し
た
。

・
備
考
に
つ
い
て
は
、
特
に
欄
を
設
け
ず
標
題
欄
中
に
＊
を
付
し
て
記
入
し
た
。

一　

本
目
録
に
お
い
て
は
、
所
蔵
者
名
等
を
除
き
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
か
な
文
字
に
つ
い
て
も
変
体
が
な
な
ど
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。

一　

虫
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
が
あ
る
場
合
、
字
数
を
確
定
で
き
る
も
の
は
字
数
分
を
□
で
表
し
、
字
数
不
明
の
も
の
は
�

と
し
た
。

一　

本
目
録
に
収
録
し
た
資
料
は
、
未
撮
影
の
一
部
の
も
の
を
除
き
、
当
文
書
館
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
の
複
製
物
に
よ
る
閲
覧
、
複
写
が
可
能
で
あ
る
。
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損
」
数　
  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
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目
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先
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自
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佐
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佐
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紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
文
書
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
紀
州
藩
軍
学
者
を

代
々
継
い
だ
宇
佐
美
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
で
は
あ
る
。
の
ち
に
述
べ
る
が
、
全
体

の
四
分
の
三
は
同
一
の
筆
跡
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
貞
享
元
年
ご
ろ
（
一
六
八
四
年

ご
ろ
）
ま
で
に
作
ら
れ
た
、
近
世
古
文
書
と
し
て
も
古
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
が
な
い
。
特
に
、
仕
官
と
由
緒
を
求
め
る
浪
人
軍
学
者
左
助
（
定

祐
）
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
う
る
、
他
に

類
例
を
み
な
い
第
一
級
の
文
書
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
特
異
な
事
情
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
宇
佐
美
定
祐
文
書
は
た
だ
の
近
世
武
家
文
書
に
終
わ
ら
ず
価
値
が
あ

る
。
一
九
五
〇
年
頃
、
橋
本
市
の
木
下
義
治
氏
は
、
山
口
県
の
古
書
市
場
で
こ
れ

を
見
い
出
し
、
散
逸
を
防
ぐ
べ
く
英
断
を
も
っ
て
購
入
。
当
文
書
館
へ
の
寄
託

は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
文
書
館
開
館
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

宇
佐
美
定
祐
は
初
め
大
関
左
助
と
称
し
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
紀
州
藩
に

軍
学
者
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
（
文
書
館
蔵
嘉
永
元
年
宇
佐
美
興
方
「
系
譜
」

　

）。
時
に
藩
は
、
諸
国
同
様
家
臣
団
再
編
成
の
時
期
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
備

１６８３え
（
軍
勢
）
の
中
心
は
持
筒
頭
・
持
弓
頭
な
ど
の
藩
重
臣
に
預
け
た
与
力
が
担
っ

て
い
た
。
こ
の
預
り
を
廃
止
し
、
与
力
を
召
し
放
つ
こ
と
で
重
臣
層
の
力
を
そ

ぎ
、
新
規
に
家
臣
の
分
家
筋
の
者
を
十
人
組
や
供
番
な
ど
の
藩
主
直
属
団
に
召
し

抱
え
、
備
え
の
基
軸
と
し
た
（
と
り
あ
え
ず
、『
和
歌
山
県
史　

近
世
』、
八
八
〜

九
一
頁
）。
藩
に
と
っ
て
軍
学
者
左
助
の
取
り
立
て
は
、
こ
の
再
編
の
理
論
的
側

面
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

　

軍
学
は
単
に
戦
術
の
研
究
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
近
世
の
学
問
で
あ
る
以
上
、

当
然
日
本
の
儒
学
を
そ
の
基
礎
と
し
、
武
士
の
学
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
武
士
道
と

も
通
じ
る
。
全
て
の
存
在
の
有
り
よ
う
か
ら
始
ま
り
、
人
倫
や
武
士
の
心
構
え
を

も
論
じ
る
学
問
で
あ
っ
た
（
石
岡
久
夫
『
日
本
兵
法
史
』
下
、
雄
山
閣
、
一
九
七

二
年
、
一
九
九
〜
二
〇
六
頁
）。
だ
か
ら
、
藩
内
に
諸
流
派
の
儒
学
者
を
召
し
抱
え

た
の
と
同
様
、
紀
州
藩
で
も
宇
佐
美
流
と
、
橋
爪
流
・
名
取
流
の
複
数
の
軍
学
が

矛
盾
す
る
こ
と
な
く
併
存
し
え
た
の
で
あ
る
し
、
彼
ら
の
講
義
を
藩
主
以
下
家
臣

団
は
受
け
た
の
で
あ
る
（『
南
紀
徳
川
史
』
六
冊
、
五
九
四
頁
、
五
九
六
頁
、『
同
』

一
七
冊
、
三
二
八
頁
、
三
六
六
〜
三
六
七
頁
、
四
〇
五
頁
）。

　

そ
の
上
で
左
助
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
家
臣
団
編
成
替
え
の
仕
上
げ
と

な
る
「
軍
令
」
制
定
に
も
尽
力
す
る
（『
南
紀
徳
川
史
』
一
二
冊
、
五
四
〇
〜
五
五

一
頁
。
高
橋
修
『
も
う
ひ
と
つ
の
川
中
島
合
戦
』、
洋
泉
社
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）。

四
八
条
に
「
鎗
長
け
二
つ
三
つ
に
詰
よ
せ
、
弓
・
鉄
炮
に
て
打
倒
候
と
も
、
合
戦

は
大
事
の
儀
に
候
条
、
高
名
を
心
掛
首
取
に
備
を
不
出
様
に
堅
下
知
可
致
候
、
勿

論
打
舗
候
時
敵
掛
り
来
る
と
云
と
も
、
物
主
・
番
頭
無
下
知
以
前
立
起
へ
か
ら
す
、

掛
り
指
揮
・
掛
り
貝
の
時
、
一
同
に
鎗
を
入
可
き
事
」、
五
五
条
に
「
懸
指
揮
（
攻

撃
）
之
時
は
如
何
様
之
悪
所
成
共
可
懸
、
�
指
揮
（
防
御
）
之
時
は
勝
負
最
中
成

共
一
手
之
旗
本
へ
�
へ
し
、
兼
々
家
々
之
軍
法
な
れ
は
、
敵
の
首
取
に
掛
り
候
共

其
身
越
度
に
不
可
有
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
個
々
の
武
家
に
よ
る
戦

闘
か
ら
、
藩
主
直
属
団
を
中
心
に
し
た
近
世
的
集
団
戦
法
へ
の
転
換
が
完
成
す

る
。
以
後
、
左
助
の
子
孫
は
幕
末
ま
で
、
紀
州
藩
軍
学
者
の
役
を
継
い
で
行
く
。 

宇
佐
美
定
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と
こ
ろ
で
、
宇
佐
美
定
祐
文
書
に
近
世
中
・
後
期
の
文
書
は
少
な
い
。
知
行
目

録
・
由
緒
書
写
し
等
が
あ
る
だ
け
で
、
武
家
文
書
で
あ
れ
ば
残
る
で
あ
ろ
う
よ
う

な
役
務
上
の
文
書
や
通
達
の
写
し
、
書
式
の
雛
形
な
ど
は
一
点
も
な
い
。
全
一
五

二
点
中
の
四
分
の
三
を
占
め
る
の
は
、「
感
状
・
証
文
」
類
・「
書
状
」・「
戦
記
・

伝
記
」
類
で
、
先
祖
の
由
緒
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
が
、
質
的
に
も
量
的
に
も

通
常
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
量
に
残
っ
て
い
る
。
中
心
と
な
る
、
先
祖
の
受
け
た

「
感
状
・
証
文
」
類
は
、
頼
朝
か
ら
大
坂
の
陣
に
い
た
る
五
二
点
。
頼
朝
以
降
の
、

日
本
史
で
名
だ
た
る
戦
い
の
ほ
と
ん
ど
に
宇
佐
美
氏
は
歴
代
参
戦
し
、
そ
こ
で
必

ず
戦
功
を
上
げ
感
状
を
与
え
ら
れ
続
け
た
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
そ
の
感
状
を
、
左
助
の
代
ま
で
で
も
四
五
〇
年
以
上
、
戦
乱
を
越
え

て
見
事
な
ま
で
に
守
り
抜
い
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

父
「
造
酒
助
宛
」
書
状
は
、
紀
州
藩
重
臣
か
ら
の
二
〇
点
で
あ
る
。
重
臣
は
造

酒
助
が
紀
州
藩
へ
仕
官
す
る
よ
う
求
め
、
致
仕
し
た
水
戸
徳
川
家
に
は
頼
宣
か
ら

詫
び
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
御
国
ニ
御
入
候
ニ
相
済
申
候
ニ
よ
り
知
行
千
石

之
御
約
束
ニ
て
、
先
ツ
当
分
御
合
力
百
人
扶
持
被
遣
候
」（
資
料
番
号　

－
１
、
以

７８

下
同
じ
）、
紀
州
藩
で
は
知
行
高
千
石
を
提
示
す
る
。
頼
宣
等
か
ら
も
、「
其
方
事
、

軍
道
ノ
指
南
ヲ
受
ル
上
ハ
以
来
マ
テ
モ
是
非
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
、
其
上
光

貞
代
々
ニ
至
リ
其
方
子
々
孫
々
タ
ト
ヘ
バ
幼
少
タ
リ
ト
雖
ア
ト
目
ヲ
不
可
減
」

（　

）、
子
孫
の
相
続
に
際
し
て
も
こ
れ
を
減
じ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
（　

１１１

７４

－

２
・　

も
、
同
様
に
知
行
高
を
保
障
し
て
い
る
）。

８６

　
「
左
助
宛
」
書
状
は
、「
感
状
・
証
文
」
類
の
藩
主
披
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

先
祖
の
武
功
に
触
れ
る
藩
重
臣
か
ら
の
書
状
、
お
よ
び
、
大
関
か
ら
宇
佐
美
へ
の

名
字
替
え
に
関
す
る
書
状
で
あ
る
。
名
字
替
え
に
つ
い
て
は
、
頼
宣
の
言
と
し

て
、「
宰
相
様
御
代
ニ
ハ
申
上
、
本
名
宇
佐
美
ニ
可
罷
成
と
被
仰
出
候
」（　

）、「
佐

８１

助
名
字
替
り
之
段
…
本
名
ニ
改
候
様
ニ
と
慥
ニ
南
龍
院
様
御
意
之
由
」（　

－

５
）

１０７

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
造
酒
助
の
召
し
抱
え
と
左
助
の
名
字
替
え
に
際
し
、
藩
が

先
々
の
、
自
ら
を
縛
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
契
約
内
容
を
文
字
に
書
き
記
す
と
は

大
変
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
残
り
方
は
、
造
酒
助
の
召
し
抱
え
へ
の
動
き
や
、
左
助
の
代
の
藩
主
披
見
・

名
字
替
え
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
に
し
て
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
い
い
か

え
れ
ば
、
必
要
に
し
て
十
分
な
書
状
以
外
の
、
通
常
な
ら
ば
当
然
残
る
べ
き
雑
駁

な
内
容
の
も
の
は
、
全
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
戦
記
・
伝
記
」
類
、
と
り
わ
け
「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇

佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助
代
覚
書
」（　

）「
宇
佐
美
駿
河
守
定
行
三

１２４

代
働
覚
書
」（　

）
の
二
冊
は
、
右
の
「
感
状
・
証
文
」
類
・
書
状
類
を
使
い
、
そ

１２５

こ
か
ら
理
解
で
き
る
内
容
を
越
え
た
、
左
助
と
そ
の
先
祖
の
働
き
に
つ
い
て
詳
し

い
解
説
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
感
状
・
証
文
」
類
・
書
状
類
を
整
理
す
る
た
め

の
封
紙
の
い
く
つ
か
に
書
か
れ
た
「
解
説
」
も
同
様
、
包
ま
れ
た
内
容
物
だ
け
か

ら
は
い
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が
ら
ま
で
が
事
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
一
般
的
な
宇
佐
美
家
の
文
書
で
は
な
い
と
判

断
、
大
関
左
助
、
す
な
わ
ち
宇
佐
美
定
祐
が
強
く
関
与
し
た
特
異
な
文
書
と
い
う

意
味
で
、
紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
文
書
と
名
付
け
た
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�

　

紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
文
書
は
、
そ
の
お
よ
そ
四
分
の
三
、
分
類
項
目
で

は
�
�
�
�
�
�
�
�
��
	


�
�


�
�
か
ら
�
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�
�
�
	


�
�

ま
で
が
同
一
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る（
�
を
除
く
。
�
は
留
保
）。
そ
れ
は
通
常
そ
う

宇
佐
美
定
祐
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で
あ
る
よ
う
な
、
個
々
繋
が
り
の
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
関
す
る
数
多
く
の

文
書
か
ら
な
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
計
画
的
な
一
体
化
し
た
文
書
で
あ
る
。

「
感
状
・
証
文
」
類
を
要
と
し
て
、
右
図
の
よ
う
に
、
個
々
の
文
書
は
時
間
軸
に

沿
っ
た
筋
立
て
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
全
体
が
絡
み

合
っ
て
文
書
相
互
に
内
容
の
正
当
性
を
何
重
に
も
担
保
し
合
う
と
い
う
構
造
を
と

る
。
�
�
�
�
�
�
�
�（
�
�
�
�
�
�
�
�
を
除
く
）・
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�（
Ａ
）
は
、
左
助
の
「
父
」
と
す
る
造
酒
助
ま
で
の
宇
佐
美
家

「
歴
代
」
の
人
物
が
実
在
し
、
し
か
も
左
助
が
そ
の
直
系
で
あ
る
こ
と
の
「
物
証
」

と
す
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
不
安
に
な
る
、
第
一
に
、「
物
証
」
へ
の
疑
い
を
事

前
に
封
じ
「
物
証
」
が
本
物
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
を
与
え
る
た
め
に
�
�
�
�

�
�
�
�
�（�
�
�
�
�
�
�
を
除
く
）
を
作
り
、「
感
状
・
証
文
」
が
間
違
い
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
（
Ｄ
）。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
さ
ら
に
そ
の

「
畠
山
牛
庵
極
札
」
が
確
か
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、「
水
野
小
右
衛
門

書
状
」（　

－

２
）
で
「
極
メ
」
に
触
れ
る
。
第
二
に
、「
造
酒
助
（
民
部
）
宛
布

７９

施
書
状
」（　

）、
�
�
�
�
�
�
�
�
の
内
「
藩
主
披
見
」（　

－

１
〜
２
・　

・

１０３

７９

８０

　

－

１
・　

－

１
・　

－

１
〜
４
）
で
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
頼
宣
が
「
感

８７

９９

１００

状
・
証
文
」
を
「
披
見
」
し
た
よ
う
に
作
り
上
げ
、「
感
状
・
証
文
」
が
本
物
で
あ

る
こ
と
を
装
う
（
Ｄ
）。
た
だ
し
、「
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
…
権
現
様
御
感
状

并
板
倉
伊
賀
守
殿
奉
書
指
上
候
処
、
御
写
シ
被
遊
公
儀
江
御
指
上
ケ
被
遊
候
」（　
７５

－

２
四
代
「
宇
佐
美
三
郎
兵
衛
先
祖
書
」）
と
あ
り
、
貞
享
元
年
の
披
見
は
行
わ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
Ｂ
）
は
、
造
酒
助
の
紀
州
藩
周
辺
で
の
動
向
を
示
す
。

「
重
臣
」
か
ら
の
書
状
だ
け
で
な
く
、
造
酒
助
の
客
分
と
し
て
の
召
し
抱
え
を
証

す
る
「
頼
宣
書
状
」（　

）、「
重
臣
渡
辺
一
学
」
等
か
ら
の
そ
の
「
添
状
」（　

－

１１１

７４

１
・　

－

２
・　

－

１
・　

）
も
含
む
。「
左
助
宛
河
島
式
右
衛
門
書
状
」（　

－

７４

９２

８６

１１８

２
）
で
は
、「
布
施
」（
布
施
単
独
の
状　

の
こ
と
か
）・「
頼
宣
状
」
に
つ
い
て
述

１０３

べ
る
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
の
内
「
名
字
替
」（　

、　

を
論
じ
る　

・　

－

２
〜
５
）

８１

８１

９６

１０７

は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
〜
三
年
と
し
、
�
�
�
�
�
�（　

・　

－

１
）
も
あ

１０６

１０７

る
（
Ｃ
）。
し
か
し
、
実
際
名
字
を
改
め
た
の
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
二
月
。

あ
え
て
貞
享
元
年
五
月
付
け
の
書
状
（　

・　

）
も
付
け
る
。
さ
ら
に
、
�
�
�

６７

７２

�
�
�
�
�
�
（　

・　

）
で
、
左
助
が
宇
佐
美
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
証
言
（
Ｅ
）。

６９

７０

た
だ
、
ほ
か
と
違
っ
て
「
名
字
替
」
に
つ
い
て
は
当
時
進
行
中
の
こ
と
が
ら
で
、

宇
佐
美
定
祐

��������	
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当
面
の
実
効
性
は
な
い
。
子
孫
に
先
祖
の
栄
光
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と

か
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
以
上
Ａ
〜
Ｅ
の
「
感
状
・
証
文
」
類
・
書
状
類
を
駆

使
し
て
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�（
Ｆ
）
を
著
し
、
よ
り
一
層
の
現
実
味
を
演

出
し
て
い
る
。

��

�
�
�
�
�

　

宇
佐
美
定
祐
文
書
一
五
二
点
に
は
１
〜　

の
整
理
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
欠

１２９

番
は
「
感
状
・
証
文
」
類
に
限
ら
れ
、
５
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１７

２２

２５

２６

２８

３１

３６

　

・　

・　

・　

・　

・　

で
あ
る
。
複
数
の
文
書
に
同
じ
番
号
が
与
え
ら
れ
て

３７

４７

４９

５２

５４

５８

い
る
の
は
、　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

６８

７４

７５

７８

７９

８３

８５

９２

９５

９９

１０５

１１５

１２１

　

・　

が
そ
れ
ぞ
れ
二
点
ず
つ
、　

・　

が
各
三
点
、　

・　

・　

が
各
四
点
、

１２８

１２９

８７

１２２

１００

１１８

１２６

　

が
各
五
点
。
こ
れ
ら
は
枝
番
号
で
示
し
た
。
番
号
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の

１０７は
番
外
と
し
た
。
番
外
５
〜
９
は
由
緒
書
一
点
と
絵
図
四
舗
。
番
外
１
〜
４
は
箱

蓋
の
表
書
き
・
裏
書
き
各
一
点
と
本
紙
の
抜
け
た
封
紙
二
点
（
番
外
１
〜
４
は
点

数
と
し
て
数
え
て
い
な
い
）。

　

１
〜　

は　

・　

を
除
い
て
、
封
紙
に
幅
二
セ
ン
チ
弱
の
青
鼠
色
の
紙
を
貼
り
、

６６

３９

４６

そ
の
上
に
朱
の
漢
数
字
で
整
理
番
号
を
ふ
っ
て
あ
る
。
封
紙
に
直
に
墨
書
し
て
あ

る　

・　

は
通
常
の
整
理
の
封
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
青
鼠
色
の

３９

４６

紙
に
番
号
が
書
い
て
あ
る
の
は
、
最
初
に
打
っ
た
番
号
を
訂
正
し
た
か
ら
で
あ

る
。
青
鼠
色
の
紙
の
下
に
は
き
わ
め
て
見
に
く
い
の
だ
が
、
２
に
「
二
ノ
上
」、
３

に
「
二
ノ
下
」、
８
に
「
七
ノ
下
」、
９
に
「
六
ノ
下
」
を
白
い
練
り
粉
で
で
も
あ

ろ
う
か
訂
正
し
「
七
ノ
上
」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
、
最
後
の　

が
「
六
十
」
で

６６

終
わ
っ
て
い
る
。

　
　

・　

〜　

は
、
縦
長
紺
色
封
筒
に
基
本
的
に
一
点
ず
つ
入
れ
、
中
央
に
朱
の

６８

７３

１２９

漢
数
字
で
、
例
え
ば
「
第
六
十
八
番
」
と
記
し
、
右
側
に
内
容
を
朱
字
で
傍
書
し

て
あ
る
。
字
体
は
「
感
状
・
証
文
」
類
の
も
の
と
は
全
く
異
な
る
。
封
紙
に
鉛
筆

で
記
し
て
あ
る　

・　

・　

・　

、
本
紙
に
直
に
鉛
筆
で
書
き
入
れ
て
あ
る　

は
、

６７

６９

７０

７２

７１

紺
色
封
筒
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
紺
色
封
筒
右
側
に
書
か
れ
た

朱
字
は
、
近
世
の
字
体
で
は
な
く
明
治
以
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
書
�
笥
に

収
め
た
の
は
当
初
の
こ
と
に
違
い
な
い
か
ら
、
長
年
月
の
間
に
戻
す
べ
き
引
き
出

し
を
間
違
っ
た
も
の
も
含
め
て
、
明
治
に
番
号
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
以
下
の
七
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
入
れ
間
違
い
だ
ろ
う
、
傍
書
と
実

際
の
内
容
物
と
が
異
な
っ
て
い
る
（〔　

〕
内
が
実
際
の
内
容
）。　

「
板
倉
」〔
中

８０

川
清
三
郎
〕、　

「
一
学
ヨ
リ
数
馬
宛
」〔
一
学
よ
り
森
山
堅
弥
宛
〕、　

「
渡
辺
一

８４

９０

学
ヨ
リ
加
納
数
馬
宛
」〔
布
施
・
加
納
よ
り
森
山
堅
弥
宛
〕、　

「
一
学
状
二
通
」

９２

〔
一
学
・
久
野
三
郎
左
衛
門
状
〕、　

「
布
施
」〔
中
川
清
三
郎
〕、　

「
紀
亜
相
公

９６

１０１

筆　

覚
」〔
感
状
等
目
録
〕、　

「
江
戸　

紀
伊
」〔
布
施
状
〕。
な
お
、　

「
左
京

１０３

１１７

大
夫
輝　

最
古
」
と
あ
る
。
封
紙
が
違
っ
て
い
る
（「
造
酒
助
宛
」
書
状
で
は
本
紙

と
封
紙
の
不
一
致
が
目
に
付
く
た
め
、
付
表
３
で
整
理
し
た
）
な
ど
の
問
題
も
あ

る
。

��

�
�
�
�
�
�
�
	

　

こ
の
近
代
の
整
理
で
は
、「
感
状
・
証
文
」
類
五
二
点
は
冒
頭
に
ま
と
め
、
厳
密

に
年
号
順
に
並
べ
て
あ
る
。
そ
の
後
ろ
の
並
べ
方
を
あ
え
て
大
枠
で
み
る
な
ら

ば
、「
造
酒
助
宛
」
書
状
と
「
左
助
宛
」
書
状
等
の
近
世
前
期
の
も
の
、
次
い
で
知

行
目
録
・
由
緒
書
等
の
近
世
中
期
以
降
の
も
の
、
最
後
に
「
戦
記
・
伝
記
」
等
の

宇
佐
美
定
祐
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書
籍
類
を
置
い
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
似
通
っ
た
傾
向
の
も
の

を
あ
る
程
度
集
め
た
と
い
う
以
上
で
は
な
い
。「
造
酒
助
宛
」書
状
と「
左
助
宛
」書

状
等
を
集
中
し
て
並
べ
て
あ
る　

〜　

の
中
に
、
近
世
中
期
以
降
の
区
分
の
中
に

６７

１０７

入
れ
る
べ
き
知
行
目
録
・
由
緒
書
等
（　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）
が
紛

７５

８２

８８

８９

９４

９５

１０１

れ
込
ん
で
い
る
し
、
逆
に
、
並
び
を
近
世
中
期
以
降
に
切
り
替
え
て
い
く　

〜　
１０８

１１８

の
中
に
近
世
前
期
以
前
の
「
造
酒
助
宛
」
書
状
と
「
左
助
宛
」
書
状
等
（　

・　

・

１１１

１１７

　

－

２
）
が
入
っ
て
い
る
。
書
籍
を
集
め
て
い
る　

以
降
に
も
由
緒
書
等
（　

・

１１８

１１９

１２１

　

－

１
〜
２
・　

－

２
〜
４
）
が
ま
じ
っ
て
い
る
。

１２２

１２６

　

ま
た
、
一
つ
の
紺
色
封
筒
に
複
数
入
れ
ら
れ
た
文
書
は
、
当
然
関
連
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
の
だ
が
、
右
と
同
様
に
、
時
期
の
異
な
っ
た
、
内
容
上
も
関
係

づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（　

・　

）。

１１８

１２２

　

た
だ
、
こ
の
並
び
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
同
一
の
紺
色
封
筒
に
入
っ
て
い
な
が

ら
内
容
上
無
関
係
だ
っ
た
り
し
て
も
、
そ
れ
は
先
に
見
た
青
封
筒
の
傍
書
と
内
容

物
と
に
ず
れ
が
あ
る
も
の
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
並
び
の
悪
さ
は
、
整
理

当
初
か
ら
で
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
並
べ
た

わ
け
で
は
な
い
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
た
と
え
そ
う
し
た
難
点
が
目
に
付
く

と
し
て
も
、
い
た
ず
ら
に
番
号
を
増
や
す

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
今
回
の
文
書
館
で

の
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
封
紙
が
違
っ
て

い
る
も
の
も
含
め
、
与
え
ら
れ
た
番
号
を

そ
の
ま
ま
資
料
番
号
と
し
て
利
用
し
た
。

「
現
状
目
録
」
は
、
こ
の
所
与
の
順
番
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

全
一
五
二
点
は
、
片
開
き
扉
付
き
黒
漆
塗
り
文
書
�
笥
（
外
寸
幅　

（
ミ
リ
、

２７６

以
下
同
じ
）
×
高
さ　

×
奥
行
き　

）
と
蓋
付
き
桐
箱
（
内
寸
幅　

×
奥
行
き　

３１７

３９０

３５１

３５１

×
深
さ　

）、
ブ
リ
キ
製
筒
大
（
長
さ　

×
径　

）
と
小
（
長
さ　

×
径　

）
に
分

１４８

１０１０

７３

１０１０

６８

け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
書
�
笥
は
四
つ
の
引
き
出
し
（
奥
行
き　

）
に
分
か

３４２

れ
る
。
左
上
段
引
き
出
し
（
内
寸
幅　

×
深
さ　

）
に
は
資
料
番
号　

〜　

が
入

８４

５８

６７

７２

り
、
右
上
段
引
き
出
し
（
内
寸
幅　

×
深
さ　

）
に
は　

〜　

が
、
中
段
引
き
出

１３６

５８

７３

８０

し
に
は
中
仕
切
り
が
あ
り
、
左
側
（
内
寸
幅　

×
深
さ　

）
に
１
〜　

、
右
側

６２

７７

２０

（
内
寸
幅　

×
深
さ　

）
に　

〜　

、
下
段
引
き
出
し
（
内
寸
幅　

×
深
さ　

）

１７１

７７

２１

６６

２３８

１０５

に　

〜　

と
番
外
５
と
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
箱
は
さ
ら
に
、
引
き
上
げ
式

１２６

１２９

引
き
戸
付
き
桐
外
箱
（
外
寸
幅　

×
高
さ　

×
奥
行
き　

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

３１０

３９４

４４１

蓋
付
き
桐
箱
に
は
資
料
番
号　

〜　

が
あ
る
。
絵
図
は
、
ブ
リ
キ
製
太
筒
に
番
外

８１

１２５

７
・
８
・
９
、
細
筒
に
番
外
６
が
、
巻
い
て
収
め
て
あ
る
。
文
書
�
笥
の
そ
れ
ぞ

れ
の
引
き
出
し
や
蓋
付
き
桐
箱
へ
の
文
書
の
割
り
振
り
も
、
当
然
、
以
後
の
移
動

や
混
乱
が
あ
る
だ
ろ
う
。

��

�
�

　

紀
州
藩
に
仕
え
た
宇
佐
美
家
代
々
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
嘉
永
元
年
（
一
八

四
八
）
宇
佐
美
興
方
「
系
譜
」（
前
掲　

）
か
ら
、
必
要
な
部
分
を
引
用
し
て
お
く

１６８３

（「
…
」
は
省
略
部
分
）。

�
�
�
�
�
�
�
（
宇
佐
美
左
衛
門
尉
裕
茂
�
十
九
代
宇
佐
美
民
部
少
輔
勝
行
二

男
）

�
�
�
�
�
�
�
（
造
酒
助
勝
興
実
子
惣
領
）

　

慶
安　

二
年
（
一
六
四
九
）「
被
召
出
、
御
合
力
金
被
下
置
」

…
承
応　

二
年
（
一
六
五
三
）「
神
宮
御
年
譜
御
用
被
仰
付
」

宇
佐
美
定
祐

��������
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同　
　

三
年　
　
　
　
　
　
「
近
習
江
相
詰
」

　

寛
文　

二
年
（
一
六
六
二
）
大
番

…
延
宝　

四
年
（
一
六
七
六
）
地
方
三
〇
〇
石

　

貞
享　

元
年
（
一
六
八
四
）「
本
名
宇
佐
美
与
相
改
」

　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
隠
居

　

正
徳　

三
年
（
一
七
一
三
）
病
死
、
八
十
歳

�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
左
助
定
祐
三
男
）

　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
家
督
二
〇
〇
石
、
大
番

…
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
横
須
賀
物
頭
、
三
〇
〇
石

　
　
　
　

同
年　
　
　
　
　
　

病
死
、
四
十
三
歳

�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
名
跡
相
続
）

　

享
保
十
二
年　
　
　
　
　
　

跡
目
二
〇
〇
石
、
近
習
の
ま
ま

…
延
享　

四
年
（
一
七
四
七
）「
書
物
方
江
も
可
相
勤
旨
被
仰
付
、
頭
取
ニ
差
添
御

用
相
勤
」

…
寛
延　

三
年
（
一
七
五
〇
）「
玄
蕃
頭
様
・
織
部
正
様
江
書
物
指
南
」

…
宝
暦　

元
年
（
一
七
五
一
）「
書
物
方
御
用
頭
取
之
通
相
勤
」

…
同　
　

二
年　
　
　
　
　
　

書
物
方
頭
取

…
同　
　

五
年　
　
　
　
　
　
「
勘
解
由
様
江
書
物
指
南
」

…
安
永　

五
年
（
一
七
七
六
）
使
役
頭
格
、
五
〇
〇
石

…
天
明　

三
年
（
一
七
八
三
）
病
死
、
七
十
九
歳

�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
三
郎
兵
衛
正
矩
養
子
）

　

天
明　

三
年
（
一
七
八
三
）「
親
三
郎
兵
衛
久
々
相
勤
候
付
」、
跡
目
五
〇
〇
石
、

寄
合

…
同　
　

四
年　
　
　
　
　
　
「
書
物
方
御
用
相
勤
」

…
同　
　

五
年　
　
　
　
　
　
「
御
書
物
御
読
初
可
被
遊
候
間
、
右
相
勤
」

…
寛
政　

四
年
（
一
七
九
二
）
書
物
方
頭
取
見
習

…
同　
　

七
年　
　
　
　
　
　

書
物
方
頭
取

…
同　

十
二
年　
　
　
　
　
　
「
御
秘
事
御
鉄
砲
御
用
」

…
文
化　

六
年
（
一
八
〇
九
）「
家
伝
之
軍
学
、
…
小
笠
原
次
右
衛
門
江
伝
授
被
仰

付
」、「（
畠
山
）
源
兵
衛
江
伝
授
之
儀
御
免
許
」、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
佐
津
川
）
平
左
衛
門
江
も
申
合
助
教
為
致
」

…
文
政　

四
年
（
一
八
二
一
）「「
曽
根
孫
太
夫
江
伝
授
」

…
同　
　

七
年　
　
　
　
　
　

病
死
、
六
十
六
歳

�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
三
郎
兵
衛
正
純
実
子
惣
領
）

　

文
政　

七
年
（
一
八
二
四
）
跡
目
四
五
〇
石
、
寄
合

　

同　
　

九
年　
　
　
　
　
　

書
物
方
御
用
見
習

　

同　
　

十
年　
　
　
　
　
　

病
死
、
四
十
五
歳

�
�
�
�
�
�
�
�
	
（
三
郎
兵
衛
正
本
名
跡
相
続
、
三
郎
兵
衛
正
純
三
男
）

　

文
政　

十
年
（
一
八
二
七
）
跡
目
三
〇
〇
石
、
大
番

…
天
保　

二
年
（
一
八
三
一
）「
書
物
方
御
用
相
勤
」

…
同　
　

四
年　
　
　
　
　
　
「
家
伝
之
軍
学
、
由
布
中
平
江
稽
古
被
仰
付
」

…
同　
　

七
年　
　
　
　
　
　
「
家
伝
之
軍
学
、
思
召
有
之
、
中
嶋
勘
兵
衛
・
稲
葉

弥
左
衛
門
・
西
村
八
郎
右
衛
門
江
伝
授
被
仰
付
」

…
同　
　

十
年　
　
　
　
　
　
「
家
伝
之
軍
学
、
思
召
有
之
、
立
石
喜
太
夫
江
伝
授

被
仰
付
」

　

同　

十
一
年　
　
　
　
　
　
「
家
伝
之
軍
学
、
思
召
有
之
、
高
橋
五
郎
江
伝
授
被

仰
付
」

　

同　

十
三
年　
　
　
　
　
　
「
家
伝
之
軍
学
、
思
召
を
以
、
柘
植
伝
次
郎
江
伝
授

宇
佐
美
定
祐
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被
仰
付
、
且
広
田
吉
五
郎
江
も
伝
授
」

…
嘉
永　

元
年
（
一
八
四
八
）
病
死
、
六
十
二
歳

��

�
�
�
�

　

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

��

�
�
�
�
�
�
	

　

こ
の
宇
佐
美
定
祐
文
書
で
は
、
色
合
い
・
付
着
物
・「
虫
損
」・
裏
打
ち
等
、
文

字
以
外
の
文
書
の
状
態
を
見
抜
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
が
、
文
書
館
で
の
閲
覧
は
複

写
物
に
な
る
た
め
、
こ
れ
を
見
て
と
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
以
下
、
分
類
項

目
ご
と
に
、
文
書
の
状
態
に
必
要
な
限
り
ふ
れ
て
い
く
。

　
「
感
状
・
証
文
」
類
五
二
点
す
べ
て
の
状
態
に
大
差
は
な
く
、
一
種
異
様
な
雰
囲

気
が
漂
う
。
た
と
え
ば
、
１
「
鎌
倉
右
大
将
頼
朝
卿
御
直
判
御
下
文
」（
縦　

ミ
リ

３２５

×
横　

ミ
リ
）
の
封
紙
を
開
け
る
と
端
裏
が
現
れ
る
が
、
和
紙
の
色
と
は
い
え
な

４６９

い
黒
味
が
か
っ
た
橙
色
で
、
不
気
味
な
感
じ
が
す
る
。
し
か
も
、
古
色
の
は
ず
な

の
に
、
紙
面
全
体
が
同
じ
色
な
の
で
は
な
く
色
む
ら
が
あ
る
。
こ
の
「
下
文
」
に

は
薄
い
和
紙
で
裏
打
ち
が
し
て
あ
り
、
色
は
、
裏
打
ち
の
紙
を
透
し
て
見
え
る
本

体
の
料
紙
の
裏
側
の
色
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
下
文
」
は
、「
虫
損
」

は
あ
る
と
は
い
え
今
日
で
も
全
体
の
状
態
は
よ
く
、
裏
打
ち
を
す
べ
き
理
由
は
全

く
な
い
。
紙
質
は
、
和
紙
固
有
の
し
な
や
か
さ
を
失
っ
て
こ
わ
張
っ
て
い
る
。
薄

い
和
紙
の
裏
打
ち
だ
け
で
、
こ
れ
ほ
ど
に
硬
く
な
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
、
極
め

て
平
ら
な
状
態
に
な
っ
て
も
い
る
。
裏
打
ち
だ
け
で
は
こ
の
よ
う
に
平
ら
に
な
る

は
ず
が
な
い
。
さ
ら
に
、
折
り
目
も
ま
た
、
軽
く
押
さ
え
て
付
く
よ
う
な
柔
ら
か

い
も
の
で
は
な
い
。
一
つ
一
つ
の
折
り
目
に
強
い
力
を
加
え
て
、
き
つ
く
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
　

��

�
�

　

広
げ
て
表
面
を
見
る
と
、
裏
面
よ
り
も
や
や
明
る
い
も
の
の
、
同
じ
様
に
黒
味

が
か
っ
た
橙
色
を
し
て
い
る
。
色
む
ら
が
あ
る
の
が
異
様
に
感
じ
ら
れ
る
。
和
紙

が
長
い
年
月
を
経
て
変
わ
る
、
く
す
ん
だ
茶
色
で
は
な
い
。
明
る
い
感
じ
が
す

る
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
線
香
の
火
を
近
づ
け
て
で
き
た
よ
う
な
、
小
さ
な
焦
げ
目

に
見
え
る
部
分
が
二
、
三
十
か
所
あ
る
（
写
真
１
）。
し
か
し
、
拡
大
鏡
で
確
認
す

る
と
、
こ
れ
は
焦
げ
目
で
は
な
い
。
単
に
橙
色
が
濃
い
だ
け
の
所
も
わ
ず
か
に
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
、
橙
色
の
結
晶
の
よ
う
な
長
方
形
の
粒
か
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
同
色
の
糊
状
の
物
質
が
貼
り
付
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

下
端
・
右
端
に
は
縁
に
沿
っ
て
直
線
状
に
、
か
ら
み
合
っ
た
ほ
こ
り
の
よ
う
な
、

小
さ
な
灰
色
の
繊
維
が
貼
り
付
い
て
い
る（
写
真
２
）。
同
じ
も
の
が
文
字
の
上
に

貼
り
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
橙
色
の
物
質
も
そ
う
な
の
だ
が
、
貴
重
な
は

ず
の
「
下
文
」
に
得
体
の
知
れ
な
い
物
質
が
貼
り
付
い
て
い
る
な
ど
、
あ
る
べ
か

ら
ざ
る
事
態
で
あ
る
。

宇
佐
美
定
祐
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墨
が
薄
い
と
こ
ろ
が
三
か

所
あ
る
（
写
真
３
）。
普
通
、

筆
に
墨
が
少
な
く
な
っ
た
ま

ま
書
い
た
た
め
墨
が
薄
く

な
っ
た
箇
所
と
い
う
の
は
、

そ
の
少
な
い
墨
で
も
紙
面
に

は
十
分
に
乗
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
直
前
ま
で
濃
く
書

け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
る
箇
所
に
差
し
か
か

る
と
そ
こ
だ
け
墨
が
薄
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拡

大
鏡
で
見
る
と
、
紙
に
弾
か

れ
て
墨
が
小
さ
な
粒
に
な

り
、
濃
い
墨
が
ま
だ
ら
模
様

に
な
っ
て
紙
に
付
い
て
い
る
。
紙
面
へ
の
墨
の
乗
り
が
悪
い
た
め
に
、
肉
眼
で
は

墨
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
「
下
文
」
に
、
和
紙
の
ざ
ら

ざ
ら
し
た
感
触
は
な
い
。
む
し
ろ
、
す
べ
す
べ
し
た
感
じ
が
指
に
残
る
。

　

紙
は
何
か
の
液
に
浸
け
て
あ
る
。
古
色
と
異
な
る
柿
色
で
、
す
べ
す
べ
、
ご
わ

ご
わ
し
た
、
墨
を
は
じ
く
も
の
と
は
柿
渋
で
あ
ろ
う
。
灰
色
の
繊
維
状
の
物
質
は

綿
ぼ
こ
り
で
で
も
あ
ろ
う
か
。

　

右
三
分
の
一
ほ
ど
の
一
帯
に
、
強
く
付
け
た
後
で
延
ば
し
た
様
な
し
わ
の
跡
が

無
数
に
あ
る
（
写
真
４
）。
左
側
に
は
な
い
。
面
積
も
広
い
。
長
い
間
に
、「
下
文
」

を
扱
う
こ
と
で
自
然
に
で
き
た
と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
し
わ
で
は
な
い
。
紙
を
丸

め
て
握
っ
て
付
け
た
よ
う
に
思
え
る
。
だ

が
、
す
で
に
紙
面
は
平
ら
で
、
し
わ
の
痕

跡
が
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
わ
が

そ
の
ま
ま
で
は
感
状
と
し
て
の
権
威
に
か

か
わ
る
。
裏
打
ち
を
し
、
さ
ら
に
コ
テ
を

か
け
て 
伸 
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

の

　
　

��

�
�
�
�

　
「
下
文
」に
は
大
小
合
わ
せ
て
一
五
〇
の

不
自
然
な
「
虫
損
」
が
あ
る
。
虫
損
本
来

の
複
雑
な
不
定
形
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ゆ
る
や
か
な
曲
線
か
、
あ
る
い
は

短
い
直
線
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
単
純
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
穴
の
幅
も
広
い

（
写
真
５
）。
切
り
口
は
、
虫
の
口
で
噛
み
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
穴
の
内
側
に
向

け
て
微
細
に
繊
維
が
は
み
出
て
い
る
と
い
う
状
態
な
の
で
は
な
い
。
ま
る
で
刃
物

を
使
っ
た
よ
う
に
き
れ
い
に
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
拡
大
鏡
で
見
る
と
、
紙
面
に

対
し
刃
物
が
垂
直
で
は
な
く
、
傾
い
て
切
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

虫
損
は
、
文
書
を
折
り
巻
い
て
置
い
て
あ
る
時
に
起
き
る
の
だ
か
ら
、
折
っ
て

重
な
っ
て
い
る
紙
同
士
で
は
似
た
よ
う
な
形
の
穴
に
な
る
。
折
り
始
め
で
あ
る
左

側
（
奥
）
に
近
け
れ
ば
、
折
り
目
に
対
し
て
左
右
対
称
に
な
る
。
し
か
し
、「
下

文
」
で
は
、
ま
る
で
広
げ
て
置
い
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
同
じ
形
の
「
虫
損
」

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
左
側
（
奥
）
で
も
折
り
目
に
対
し
非
対
称
で
あ
る
（
写
真
６
）。

上
端
の
左
右
対
称
を
装
っ
た
「
虫
損
」
も
、
折
り
目
か
ら
の
寸
法
が
左
右
で
違
っ

て
い
て
重
な
ら
な
い
（
写
真
７
）。 

宇
佐
美
定
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裏
打
ち
が
し
て
あ
る
。
大
小
一
五
〇
の
「
虫
損
」
が
あ
る
と
は
い
え
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、「
下
文
」
は
裏
打
ち
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
た
状
態

に
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
様
な
「
貴
重
な
」
古
証
文
に
は
、
多
少
状
態
が
悪

く
て
も
安
易
に
裏
打
ち
な
ど
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
手
を
加
え
る
こ
と
が
、
古

証
文
と
し
て
の
価
値
を
下
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
裏
打
ち
を
あ
え
て
行

な
っ
た
人
物
に
は
そ
う
い
う

認
識
が
な
か
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
の
だ
が
。

　

ま
し
て
や
、
こ
の
「
下
文
」

の
裏
打
ち
は
大
変
ず
さ
ん
な

作
業
で
あ
る
。
裏
打
ち
の
紙

を
左
右
二
分
割
し
、
左
か
ら

　

ミ
リ
の
箇
所
で
紙
を
継
い

２４２

で
い
る
（
写
真
８
）。「
下
文
」
に
対
す
る
裏
打
ち
自
体
も
問
題
だ
が
、
そ
の
紙
継

ぎ
な
ど
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
下
文
」の　

×　

ミ
リ
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
は

３２５

４６９

も
ち
ろ
ん
、
よ
ほ
ど
長
か
っ
た
り
大
き
か
っ
た
り
す
る
も
の
を
除
い
て
、
裏
打
ち

は
一
枚
の
裏
打
ち
紙
で
行
な
い
一
気
に
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手
順
の

上
か
ら
も
本
紙
に
負
担
を
で
き
る
だ
け
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
裏

打
ち
の
状
態
を
一
様
に
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

裏
打
ち
紙
の
裏
側
、
本
紙
の
折
り
目
に
重
な
る
右
側
の
上
端
・
下
端
そ
れ
ぞ
れ

三
か
所
に
、
５
ミ
リ
ほ
ど
の
目
印
の
縦
線
が
付
け
て
あ
る
。
紙
継
ぎ
を
し
て
い
る

左
半
分
の
裏
打
ち
紙
に
は
な
い
。
裏
打
ち
を
す
る
に
際
し
て
、
目
印
な
ど
付
け
る

も
の
で
は
な
い
。
本
紙
と
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
張
り
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
か
ら

だ
。

　

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
裏
打
ち
紙
は
、
本
体
の
料
紙
と
ほ
ぼ
同
じ
大

き
さ
に
、
恐
ら
く
ハ
サ
ミ
で
で
あ
ろ
う
、
切
っ
て
あ
る
（
写
真
７
参
照
）。
本
紙
に

入
り
込
み
、
本
紙
を
や
や
切
り
落
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
所
も
数
か
所
あ

る
。
裏
打
ち
と
い
う
も
の
は
、
本
紙
よ
り
大
き
め
の
紙
に
載
せ
、
本
紙
よ
り
は
み

出
た
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
裏
打
ち
紙
を
本
紙

か
ら
離
れ
た
箇
所
で
あ
れ
、
切
る
と
い
う
、
本
紙
を
少
し
で
も
傷
つ
け
る
可
能
性

の
あ
る
作
業
は
行
な
わ
な
い
の
が
鉄
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
裏
打

ち
し
て
あ
る
こ
と
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
ど
こ
か
ら
が

後
世
の
作
業
で
あ
る
か
が
は
っ
き
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
で
き
る

だ
け
目
立
た
な
い
よ
う
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
で
き
る
だ
け
目
立
つ
よ
う
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
料
紙
と
同
じ
大
き
さ
に
切
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
、
裏
打
ち
の
原
則
を
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。

　

折
り
目
は
強
く
付
け
て
あ
る
。
通
常
折
り
目
は
緩
や
か
な
曲
線
に
な
る
が
、
こ

宇
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定
祐
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こ
で
は
鋭
角
に
折
ら
れ
て
い
る
（
模
式
図

１
参
照
）。
柿
渋
を
塗
り
裏
打
ち
を
し
て
、
硬
く
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
る
紙
に
、
容

易
に
折
り
目
は
付
か
な
い
。
折
り
目
も
コ
テ
を
か
け
て
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

��

�
�
�
�
�
�
�
	

　
「
下
文
」
を
明
か
り
に
か
ざ
し
た
。「
虫
損
」
の
い
く
つ
か
で
は
、
長
細
い
穴
の

隅
か
ら
外
側
に
向
け
て
、
直
線
の
切
れ
目
が
１
〜
２
ミ
リ
の
び
て
い
る
（
写
真

９
）。
細
長
い
穴
の
真
ん
中
の
く
び
れ
が
、
幅
０
・
１
〜
０
・
２
ミ
リ
と
い
う
、
実

際
の
虫
損
で
は
あ
り
え
な
い
狭
い
も
の
も
あ
る（
写
真　

）。
こ
れ
が
虫
損
で
あ
ろ

１０

う
は
ず
が
な
い
。
人
が
刀
物
で
作
っ
た
穴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
紙
と
裏
打
ち
紙
の
間
に
は
さ
ま
っ
て
い
る
大
量
の 
滓 
も
見
え
た

か
す

（
写
真　

、
同
じ
箇
所
の
表
面
の
写
真　

、
裏
面
の
写
真　

）。
何
と
も
異
常
な
状

１１

１２

１３

態
で
あ
る
。
こ
れ
は
形
状
か
ら
し
て
、
本
紙
表
面
の
下
端
・
右
端
に
貼
り
付
い
て

い
る
、
綿
ぼ
こ
り
の
よ
う
な
繊
維
状
の
灰
色
の
も
の
と
同
じ
物
質
で
あ
ろ
う
。
本

紙
表
面
と
裏
打
ち
紙
表
面
に
は
わ
ず
か
し
か
見
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
下
文
」

の
裏
に
は
大
量
の
異
物
が
付
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
裏
打
ち
紙
が
黒
々
と
見
え

る
の
は
、
本
紙
裏
面
に
貼
り
付
い
た
こ
の
灰
色
滓
の
色
が
裏
打
ち
紙
を
透
し
て
見

え
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
室
外
で
太
陽
光
線
に
で
も
当
て
る
の
で
な
け
れ
ば
、

薄
暗
い
室
内
で
こ
の
異
物
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ

か
ら
、
異
物
が
付
着
し
て
い
て
も
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

柿
渋
液
に
浸
け
、
し
わ
を
作
り
、「
虫
損
」
を
開
け
た
の
は
、「
下
文
」
に
古
色

を
装
う
た
め
に
違
い
な
か
ろ
う
。
裏
に
大
量
に
付
い
た
灰
色
の
滓
を
隠
す
た
め
に

も
裏
打
ち
を
し
、
し
わ
や
、
濡
ら
し
た
こ
と
で
で
き
る
波
打
ち
を
隠
す
た
め
に
コ

テ
を
か
け
、
柿
渋
に
浸
け
て
紙
質
が
硬
く
な
っ
た
た
め
、
折
り
目
も
コ
テ
で
つ
け

た
。

　
　

��

�
�
�
�
�
�
�

　

以
下
、
五
二
点
全
体
に
わ
た
っ
て
、
古
色
を
装
う
た
め
に
行
な
っ
た
作
業
ご
と

宇
佐
美
定
祐
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に
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
視
角
に
は
、
古
色
を
装
う
作
業
の
１
と
し
て
、
柿
渋
浸

け
・
付
着
の
滓
・
文
字
か
す
れ
・
し
わ
、
古
色
を
装
う
作
業
の
２
と
し
て
、「
虫

損
」
作
り
、
後
始
末
の
作
業
と
し
て
、
裏
打
ち
・
ふ
ち
の
切
断
・
コ
テ
か
け
を
取

り
上
げ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
業
内
容
が
実
に
緻
密
さ
に
欠
け
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
五
二
点
の
主
な
状
態
を
付
表
１
に
示
し
た
。

　

第
一
に
、
す
べ
て
の
感
状
が
、
濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
橙
色
を
し
て
い
る
。　

以
３０

降
に
は
色
の
薄
い
も
の
が
多
く
な
る
。
新
し
い
和
紙
に
古
色
を
演
出
す
る
た
め
柿

渋
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
一
律
に
色
を
付
け
た
の
で
な
く
、
古
い
と
想
定
し
た

も
の
に
濃
い
色
を
、
新
し
い
と
想
定
し
た
も
の
に
薄
い
色
を
付
け
て
い
る
。
柿
色

の
小
断
片
が
無
数
に
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
（　

・　

・　

）。
糊
に
混
ざ
っ
た

２９

３３

５７

柿
渋
が
乾
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
柿
渋
の
液
が
固
ま
っ
た
も
の
か
だ
ろ
う
。

　

一
六
点
は
、
表
面
に
ま
で
灰
色
の
繊
維
状
の
滓
が
、
相
当
量
貼
り
付
い
て
い
る

（
３
・
６
・
８
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１２

１５

１６

１９

２９

３２

４１

４３

４４

４５

４８

５１

　

）。
同
じ
物
体
が
文
字
の
上
に
乗
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
２
・
４
・　

・　

・

６５

１４

１８

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

。　

は
花
押
の
上
）。
貼
り

３０

３５

３９

４４

４５

５１

５３

５５

５６

５９

６３

２１

付
い
て
い
る
も
の
が
滓
で
な
く
、
柿
色
の
植
物
繊
維
（　

・　

・　

・　

・　

・

１４

１６

２３

２４

４２

　

・　

）
の
場
合
も
あ
る
。

４８

５３

　

柿
渋
だ
け
な
ら
ば
明
る
す
ぎ
て
、
望
ま
し
い
古
色
は
出
な
い
だ
ろ
う
。
よ
り
黒

ず
ん
だ
色
を
求
め
て
、
綿
ぼ
こ
り
の
よ
う
な
、
灰
色
の
繊
維
状
の
物
質
を
柿
渋
の

液
に
あ
え
て
投
入
し
色
を
調
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
柿
渋
は
本
来
濾
し
た

液
だ
か
ら
、
質
の
悪
い
二
番
渋
で
あ
っ
て
も
異
物
は
含
ん
で
い
な
い
し
、
濾
過
以

前
の
発
酵
液
に
も
、
皮
や
種
や
へ
た
の
破
砕
さ
れ
た
断
片
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
様

な
灰
色
の
繊
維
状
の
物
質
は
含
ま
れ
な
い
（
４
）。

　

た
だ
、
こ
の
綿
ぼ
こ
り
の
よ
う
な
灰
色
の
滓
は
液
に
溶
け
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
に
、
和
紙
を
調
合
液
に
浸
け
た
だ
け
で
は
柿
渋
の
色
に
し
か
な
ら
な
い
。
滓
が

紙
面
に
乗
っ
て
い
て
初
め
て
黒
味
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
表
面
に
乗
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
か
ら
、
裏
面
に
乗
せ
る
こ
と
に
な
る
。
紙
の
裏
に
は
、
表
面
よ
り

は
る
か
に
大
量
の
滓
が
貼
り
付
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
表
面
と
裏
面
に
同
じ
様
に

刷
毛
で
柿
渋
を
塗
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
裏
面
を
上
に
、
表
面
を
下
に
し

て
調
合
液
に
浸
け
、
す
く
う
よ
う
に
引
き
上
げ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

も
っ
と
も
、
作
業
は
必
ず
し
も
一
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
様
々
な
細
工
を
ほ

ど
こ
し
て
い
る
。
紙
を
手
で
球
状
に
丸
め
て
浸
け
で
も
し
た
よ
う
に
色
む
ら
が

残
っ
た
り
（　

・　

）、
刷
毛
で
こ
す
っ
た
か
、
裏
打
ち
の
糊
に
柿
渋
を
混
ぜ
た
て

１５

６５

塗
っ
た
か
、
刷
毛
目
あ
る
い
は
筋
の
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
い
た
り
も
す
る
（
９
・

　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
折
り
巻
い
た
状
態
で
表
裏
に
な
る
面
に
特
に
古
色

２３

２９

３０

３８

４１

５０

を
出
す
た
め
、
折
っ
た
ま
ま
で
柿
渋
に
浸
け
た
も
の
も
あ
る
（　

・　

・　

・　

・

１２

１６

２４

２７

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
そ
の
場
合
は
折
っ
た
状
態
の
表
裏

３４

３９

５５

５６

５７

６２

６３

６４

６５

に
灰
色
の
滓
が
乗
っ
て
い
る
し
、
開
い
て
表
面
か
ら
見
れ
ば
、
右
端
と
上
端
・
下

宇
佐
美
定
祐
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端
だ
け
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
柿
渋
に
浸
け
た
結
果
、
大
方
、
紙
面
へ
の
墨
の
乗
り
は
よ
く
な
い
が
、

一
〇
点
が
特
に
、
柿
渋
に
は
じ
か
れ
て
何
か
所
か
の
墨
跡
が
薄
く
な
っ
て
見
え
る

（
１
・
４
・
６
・
７
・　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
特
に
、
６
・　

・　

・　

１１

１４

１５

２１

２３

２９

１１

１４

２９

は
紙
面
全
体
で
か
す
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
墨
跡
の
薄
い
一
〇
点
は
、「
感
状
・
証

文
」
類
五
二
点
の
前
半
に
集
ま
っ
て
い
る
。
先
に
、
比
較
的
新
し
い
時
代
を
想
定

し
た　

以
降
は
柿
渋
の
色
が
薄
い
こ
と
を
見
て
取
っ
た
が
、
墨
の
乗
り
具
合
は
柿

３０

渋
の
濃
淡
の
結
果
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
三
に
、
手
で
握
っ
て
作
っ
た
し
わ
に
も
加
工
を
加
え
、
コ
テ
を
か
け
痕
跡
だ

け
に
す
る
こ
と
で
古
さ
を
装
っ
た
の
だ
ろ
う
（
１
・
３
・
４
・
７
・　

・　

・　

・

１３

１５

２０

　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
こ
の
作
業
は
、
古
い
時
期
を
想
定
し
て
い
る
、
五

２７

３５

３８

３９

４４

５９

二
点
の
前
半
に
や
や
集
中
し
て
い
る
。
同
じ
様
に
古
色
を
出
す
た
め
に
、
シ
ミ
を

付
け
た
も
の
も
あ
る
（
６
・　

・　

・　

・　

・　

）。
シ
ミ
も
「
虫
損
」
同
様
、

２１

４５

４８

５０

６３

紙
を
折
り
巻
い
た
状
態
で
付
い
た
と
す
れ
ば
、
折
っ
て
重
な
っ
て
い
る
紙
同
士
で

は
似
た
様
な
形
の
シ
ミ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
げ
た
状
態
で
付
け
て

い
る
た
め
、
そ
う
し
た
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
。

　
　

��

�
�
�
�
�

　

第
四
に
、　

に
は
、
Ｕ
字
型
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
だ
け
で
「
虫
損
」
穴
を
抜

１０

い
て
い
な
い
、
作
業
途
中
の
切
れ
跡
が
残
っ
て
い
る
（
写
真　

）。
刃
物
で
切
り
込

１４

み
を
入
れ
穴
を
抜
い
て
い
っ
た
工
程
が
、
生
々
し
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ

の
切
り
込
み
線
の
細
さ
か
ら
す
れ
ば
、
使
っ
た
刃
物
は
カ
ミ
ソ
リ
で
は
な
か
っ
た

か
。
穴
を
抜
く
こ
と
を
忘
れ
た
の
か
、
そ
の
箇
所
に
作
る
こ
と
は
と
り
や
め
に
で

も
し
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
杜
撰
な
こ
と
で
は
あ
る
。

　

柿
渋
は
ほ
と
ん
ど
全
て
に

対
し
て
使
っ
た
の
に
比
べ
、

「
虫
損
」
は
同
じ
古
色
演
出

の
一
環
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
ず
か
九
点
に
限
ら

れ
る
（
１
・
２
・
３
・
４
・

７
・
８
・
９
・　

・　

）。「
虫

１０

１３

損
」
の
数
を
別
途
示
し
た
（
表
１
）。

　

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
発
給
を
想
定
し
た
１
で
は
一
五
〇
の
「
虫
損
」
を
作
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
五
〇
年
ほ
ど
後
の
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
を
想

定
し
た
２
で
は
そ
の
数
三
〇
に
急
減
。
三
〇
と
い
っ
て
も
広
い
紙
面
で
の
大
小
合

わ
せ
た
数
だ
か
ら
、
大
変
少
な
く
感
じ
る
。
以
下
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
か

ら
一
四
六
〇
年
代
ま
で
を
想
定
し
た
残
り
七
点
で
は
三
三
〜
一
四
。
そ
こ
ま
で
で

も
１
と
の
差
は
開
き
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
６
・　

・　

と
、
応
仁
元
年
（
一
四
六

１１

１２

七
）
を
想
定
し
た　

以
下
、
合
計
四
三
点
に
「
虫
損
」
は
一
切
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

１４

た
。
釣
り
合
い
を
極
端
に
欠
い
て
い
る
。

　

刃
物
で
小
さ
な
不
定
形
を
作
る
作
業
だ
か
ら
、
１
の
「
虫
損
」
一
五
〇
を
作
り

上
げ
た
時
点
で
制
作
者
は
作
業
に
疲
れ
、
２
以
下
を
大
幅
に
簡
略
化
、　

以
下
は

１４

作
業
自
体
を

つ
い
に
放
棄

し
た
よ
う
に

思
え
る
。
な

お
、
唯
一
、

　

に
本
物
の

５９

宇
佐
美
定
祐
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「虫損」番号

１５０１

３０２

１５３

３３４

０６

２２７

１６８

２９９

２９１０

０１１

０１２

１４１３

０１４以下
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虫
損
が
あ
る
（
写
真　

）。
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
ギ
ザ
ギ
ザ
の
紙
の
切
れ
目
と
、
刃
物

１５

で
直
線
に
切
ら
れ
た
虫
損
も
ど
き
の
切
れ
目
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
　

��

�
�
�
�
�
�

　

第
五
に
、
三
四
点
に
裏
打
ち
が
し
て
あ
る
（
１
・
２
・
３
・
４
・
６
・
７
・
８
・

９
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１０

１３

１８

１９

２０

２１

２９

３０

３２

３３

３５

３８

４１

４２

４３

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
裏
打
ち
紙
も
柿
渋
に
浸

４４

４５

４８

５０

５１

５３

５７

５９

６１

６３

６６

け
て
い
る
。
裏
打
ち
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
古
色
を
演
出
し
た
の
で
は
な
く
、
右
に

み
た
柿
渋
浸
け
や
し
わ
・
虫
損
作
り
な
ど
で
生
じ
る
不
都
合
な
部
分
を
覆
い
隠
す

目
的
で
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
の
三
四
点
の
う
ち
三
一
点
に
は
、
本
紙
と
裏
打
ち
紙
と
の
間
に
滓
が
貼
り
付

い
て
い
る
。
貼
り
付
い
て
い
な
い
の
は
三
点
だ
け
（
３
・
８
・　

）。
光
り
に
か
ざ

３２

し
た
り
し
な
い
限
り
、
裏
打
ち
に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
滓
は
隠
れ
て
い
る
。
逆

に
、
裏
打
ち
が
な
い
一
八
点
（　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１１

１２

１４

１５

１６

２３

２４

２７

３４

３９

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）
の
う
ち
、
一
三
点
に
は
裏
に
滓
は
な
い
。

４０

４６

５５

５６

６０

６２

６４

６５

残
り
五
点
（　

・　

・　

・　

・　

）
は
裏
打
ち
で
隠
し
て
い
な
い
た
め
に
、
裏

１１

１２

１５

３９

６５

面
の
滓
や
繊
維
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、　

・　

・　

に
は
大
量
に

１２

１５

６５

付
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は

当
然
裏
打
ち
す
べ
き
も
の

だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
な

ぜ
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
の

だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
裏
打

ち
で
目
に
触
れ
な
い
よ
う

に
し
た
も
の
を
直
接
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
わ
を
作
っ
た
一
三
点
の
う
ち
、
三
点
（　

・　

・　

）
を
除
い
た
一
〇
点

１５

２７

３９

（
１
・
３
・
４
・
７
・　

・　

・　

・　

・　

・　

）
に
も
裏
打
ち
を
し
て
あ
る
。

１３

２０

３５

３８

４４

５９

紙
面
に
は
コ
テ
を
か
け
、
し
わ
の
凸
凹
を
消
し
て
痕
跡
だ
け
に
し
て
い
る
が
、
裏

打
ち
で
さ
ら
に
徹
底
し
て
し
わ
を
平
ら
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
虫
損
」を
作
っ
た
九
点
に
は
す
べ
て
裏
打
ち
が
あ
る
。
穴
の
外
に
向
け
て
切
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
箇
所
、
穴
と
穴
が
小
さ
い
た
め
に
切
り
込
み
で
つ
な
げ
て
し

ま
っ
た
箇
所
、
こ
れ
ら
の
失
敗
は
裏
打
ち
で
確
か
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　

薄
い
和
紙
の
場
合
、
裏
打
ち
を
し
な
い
と
、
柿
渋
液
で
濡
れ
た
後
乾
い
て
で
き

る
紙
面
の
波
打
ち
が
ど
う
し
て
も
残
っ
て
し
ま
う
。　

・　

は
柿
渋
に
浸
け
て
あ

１１

２４

る
が
裏
打
ち
は
な
く
、
紙
面
が
波
打
っ
て
い
る
。
コ
テ
で
折
り
目
を
つ
け
て
い
る

か
ら
、
コ
テ
を
使
っ
た
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
濡
れ
て
で
き
る

紙
面
の
波
打
ち
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
ら
し
い
。
裏
打
ち
は
、
小
皺
を
延
ば
す

目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

��

�
�
�

　

第
六
に
、
裏
打
ち
の
作
業
は
特
に
杜
撰
で
あ
る
。
裏
打
ち
の
あ
る
三
四
点
の
う

ち
一
九
点
に
は
紙
継
ぎ
が
あ
る
（
１
・
２
・
３
・
８
・
９
・　

・　

・　

・　

・

１０

１３

１９

３０

　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
裏
打

３８

４１

４２

４３

４４

５３

５７

５９

６３

６６

ち
の
紙
継
ぎ
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
大
き
な
紙
で
一
気
に
裏
打
ち
を
す
る
だ
け
の

技
術
を
持
た
な
い
人
物
だ
っ
た
た
め
に
、
左
右
に
二
分
割
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

う
ち
八
点
（
３
・
８
・
９
・　

・　

・　

・　

・　

）
は
、
右
端
ま
で
残
り　

１３

１９

３０

４１

４４

６０

ミ
リ
未
満
の
箇
所
で
の
紙
継
ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
８
は
右
端
ま
で
残
り　

ミ
リ
、

１４

宇
佐
美
定
祐
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は
残
り　

ミ
リ
で
継
い
で
い

１９

１８

る
。　

は
右
か
ら
裏
打
ち
を
し

４２

て
い
る
。　

は
紙
継
ぎ
箇
所
が

３８

斜
め
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
継
い
だ
右
側
の
紙
の
左
端

に
は
、
裏
打
ち
用
紙
の
一
番
端

の
不
定
形
に
歪
ん
だ
部
分
を
切

る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
使
っ
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
４
・　

は
二
重
、

４５

　

は
実
に
三
重
の
裏
打
ち
に

５９な
っ
て
い
る
。
特
に
、　

の
場

５９

合
は
、
左
か
ら　

ミ
リ
の
裏
打

３１９

ち
紙
が
二
重
に
貼
ら
れ
、
そ
の

右
に　

ミ
リ
と　

ミ
リ
の
も
の

６７

１５１

が
継
が
れ
、
こ
の
上
に
右
か
ら

　

ミ
リ
の
長
さ
で
貼
ら
れ
て
い

２６２る（
模
式
図
２
参
照
）。
十
分
に

は
分
か
り
か
ね
る
が
、
裏
打
ち

の
紙
に
墨
が
滲
ん
で
し
ま
っ
た

（
つ
ま
り
裏
打
ち
後
に
文
字
を

書
い
た
）
の
を
隠
す
た
め
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（
ほ
か
に
、　

・　

・　

・　

２１

３８

４２

５７

に
も
裏
打
ち
紙
に
墨
の
滲
み
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
）。
短
く
裏
打
ち
し
て
み

た
も
の
の
隠
せ
な
い
た
め
に
、
徐
々
に
継
ぎ
足
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。

　
　

・　

は
折
紙
で
あ
る
の
に
裏
打
ち
が
あ
る
。　

・　

・　

・　

・　

に
は
表

５７

６３

２３

３０

３２

４０

６３

装
の
跡
が
あ
る
。　

以
外
は
表
装
の
際
の
裏
打
ち
が
、　

で
は
そ
の
痕
跡
だ
け

６３

６３

が
、
本
紙
裏
の
周
囲
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち　

・　

・　

で
は
、
表
装
の
痕

３０

３２

６３

跡
の
上
か
ら
さ
ら
に
裏
打
ち
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　

��

�
�

　

第
七
に
、
裏
打
ち
紙
の
う
ち
一
一
点
（
１
・
２
・
４
・
７
・
８
・
９
・　

・　

・

１０

３０

　

・　

・　

）
の
裏
側
に
は
、
本
紙
の
折
り
目
と
合
致
す
る
位
置
、
大
体
が
右
下

４１

５３

５９

二
か
所
ほ
ど
に
、
５
ミ
リ
程
度
の
目
印
の
縦
線
が
付
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
非
常
に
見
え
に
く
い
た
め
、
よ
り
多
く
の
裏
打
ち
紙
の
、
よ
り
多
く
の
箇
所
に

付
い
て
い
る
可
能
性
も
十
分
あ
る
。

　

こ
の
目
印
の
位
置
か
ら
見
て
、
裏
打
ち
を
始
め
る
と
き
に
は
す
で
に
本
紙
に
は

折
り
目
が
付
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
本
紙
に
折
り
目
を
付
け
た
上
で
裏
打
ち
を

す
る
と
い
う
の
は
、
手
順
と
し
て
は
不
自
然
だ
ろ
う
。
柿
渋
を
浸
け
て
こ
わ
ば
っ

た
本
紙
と
裏
打
ち
紙
の
二
枚
を
貼
り
合
わ
せ
た
上
で
同
時
に
折
り
目
を
付
け
る
の

は
堅
す
ぎ
る
の
で
、
一
枚
ず
つ
折
っ
た
う
え
で
貼
り
合
わ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
折
り
目
に
は
コ
テ
を
か
け
て
い
る
の
だ

か
ら
、
柿
渋
浸
け
を
し
た
紙
に
折
り
目
を
付
け
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
作
業
で

は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
あ
る
い
は
、
当
初
裏
打
ち
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
折
り
目

を
付
け
て
完
成
の
予
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
紙
裏
に
滓
が
予

想
を
こ
え
て
貼
り
付
い
て
い
た
た
め
、
当
初
の
予
定
外
だ
っ
た
裏
打
ち
を
し
て
裏

の
滓
を
隠
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
理
由
が
右
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
目
印
を
付
け
た
も
の
が
一
一
点
と

宇
佐
美
定
祐

��������	
��
������
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少
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
そ
の
一
一
点
の
う
ち
、
七
点
（
１
・
２
・
４
・
７
・
８
・

９
・　

）
が
虫
損
の
あ
る
も
の
と
一
致
し
、
虫
損
が
あ
り
な
が
ら
目
印
の
な
い
も

１０

の
は
二
点
（
３
・　

）
な
の
か
。
目
印
の
あ
る
一
一
点
の
う
ち
、
裏
打
ち
紙
を
継

１３

い
で
い
る
も
の
は
九
点
（
１
・
２
・
８
・
９
・　

・　

・　

・　

・　

）
あ
る
が
、

１０

３０

４１

５３

５９

な
ぜ
二
点
（
８
・　

）
だ
け
が
左
の
一
枚
目
の
裏
打
ち
紙
に
目
印
が
あ
り
、
ほ
か

５３

の
七
点
は
右
の
二
枚
目
の
裏
打
ち
紙
に
限
っ
て
付
い
て
い
る
の
か
。
よ
く
わ
か
ら

な
い
。

　

第
八
に
、
こ
の
裏
打
ち
し
た
も
の
の
周
囲
は
、
感
状
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
大
き
さ

に
、
恐
ら
く
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
制
作
者
が
裏
打
ち
と
は
そ
う
す

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
裏
打
ち
し
て
あ
る
こ
と
を
な
る
べ
く
目

立
た
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
か
だ
ろ
う
。
切
断
は
、
ハ
サ
ミ
を
当
て
る
基
準

線
も
引
く
こ
と
な
し
に
し
た
ら
し
い
、
す
べ
て
の
切
断
線
が
直
線
で
は
な
く
、
左

右
に
微
妙
に
揺
ら
い
で
い
る
。
本
紙
に
切
り
込
ん
だ
と
思
え
る
も
の
ま
で
あ
る
。

特
に
一
一
点
（　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）
の
切
り

１８

３５

３８

４１

４２

４３

４４

４８

５３

５７

５９

口
は
か
な
り
歪
ん
で
い
る
。
そ
こ
ま
で
切
っ
て
き
た
線
を
不
連
続
に
１
〜
２
ミ
リ

横
に
ず
ら
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
余
分
な
断
片
が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る

（　

・　

・　

・　

）。

１３

４１

４２

４３

　

周
囲
を
切
る
作
業
は
、
裏
打
ち
を
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
行
な
っ
た
ら

し
い
。
裏
打
ち
の
あ
る
も
の
と
は
違
っ
て
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

だ
が
、
少
な
く
も　

・　

の
切
り
口
は
歪
ん
で
い
る
し
、　

に
は
切
り
損
な
い
の

１１

１４

１１

断
片
が
残
っ
て
い
る
。

　

第
九
に
、
折
り
目
は
手
で
付
け
た
よ
う
な
緩
や
か
な
も
の
な
の
で
は
な
く
、
恐

ら
く
コ
テ
で
き
つ
く
付
け
て
あ
る
。
折
り
目
位
置
の
調
節
を
し
た
の
だ
ろ
う
、
九

点
（
４
・
９
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

）
に
は
、
付
け
て
あ
る
折
り
目

１０

１２

１３

１４

２７

３９

５９

の
間
に
、
コ
テ
で
消
し
た
別
の
折
り
目
の
痕
跡
が
消
し
き
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
。

特
に
、　

に
は
多
数
の
折
り
目
の
痕
跡
が
あ
る
。
巻
い
た
折
り
目
と
屏
風
折
の
折

５９

り
目
の
二
つ
が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
（　

・　

）。
三
点
（　

・　

・　

）
に

３９

４０

３９

４４

４８

は
、
重
い
も
の
を
乗
せ
た
型
が
付
い
て
い
る
。

　

第
一
〇
に
、
料
紙
や
封
は
、
い
く
つ
か
形
を
変
え
た
も
の
を
作
っ
て
い
る
。
切

封
は
五
点
（　

・　

・　

・　

・　

）
あ
る
。
切
封
の
紐
の
部
分
は
通
常
開
封
の

１６

１８

２４

２７

３９

際
に
切
り
落
と
す
か
ら
、
普
通
は　

の
様
に
料
紙
本
体
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の

１８

だ
が
、
残
り
の
三
点
は
紐
ま
で
き
れ
い
に
付
け
て
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
三

点
に
は
、
切
封
の
ほ
か
に
ね
じ
り
封
ま
で
作
っ
て
あ
る
。
切
封
は
簡
略
化
し
た
封

だ
か
ら
、
宛
所
と
差
出
人
を
袖
裏
に
記
し
て
あ
り
、
そ
れ
で
一
そ
ろ
い
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
点
に
は
、
さ
ら
に
ね
じ
り
封
を
付
け
宛
所
と
差
出
人
を

重
複
し
て
記
し
て
い
る
。
同
じ
様
に
、　

に
は
切
封
に
折
封
を
添
え
て
あ
る
。

２４

　

第
一
一
に
は
、
二
点
（　

・　

）
を
除
い
た
ほ
か
全
て
に
は
、
複
数
の
針
穴
が

１２

４６

四
隅
に
、
裏
打
ち
の
紙
も
貫
い
て
開
い
て
い
る
。
四
隅
よ
り
や
や
中
央
寄
り
に
開

い
て
い
る
穴
も
あ
る
。
こ
れ
は
制
作
作
業
に
伴
う
も
の
な
の
か
、
後
世
の
も
の
な

の
か
、
判
断
で
き
な
い
。

　

以
上
の
手
順
と
し
て
、
若
干
の
移
動
は
あ
り
う
る
も
の
の
大
方
、
①
し
わ
付
け
、

②
柿
渋
浸
け
、
③
コ
テ
か
け
、
④
文
字
書
き
、
⑤
再
度
の
柿
渋
浸
け
か
、
⑥
「
虫

損
」
作
り
、
⑦
再
度
の
コ
テ
で
折
り
目
付
け
、
⑧
裏
打
ち
、
⑨
切
断
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
（
し
わ
に
色
が
染
み
込
ん
で
い
る
た
め
し
わ
付
け
が
先
。
墨
の
乗
り

が
悪
い
た
め
柿
渋
が
先
。
し
か
し
、
墨
の
上
に
滓
が
乗
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
再
度
柿
渋
浸
け
か
。
し
わ
を
伸
ば
さ
な
い
と
文
字
は
書
け
な
い
。「
虫
損
」
作

り
が
後
で
な
い
と
文
字
は
書
き
に
く
い
。「
目
印
」か
ら
し
て
折
り
目
付
け
が
裏
打

ち
よ
り
先
。
裏
打
ち
は
「
虫
損
」
作
り
の
後
。
切
断
は
裏
打
ち
後
）。 

宇
佐
美
定
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
感
状
・
証
文
」
類
は
１
〜　

の
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る

６６

も
の
の
、
そ
の
内
、
５
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１７

２２

２５

２６

２８

３１

３６

３７

４７

４９

５２

　

・　

は
欠
番
に
な
っ
て
い
る
。
天
保
ご
ろ
（
一
八
三
〇
年
代
）
の
、
藩
の
手
に

５４

５８

よ
る
家
臣
所
蔵
文
書
の
写
し
「
藩
中
古
文
書
」
七
（
史
料
館
蔵
）
に
は
、
表
２
の

よ
う
に
「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
と
し
て
「
感
状
・
証
文
」
類
五
三
点
が
写
さ
れ
て
い

る
。
第
一
欄
の
〔
番
号
〕
は
「
藩
中
古
文
書
・
宇
佐
美
左
助
蔵
」
に
付
し
た
通
し

番
号
で
、
第
二
欄
は
該
当
す
る
「
宇
佐
美
定
祐
文
書
」
の
番
号
で
あ
る
。「
宇
佐
美

定
祐
文
書
」
の　

ま
で
は
両
者
は
よ
く
一
致
し
て
い
て
、
欠
番
の
５
・　

・　

・

３７

１７

２２

　

・　

・　

・　

・　

・　

は
「
宇
佐
美
左
助
蔵
」〔
５
〕〔　

〕〔　

〕〔　

〕〔　

〕

２５

２６

２８

３１

３６

３７

１７

２２

２５

２６

〔　

〕〔　

〕〔　

〕〔　

〕
で
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
を

２８

３１

３６

３７

す
ぎ
る
と
一
致
し
な
く
な
り
、「
宇
佐
美
定
祐
文
書
」
の　

〜　

が
「
宇
佐
美
左
助

４０

４７

蔵
」
の
〔　

〕
〜
〔　

〕、　

〜　

が
〔　

〕
〜
〔　

〕、　

〜　

が
〔　

〕
〜

３８

４５

５９

６２

４６

４９

６４

６６

５０

〔　

〕、　

が
〔　

〕
と
な
っ
て
「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
は
終
わ
っ
て
い
る
（『
南
紀

５２

３９

５３

徳
川
史
』
六
冊
に
も
１
・
８
・　

・　

・　

・　

・　

が
採
録
さ
れ
て
い
る
）。
結

２２

２０

２７

２８

２６

局
、「
宇
佐
美
定
祐
文
書
」
の　

・　

〜　

・　

は
「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
に
写
さ
れ

３８

４８

５７

６３

ず
、
そ
の
箇
所
に
あ
て
は
ま
る
欠
番
の　

・　

・　

・　

も
、
存
在
自
体
か
ら
し

４９

５２

５４

５８

て
不
明
な
の
で
あ
る
。

　
「
藩
中
古
文
書
」
一
〜
一
二
は
、
紀
州
各
郡
「
古
文
書
」
と
と
も
に
史
料
館
蔵
。

「
藩
中
古
文
書
」
一
〜
一
二
は
、「
名
草
郡
古
文
書
」
壱
・
四
ノ
上
・
四
ノ
下
・
五

と
と
も
に
「
小
島
備
源
写
之
」
と
あ
る
。
小
島
備
源
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
の

「
纂
修
」
職
に
就
い
た
紀
州
徳
川
家
藩
校
教
授
で
国
学
者
本
居
内
遠
の
門
人
で

あ
っ
た
（『
南
紀
徳
川
史
』
五
五
八
頁
）。「
那
賀
郡
古
文
書
」
一
〜
七
・「
在
田
郡

古
文
書
」
一
〜
三
・「
日
高
郡
古
文
書
」
合
わ
せ
て
二
冊
は
「
芳
右
衛
門
」、「
牟
婁

郡
古
文
書
」
壱
〜
玖
・「
海
部
郡
古
文
書
」
壱
〜
参
・「
海
部
郡
文
書
目
録
」
は

「
本
居
稲
楠
写
」、「
伊
都
郡
文
書
之
部
」「
伊
都
郡
文
書
部
」
合
わ
せ
て
二
冊
は

「
内
蔵
写
」。「
海
部
郡
古
文
書
」
以
外
は
見
開
き
左
に
「
本
居
文
庫
」
の
蔵
書
印

が
捺
し
て
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
名
草
郡
古
文
書
」五
、「
大
野
荘
藤
白
浦
鈴
木
氏
蔵
」の
頭
注
に「
備

源
云
、
此
蔵
ノ
文
書
総
テ
偽
物
也
、
可
省
歟
、
ヨ
ク
論
シ
究
ヘ
シ
」、「
藩
中
古
文

書
」
九
、「
安
井
将
右
衛
門
蔵
」
の
注
に
「
此
文
書
新
ラ
シ
ク
見
ユ
レ
ハ
可
除
歟
」、

「
同
」
十
一
、「
堀
瀬
兵
衛
蔵
」
に
「
此
文
新
シ
ヽ
、
可
除
歟
」
と
あ
る
。

　
「
藩
中
古
文
書
」
七
「
○
宇
佐
美
左
助
蔵
」
の
頭
注
に
「
本
ア
リ
、
惣
テ
古
写
」

と
あ
る
。
収
録
文
書
の
何
か
所
に
も
難
読
文
字
を
元
の
文
書
を
再
検
討
し
な
が
ら

考
察
し
た
後
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
難
読
文
字
は
現
存
す
る
宇
佐
美
定
祐
文

書
と
同
じ
字
体
で
あ
る
（
と
す
れ
ば
、
こ
の
再
検
討
に
当
た
っ
て
書
か
れ
た
「
本

ノ
マ
マ
」
と
い
う
場
合
の
「
本
」
は
原
本
で
は
な
く
「
古
写
」
物
と
い
う
こ
と
に

な
る
）。
小
島
備
源
が
見
た
も
の
も
現
存
文
書
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

「
藩
中
古
文
書
」
で
は
、
各
古
文
書
欄
外
冒
頭
に
「
本
」「
古
写
」「
写
」「
籠
字
」

（
輪
郭
を
写
し
た
字
）
な
ど
の
文
字
を
書
き
込
ん
で
あ
る
。「
本
」
は
「
古
文
書
本

体
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
の
「
本
ア
リ
、
惣

テ
古
写
」
と
い
う
の
は
、
備
源
の
採
録
に
あ
た
っ
て
、
本
体
は
別
に
あ
り
、
こ
の

文
書
は
古
色
に
覆
わ
れ
虫
食
い
の
あ
る
古
写
で
あ
る
と
申
請
を
し
た
こ
と
に
な

る
。

　

た
だ
、「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左

助
代
覚
書
」（　

）
第
二
項
「
宇
佐
美
造
酒
助
勝
興
宗
関
居
士
一
代
之
始
末
」
末
に

１２４

小
文
字
で
書
い
た
「
代
々
ノ
感
状
・
証
文
之
覚
」（
三
九
丁
裏
）
で
、「
感
状
・
証

文
」
類
を
代
々
に
わ
た
っ
て
、
神
社
等
に
預
け
続
け
た
と
あ
る
。「
宗
関
居
士
（
造

宇
佐
美
定
祐
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�
〔
１
〕

〔
２
〕

〔
３
〕

〔
４
〕

〔
５
〕

〔
６
〕

〔
７
〕

〔
８
〕

〔
９
〕

〔　

〕
１０

〔　

〕
１１

〔　

〕
１２

〔　

〕
１３

〔　

〕
１４

〔　

〕
１５

〔　

〕
１６

〔　

〕
１７

�
�

１２３４

－

６７８９
　
１０
　
１１

　
１２

　
１３
　
１４

　
１５

　
１６

－

��
�

�
�
��

�
�

鎌
倉
右
大
将
頼
朝
卿
御
直
判
御
下
文

最
明
寺
時
頼
状

新
田
左
中
将
義
貞
感
状

新
田
左
中
将
義
貞
御
感
状

楠
木
正
成
感
状

畠
山
国
清
入
道
道
誓
・
畠
山
尾
張
守
義
深

等
寺
院
尊
氏
将
軍
家
御
判
御
内
書

楠
木
正
成
状

足
利
公
方
等
寺
院
尊
氏
公
御
感
状

義
詮
将
軍
御
内
書

畠
山
持
国
感
状

畠
山
徳
本
・
同
義
就
状

東
山
殿
足
利
公
方
慈
照
院
義
政
公
御
感
状

管
領
畠
山
政
長
状

細
川
右
京
大
夫
勝
元
状

管
領
上
杉
顕
定
君
感
状

上
杉
顕
定
感
状

��

��

�

（
花
押
）

左
近
将
監
（
花
押
）

新
田
義
貞
（
花
押
）

義
貞
（
花
押
）

正
成
（
花
押
）

国
清
（
花
押
）

義
深
（
花
押
）

（
花
押
）

正
成
（
花
押
）

（
花
押
）

（
花
押
）

持
国
（
花
押
）

徳
本
（
花
押
）

義
就
（
花
押
）

（
花
押
）

政
長
（
花
押
）

右
京
大
夫
勝
元
（
花
押
）

顕
定
（
花
押
）

法
名
道
盛

顕
定
（
花
押
）

��
�
�

�

（
宇
佐
美
三
郎
祐
茂
）

宇
佐
美
藤
三
郎

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
河
内
守

同　

藤
三
郎

宇
佐
美
参
川
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
河
内
守

楠
木
七
郎

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
藤
三
郎

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　

藤
三
郎

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　

造
酒
助

宇
佐
美
道
盛
老

宇
佐
美
越
中
守

�

�

�

建
久
３
・
９
・
５

宝
治
元
・
６
・
５

元
弘
３
・
６
・　
１０

建
武
２
・　

・　
１２

２１

建
武
２
・　

・　
１２

２２

２
・　
１５

建
武
３
・
４
・
朔

５
・　
１５

　

・
８

１０

観
応
３
・
４
・
３

文
安
元
・
９
・
朔

８
・　
２０

寛
正
３
・
４
・　
２４

６
・　
１８

応
仁
元
・　

・
８

１０５
・　
２０

　

・
２

１１
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�
〔　

〕
１８

〔　

〕
１９

〔　

〕
２０

〔　

〕
２１

〔　

〕
２２

〔　

〕
２３

〔　

〕
２４

〔　

〕
２５

〔　

〕
２６

〔　

〕
２７

〔　

〕
２８

〔　

〕
２９

〔　

〕
３０

〔　

〕
３１

〔　

〕
３２

〔　

〕
３３

〔　

〕
３４

〔　

〕
３５

〔　

〕
３６

〔　

〕
３７

〔　

〕
３８

〔　

〕
３９

〔　

〕
４０

�
�

　
１８
　
１９
　
２０
　
２１

－　
２３
　
２４

－－　
２７

－　
２９
　
３０

－　
３２

　
３３

　
３４

　
３５

－－　
４０
　
４１
　
４２

��
�

�
�
��

�
�

上
杉
顕
定
感
状

千
葉
尚
胤
状

長
尾
平
三
景
虎
感
状

上
杉
兵
部
大
輔
憲
政
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

信
長
公
御
書

足
利
公
方
霊
陽
院
義
昭
公
奉
書

秀
吉
公
御
証
文

足
利
義
昭
奉
書

佐
々
成
政
感
状

秀
吉
公
御
感
状

小
早
川
隆
景
感
状

小
西
摂
津
守
行
長
感
状

��

��

�

顕
定
（
花
押
）

千
葉
介
尚
胤
（
花
押
）

長
尾
平
三
景
虎
（
花
押
）

憲
政
（
花
押
）

政
虎
（
花
押
）

政
虎
（
花
押
）

景
虎
（
花
押
）

謙
信
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

謙
信
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

織
田
弾
正
忠
信
長
（
花
押
）

右
馬
頭
藤
賢
（
花
押
）

大
和
守
藤
英
（
花
押
）

羽
藤
吉
秀
吉
（
花
押
）

（
花
押
）

陸
奥
守
成
政
（
花
押
）

秀
吉
（
花
押
）

小
早
川
隆
景
（
花
押
）

行
長
（
花
押
）

��
�
�

�

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
民
部
少

細
川
右
馬
頭

三
淵
大
和
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

上
杉
謙
信
老

宇
佐
美
民
部

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

�

�

�

　

・　
１１

２０

７
・
５

６
・
３

７
・　
２１

天
文　

年
８
月　

日

２３

１９

弘
治
２
・
卯
月　
１６

弘
治
３
・
８
・　
２９

５
・　
１０

２
・　
２９

永
禄
４
・
９
・　
１１

３
・
７

永
禄
５
・
３
・
７

　

・
３

１０卯
月
８

３
・
７

４
・　
２９

永
禄　

・
５
・
９

１２

永
禄　

・
５
・
９

１２
　

・
８

１０霜
月
２

文
禄
元
・
８
・　
２３

文
禄
２
・
２
・
朔

３
・
９
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宇
佐
美
定
祐

〔　

〕
４１

〔　

〕
４２

〔　

〕
４３

〔　

〕
４４

〔　

〕
４５

〔　

〕
４６

〔　

〕
４７

〔　

〕
４８

〔　

〕
４９

〔　

〕
５０

〔　

〕
５１

〔　

〕
５２

〔　

〕
５３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

－－－－

　
４３

　
４４

　
４５
　
４６

－　
５９

　
６０
　
６１
　
６２
　
６４

　
６５

　
６６

　
３９

　
３８

　
４８

　
５０

　
５１

小
西
摂
津
守
行
長
感
状

小
早
川
隆
景
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判
感
状

小
早
川
隆
景
感
状

板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書

小
西
行
長
感
状

須
田
大
炊
助
長
義
・
杉
原
常
陸
介
親
憲
連
状

大
野
修
理
亮
治
長
家
臣
米
村
六
兵
衛
長
清
状

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

大
野
修
理
亮
内
武
笠
左
助
政
房
状

中
山
勘
解
由
照
守
・
村
瀬
左
馬
助
政
真
連
状

馬
場
七
左
衛
門
・
真
弓
津
右
衛
門
連
判
証
文

大
御
所
家
康
公
御
感
状

石
田
治
部
少
三
成
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
状

石
田
治
部
少
三
成
状

直
江
山
城
守
兼
続
廻
文

石
田
治
部
少
三
成
状

摂
津
守
行
長
（
花
押
）

小
早
川
隆
景
（
花
押
）

増
右
長
盛
（
花
押
）

小
早
川
隆
景
（
花
押
）

板
倉
四
郎
右
衛
門
勝
重
（
花
押
）

摂
津
守
行
長
（
花
押
）

杉
原
常
陸
介
親
憲
（
花
押
）

須
田
大
炊
介
長
義
（
花
押
）

米
村
六
兵
衛
長
清
（
花
押
）

向
井
勝
助
政
房
（
花
押
）

政
房
（
花
押
）

向
井
勝
介
事
ニ
て
候　

武
笠
左
助
政
房
（
花
押
）

村
瀬
左
馬
助
政
真
（
花
押
）

中
山
勘
解
由
照
守
（
花
押
）

桑
山
左
衛
門
内
馬
場
七
左
衛
門
一
豊
（
花
押
）

菱
沼
織
部
内
真
弓
津
右
衛
門
曽
重
（
花
押
）

江
戸
大
納
言
家
康
（
花
押
）

石
治
三
成
（
花
押
）

増
右
長
盛
（
花
押
）

石
治
三
成
（
花
押
）

直
江
山
城
守
兼
続
（
花
押
）

石
治
三
成
（
花
押
）

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

向
井
勝
助
宇
佐
美
造
酒
介

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

同　

兵
左
衛
門

宇
佐
美
民
部
他　

人
（
越
後
浪
人
中
）

１２

宇
佐
美
民
部
少

同　

兵
左
衛
門

６
・
７

文
禄
２
・
６
・
８

７
・　
２８

８
・
２

慶
長
３
・
５
・　
２９

慶
長　

・　

・　

１９

１２

２４

　

・　
１２

２８

極
・　
２９

正
・
４

卯
・　
２８

６
・
７

６
・　
１４

８
・
朔

文
禄
元
・
７
・　
１９

７
・　
１０

７
・　
２８

８
・
朔
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酒
助
）
心
入
有
之
、
先
祖
代
々
ノ
感
状
・
証
文
を
手
前
ニ
不
置
、
越
後
ニ
居
候
内

ハ
上
田
ノ
雲
洞
院
ト
加
地
の
願
文
山
ニ
納
置
、
稲
垣
摂
津
守
重
龍
供
し
て
大
坂
ニ

居
住
之
内
ハ
、
或
ハ
天
王
寺
ニ
納
置
、
又
ハ
大
坂
天
満
天
神
ニ
納
置
、
大
坂
を
立

除
尾
州
御
奉
公
之
時
ハ
小
牧
の
海
蔵
院
ニ
預
置
、
江
戸
ニ
牢
人
ニ
て
罷
有
候
内
ハ

浅
草
ノ
観
音
別
当
ニ
納
、
水
戸
へ
有
付
候
て
ハ
伊
豆
ノ
大
山
ノ
不
動
八
大
坊
ニ
預

置
、
水
戸
を
立
除
上
京
の
節
、
家
人
を
遣
取
も
と
し
上
方
へ
持
参
、
在
京
又
ハ
大

坂
へ
参
居
候
内
ハ
河
内
国
天
野
ノ
摩
尼
院
と
河
内
ノ
歓
心
寺
槙
本
坊
ニ
納
置
、
紀

州
へ
妻
子
引
越
候
て
も
其
侭
河
内
国
ニ
指
置
申
候
、
左
助
代
迄
も
右
同
所
ニ
預

置
、
万
治
二
年
亥
ノ
四
月
、
江
戸
ニ
て
亜
相
公
御
尋
ノ
時
ニ
奉
行
長
谷
川
勘
八
直

方
承
り
、
河
州
天
野
へ
取
ニ
越
、
江
戸
へ
取
寄
御
前
へ
上
、
万
治
三
年
四
月
ニ
左

助
方
へ
感
状
・
証
文
五
十
二
通
御
返
し
被
下
、
初
六
十
四
通
指
上
ケ
候
、
其
後
十

二
通
ハ
御
前
ニ
御
留
置
、
残
五
十
二
通
ハ
返
し
被
下
候
、
其
砌
�
左
助
御
暇
ノ
儀

思
立
候
ニ
付
、
感
状
・
証
文
等
又
河
内
ノ
天
野
へ
預
置
候
、
天
和
四
年
改
元
、
貞

享
元
年
ノ
二
月
、
公
方
様
�
諸
国
へ
被
仰
下
、
大
御
所
様
・
台
徳
院
様
御
感
状
・

御
証
文
被
召
上
御
吟
味
ノ
時
、
河
内
天
野
へ
申
遣
取
寄
上
ル
、
大
御
所
様
御
感
状
・

板
倉
四
郎
右
衛
門
尉
勝
重
奉
書
弐
通
、
公
方
様
へ
御
指
上
ケ
被
成
候
、
但
中
川
清

三
郎
・
丹
羽
弥
四
郎
う
つ
し
候
て
公
儀
へ
御
指
上
被
成
候
」。
こ
れ
は
、
長
年
月
に

わ
た
っ
て
「
感
状
・
証
文
」
類
を
神
社
等
に
預
け
続
け
た
た
め
無
事
に
伝
来
し
た

と
い
う
説
明
で
あ
る
。
子
孫
に
対
し
「
感
状
・
証
文
」
類
の
原
本
は
預
け
て
あ
る

か
ら 
努
 々
間
違
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
必
ず
心
得
る
べ
き
大
書
し
た
伝
言
で
は

ゆ
め
ゆ
め

な
い
。
ま
し
て
や
、
宇
佐
美
家
に
あ
る
の
は
原
本
で
な
く
古
写
だ
と
し
て
い
る
の

で
も
な
い
。

　

そ
の
預
か
り
も
、
三
項
「
宇
佐
美
左
介
代
覚
書
」
中
に
、「
寛
永
十
二
年
�
家
伝

ノ
感
状
・
証
文
、
河
内
ノ
天
野
ニ
預
置
、
当
年
ニ
至
て
二
十
五
年
目
ニ
江
戸
へ
取

寄
」（
四
七
丁
裏
）「
古
キ
文
書
五
十
二
通
御
返
し
候
と
、
初
指
上
候
時
手
前
ニ
と

め
候
十
四
通
と
、
合
六
十
六
通
爾
今
相
伝
」（
五
〇
丁
裏
）
と
書
か
れ
る
。
貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
頼
宣
の
披
見
が
あ
っ
た
時
、「
此
時
ニ
河
内
天
野
ニ
預
置
候
家
伝

ノ
感
状
・
証
文
ヲ
手
前
へ
取
寄
候
、
但
寛
文
四
年
辰
ノ
春
、
河
内
天
野
へ
預
置
、

今
年
ニ
至
て
廿
一
ケ
年
目
也
」（
五
七
丁
裏
）
と
あ
り
、
こ
れ
以
後
、
感
状
証
文
を

預
け
た
と
い
う
記
載
は
一
切
な
い
。

　

宇
佐
美
定
祐
文
書
の
ど
こ
に
も
、「
感
状
・
証
文
」
類
は
原
本
で
は
な
く
古
写
で

あ
る
と
か
、「
感
状
・
証
文
」
類
の
写
し
を
作
っ
た
と
い
う
記
事
は
な
い
。
そ
う
し

宇
佐
美
定
祐

�

－－－－－

「
藩
中
古
文
書
」（
史
料
館
蔵
）
の
〔
番
号
〕
は
筆
者
の
付
し
た
通
し
番
号

�
�

　
５３

　
５５
　
５６
　
５７
　
６３

��
�

�
�
��

�
�

直
江
山
城
守
兼
継
・
本
庄
越
前
守
繁
長
感
状

判
団
右
衛
門
直
之
状

真
田
左
衛
門
尉
信
繁
状

後
藤
又
兵
衛
尉
年
房
状

後
藤
又
兵
衛
年
房
状

��

��

�

直
江
山
城
守
兼
継
（
花
押
）

本
庄
越
前
守
繁
長
（
花
押
）

判
団
右
衛
門
直
之
（
花
押
）

真
田
左
衛
門
佐
信
繁
（
花
押
）

後
藤
又
兵
衛
年
房
（
花
押
）

後
藤
又
兵
衛
年
房
（
花
押
）

��
�
�

�

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
造
酒
助

�

�

�

慶
長
６
・
４
・
晦

正
・
７

正
・　
２１

正
・　
２１

正
・　
２９



－23－

た
認
識
は
宇
佐
美
家
の
末
裔
達
に
も
当
然
な
く
、
三
代
三
郎
兵
衛
の
著
し
た
由
緒

書
き
に
も
、「
権
現
様
御
直
判
御
感
状
・
南
龍
院
様
御
直
書
并
板
倉
伊
賀
守
殿
奉
書

等
、
家
伝
之
文
書
爾
今
所
持
仕
候
」（　

－

１
）
と
あ
る
。
彼
ら
は
「
感
状
・
証

７５

文
」
類
は
原
本
だ
と
思
っ
て
い
た
は
ず
で
、
明
治
の
一
点
を
含
め
合
計
四
点
の
「
宇

佐
美
家
伝
来
ノ
書
付
目
録
」
を
書
き
上
げ
て
い
る
。「
古
写
」
と
い
う
表
記
は
「
藩

中
古
文
書
」
の
こ
の
一
か
所
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
「
藩
中
古
文
書
」
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
な
ぜ
急
に
「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
の
「
感

状
・
証
文
」
類
が
古
写
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
家
文
書
に
対

し
て
「
此
蔵
ノ
文
書
総
テ
偽
物
」
と
か
、「
此
文
書
新
ラ
シ
ク
見
ユ
レ
ハ
可
除
歟
」、

と
い
う
備
源
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
だ
か
ら
、「
宇
佐
美
左
助
蔵
」
へ
の
備
源
の
判

断
は
具
体
的
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
と
無
関
係
に
古
写
と
い
う
位
置
付

け
が
急
に
現
れ
る
は
ず
が
な
い
。
さ
す
が
に
、
古
文
書
に
精
通
し
た
国
学
者
本
居

備
源
の
目
を
誤
魔
化
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
備
源

も
、
古
写
に
し
て
も
内
容
が
お
か
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
は
踏
み
込
め
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
な
お
、「
藩
中
古
文
書
」
に
写
さ
れ
た
「
感
状
・
証
文
」

類
と
、
の
ち
に
述
べ
る
「
畠
山
牛
庵
極
札
」
の
付
い
た
「
感
状
・
証
文
」
類
と
は

一
致
し
な
い
。

　

な
お
、「
名
草
郡
古
文
書
」
各
冊
に
だ
け
、
見
開
き
右
に
「
�
印
ハ
風
土
記
古
文

書
ノ
部
ニ
無
之
印
」
と
同
様
の
文
言
が
記
さ
れ
、
た
し
か
に
、
例
え
ば
「
同
」
四

ノ
下
「
小
野
田
村
産
土
神
神
主
小
野
田
氏
蔵
」
の
う
ち
『
紀
伊
続
風
土
記
』「
古
文

書
之
部
」
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
○
の
付
い
た
一
点
だ
け
で
、
�
の
付
い
た
残
り
九

点
は
載
っ
て
い
な
い
。「
同
」
壱
「
田
屋
村
森
藤
左
衛
門
蔵
」「
重
御
寄
進
状
案
」

頭
注
に
「
三
十
九
丁
後
ノ
ツ
ヽ
キ
ヘ
入
ヘ
シ
�
」
と
あ
り
、「
同
」「
玉
置
庄
司
貞

頼
代
滝
守
弁
申
」
末
に
「
三
十
九
丁
前
ノ
�
印
寄
附
状
コ
ヽ
ヘ
入
ヘ
シ
」
と
あ
り
、

○ ○ 

『
続
風
土
記
』
で
は
そ
の
通
り
の
順
番
で
掲
載
し
て
あ
る
。「
同
」
四
ノ
下
「
薬
勝

時
村
薬
王
寺
蔵
」
の
傍
注
に
、「
此
文
書
宝
亀
院
ニ
ア
リ
ヤ
否
、
此
蔵
ノ
字
暫
除
ヘ

シ
」
と
あ
る
が
、『
続
風
土
記
』
に
は
「
蔵
」
と
記
し
て
あ
る
。「
同
」「
同
蔵
太
政

官
牒
薬
勝
寺
」
の
解
読
不
能
な
文
字
の
注
に
「
草
稿
ノ
マ
マ
、
重
テ
ノ
差
出
ヲ
待

ヘ
シ
」と
あ
り
、『
続
風
土
記
』で
は
そ
の
箇
所
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

末
尾
注
に
「
○
此
印
ノ
所
ニ
草
稿
本
ニ
、
天
保
五
年
以
宝
亀
院
古
写
壱
軸
、
風
土

記
調
之
砌
書
写
之
畢
ト
有
、
惣
テ
此
薬
王
寺
ノ
蔵
ハ
高
野
山
宝
亀
院
ニ
ア
リ
ヤ
、

又
薬
王
寺
ニ
ア
リ
ヤ
、
何
分
差
出
ヲ
待
ヘ
シ
」
と
記
す
。

　

つ
ま
り
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
編
纂
の
た
め
に
ま
ず
、
収
集
史
料
の
「
草
稿
」
が

あ
り
、
そ
の
「
草
稿
」
を
整
理
し
た
も
の
が
こ
の
各
郡
「
古
文
書
」
で
は
な
か
っ

た
か
。
そ
し
て
、
こ
の
各
郡
「
古
文
書
」
で
考
証
を
重
ね
な
が
ら
『
紀
伊
続
風
土

記
』
を
編
纂
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
藩
中
古
文

書
」
も
、『
続
風
土
記
』
編
纂
の
た
め
に
家
臣
所
蔵
の
古
文
書
を
写
し
た
収
集
草
稿

か
ら
整
理
を
し
て
作
成
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
『
続
風
土
記
』
へ
の
掲
載
は

見
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
作
業
過
程
で
、「
宇
佐
美
左

助
蔵
」
に
対
す
る
「
古
写
」
の
判
断
も
下
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　
「
感
状
・
証
文
」
類
は
整
理
の
た
め
に
、
薄
茶
色
の
薄
い
和
紙
の
封
紙
（　

・　
３９

４６

の
封
紙
は
通
常
の
和
紙
、　

・　

・　

は
薄
茶
色
の
も
の
に
加
え
、
通
常
の
和
紙

３３

３５

４０

の
封
紙
も
あ
る
）
に
包
ん
で
あ
り
、
表
に
は
表
題
と
宛
て
名
（
宛
て
名
を
時
々
間

違
え
訂
正
し
て
い
る
）、
年
代
順
に
ふ
っ
た
整
理
番
号
を
書
い
て
あ
る
。
表
題
と

宛
て
名
は
同
一
の
筆
跡
だ
が
、
番
号
に
つ
い
て
は
判
断
で
き
な
い
。
目
録
に
は
こ

の
表
題
を
書
き
入
れ
、
付
表
１
「「
感
状
・
証
文
」
類
の
状
態
」
下
欄
に
「
整
理
の

宇
佐
美
定
祐
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封
紙
」
を
書
き
入
れ
た
。
こ
の
封
紙
の
う
ち
九
点
（
１
・
３
・
８
・
９
・　

・　

・

２７

３５

　

・　

・　

）
の
内
側
に
は
、「
感
状
・
証
文
」
類
を
与
え
ら
れ
た
際
の
状
況
を
、

４１

４４

４５

表
題
・
宛
て
名
と
同
一
の
筆
跡
で
解
説
し
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
頼
朝
の
「
下
文
」

の
封
紙
に
は
、「
…
御
上
階
以
前
ハ
御
判
を
下
文
ニ
被
載
、
此
度
政
所
を
被
置
の

後
、
以
前
の
下
文
を
被
召
置
、
改
て
政
所
の
下
文
を
給
所
ニ
、
千
葉
常
胤
訴
テ
云
、

政
所
の
下
文
ハ
家
司
等
か
署
名
也
、
後
代
の
証
迹
ニ
難
伝
、
常
胤
が
分
ハ
別
ニ
御

直
判
を
被
副
置
ハ
子
孫
末
代
の
亀
鑑
た
る
へ
き
由
申
請
ニ
付
、
所
望
の
如
ク
御
直

判
の
御
下
文
を
給
ル
、
是
ニ
�
土
居
・
佐
々
木
・
三
浦
・
宇
佐
美
等
も
又
千
葉
介

同
意
の
旨
を
訴
申
ニ
付
、
同
九
月
五
日
ニ
土
居
次
郎
惟
平
・
佐
々
木
兄
弟
・
三
浦

并
宇
佐
美
三
郎
祐
茂
共
余
人
ノ
輩
ニ
ハ
千
葉
介
同
前
ニ
御
直
判
の
御
下
文
を
給
、

即
其
御
下
文
ハ
此
状
也
」
と
あ
る
。

　
「
下
文
」を
与
え
ら
れ
た
際
の
細
か
な
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
代
の
人
物
が

「
下
文
」を
見
た
だ
け
で
書
け
る
よ
う
な
一
般
的
な
解
説
な
の
で
は
な
い
。「
当
事

者
」
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
字
体
も
、

変
え
て
は
い
る
も
の
の
「
下
文
」
本
文
と
同
一
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み

に
、
文
書
�
笥
中
段
引
き
出
し
蓋
の
表
書
（
番
外
２
）
も
同
じ
筆
跡
と
い
え
よ
う
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
「
感
状
・
証
文
」
類
の
封
紙
内
側
に
は
、
こ
れ
ら
を
鑑
定
し
真
筆
で
あ
る
こ
と
を

保
証
し
た
「 
極
札 
」
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。「
極
札
」
は
「
感
状
・
証
文
」
と
は
区

き
わ
め
ふ
だ

別
で
き
る
作
業
で
は
あ
る
が
、
分
類
目
録
で
「
極
札
」
を
「
感
状
・
証
文
」
か
ら

独
立
さ
せ
て
別
項
目
に
す
る
と
本
紙
と
の
対
応
関
係
が
失
わ
れ
る
た
め
、「
感
状
・

証
文
」
の
注
で
扱
い
、
付
表
２
で
「
極
札
」
の
内
容
一
覧
を
別
途
表
し
た
。
鑑
定

し
た
筆
の
筆
者
名
、
１
で
あ
れ
ば
「
頼
朝
右
大
将
家
直
判
下
文　

筑
後
守
俊
兼
筆
」

と
、
書
き
出
し
語
句
、
１
の
場
合
は
「
伊
豆
」
を 
古  
筆  
家 
の
直
筆
で
書
き
、
そ
の

こ 
ひ
つ 
け

下
に 
極
印 
を
捺
す
。
捺
さ
れ
て
い
る
「
極
印
」
は
古
筆
家
畠
山
家
二
代
目
「
牛
庵
」

き
わ
め
い
ん

を
示
し
て
い
る
。

　
「
極
札
」
の
欠
け
て
い
る
「
感
状
・
証
文
」
は
以
下
の
九
点
で
あ
る
。

　
　
　

大
御
所
家
康
公
御
感
状

３９

　
　
　

秀
吉
公
御
感
状

４０

　
　
　

板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書

４６

　
　
　

大
野
修
理
亮
治
長
家
臣
米
村
六
兵
衛
長
清
状

６０

　
　
　

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

６１

　
　
　

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

６２

　
　
　

後
藤
又
兵
衛
年
房
状

６３

　
　
　

大
野
修
理
亮
内
武
笠
左
助
政
房
状

６４

　
　
　

馬
場
七
左
衛
門
・
真
弓
津
右
衛
門
連
判
証
文

６６

　
　

・　

は
「
極
札
」
を
貼
り
付
け
て
い
る
一
連
の
封
紙
を
欠
き
、　

〜　

・　

３９

４６

６０

６２

６４

の
発
給
者
は
又
者
の
た
め
、「
極
札
」
を
付
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
か
ろ
う
。
た

だ
、　

秀
吉
、　

に
は
あ
る
も
の
の
同
じ　

後
藤
又
兵
衛
に
「
極
札
」
が
な
い
理

４０

５７

６３

由
は
正
当
化
で
き
な
い
。
ま
た
、
さ
ほ
ど
名
が
通
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い　

直
５３

江
山
城
・
本
庄
越
前
、　

須
田
大
炊
助
・
杉
原
常
陸
介
、　

中
山
勘
解
由
・
村
瀬

５９

６５

左
馬
助
発
給
の
も
の
に
「
極
札
」
が
あ
る
点
自
体
が
か
な
り
考
え
に
く
い
こ
と
で

あ
る
の
に
、
一
方
で
は
同
様
の　

に
欠
い
て
い
る
点
は
釣
り
合
い
が
悪
か
ろ
う
。

６６

ま
た
、「
感
状
・
証
文
」
類
の
切
断
に
ず
さ
ん
な
作
業
が
多
く
あ
っ
た
の
と
同
様
の

こ
と
が
「
極
札
」
に
も
見
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
上
下
の
切
断
線
（
短
辺
）
が
斜

め
に
切
れ
（
３
・
６
・　

・　

－

２
・　

・　

・　

）、
二
つ
に
は
、
左
右
の
切
断

１２

１８

１９

２３

４３

線
（
長
辺
）
が
歪
ん
で
い
る
（　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

１１

２０

２１

２４

２９

３２

３４

３５

４３

４４

宇
佐
美
定
祐
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・　

・　

）。

４５

４８

６５

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
た
と
え
ば
、
写
真　

（「
細
川
右
京
大
夫
勝
元
状
」（　

）

１６

１５

封
紙
裏
に
貼
ら
れ
た
右
側
の
「
極
札
」
の
「
極
印
」
Ａ
）・
写
真　

（
同
じ
く
左
側

１７

の
「
極
札
」
の
「
極
印
」
Ｂ
）
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
「
極
札
」
に
は
、
あ
り
え

な
い
こ
と
に
二
種
類
の
「
極
印
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
字
体
が
全
体
に
丸
み
を
帯

び
偏
平
な
Ａ
と
、
縦
長
で
細
身
の
Ｂ
で
あ
る
。
極
印
は
そ
の
古
筆
家
本
人
の
極
札

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
だ
か
ら
、
家
伝
の
一
つ
だ
け
の
極
印
を
使
う
の
で

あ
っ
て
二
種
類
を
使
い
こ
な
す
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

写
真　

は
、
北
一
雄
氏
旧
蔵
北
家
文
書
（
和
歌
山
県
立
文
書
館
所
蔵
）
に
含
ま

１８

れ
た
本
来
の
二
代
牛
庵
極
札

で
あ
る
（
エ－

　

－

　

。

３８９

４３

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
弘
法
大

師
筆
を
鑑
定
し
た
極
札
な
の

だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
本

体
を
欠
き
、
極
札
だ
け
が

残
っ
て
い
る
）。
こ
の
極
印

は
、
村
上
翠
亭
他
監
『
古
筆

鑑
定
必
携
』
に
載
る
二
代
牛

庵
極
印
と
一
致
す
る
（
村
上

翠
亭
他
監『
古
筆
鑑
定
必
携
』

淡
交
社
、
二
〇
〇
四
年
、
初

代
七
八
頁
、
二
代
四
三
、
一

一
三
頁
）。
Ａ
・
Ｂ
は
こ
の
北

家
の
正
真
の
牛
庵
印
に
比

べ
、
よ
り
外
郭
瓢
�
の
幅
が
狭
く
、
そ
の
た
め
中
央
の
く
び
れ
が
小
さ
く
、
牛
庵

の
文
字
と
外
郭
と
の
間
隔
が
狭
い
。「
牛
」
字
・「
庵
」
字
そ
れ
ぞ
れ
の
最
上
部
、

山
形
の
部
分
が
、
本
来
中
心
線
が
突
き
出
て
い
る
べ
き
と
こ
ろ
、
両
脇
二
本
と
同

じ
高
さ
で
あ
る
。
Ａ
は
、
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
経
て
九
〇
度
曲
る
べ
き
位
置
が
円

に
近
く
な
っ
て
い
る
。「
庵
」
字
下
部
の
「
申
」
は
、
中
心
線
と
左
「
Ｅ
」・
右

「
ヨ
」
と
の
間
隔
が
開
い
て
い
る
。
本
来
縦
長
の
「
庵
」
字
が
偏
平
で
あ
る
。

　

極
札
に
書
く
書
き
出
し
語
句
は
、
鑑
定
し
た
筆
の
く
ず
し
方
を
真
似
て
記
す
の

が
形
式
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
写
真　

（「
細
川
右
京
大
夫
勝
元
状
」（　

）
本

１９

１５

紙
）
の
よ
う
に
、
宇
佐
美
定
祐
文
書
で
は
そ
の
点
全
く
意
に
介
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
極
札
の
上
部
に
記
す
、

鑑
定
し
た
筆
の
筆
者
名
は
、

北
家
の
極
札
の
よ
う
に
古
筆

家
本
人
が
独
自
の
く
ず
し
字

で
記
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
北
家
の
極
札
は
二
代
牛

庵
の
筆
。
し
か
し
、
宇
佐
美

定
祐
文
書
の
「
極
札
」
で
は
、

二
代
牛
庵
や
初
代
牛
庵
と
も

違
う
ば
か
り
か
、
写
真　

・
１６

　

に
あ
る
よ
う
に
筆
跡
は

１７二
、
三
種
類
あ
る
よ
う
に
見

せ
る
。
そ
れ
が
「
極
印
」
Ａ

に
付
随
す
る
筆
跡
と
Ｂ
に
付

随
す
る
筆
跡
で
区
別
さ
れ
て

宇
佐
美
定
祐

��������������

��������
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い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
く
、
Ａ
・
Ｂ
と
筆
者
名
の
筆
跡
と
の
対
応
関
係
は

な
い
。

　
　

・　

・　

で
は
「
極
札
」
が
二
枚
つ
い
て
い
る
ば
か
り
か
、　

・　

で
は

１５

１８

３３

１５

１８

「
極
印
」
も
異
な
る
。
字
体
は
、　

・　

で
は
右
側
の
Ａ
印
、　

で
も
右
側
の
方

１５

１８

３３

が
ぎ
ご
ち
な
い
。
さ
ら
に
封
紙
内
側
に
複
数
の
貼
り
跡
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
そ
の
内
、
２
・
６
・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

は
、
そ
の
長
さ
か
ら

１３

１８

２９

３３

４８

５０

５１

し
て
別
の
「
極
札
」
の
貼
り
跡
と
判
断
で
き
る
。
具
体
的
な
様
子
は
わ
か
ら
な
い

も
の
の
、
複
雑
な
手
順
を
と
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助
代
覚

書
」（　

）
三
項
「
宇
佐
美
左
介
代
覚
書
」
傍
注
に
、「
此
時
四
月
三
日
ノ
日
付
ニ

１２４

て
水
野
小
右
衛
門
手
紙
二
通
有
之
、
此
度
感
状
・
証
文
ヲ
水
戸
ノ
牛
庵
ニ
御
見
せ
、

極
メ
ノ
外
題
御
取
御
添
被
下
候
、
則
小
右
衛
門
手
紙
の
中
ニ
詳
な
り
、
牛
庵
外
題

を
そ
へ
感
状
・
証
文
御
返
被
下
候
」（
五
〇
丁
表
）
と
あ
る
。（
万
治
三
年
）
四
月

三
日
付
「
左
助
宛
水
野
小
右
衛
門
書
状
」（　

－

２
）
に
も
、「
右
之
感
状
・
証
文

７９

等
不
残
牛
庵
ニ
御
見
せ
、
極
メ
之
外
題
御
取
相
添
被
下
候
」
と
あ
る
。「
牛
庵
極

札
」
を
保
障
す
る
た
め
、
小
右
衛
門
書
状
に
右
の
文
言
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　

��

�
�
�
�
�
�
	

　

宇
佐
美
定
祐
文
書
に
あ
る
絵
図
、「
枇
杷
島
絵
図
」「
越
後
国
信
濃
川
流
域
絵
図
」

「
関
原
御
合
戦
之
図
」「
関
ケ
原
合
戦
絵
図
」
の
四
点
を
入
れ
た
。「
越
後
国
信
濃

川
流
域
絵
図
」
は
左
右
に
二
分
割
さ
れ
た
縦　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横　

セ
ン
チ

２１１

１７８

メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
絵
図
で
、「
関
ケ
原
合
戦
絵
図
」
と
共
に
、
色
彩
も
豊
か
に
、

山
川
ま
で
も
て
い
ね
い
に
描
い
て
あ
る
。
枇
杷
島
・
越
後
国
は
宇
佐
美
氏
旧
領
で
、

関
ケ
原
は
宇
佐
美
氏
が
戦
功
を
上
げ
た
と
す
る
戦
い
で
あ
る
。
家
伝
の
古
絵
図
と

い
う
こ
と
な
の
か
、
先
祖
の
存
在
と
戦
功
を
明
ら
か
に
し
、
自
ら
が
そ
の
末
裔
で

あ
る
こ
と
を
視
覚
の
面
か
ら
証
拠
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、

「
感
状
・
証
文
」
類
同
様
、「
越
後
国
信
濃
川
流
域
絵
図
」
に
は
幅
八
、
九
ミ
リ
に

も
な
る
、
カ
ミ
ソ
リ
で
切
り
取
ら
れ
た
巨
大
な
「
虫
損
」
が
あ
る
。
こ
の
四
図
と

も
、
小
判
型
の
長
円
に
囲
ま
れ
た
村
名
が
街
道
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る
と
い
う
、

近
世
の
国
絵
図
に
な
ら
っ
た
描
き
方
で
あ
る
。
関
ケ
原
関
係
の
二
図
は
、
街
道
と

村
名
が
書
か
れ
た
空
所
を
各
大
名
の
布
陣
で
埋
め
て
い
る
。
あ
り
う
べ
き
、
こ
れ

ら
絵
図
に
つ
い
て
触
れ
た
「
解
説
」
は
当
面
見
出
し
え
て
い
な
い
。

　

��

�
�
�
�
�
�
	

　

封
紙
表
題
に
「
宇
佐
美
越
中
守
孝
忠
御
自
筆
」「
宇
佐
美
駿
河
守
・
民
部
少
輔
御

自
筆
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
表
題
と
不
釣
り
合
い
な
断
簡
で
あ
る
。

二
月
九
日
付
黒
川
源
次
郎
（
陸
奥
黒
川
氏
）
宛
左
京
太
夫
輝
宗
（
政
宗
の
父
伊
達

輝
宗
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
左
京
太
夫
叙
任
、
同
十
三
年
没
）
差
し
出
し

「
松
葉
并
�
致
着
候
ニ
付
書
状
」（　

）
も
こ
こ
に
入
れ
た
。

１１７

　

��

�
�
�
�
�
�
	



　
　

��

�
�
�
�
�
�
	


�

　

父
「
造
酒
助
宛
」
書
状
が
二
〇
点
あ
る
。
紀
州
藩
へ
の
仕
官
を
呼
び
か
け
る
藩

重
臣
を
装
っ
た
書
状
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
藩
主
頼
宣
が
仕
官
の
条
件
を
述
べ
た

書
状
と
、「
感
状
・
証
文
」
類
の
藩
主
披
見
を
述
べ
た
書
状
を
含
む
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
造
酒
助
宛
」
書
状
に
限
り
、
書
状
本
体
と
封
紙
で
差

し
出
し
の
日
付
・
差
し
出
し
人
名
が
一
致
し
な
い
も
の
が
一
八
点
中
七
点
あ
る
。

「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助
代
覚

宇
佐
美
定
祐
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書
」（　

）
の
内
「
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
」
は
、「
造
酒
助
宛
」
書
状
を
使
っ

１２４

て
造
酒
助
の
動
向
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
例
え
ば
、「
其
刻
渡
辺
一
学
御

跡
よ
り
被
罷
下
候
、
高
野
山
へ
被
越
候
書
状
二
通
、
一
通
ハ
月
日
き
ゑ
て
不
見
、

一
通
ハ
霜
月
廿
六
日
ノ
状
則
堺
よ
り
越
候
」（
二
九
丁
表
）
と
し
て
傍
書
に
「
三
ノ

包
紙
」
と
あ
る
。
一
学
の
「
月
日
き
ゑ
て
不
見
」
の
書
状
は　

に
あ
り
、
十
一
月

７６

二
十
六
日
の
も
の
は　

に
あ
る
。
朱
字
で
「
三
」
と
書
い
て
あ
る　

の
封
紙
に
は

７１

９２

「
寛
永
八
年
霜
月　

渡
辺
一
学
状
」
と
あ
る
。
こ
う
し
て　

と　

の
書
状
の
封
紙

７６

７１

は　

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
書
状
に
想
定
し
た
年
号
も
明
ら
か
に
な
る
（
も
っ

９２
と
も
、
年
号
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
の
方
が
お
か
し
い
の
だ
が
）。
こ
の
よ

う
な
作
業
を
通
じ
て
、「
造
酒
助
宛
」
書
状
と
封
紙
を
整
序
し
、
年
月
日
順
に
並
べ

か
え
た
の
が
付
表
３
で
あ
る
。

　
　

��

�
�
�
�
�

　

こ
れ
に
基
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
付
表
４
で
あ

る
。「
造
酒
助
宛
」
書
状
の
制
作
手
順
は
「
感
状
・
証
文
」
類
と
同
様
で
あ
る
。
書

状
は
す
べ
て
を
灰
色
の
繊
維
を
混
ぜ
た
柿
渋
液
に
浸
け
た
と
判
断
で
き
る
。
柿
渋

色
あ
る
い
は
柿
色
を
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
（　

・　

・　

・　

・　

・

７３

７６

７１

８４

９０

　

－

１
・　

－

２
・　

－

１
・　

－

２
・　

－

２
・　

－

１
・　

－

２
・　

・　

）、

７８

７８

８５

８５

９２

７４

７４

１１１

１０３

ほ
か
に
柿
色
小
断
片
が
付
着
し
て
い
た
り
（　

・　

・　

－

１
）、
灰
色
の
繊
維
が

７６

７１

７４

貼
り
付
い
て
い
た
り
（　

・　

－

１
・　

－

２
）、
右
端
が
黒
ず
ん
で
い
た
り
（　

８４

８３

７８

７４

－

２
・　

）、
灰
色
の
繊
維
が
字
の
上
に
滓
と
し
て
乗
っ
て
い
た
り
す
る
（　

・　

８６

９１

９２

－

１
・　

・　

）。

８６

１１１

　

ま
た
、
和
紙
を
球
状
に
握
っ
て
液
に
浸
け
た
の
か
、
色
む
ら
が
あ
る
も
の
（　

・
７６

　

・　

－

２
・　

－

１
・　

・　

）、
ハ
ケ
で
液
を
塗
っ
た
の
か
、
筋
が
見
ら
れ
る

９０

７８

９２

１１１

１０３

も
の
（　

）
が
あ
る
。
折
り
巻
い
た
状
態
で
の
表
裏
だ
け
に
古
色
を
出
す
た
め
、

１０３

折
っ
た
ま
ま
柿
渋
に
浸
け
た
り
（　

・　

・　

・　

・　

・　

－

２
・　

－

１
・

７３

７１

９１

８４

９０

８３

７８

　

－

２
・　

－

１
・　

－

２
・　

・　

－

２
・　

－

２
・　

・　

）、
折
っ
た
ま
ま

７８

８５

８５

９３

９２

７４

８６

１０３

黒
く
硬
い
面
に
こ
す
り
つ
け
、
黒
い
手
擦
れ
様
の
状
態
を
作
り
上
げ
た
り
（　

・
７６

　

・　

・　

・　

－

１
・　

－

２
・　

－

１
・　

－

１
・　

－

２
・　

・　

－

２
・

９１

８４

９０

８３

８３

７８

８５

８５

９３

９２

　

）し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
手
で
握
っ
た
し
わ
が
残
っ
て
い
る
も
の
や（　

）、
そ

１０３

７３

の
し
わ
に
コ
テ
を
か
け
て
い
る
も
の
（　

・　

－

１
・　

－

２
・　

－

１
・　

・

９１

７４

７４

９２

８６

　

）
が
あ
る
。
た
だ
、「
造
酒
助
宛
」
書
状
の
場
合
は
「
感
状
・
証
文
」
類
と
違
い
、

１１１作
っ
た
「
虫
損
」
は
な
い
。
し
か
し
、　

は
柿
渋
に
浸
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

７１

ず
本
物
の
虫
損
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、　

－

１
は
二
か
所
で
紙
継
ぎ
が
し
て
あ

９２

り
、
三
枚
目
は　

ミ
リ
し
か
な
い
。

１１４

　

裏
打
ち
し
て
あ
る
も
の
は
二
〇
点
中
九
点
（　

・　

・　

・　

－

１
・　

－

１
・

７３

７１

９１

７８

７４

　

－

２
・　

－

１
・　

・　

）。
右
に
述
べ
た
し
わ
の
あ
る
も
の
、
し
わ
に
コ
テ
を

７４

９２

８６

１１１

か
け
て
あ
る
も
の
は
す
べ
て
裏
打
ち
が
あ
る
。
裏
打
ち
の
あ
る
九
点
の
内
、
一
点

を
除
い
て
紙
継
ぎ
が
し
て
あ
る
（　

・　

・　

・　

－

１
・　

－

１
・　

－

２
・

７３

７１

９１

７８

７４

７４

　

・　

）。
中
で
も　

は
、
裏
打
ち
し
た
も
の
同
士
を
紙
継
ぎ
し
て
い
る
。
す
な
わ

８６

１１１

７１

ち
、
裏
打
ち
を
先
に
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
紙
と
裏
打

ち
紙
の
間
に
、
柿
色
小
片
が
入
り
込
ん
で
い
た
り（　

・　

－

１
）、
滓
が
は
さ
ま
っ

９１

９２

て
い
た
り
（　

－

１
・　

－

１
・　

－

２
・　

・　

）
す
る
。　

－

１
は
裏
打
ち

７８

７４

７４

８６

１１１

７４

紙
の
外
側
に
柿
色
小
断
片
が
付
い
て
い
る
。
本
紙
と
裏
打
ち
紙
の
間
に
も
滓
が
は

さ
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
裏
打
ち
を
し
た
後
に
再
び
柿
渋
液
に
浸
け
た
こ
と
に

な
る
。
裏
打
ち
の
な
い
も
の
（　

・　

・　

・　

－

１
・　

－

２
・　

－

２
・　

７６

８４

９０

８３

８３

７８

８５

－

１
・　

－

２
・　

・　
－

２
・　

）
に
は
、
取
り
立
て
て
裏
に
付
着
物
が
あ
る

８５

９３

９２

１０３

わ
け
で
は
な
い
。

宇
佐
美
定
祐
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「
感
状
・
証
文
」
類
同
様
、

裏
打
ち
紙
は
本
紙
と
同
じ
大

き
さ
に
、
ハ
サ
ミ
で
で
あ
ろ

う
か
切
っ
て
あ
る
。
そ
の
た

め
、
切
り
方
が
歪
ん
で
い
た

り
（　

・　

－

１
）、
本
紙
に

７６

９２

切
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
り

（　

）
し
て
い
る
。

９１

　
　

��

�
�
�
�
�

　

た
だ
、
作
業
は
「
感
状
・
証
文
」
類
に
比
べ
て
も
慎
重
さ
を
欠
い
て
い
る
。
発

給
日
の
「
三
月
」
を
「
二
月
」
に
直
し
た
り
（　

－
１
）、
行
間
や
文
字
を
擦
っ
て

９２

訂
正
し
た
り
（　

・　

）
し
た
跡
が
み
え
る
。　

－
１
は
文
字
に
か
ぶ
せ
て
紙
継

７６

７１

８３

ぎ
が
あ
り
、
二
番
目
の
紙
継
ぎ
の
裏
は
剥
が
し
た
痕
跡
が
見
え
る
。
次
の
紙
継
ぎ

ま
で
の
紙
幅
も
短
い
の
で
、
数
行
削
っ
て
前
の
部
分
と
つ
な
げ
た
か
一
部
を
削
っ

て
書
き
直
し
た
か
で
あ
ろ
う
か
。　

－

１
は
二
か
所
に
わ
た
っ
て
文
字
に
か
ぶ
せ

８５

た
紙
継
ぎ
が
あ
る
。　

は
滓
を
付
け
擦
れ
を
作
っ
た
後
で
紙
継
ぎ
を
し
て
い
る
。

９３

　

は
文
末
に
長
方
形
の
紙
を
は
が
し
た
跡
が
付
く
。

１１１
　

渡
辺
一
学
差
し
出
し
と
す
る　

－

１
（
写
真　

）
に
は
墨
印
が
、
文
末
、
差
出

９２

２０

人
名
の
上
部
と
い
う
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
箇
所
に
捺
し
て
あ
る
。「
御
自
筆
に
て
あ

ら
は
さ
れ
候
も
の
、
上
ニ
御
い
ん
は
ん
被
成
候
而
被
遣
候
、
御
諚
ニ
ハ
此
あ
ら
は

さ
れ
候
も
の
、
御
か
つ
て
ん
の
ま
い
り
候
様
ニ
御
か
き
候
而
御
あ
け
被
成
候
様
ニ

と
御
意
被
成
候
而
御
か
き
被
成
、
上
ニ
よ
く
貴
様
御
判
候
て
御
越
可
被
成
候
」
と

あ
る
。
御
自
筆
で
御
書
き
に
な
っ
た
も
の
は
御
印
判
を
御
押
し
に
な
っ
て
御
渡
し

に
な
る
、
御
諚
に
は
こ
の
御
自
筆
で
御
書

き
に
な
っ
た
も
の
は
御
合
点
の
行
く
よ
う

に
御
書
き
に
な
っ
て
上
げ
る
よ
う
に
と
あ

る
が
、
後
半
は
意
味
不
明
（
も
っ
と
も
、

意
味
が
取
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
と

期
待
す
る
方
が
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
）。

要
は
、
藩
主
頼
宣
が
印
判
を
押
し
た
と
い

う
こ
と
ら
し
い
が
、
こ
う
し
た
形
式
は
あ

り
え
な
い
。

　

位
置
は
同
じ
で
、
押
印
を
削
り
取
っ
た

跡
を
残
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
意
図
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
痕
跡
か
ら
右

の　

－

１
と
同
じ
印
判
と
判
断
で
き
る
の
も
の
（　

－

１
・　

－

１
）
と
、　

－

９２

８３

８５

９２

１
と
は
異
な
る
小
印
の
痕
跡
が
あ
る
も
の
（　

－

１
・　

－

２
）
で
あ
る
。
そ
れ

８５

８５

以
外
の
も
の
は
削
り
込
ん
で
あ
る
た
め
印
判
を
判
断
で
き
な
い（　

・　

－

２
・　

・

８４

８３

９３

　

－

２
）。

９２
　
「
造
酒
助
宛
」
書
状
二
〇
通
は
、
一
点
（　

－

１
）
を
除
い
て
差
出
人
の
諱
と
花

７４

押
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
写
真　

（
資
料
番
号　

）
の
よ
う
に
、
諱
の
二

２１

８６

文
字
目
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
字
も
小
さ
く
、
曖
昧
に
書
い
て
あ
っ
て
読
み
と
れ
る

よ
う
な
状
態
に
は
な
い
。
渡
辺
一
学
の
諱
「
直
綱
」
の
「
綱
」
は
と
も
か
く
、
久

野
三
郎
左
衛
門
宗
晴
の
「
晴
」、
加
納
数
馬
直
恒
の
「
恒
」、
布
施
佐
五
右
衛
門
重

紹
の
「
紹
」
は
と
て
も
そ
う
書
け
て
い
る
と
は
思
え
な
い
（
目
録
で
は
二
文
字
目

を
□
で
示
し
た
）。
本
来
花
押
の
う
え
の
諱
は
、
差
出
人
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う

に
大
き
く
明
快
に
記
す
も
の
で
あ
る
。「
感
状
・
証
文
」
類
の
書
き
様
と
は
大
き
く

異
な
る
。
製
作
者
自
身
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
臣
の
諱
を
知
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か

宇
佐
美
定
祐
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（
も
っ
と
も
、
四
人
衆
は
実
際
そ
う
い
う
役
職
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
は
っ
き
り

と
は
分
か
ら
な
い
。
久
野
は
『
南
紀
徳
川
史
』
五
冊
、
四
〇
五
頁
で
は
「
三
郎
右

衛
門
」、
父
宗
成
三
郎
左
衛
門
が
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
没
。
な
お
、
正
保
元
年

の　

「
貴
様
御
働
之
書
立
并
感
状
・
証
文
五
通
迄
御
上
被
成
披
露
仕
ニ
付
書
状
」

１０３
は
、
差
し
出
し
が
布
施
佐
五
右
衛
門
で
は
あ
る
が
、
父
佐
五
右
衛
門
は
寛
永
十
二

年
（
一
六
三
五
）
二
月
十
七
日
に
没
し
て
い
る
た
め
（『
南
紀
徳
川
史
』
六
冊
、
三

〜
四
頁
）、
こ
れ
は
二
代
目
佐
五
右
衛
門
。
諱
は
不
明
。
宛
先
が
民
部
に
な
っ
て

い
る
が
、「
宇
佐
美
左
助
代
覚
書
」（　

）
で
は
、
造
酒
助
は
寛
永
十
九
年
（
一
六

１２４

四
二
）
か
ら
祖
父
の
名
民
部
を
名
乗
っ
た
と
す
る
）。

　

頼
宣
差
し
出
し
の
書
状
（　

）
も
、
本
文
の
文
字
も
自
然
で
な
く
、
と
り
わ
け

１１１

諱
は
頼
宣
の
通
常
の
書
き
方
で
は
な
い
。
当
然
花
押
も
微
妙
な
間
違
い
を
読
み
取

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
末
に
は
紙
の
剥
が
し
跡
ま
で
残
る（
写
真　

）。
東
京
国
立

２２

博
物
館
蔵
・
大
阪
城
天
守
閣
蔵
な
ど
の
頼
宣
書
状
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
そ
の
違
い

は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、『
南
紀
徳
川
史
』
に
「
宇
佐
美
造
酒
助
を
御
家
へ
被
召
寄
候
砌
橋
本
御
殿

に
て
御
目
見
仕
候
」（『
南
紀
徳
川
史
』
一
冊
、
二
九
五
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
記
事
が

載
る
。

　

��

�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

　
「
左
助
宛
」
書
状
は
、「
感

状
・
証
文
」
類
の
藩
主
披
見

と
、
左
助
の
大
関
か
ら
宇
佐

美
へ
の
「
名
字
替
」
に
つ
い

て
の
合
わ
せ
て
一
八
点
。
左
助
控
は
、
右
同
内
容
に
つ
い
て
の
左
助
控
七
点
か
ら

な
る
。
付
表
５
で
「
左
助
宛
」
書
状
の
状
態
を
示
し
た
。

　

柿
渋
に
浸
け
て
あ
る
こ
と
を
認
め
う
る
の
は
五
点
（　

－

１
・　

－

２
・　

・

７９

７９

９６

　

－

１
・　

－

３
）
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
時
期
の
書
状
を
想
定

９９

１００

し
て
い
る
た
め
に
、
古
色
を
出
す
必
要
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
裏
打
ち
も
な
い
。
た
だ
、
四
点
（　

・　

・　

・　

－

１
）
は
、

７２

８０

８１

９９

本
紙
や
封
紙
の
表
面
を
こ
す
っ
て
劣
化
さ
せ
、
手
擦
れ
状
態
を
作
り
だ
し
て
い

る
。
柿
渋
に
浸
け
て
い
る
も
の
が
少
な
い
た
め
、
四
点
（　

・　

－

１
・　

－

１
・

８１

８７

９９

　

－

１
）
に
は
本
物
の
虫
損
が
あ
る
。
ま
た
、
六
月
を
五
月
に
訂
正
し
て
い
た
り

１００（　

）、
線
香
の
焦
げ
跡
様
の
も
の
が
残
っ
て
い
た
り
（　

－

１
）
も
す
る
。

６７

１００

　

��

�
�
�
�
�
�
	



　

畠
山
一
庵
は
旗
本
、
左
助
の
「
伯
母
婿
」（「
宇
佐
美
左
介
代
覚
書
」）。
左
助
の

先
祖
に
つ
い
て
の
左
助
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
た
と
す
る
書
状
二
通
。「（
入

庵
ハ
）
我
等
と
父
子
之
間
ニ
て
候
間
、
状
一
ツ
越
候
ヘ
ハ
内
意
ニ
て
相
済
事
ニ
て
、

何
ノ
隔
心
ニ
而
形
部
ニ
伝
言
頼
可
申
候
哉
、
是
以
い
つ
わ
り
ニ
て
候
」（　

）と
、
手

７０

紙
で
す
む
の
に
伝
言
を
頼
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、「
父
」
造
酒
助
は
宇
佐
美
直
系
に

間
違
い
な
い
と
い
う
不
思
議
な
返
答
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
杉
家
中
の
軍
備

に
つ
い
て
記
し
た
書
付
四
点
を
含
む
。

　

付
表
６
で
「
畠
山
一
庵
」
書
状
の
状
態
を
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
操
作
し
た
跡

が
み
ら
れ
る
が
、　

・　

は
柿
渋
に
浸
け
て
あ
る
。　

は
本
紙
・
裏
打
ち
と
も 
細 こま

６９

７０

７０

切
れ
状
の
紙
継
ぎ
で
、
本
紙
右
か
ら
三
か
所
目
の
紙
継
ぎ
は
裏
打
ち
し
た
も
の
同

士
を
継
い
で
い
る
。 

宇
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こ
こ
に
は
左
助
の
著
し
た
、「
渉
猟
」「
備
忘
録
」「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、

宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助
代
覚
書
」「
宇
佐
美
駿
河
守
定
行
三
代
働

覚
書
」
の
四
冊
を
入
れ
た
。
こ
の
四
冊
は
宇
佐
美
氏
「
先
祖
」
の
一
般
的
な
戦
記
・

伝
記
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
右
の
「
感
状
・
証
文
」・「
造
酒
助
宛
」
書

状
・「
左
助
宛
」
書
状
・
左
助
控
・「
畠
山
一
庵
」
書
状
と
連
動
し
、
そ
の
解
説
と

し
て
作
ら
れ
て
い
る
。「
宇
佐
美
駿
河
守
定
行
三
代
働
覚
書
」が
写
し
で
あ
る
こ
と

を
記
し
た
一
文
の
寛
文
元
年
十
月
付
の
署
名
は
、「
大
関
左
助　

定
祐
（
花
押
）」

と
、
左
助
と
定
祐
を
同
時
に
名
乗
っ
て
い
る
。

　
「
宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助
代
覚

書
」
に
は
、
左
助
が
「
似
せ
物
」
だ
と
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
た
と
記
す
。「
万
治
二

年
亥
四
月
之
比
、
江
戸
御
中
屋
敷
ニ
て
取
沙
汰
御
座
候
者
、
左
助
親
宇
佐
美
造
酒

助
事
、
水
戸
ニ
罷
有
候
砌
、
…
伯
母
婿
畠
山
入
庵
…
被
申
候
ハ
、
…
造
酒
助
を
駿

河
孫
と
て
も
て
は
や
し
候
、
謙
信
景
勝
代
を
ハ
我
等
こ
そ
見
申
候
、
曽
而
以
て
駿

河
孫
ニ
て
ハ
無
之
候
と
被
申
候
、
其
故
水
戸
様
被
聞
召
及
、
造
酒
助
牢
人
仕
候
、

其
上
駿
河
守
ニ
ハ
男
子
無
之
、
…
是
ニ
依
左
助
事
ハ
似
せ
物
に
て
候
と
沙
汰
御
座

候
」（
四
三
丁
裏
か
ら
四
四
丁
裏
）、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
紀
州
藩
で
宇
佐

美
左
助
を
め
ぐ
る
取
り
沙
汰
が
あ
っ
た
、
左
助
の
親
の
造
酒
助
が
水
戸
家
に
仕
え

て
い
る
時
に
、
謙
信
の
時
代
を
熟
知
し
て
い
る
畠
山
入
庵
に
、
造
酒
助
は
宇
佐
美

の
者
で
は
な
い
と
い
わ
れ
、
造
酒
助
が
水
戸
家
を
致
仕
し
た
と
い
う
事
件
が
起
き

た
、
そ
の
上
宇
佐
美
家
に
は
男
子
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
左
助
は
「
似
せ
物
」

だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
事
実
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
全
て
の
疑

惑
を
越
え
て
左
助
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
自
分

自
身
が
傷
つ
く
可
能
性
も
あ
る
危
険
な
記
述
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

�

��

�
�
�
�

　

こ
の
項
目
以
降
が
基
本
的
に
宇
佐
美
家
歴
代
の
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
代
々

与
え
ら
れ
た
知
行
目
録
九
点
を
入
れ
た
。

　

��

�
�
�
�

　

歴
代
藩
主
等
の
書
状
・
書
は
六
点
が
あ
る
。

　
�
�

�
�
�
�
�

��

　
「
感
状
」「
書
状
」
等
か
ら
作
ら
れ
た
「
戦
記
・
伝
記
」
で
な
い
、
軍
学
者
と
し

て
の
役
を
勤
め
る
中
で
集
ま
っ
て
き
た
も
の
を
入
れ
た
。
そ
の
た
め
、
筆
跡
も
７

宇
佐
美
氏
「
戦
記
・
伝
記
」
と
は
異
な
る
。

　
�
�

�
�

��

　

歴
代
に
作
ら
れ
た
系
譜
九
点
。
家
伝
の
書
付
目
録
も
由
緒
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
も
の
と
し
て
こ
こ
に
入
れ
た
。

解
題
・
目
録　
　

遊
佐
教
寛

宇
佐
美
定
祐
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資料番号１２３４６７８９１０１１

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

鎌
倉
右
大
将
頼
朝
卿
御
直
判
御
下
文  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

最
明
寺
時
頼
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

新
田
左
中
将
義
貞
感
状  
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

新
田
左
中
将
義
貞
御
感
状  
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

畠
山
国
清
入
道
道
誓
・
畠
山
尾
張
守
義
深  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

等
持
院
尊
氏
将
軍
家
御
判
御
内
書  
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

楠
木
正
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

足
利
公
方
等
持
院
尊
氏
公
御
感
状  
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

義
詮
将
軍
御
内
書  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

畠
山
持
国
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

年　

月　

日

建
久
３
年
９
月
５
日

宝
治
元
年
６
月
５
日

元
弘
３
年
６
月　

日
１０

建
武
２
年　

月　

日

１２

２１

 　
　
　
　

２
月　

日
１５

建
武
３
年
４
月
朔
日

 　
　
　
　

５
月　

日
１５

 　
　
　
　
　

月
８
日

１０

観
応
３
年
４
月
３
日

文
安
元
年
９
月
朔
日

作　
　

成　
　

者

（
花
押
）

左
近
将
監
（
花
押
）

新
田　

義
貞
（
花
押
）

義
貞
（
花
押
）

国
清
（
花
押
）

義
深
（
花
押
）

（
花
押
）

正
成
（
花
押
）

（
花
押
）

（
花
押
）

持
国
（
花
押
）

宛　
　
　
　
　

名

（
宇
佐
美
三
郎
祐
茂
）

宇
佐
美
藤
三
郎

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
参
川
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
河
内
守

楠
木
七
郎

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
藤
三
郎

形 態状状状状状状状状状状

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
１
）

itle:03宇佐美 Page:31 
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宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
１
）

１２１３１４１５１６１８１９２０２１２３２４２７２９３０

畠
山
徳
本
・
同
義
就
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

東
山
殿
足
利
公
方
慈
照
院
義
政
公
御
感
状  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

管
領
畠
山
政
長
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

細
川
右
京
大
夫
勝
元
状

  　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
２
枚
あ
り
。
１
〜　

の
た
め
の
封
紙
（
番
外
１
）
あ
り

１５

管
領
上
杉
顕
定
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
顕
定
感
状  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
２
枚
あ
り

千
葉
尚
胤
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

長
尾
平
三
景
虎
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
兵
部
大
輔
憲
政
感
状  
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

 　
　
　
　

８
月　

日
２０

寛
正
３
年
４
月　

日
２４

 　
　
　
　

６
月　

日
１８

応
仁
元
年　

月
８
日

１０

 　
　
　
　

５
月　

日
２０

 　
　
　
　
　

月　

日

１１

２０

 　
　
　
　

７
月
５
日

 　
　
　
　

６
月
３
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２１

弘
治
２
年
２
月　

日
１６

弘
治
３
年
８
月　

日
２９

永
禄
４
年
９
月　

日
１１

永
禄
５
年
３
月
７
日

 　
　
　
　
　

月
３
日

１０

徳
本
（
花
押
）

義
就
（
花
押
）

（
花
押
）

政
長
（
花
押
）

右
京
大
夫　

勝
元
（
花
押
）

顕
定
（
花
押
）

顕
定
（
花
押
）

千
葉
介　

尚
胤
（
花
押
）

長
尾
平
三　

景
虎
（
花
押
）

憲
政
（
花
押
）

政
虎
（
花
押
）

景
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

謙
信
（
花
押
）

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　
　

藤
三
郎

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　
　

造
酒
助

宇
佐
美
道
盛
老

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
駿
河
守

状状状状状状状状状状状状状状
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宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
１
）

３２３３３４３５３８３９４０４１４２４３４４４５４６４８

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

信
長
公
御
書  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」
２
枚
あ
り

足
利
公
方
霊
陽
院
義
昭
公
奉
書

　

細
川
右
馬
頭
藤
賢
・
三
渕
大
和
守
藤
英
連
判  
＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

秀
吉
公
御
証
文  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
状

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

大
御
所
家
康
公
御
感
状  
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り
。
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

秀
吉
公
御
感
状  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」
あ
り

小
早
川
隆
景
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

小
西
摂
津
守
行
長
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

小
西
摂
津
守
行
長
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

高
麗
御
陣
之
砌
小
早
川
隆
景
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判
感
状

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

小
早
川
隆
景
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

 　
　
　
　

３
月
７
日

 　
　
　
　

４
月　

日
２９

永
禄　

年
５
月
９
日

１２

永
禄　

年
５
月
９
日

１２

文
禄
元
年
７
月　

日
１９

 　
　
　
　

８
月
朔
日

文
禄
元
年
８
月　

日
２３

文
禄
２
年
２
月
朔
日

 　
　
　
　

３
月
９
日

 　
　
　
　

６
月
７
日

文
禄
２
年
６
月
８
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２８

 　
　
　
　

８
月
２
日

 　
　
　
　

７
月　

日
１０

輝
虎
（
花
押
）

織
田
弾
正
忠　

信
長
（
花
押
）

右
馬
頭　

藤
賢
（
花
押
）

大
和
守　

藤
英
（
花
押
）

羽
藤
吉　

秀
吉
（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

増
右　

長
盛
（
花
押
）

江
戸
大
納
言　

家
康
（
花
押
）

秀
吉
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

行
長
（
花
押
）

摂
津
守　

行
長
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

増
右　

長
盛
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

板
倉
四
郎
右
衛
門　

勝
重（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

宇
佐
美
民
部
少

細
川
右
馬
頭

三
淵
大
和
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

小
西
摂
津
守

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

同　
　

兵
左
衛
門

状状状状状状状状状状状状折 紙状
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５０５１５３５５５６５７５９６０６１６２６３６４６５６６

直
江
山
城
守
兼
続
廻
文  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

直
江
山
城
守
兼
続
・
本
庄
越
前
守
繁
長
感
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

判
団
右
衛
門
直
之
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

真
田
左
衛
門
尉
信
繁
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

後
藤
又
兵
衛
尉
年
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

須
田
大
炊
助
長
義
・
杉
原
常
陸
介
親
憲
連
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

大
野
修
理
亮
治
長
家
臣
米
村
六
兵
衛
長
清
状  
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

後
藤
又
兵
衛
年
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
武
笠
左
助
政
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

中
山
勘
解
由
照
守
・
村
瀬
左
馬
助
政
真
連
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

馬
場
七
左
衛
門
・
真
弓
津
右
衛
門
連
判
証
文

＊
整
理
の
封
紙
あ
り
。　

〜　

の
た
め
の
整
理
の
封
紙（
番
外
４
）あ
り
。中
段
引
出
し
の
蓋
に
表
書（
番
外
２
）あ
り

５９

６６

 　
　
　
　

７
月　

日
２８

 　
　
　
　

８
月
朔
日

慶
長
６
年
４
月
晦
日

 　
　
　
　

正
月
７
日

 　
　
　
　

正
月　

日
２１

 　
　
　
　

正
月　

日
２１

慶
長　

年　

月　

日

１９

１２

２４

 　
　
　
　
　

月　

日

１２

２８

 　
　
　
　

極
月　

日
２９

 　
　
　
　

正
月
４
日

 　
　
　
　

正
月　

日
２９

 　
　
　
　

２
月　

日
２８

 　
　
　
　

６
月
７
日

 　
　
　
　

６
月　

日
１４

直
江
山
城
守　

兼
続
（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

直
江
山
城
守　

兼
続
（
花
押
）

本
庄
越
前
守　

繁
長
（
花
押
）

判
団
右
衛
門　

直
之
（
花
押
）

真
田
左
衛
門
佐　

信
繁（
花
押
）

後
藤
又
兵
衛　

年
房
（
花
押
）

杉
原
常
陸
介　

親
憲
（
花
押
）

須
田
大
炊
介　

長
義
（
花
押
）

米
村
六
兵
衛　

長
清
（
花
押
）

向
井
勝
助　

政
房
（
花
押
）

政
房
（
花
押
）　

向
井
勝
助

後
藤
又
兵
衛　

年
房
（
花
押
）

向
井
勝
介
事
ニ
て
候

武
笠
左
助　

政
房
（
花
押
）

村
瀬
左
馬
助　

政
真
（
花
押
）

中
山
勘
解
由　

照
守
（
花
押
）

桑
山
左
衛
門
内
馬
場
七
左
衛
門　

一
豊
（
花
押
）

菱
沼
織
部
内
真
弓
津
右
衛
門　

曽
重
（
花
押
）

宇
佐
美
民
部
他　

名
（
越
後
浪

１２

人
中
）

宇
佐
美
民
部
少

同　
　

兵
左
衛
門

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
介

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

状状状折 紙折 紙折 紙状折 紙状状折 紙折 紙折 紙状

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
１
）

itle:03宇佐美 Page:34 



－35－

��

�
�
�
�
�
�
	

番外７番外６番外８番外９

��

�
�
�
�
�
�
	

９７１０４１０５－2１１７

��

�
�
�
�
�
�
	



７３７６７１

〔
枇
杷
嶋
村
絵
図
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

８３

１２０

〔
越
後
国
信
濃
川
流
域
絵
図
〕  
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�
×
左
右
２
枚

２１１

８９

関
原
御
合
戦
之
図  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

２５

１００

〔
関
ヶ
原
合
戦
絵
図
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

８３

１０６

宇
佐
美
越
中
守
孝
忠
御
自
筆  
　
　
　
　
　

＊
断
簡
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

宇
佐
美
駿
河
守
・
民
部
少
輔
御
自
筆

  
＊
断
簡
。
駿
河
守
１
点
・
民
部
少
輔
３
点
。
台
紙
に
４
点
貼
付
け
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り
。　

に　

の
整
理
の
封
紙
あ
り

１０５

１０４

畠
山
窓
暫
老
御
自
筆

  　

＊
断
簡
。　

に
整
理
の
封
紙
あ
り
。　

の
も
の
か
。　

－

２
に
整
理
の
封
紙
３
枚
あ
り
。
外
側
の
１
枚
は　

の
も
の
か

１０５

１０４

１０５

１０４

〔
松
葉
并
�
致
着
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

〔
今
度
不
慮
之
御
牢
人
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
春
迄
高
野
ニ
被
成
御
座
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
包
み
紙
・
解
説
あ
り

〔
殿
様
御
こ
ゝ
ろ
わ
け
ら
れ
、
水
戸
様
へ
御
詫
言
ニ
付
書
状
〕

永
正　

年
８
月

１７

 　
　
　
　

２
月
９
日

（
寛
永
８
年
）４
月
７
日

（
寛
永
８
年
）

（
寛
永
８
年
）　

月　

日

１１

２６

（
伊
達
）左
京
大
夫
輝
宗（
花
押
）

中
山
備
前　

信
吉
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

黒
川
源
次
郎

宇
佐
美
造
酒

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

絵 図絵 図絵 図絵 図状状状状折 紙折 紙巻 紙

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
２
／
３
／
４
）
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９１８４９０８３－1８３－2７８－1７８－2８５－1８５－2９３９２－2７４－1７４－2９２－1

〔
殿
様
、
中
納
言
様
江
貴
殿
儀
御
詫
言
被
成
候
ニ
付
而
御
用
捨
被
成
候
ニ

付
書
状
〕

〔
貴
様
御
身
上
之
儀
、
被
入
御
情
候
ニ
付
書
状
〕  
＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
人
々
和
歌
山
な
と
に
て
、
た
と
い
将
監
殿
ニ
成
共
御
あ
い
不
被
成
様
ニ

可
被
成
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
其
元
ニ
御
座
候
而
ハ
御
た
め
に
さ
ゝ
ハ
リ
候
ハ
ん
か
と
被
思
召
候
ニ
付

書
状
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８３

〔
御
帰
城
迄
何
方
へ
も
御
越
候
義
御
無
用
候
ニ
付
書
状
〕

〔
知
行
千
石
之
御
約
束
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
御
合
力
金
被
仰
出
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
紛
川
へ
可
被
成
御
座
候
間
、
其
時
分
其
役
へ
御
左
右
可
申
ニ
付
書
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８５

〔
御
身
上
の
義
と
も
御
談
合
可
被
成
と
被
仰
候
ニ
付
書
状
〕

〔
貴
様
御
身
上
之
儀
只
今
取
極
ニ
て
、
紀
伊
国
之
御
奉
公
人
又
御
出
入
被

成
候
と
の
儀
ニ
て
は
無
之
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
奥
に
付
箋
あ
り
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
万
事
御
相
談
申
度
義
両 
山 
御
座
候
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

－

２
に
包
み
紙
あ
り

（
三
カ
）

９２

〔
此
書
付
御
自
筆
に
て
被
遊
候
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

７４

〔
御
立
身
候
共
、
御
加
増
地
共
ニ
御
家
御
代
々
貴
様
御
子
孫
迄
跡
目
御
減

被
成
間
敷
候
ニ
付
書
状
〕

〔
御
自
筆
に
て
あ
ら
は
さ
れ
候
も
の
、
上
ニ
御
い
ん
は
ん
被
成
候
而
被
遣

候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

９２

（
寛
永
９
年
）５
月　

日
２８

（
寛
永
９
年
）６
月　

日
２６

（
寛
永
９
年
）６
月　

日
２６

（
寛
永
９
年
）　

月
晦
日

１２

（
寛
永
９
年
）　

月
晦
日

１２

（
寛
永　

年
）正
月　

日

１０

２７

（
寛
永　

年
）正
月　

日

１０

２７

（
寛
永　

年
）６
月　

日

１０

１６

（
寛
永　

年
）６
月　

日

１０

２１

（
寛
永　

年
）８
月
４
日

１１

（
寛
永　

年
）８
月　

日

１１

１３

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

（
寛
永　

年
）２
月
６
日

１２

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

久
野
三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

久
野
三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

久（
野
）三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

宇
佐
美
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
（
山
）
堅
弥

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

森
（
山
）
堅
弥

折 紙折 紙折 紙巻 紙折 紙折 紙折 紙巻 紙折 紙巻 紙折 紙巻 紙巻 紙巻 紙

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
４
）
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６７７２７７７９－1７９－2８０８１８７－1８７－2８７－3

〔
御
家
御
代
々
貴
様
御
子
々
孫
々
跡
目
之
義
ハ
、
た
と
へ
ハ
御
加
増
地
迄

も
少
も
御
減
被
成
ま
し
く
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
其
方
事
、
軍
道
ノ
指
南
ヲ
受
ル
上
ハ
以
来
マ
テ
モ
是
非
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
ス

ヘ
カ
ラ
ズ
ニ
付
書
状
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

〔
貴
様
御
働
之
書
立
并
感
状
・
証
文
五
通
迄
御
上
被
成
披
露
仕
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
は　

の
も
の
で
な
い
。　

の
封
紙
が　

の
も
の
か

１０３

９６

１０３

〔
御
名
字
御
本
名
ニ
被
仰
付
候
間
、
中
将
様
へ
も
御
礼
被
仰
上
候
ニ
付
返
書
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
御
名
字
替
之
儀
、
書
状
之
写
を
も
御
覧
被
遊
首
尾
好
候
由
申
来
候
ニ
付

書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

大
御
所
様
御
感
状
指
上
候
時
之
状

  
　
　
　

＊
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り
。
整
理
の
封
紙
に
「
一
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

〔
御
拝
見
被
成
候
大
御
所
様
御
感
状
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

７９

覚
（
感
状
・
証
文
五
十
弐
通
被
入
御
披
見
并
牛
庵
ニ
御
見
せ
極
メ
之
外
題

御
取
候
ニ
付
）

〔
先
頃
御
越
之
書
付
、
尤
民
部
方
へ
之
御
書
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
書
中
ニ

民
部
武
功
之
品
有
之
候
ニ
付
書
状
〕

  
※
端
裏
に「
三
」の
貼
紙
あ
り
。整
理
の
封
紙
に「
三
」と
あ
り
。解
説
あ
り
。文
書
�
笥
を
入
れ
る
外
箱
の
蓋
に
裏
書（
番
外
３
）あ
り

〔
御
国
ニ
て
も
其
ま
ゝ
大
関
ニ
て
、
宰
相
様
御
代
ニ
ハ
本
名
宇
佐
美
ニ
可

罷
成
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
公
儀
へ
之
御
書
付
ニ
加
リ
可
申
か
将
又
御
所
持
之
書
付
共
写
御
越
か
へ

ニ
付
書
状
〕  　
　

＊
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り
。　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８７

〔
大
御
所
家
康
公
御
感
状
写
〕  　
　
　

＊　

の
写
。
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り

３９

〔
板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書
写
〕  　
　
　

＊　

の
写
。
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り

４６

（
寛
永　

年
）２
月
６
日

１２

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

（
正
保
元
年
）　

月
３
日

１１

 　
　
　
　

５
月
２
日

（
貞
享
元
年
）５
月
５
日

天
和
４
年
２
月
７
日

（
万
治
３
年
）３
月　

日
１９

（
万
治
３
年
）４
月
３
日

 　
　
　
　

２
月　

日
２１

（
万
治
２
年
）極
月
２
日

 　
　
　
　

２
月　

日
１５

 　
　
　
　

８
月
１
日

 　
　
　
　

８
月
２
日

加
納
数
馬　

直
□（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

（
徳
川
）
頼
宣
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

稲
葉
宇
右
衛
門　

道
□（
花
押
）

中
川
清
三
郎

大
関
左
助

水
野
小
右
衛
門

水
野
小
右
衛
門

中
川
清
三
郎

伊
藤
又
兵
衛

大
沢
善
右
衛
門

江
戸
大
納
言　

家
康

板
倉
四
郎
右
衛
門
勝
重

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
民
部

宇
佐
美
左
助

宇
佐
美
佐
助

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
佐
介

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

巻 紙状折 紙巻 紙状状状状状状状状状

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
４
／
５
）
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９６９９－1９９－2１００－1１００－2１００－3１００－4１０２１０６１０７－1１０７－2１０７－3１０７－4１０７－5

〔
伊
又
書
状
ハ
御
遺
命
御
証
文
之
様
ニ
相
見
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
は　

の
も
の
か

１０３

〔
先
頃
御
越
之
五
十
二
通
之
状
、
少
々
見
申
候
処
、
諸
々
驚
入
た
る
書
物

共
ニ
御
座
候
ニ
付
書
状
〕

  

＊
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り
。　

の
整
理
の
封
紙
に
「
二
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

９９

板
倉
伊
賀
守
殿
奉
書
指
上
候
時
状  　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り

南
龍
院
様
ヨ
リ
御
尋
ノ
書
付

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
付
箋
あ
り
。　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

１００

〔
御
書
付
之
趣
善
右
衛
門
殿
へ
申
談
候
ニ
付
書
状
〕

〔
御
直
書
写
御
清
書
被
成
御
越
請
取
申
ニ
付
書
状
〕

〔
御
手
紙
并
両
通
拝
見
請
取
申
候
ニ
付
書
状
〕

貞
享
元
年
自
公
方
様
御
改
之
節
書
上
候
ひ
か
へ

宇
佐
美
民
部
名
乗
并
左
助
名
氏
ノ
尋
ノ
時
返
事
ノ
ひ
か
へ

  
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
と
あ
り
。
整
理
の
封
紙
に
「
四
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

名
字
違
候
事
ニ
付
大
沢
善
右
衛
門
殿
ヘ
ノ
手
紙
ノ
ひ
か
へ

  
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り
。　

の
整
理
の
封
紙
に
「
五
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

１０７

〔
清
三
郎
返
事
参
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り

〔
民
部
殿
御
名
乗
先
日
被
仰
越
書
留
置
候
ニ
付
書
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
の
貼
紙
あ
り

〔
書
状
四
通
并
直
書
慥
成
儀
ニ
候
間
、
本
名
ニ
相
改
之
儀
ニ
付
書
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
の
貼
紙
あ
り

〔
御
書
之
内
ニ
宇
佐
美
軍
功
名
前
被
遊
、
并
ニ
佐
助
本
名
ニ
改
候
様
ニ
と

慥
ニ
南
龍
院
様
御
意
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り

  　
　
　
　

３
月
９
日

 　
　
　
　

２
月　

日
２０

 　
　
　
　

２
月　

日
１９

（
寛
文　

年
秋
）

１０

 　
　
　
　

２
月
６
日

 　
　
　
　

２
月
６
日

 　
　
　
　

２
月
５
日

天
和
４
年
２
月　

日
２５

 　
　
　
　

３
月
６
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

 　
　
　
　

３
月　

日
１０

 　
　
　
　

３
月
７
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

中
川
清
三
郎

中
川
清
三
郎

大
関
左
助

（
花
房
）
庄
兵
衛

花
房
庄
兵
衛

花
（
房
）
庄
兵
衛

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
左
介

大
沢
善
右
衛
門

中
川
清
三
郎

中
川
清
三
郎

中
川
清
三
郎

大
関
左
助

大
関
左
助

（
女
中
衆
）

（
大
関
）
左
助

大
関
左
助

大
（
関
）
左
介

大
沢
善
右
衛
門

大
沢
善
右
衛
門

大
関
佐
介

大
関
左
助

大
沢
善
右
衛
門

大
沢
善
右
衛
門

状状状状状状状巻 紙巻 紙巻 紙状状状状

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
５
）
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１１９１２３１２４１２５

〔
是
ハ
い
か
に
も
布
施
三
説
老
自
筆
ニ
て
、
南
龍
院
様
御
書
・
御
判
形
等
ハ

奉
見
知
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
袋
あ
り

１１８

〔
押
太
敲
寸
方
又
ハ
こ
し
ら
へ
様
御
書
付
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

に
包
み
紙
あ
り

６８

覚
（
上
杉
家
中
軍
勢
ノ
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

－

２
は　

の
後
半
部
分

６８

９８

〔
貴
殿
御
親
父
宇
佐
美
造
酒
介
殿
、
於
水
戸
様
知
行
高
四
百
石
被
下
候
ニ

付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
其
方
先
祖
宇
佐
美
駿
河
守
事
被
相
尋
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

覚
（
上
杉
家
中
軍
勢
ノ
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

の
後
半
部
分
は　

－

２

９８

６８

覚
（
上
杉
家
旗
印
ノ
）  　
　
　

＊　

と　

－

１
に
整
理
の
封
紙
あ
り
。　

の
も
の
か

１０５

１０５

１０４

渉
猟  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
に
朱
で
「
二
」
と
あ
り

宇
佐
美
家
備
忘
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
に
朱
で
「
十
一
」
と
あ
り

宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助

代
覚
書

宇
佐
美
駿
河
守
定
行
父
子
三
代
働
覚
書

 　
　
　
　

７
月　

日
２６

 　
　
　
　

９
月　

日
１６

 　
　
　
　

９
月　

日
１８

 　
　
　
　

５
月
５
日

 　
　
　
　

４
月　

日
１２

 　
　
　
　

９
月　

日
１８

 　
　
　
　
　

月
２
日

１２

寛
文
元
年　

月
朔
日

１０

河
島
式
右
衛
門

畠
山
一
庵
（
花
押
）

畠
山
一
庵

畠
山
一
庵　

□
□
（
花
押
）

畠
山
下
総
入
道　

義
□（
花
押
）

（
畠
山
一
庵
）

畠
山
一
庵

宇
佐
美
造
酒
助
著

大
関
左
助
定
祐
写

大
関
佐
介

大
関
左
助

宇
佐
美
左
助

宇
佐
美
左
介

大
関
左
助

（
宇
佐
美
左
助
）

宇
佐
美
左
助

状巻 紙巻 紙折 紙巻 紙巻 紙巻 紙竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
５
／
６
／
７
）
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１１６１１３１０９８９１１２１１４１１５－1１１５－2１１０

��

�
�
�
�

９５－1９５－2８２

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

覚
（
加
増
知
ニ
付
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

書　

み
よ
し
の
山  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

９５

書　

風
生
竹
夜

〔
竹
隠
所
ニ
有
之
書
物
と
も
差
越
、
別
而
重
宝
ニ
候
ニ
付
書
付
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
断
簡
。
整
理
の
封
紙
２
枚
・
包
み
紙
・
解
説
あ
り

延
宝
４
年
４
月

正
徳
３
年
８
月

享
保　

年
７
月

１３

 　
　
　

未　

月
３
日

１０

明
和
元
年
６
月

安
永
５
年
６
月

文
政
７
年
８
月

文
政　

年
７
月

１０

嘉
永
元
年
７
月

（
宝
永
４
年
２
月　

日
）

１２

大
沢
善
右
衛
門
・
丹
羽
郷
左
衛

門
・
山
下
藤
右
衛
門

長
坂
儀
兵
衛
・
大
嶋
伴
六
・
菱

沼
九
兵
衛

浅
井
忠
八
・
田
宮
儀
右
衛
門
・

森
兵
助

浅
井
忠
八
・
山
本
理
左
衛
門
・

田
宮
儀
右
衛
門

安
藤
帯
刀
・
三
浦
遠
江

水
野
土
佐
・
安
藤
帯
刀

下
条
伊
兵
衛
・
金
沢
弥
右
衛
門
・

立
石
喜
太
夫

下
条
伊
兵
衛
・
金
沢
弥
右
衛
門
・

海
野
孫
四
郎
・
立
石
喜
太
夫

西
山
与
七
郎
・
中
村
九
兵
衛

（
徳
川
綱
教
）

（
徳
川
頼
職
）

（
徳
川
吉
宗
）

大
関
左
助

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
紋
之
丞

宇
佐
美
紋
之
丞

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
之
助

宇
佐
美
八
郎

宇
佐
美
左
助

状状状状状状状状状状状状

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
８
／
９
）
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９４８８１０８
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１２０１２２－3１２７１２８－1１２８－2１２９－1１２９－2

�
�

�
�

��

７５－1７５－2

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
ニ
付
書
状
〕  
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
ニ
付
書
状
〕  
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
候
ニ
付
書
状
〕  

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

長
久
手
一
戦　

渡
辺
図
書
覚
書

姉
川
合
戦
実
記

遠
州
味
方
原
戦
記

御
家
由
緒
ノ
甲
ノ
覚

重
代
譲
器
録
略
記

関
ヶ
原
合
戦
実
記

関
ヶ
原
御
合
戦
講
釈

〔
先
祖
書
〕

〔
先
祖
書
〕

寛
延
３
年
９
月
５
日

寛
延
３
年　

月
６
日

１２

宝
暦
５
年
９
月　

日
２８

 　
　
　

子
９
月　

日
２９

 　
　
　
　

酉
３
月　

松
平
織
部
正　

頼
央
（
花
押
）

松
平
玄
蕃
頭　

頼
淳
（
花
押
）

松
平
勘
解
由　

頼
香
（
花
押
）

渡
辺
図
書
助

根
岸
直
利
編
輯

木
村
高
敦
校
正

宇
佐
美
竹
陰　

梅
庵
（
左
助
）

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

堀
内
八
助

折 紙折 紙折 紙竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳綴 り竪 帳竪 帳状巻 紙

宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（
９
／　

／　

）

１０

１１
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宇
佐
美
定
祐　
　

分
類
（　

）
１１

番外５１２２－1１２６－1１２６－2１２６－4１１８－1１１８－4１２６－3１０１１２１－1１２１－2１２２－2１１８－3

〔
由
緒
書
案
文
〕

由
緒
書

神
得
流
兵
書
伝
説　

紀
氏
系
図

系
譜
草
案　

八
代
目
宇
佐
美
三
郎
兵
衛
勤
書

宇
佐
美
豊
光
履
歴

多
右
衛
門
先
祖
書
序
文  　
　

＊
別
家
。
端
裏
に
付
箋
あ
り
。　

に
整
理
の
袋
あ
り

１１８

〔
宇
佐
美
長
右
衛
門
系
譜
案
文
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
別
家

系
譜  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
別
家

覚
（
感
状
等
目
録
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
は　

の
も
の
で
な
い

１０１

宇
佐
美
家
伝
之
書
附

宇
佐
美
家
伝
之
書
付

御
感
状
并
奉
書
写

〔
宇
佐
美
家
伝
来
ノ
書
付
目
録
〕

寛
政　

年　

月

１０

１２

明
治　

年
正
月

１１

明
治　

年
４
月　

日

１９

３０

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

紀
伊
殿
小
十
人
頭
格

　

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
豊
光

（
宇
佐
美
多
右
衛
門
）

宇
佐
美
長
右
衛
門

宇
佐
美
長
右
衛
門

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

状綴 り竪 帳綴 り綴 り状状綴 り状横半帳横半帳綴 り状
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資料番号１２３４６７８９１０１１１２

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

鎌
倉
右
大
将
頼
朝
卿
御
直
判
御
下
文  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

最
明
寺
時
頼
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

新
田
左
中
将
義
貞
感
状  
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

新
田
左
中
将
義
貞
御
感
状  
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

畠
山
国
清
入
道
道
誓
・
畠
山
尾
張
守
義
深  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

等
持
院
尊
氏
将
軍
家
御
判
御
内
書  
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

楠
木
正
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

足
利
公
方
等
持
院
尊
氏
公
御
感
状  
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

義
詮
将
軍
御
内
書  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

畠
山
持
国
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

畠
山
徳
本
・
同
義
就
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

年　

月　

日

建
久
３
年
９
月
５
日

宝
治
元
年
６
月
５
日

元
弘
３
年
６
月　

日
１０

建
武
２
年　

月　

日

１２

２１

 　
　
　
　

２
月　

日
１５

建
武
３
年
４
月
朔
日

 　
　
　
　

５
月　

日
１５

 　
　
　
　
　

月
８
日

１０

観
応
３
年
４
月
３
日

文
安
元
年
９
月
朔
日

 　
　
　
　

８
月　

日
２０

作　
　

成　
　

者

（
花
押
）

左
近
将
監
（
花
押
）

新
田　

義
貞
（
花
押
）

義
貞
（
花
押
）

国
清
（
花
押
）

義
深
（
花
押
）

（
花
押
）

正
成
（
花
押
）

（
花
押
）

（
花
押
）

持
国
（
花
押
）

徳
本
（
花
押
）

義
就
（
花
押
）

宛　
　
　
　
　

名

（
宇
佐
美
三
郎
祐
茂
）

宇
佐
美
藤
三
郎

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
参
川
守

宇
佐
美
摂
津
守

宇
佐
美
河
内
守

楠
木
七
郎

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
参
河
守

宇
佐
美
藤
三
郎

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　
　

藤
三
郎

形 態状状状状状状状状状状状

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

中
段
引
出
し
左
側
）
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

中
段
引
出
し
左
側
／
中
段
引
出
し
右
側
）

１３１４１５１６１８１９２０

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

２１２３２４２７２９３０

東
山
殿
足
利
公
方
慈
照
院
義
政
公
御
感
状  
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

管
領
畠
山
政
長
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

細
川
右
京
大
夫
勝
元
状

  　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
２
枚
あ
り
。
１
〜　

の
た
め
の
封
紙
（
番
外
１
）
あ
り

１５

管
領
上
杉
顕
定
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
顕
定
感
状  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
２
枚
あ
り

千
葉
尚
胤
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

長
尾
平
三
景
虎
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
兵
部
大
輔
憲
政
感
状  
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

寛
正
３
年
４
月　

日
２４

 　
　
　
　

６
月　

日
１８

応
仁
元
年　

月
８
日

１０

 　
　
　
　

５
月　

日
２０

 　
　
　
　
　

月　

日

１１

２０

 　
　
　
　

７
月
５
日

 　
　
　
　

６
月
３
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２１

弘
治
２
年
２
月　

日
１６

弘
治
３
年
８
月　

日
２９

永
禄
４
年
９
月　

日
１１

永
禄
５
年
３
月
７
日

 　
　
　
　
　

月
３
日

１０

（
花
押
）

政
長
（
花
押
）

右
京
大
夫　

勝
元
（
花
押
）

顕
定
（
花
押
）

顕
定
（
花
押
）

千
葉
介　

尚
胤
（
花
押
）

長
尾
平
三　

景
虎
（
花
押
）

憲
政
（
花
押
）

政
虎
（
花
押
）

景
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

輝
虎
（
花
押
）

謙
信
（
花
押
）

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

宇
佐
美
左
衛
門
尉

同　
　

造
酒
助

宇
佐
美
道
盛
老

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
駿
河
守

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
駿
河
守

状状状状状状状状状状状状状
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－45－

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

中
段
引
出
し
右
側
）

３２３３３４３５３８３９４０４１４２４３４４４５４６４８

上
杉
謙
信
君
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

信
長
公
御
書  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」
２
枚
あ
り

足
利
公
方
霊
陽
院
義
昭
公
奉
書

　

細
川
右
馬
頭
藤
賢
・
三
渕
大
和
守
藤
英
連
判  
＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

秀
吉
公
御
証
文  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
状

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

大
御
所
家
康
公
御
感
状  
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り
。
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

秀
吉
公
御
感
状  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・「
極
札
」
あ
り

小
早
川
隆
景
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

小
西
摂
津
守
行
長
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

小
西
摂
津
守
行
長
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

高
麗
御
陣
之
砌
小
早
川
隆
景
・
増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判
感
状

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

小
早
川
隆
景
感
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」・
解
説
あ
り

板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

 　
　
　
　

３
月
７
日

 　
　
　
　

４
月　

日
２９

永
禄　

年
５
月
９
日

１２

永
禄　

年
５
月
９
日

１２

文
禄
元
年
７
月　

日
１９

 　
　
　
　

８
月
朔
日

文
禄
元
年
８
月　

日
２３

文
禄
２
年
２
月
朔
日

 　
　
　
　

３
月
９
日

 　
　
　
　

６
月
７
日

文
禄
２
年
６
月
８
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２８

 　
　
　
　

８
月
２
日

 　
　
　
　

７
月　

日
１０

輝
虎
（
花
押
）

織
田
弾
正
忠　

信
長
（
花
押
）

右
馬
頭　

藤
賢
（
花
押
）

大
和
守　

藤
英
（
花
押
）

羽
藤
吉　

秀
吉
（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

増
右　

長
盛
（
花
押
）

江
戸
大
納
言　

家
康
（
花
押
）

秀
吉
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

行
長
（
花
押
）

摂
津
守　

行
長
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

増
右　

長
盛
（
花
押
）

小
早
川　

隆
景
（
花
押
）

板
倉
四
郎
右
衛
門　

勝
重（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

宇
佐
美
民
部
少

細
川
右
馬
頭

三
淵
大
和
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

小
西
摂
津
守

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
民
部
少

同　
　

兵
左
衛
門

状状状状状状状状状状状状折 紙状
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

中
段
引
出
し
右
側
）

５０５１５３５５５６５７５９６０６１６２６３６４６５６６

直
江
山
城
守
兼
続
廻
文  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

石
田
治
部
少
三
成
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

直
江
山
城
守
兼
続
・
本
庄
越
前
守
繁
長
感
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

判
団
右
衛
門
直
之
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

真
田
左
衛
門
尉
信
繁
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

後
藤
又
兵
衛
尉
年
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

須
田
大
炊
助
長
義
・
杉
原
常
陸
介
親
憲
連
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

大
野
修
理
亮
治
長
家
臣
米
村
六
兵
衛
長
清
状  
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

後
藤
又
兵
衛
年
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

大
野
修
理
亮
内
武
笠
左
助
政
房
状  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

中
山
勘
解
由
照
守
・
村
瀬
左
馬
助
政
真
連
状  

＊
整
理
の
封
紙
・「
極
札
」
あ
り

馬
場
七
左
衛
門
・
真
弓
津
右
衛
門
連
判
証
文

＊
整
理
の
封
紙
あ
り
。　

〜　

の
た
め
の
整
理
の
封
紙（
番
外
４
）あ
り
。中
段
引
出
し
の
蓋
に
表
書（
番
外
２
）あ
り

５９

６６

 　
　
　
　

７
月　

日
２８

 　
　
　
　

８
月
朔
日

慶
長
６
年
４
月
晦
日

 　
　
　
　

正
月
７
日

 　
　
　
　

正
月　

日
２１

 　
　
　
　

正
月　

日
２１

慶
長　

年　

月　

日

１９

１２

２４

 　
　
　
　
　

月　

日

１２

２８

 　
　
　
　

極
月　

日
２９

 　
　
　
　

正
月
４
日

 　
　
　
　

正
月　

日
２９

 　
　
　
　

２
月　

日
２８

 　
　
　
　

６
月
７
日

 　
　
　
　

６
月　

日
１４

直
江
山
城
守　

兼
続
（
花
押
）

石
治　

三
成
（
花
押
）

直
江
山
城
守　

兼
続
（
花
押
）

本
庄
越
前
守　

繁
長
（
花
押
）

判
団
右
衛
門　

直
之
（
花
押
）

真
田
左
衛
門
佐　

信
繁（
花
押
）

後
藤
又
兵
衛　

年
房
（
花
押
）

杉
原
常
陸
介　

親
憲
（
花
押
）

須
田
大
炊
介　

長
義
（
花
押
）

米
村
六
兵
衛　

長
清
（
花
押
）

向
井
勝
助　

政
房
（
花
押
）

政
房
（
花
押
）　

向
井
勝
助

後
藤
又
兵
衛　

年
房
（
花
押
）

向
井
勝
介
事
ニ
て
候

武
笠
左
助　

政
房
（
花
押
）

村
瀬
左
馬
助　

政
真
（
花
押
）

中
山
勘
解
由　

照
守
（
花
押
）

桑
山
左
衛
門
内
馬
場
七
左
衛
門　

一
豊
（
花
押
）

菱
沼
織
部
内
真
弓
津
右
衛
門　

曽
重
（
花
押
）

宇
佐
美
民
部
他　

名
（
越
後
浪

１２

人
中
）

宇
佐
美
民
部
少

同　
　

兵
左
衛
門

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
民
部
少

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
介

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

状状状折 紙折 紙折 紙状折 紙状状折 紙折 紙折 紙状
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

上
段
左
引
出
し
／
上
段
右
引
出
し
）

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

６７６８－1６８－2６９７０７１７２

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

７３７４－1７４－2７５－1７５－2

〔
御
名
字
御
本
名
ニ
被
仰
付
候
間
、
中
将
様
へ
も
御
礼
被
仰
上
候
ニ
付
返
書
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
押
太
敲
寸
方
又
ハ
こ
し
ら
へ
様
御
書
付
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

に
包
み
紙
あ
り

６８

覚
（
上
杉
家
中
軍
勢
ノ
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

－

２
は　

の
後
半
部
分

６８

９８

〔
貴
殿
御
親
父
宇
佐
美
造
酒
介
殿
、
於
水
戸
様
知
行
高
四
百
石
被
下
候
ニ

付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
其
方
先
祖
宇
佐
美
駿
河
守
事
被
相
尋
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
殿
様
御
こ
ゝ
ろ
わ
け
ら
れ
、
水
戸
様
へ
御
詫
言
ニ
付
書
状
〕

〔
御
名
字
替
之
儀
、
書
状
之
写
を
も
御
覧
被
遊
首
尾
好
候
由
申
来
候
ニ
付

書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
今
度
不
慮
之
御
牢
人
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
此
書
付
御
自
筆
に
て
被
遊
候
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

７４

〔
御
立
身
候
共
、
御
加
増
地
共
ニ
御
家
御
代
々
貴
様
御
子
孫
迄
跡
目
御
減

被
成
間
敷
候
ニ
付
書
状
〕

〔
先
祖
書
〕

〔
先
祖
書
〕

 　
　
　
　

５
月
２
日

 　
　
　
　

９
月　

日
１６

 　
　
　
　

９
月　

日
１８

 　
　
　
　

５
月
５
日

 　
　
　
　

４
月　

日
１２

（
寛
永
８
年
）　

月　

日

１１

２６

（
貞
享
元
年
）５
月
５
日

（
寛
永
８
年
）４
月
７
日

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

（
寛
永　

年
）２
月
６
日

１２

 　
　
　
　

酉
３
月　

稲
葉
宇
右
衛
門　

道
□（
花
押
）

畠
山
一
庵
（
花
押
）

畠
山
一
庵

畠
山
一
庵　

□
□
（
花
押
）

畠
山
下
総
入
道　

義
□（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

中
川
清
三
郎

中
山
備
前　

信
吉
（
花
押
）

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
左
助

大
関
左
助

宇
佐
美
左
助

宇
佐
美
左
介

大
関
左
助

森
山
堅
弥

宇
佐
美
佐
助

宇
佐
美
造
酒

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

巻 紙巻 紙巻 紙折 紙巻 紙巻 紙状折 紙巻 紙巻 紙状巻 紙
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

上
段
右
引
出
し
／
桐
箱
）

７６７７７８－1７８－2７９－1７９－2８０

�
�

８１８２８３－1８３－2８４８５－1

〔
春
迄
高
野
ニ
被
成
御
座
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
包
み
紙
・
解
説
あ
り

大
御
所
様
御
感
状
指
上
候
時
之
状

  
　
　
　

＊
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り
。
整
理
の
封
紙
に
「
一
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

〔
知
行
千
石
之
御
約
束
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
御
合
力
金
被
仰
出
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
御
拝
見
被
成
候
大
御
所
様
御
感
状
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

７９

覚
（
感
状
・
証
文
五
十
弐
通
被
入
御
披
見
并
牛
庵
ニ
御
見
せ
極
メ
之
外
題

御
取
候
ニ
付
）

〔
先
頃
御
越
之
書
付
、
尤
民
部
方
へ
之
御
書
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
書
中
ニ

民
部
武
功
之
品
有
之
候
ニ
付
書
状
〕

  
※
端
裏
に「
三
」の
貼
紙
あ
り
。整
理
の
封
紙
に「
三
」と
あ
り
。解
説
あ
り
。文
書
�
笥
を
入
れ
る
外
箱
の
蓋
に
裏
書（
番
外
３
）あ
り

〔
御
国
ニ
て
も
其
ま
ゝ
大
関
ニ
て
、
宰
相
様
御
代
ニ
ハ
本
名
宇
佐
美
ニ
可

罷
成
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
竹
隠
所
ニ
有
之
書
物
と
も
差
越
、
別
而
重
宝
ニ
候
ニ
付
書
付
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
断
簡
。
整
理
の
封
紙
２
枚
・
包
み
紙
・
解
説
あ
り

〔
其
元
ニ
御
座
候
而
ハ
御
た
め
に
さ
ゝ
ハ
リ
候
ハ
ん
か
と
被
思
召
候
ニ
付

書
状
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８３

〔
御
帰
城
迄
何
方
へ
も
御
越
候
義
御
無
用
候
ニ
付
書
状
〕

〔
貴
様
御
身
上
之
儀
、
被
入
御
情
候
ニ
付
書
状
〕  
＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
紛
川
へ
可
被
成
御
座
候
間
、
其
時
分
其
役
へ
御
左
右
可
申
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８５

（
寛
永
８
年
）

天
和
４
年
２
月
７
日

（
寛
永　

年
）正
月　

日

１０

２７

（
寛
永　

年
）正
月　

日

１０

２７

（
万
治
３
年
）３
月　

日
１９

（
万
治
３
年
）４
月
３
日

 　
　
　
　

２
月　

日
２１

（
万
治
２
年
）極
月
２
日

（
宝
永
４
年
２
月　

日
）

１２

（
寛
永
９
年
）　

月
晦
日

１２

（
寛
永
９
年
）　

月
晦
日

１２

（
寛
永
９
年
）６
月　

日
２６

（
寛
永　

年
）６
月　

日

１０

１６

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

大
関
左
助

久
野
三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□
（
花
押
）

水
野
小
右
衛
門

水
野
小
右
衛
門

中
川
清
三
郎

伊
藤
又
兵
衛

（
徳
川
吉
宗
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

森
山
堅
弥

宇
佐
美
堅
弥

森
山
堅
弥

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
左
助

大
関
左
助

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

折 紙状折 紙折 紙状状状状状巻 紙折 紙折 紙巻 紙
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－49－

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
桐
箱
）

８５－2８６８７－1８７－2８７－3８８８９９０９１９２－1９２－2９３９４９５－1

〔
御
身
上
の
義
と
も
御
談
合
可
被
成
と
被
仰
候
ニ
付
書
状
〕

〔
御
家
御
代
々
貴
様
御
子
々
孫
々
跡
目
之
義
ハ
、
た
と
へ
ハ
御
加
増
地
迄

も
少
も
御
減
被
成
ま
し
く
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
公
儀
へ
之
御
書
付
ニ
加
リ
可
申
か
将
又
御
所
持
之
書
付
共
写
御
越
か
へ

ニ
付
書
状
〕  　
　

＊
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り
。　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

８７

〔
大
御
所
家
康
公
御
感
状
写
〕  　
　
　

＊　

の
写
。
端
裏
に
「
一
」
の
貼
紙
あ
り

３９

〔
板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書
写
〕  　
　
　

＊　

の
写
。
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り

４６

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
ニ
付
書
状
〕  
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

覚
（
加
増
知
ニ
付
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
人
々
和
歌
山
な
と
に
て
、
た
と
い
将
監
殿
ニ
成
共
御
あ
い
不
被
成
様
ニ

可
被
成
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
殿
様
、
中
納
言
様
江
貴
殿
儀
御
詫
言
被
成
候
ニ
付
而
御
用
捨
被
成
候
ニ

付
書
状
〕

〔
御
自
筆
に
て
あ
ら
は
さ
れ
候
も
の
、
上
ニ
御
い
ん
は
ん
被
成
候
而
被
遣

候
ニ
付
書
状
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

９２

〔
万
事
御
相
談
申
度
義
両 
山 
御
座
候
ニ
付
書
状
〕  　

＊　

－

２
に
包
み
紙
あ
り

（
三
カ
）

９２

〔
貴
様
御
身
上
之
儀
只
今
取
極
ニ
て
、
紀
伊
国
之
御
奉
公
人
又
御
出
入
被

成
候
と
の
儀
ニ
て
は
無
之
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
奥
に
付
箋
あ
り
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
ニ
付
書
状
〕  
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

書　

み
よ
し
の
山  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

９５

（
寛
永　

年
）６
月　

日

１０

２１

（
寛
永　

年
）２
月
６
日

１２

 　
　
　
　

２
月　

日
１５

 　
　
　
　

８
月
１
日

 　
　
　
　

８
月
２
日

寛
延
３
年　

月
６
日

１２

 　
　
　

未　

月
３
日

１０

（
寛
永
９
年
）６
月　

日
２６

（
寛
永
９
年
）５
月　

日
２８

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

（
寛
永　

年
）８
月　

日

１１

１３

（
寛
永　

年
）８
月
４
日

１１

寛
延
３
年
９
月
５
日

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

大
沢
善
右
衛
門

江
戸
大
納
言　

家
康

板
倉
四
郎
右
衛
門
勝
重

松
平
玄
蕃
頭　

頼
淳
（
花
押
）

浅
井
忠
八
・
山
本
理
左
衛
門
・

田
宮
儀
右
衛
門

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□（
花
押
）

加
納
数
馬　

直
□
（
花
押
）

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

渡
辺
一
学　

直
□
（
花
押
）

久（
野
）三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

久
野
三
郎
左
衛
門　

宗
□（
花
押
）

松
平
織
部
正　

頼
央
（
花
押
）

（
徳
川
綱
教
）

森
山
堅
弥

宇
佐
美
造
酒
助

大
関
佐
介

小
西
摂
津
守

宇
佐
美
民
部
少
輔

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
紋
之
丞

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
（
山
）
堅
弥

森
（
山
）
堅
弥

森
山
堅
弥

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

折 紙巻 紙状状状折 紙状折 紙折 紙巻 紙折 紙巻 紙折 紙状
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－50－

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
桐
箱
）

９５－2９６９７９８９９－1９９－2１００－1１００－2１００－3１００－4１０１１０２１０３１０４

書　

風
生
竹
夜

〔
伊
又
書
状
ハ
御
遺
命
御
証
文
之
様
ニ
相
見
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
・
解
説
は　

の
も
の
か

１０３

宇
佐
美
越
中
守
孝
忠
御
自
筆  
　
　
　
　
　

＊
断
簡
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

覚
（
上
杉
家
中
軍
勢
ノ
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

の
後
半
部
分
は　

－

２

９８

６８

〔
先
頃
御
越
之
五
十
二
通
之
状
、
少
々
見
申
候
処
、
諸
々
驚
入
た
る
書
物

共
ニ
御
座
候
ニ
付
書
状
〕

  

＊
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り
。　

の
整
理
の
封
紙
に
「
二
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

９９

板
倉
伊
賀
守
殿
奉
書
指
上
候
時
状  　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
二
」
の
貼
紙
あ
り

南
龍
院
様
ヨ
リ
御
尋
ノ
書
付

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
付
箋
あ
り
。　

に
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り

１００

〔
御
書
付
之
趣
善
右
衛
門
殿
へ
申
談
候
ニ
付
書
状
〕

〔
御
直
書
写
御
清
書
被
成
御
越
請
取
申
ニ
付
書
状
〕

〔
御
手
紙
并
両
通
拝
見
請
取
申
候
ニ
付
書
状
〕

覚
（
感
状
等
目
録
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
は　

の
も
の
で
な
い

１０１

貞
享
元
年
自
公
方
様
御
改
之
節
書
上
候
ひ
か
へ

〔
貴
様
御
働
之
書
立
并
感
状
・
証
文
五
通
迄
御
上
被
成
披
露
仕
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
は　

の
も
の
で
な
い
。　

の
封
紙
が　

の
も
の
か

１０３

９６

１０３

宇
佐
美
駿
河
守
・
民
部
少
輔
御
自
筆

  
＊
断
簡
。
駿
河
守
１
点
・
民
部
少
輔
３
点
。
台
紙
に
４
点
貼
付
け
。
整
理
の
封
紙
・
解
説
あ
り
。　

に　

の
整
理
の
封
紙
あ
り

１０５

１０４

  　
　
　
　

３
月
９
日

 　
　
　
　

９
月　

日
１８

 　
　
　
　

２
月　

日
２０

 　
　
　
　

２
月　

日
１９

（
寛
文　

年
秋
）

１０

 　
　
　
　

２
月
６
日

 　
　
　
　

２
月
６
日

 　
　
　
　

２
月
５
日

天
和
４
年
２
月　

日
２５

（
正
保
元
年
）　

月
３
日

１１

永
正　

年
８
月

１７

（
徳
川
頼
職
）

中
川
清
三
郎

（
畠
山
一
庵
）

中
川
清
三
郎

大
関
左
助

（
花
房
）
庄
兵
衛

花
房
庄
兵
衛

花
（
房
）
庄
兵
衛

大
関
左
助

布
施
佐
五
右
衛
門　

重
□（
花
押
）

大
関
左
助

（
宇
佐
美
左
助
）

大
関
左
助

（
女
中
衆
）

（
大
関
）
左
助

大
関
左
助

大
（
関
）
左
介

宇
佐
美
民
部

状状状巻 紙状状状状状状状巻 紙折 紙状
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－51－

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
桐
箱
）

１０５－1１０５－2１０６１０７－1１０７－2１０７－3１０７－4１０７－5１０８１０９１１０１１１１１２１１３

覚
（
上
杉
家
旗
印
ノ
）  　
　
　

＊　

と　

－

１
に
整
理
の
封
紙
あ
り
。　

の
も
の
か

１０５

１０５

１０４

畠
山
窓
暫
老
御
自
筆

  
　
　
　
　

＊
断
簡
。　

－

２
に
整
理
の
封
紙
３
枚
あ
り
。
外
側
の
１
枚
は　

の
も
の
か

１０５

１０４

宇
佐
美
民
部
名
乗
并
左
助
名
氏
ノ
尋
ノ
時
返
事
ノ
ひ
か
へ

  
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
と
あ
り
。
整
理
の
封
紙
に
「
四
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

名
字
違
候
事
ニ
付
大
沢
善
右
衛
門
殿
ヘ
ノ
手
紙
ノ
ひ
か
へ

  
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り
。　

の
整
理
の
封
紙
に
「
五
」
と
あ
り
。
解
説
あ
り

１０７

〔
清
三
郎
返
事
参
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り

〔
民
部
殿
御
名
乗
先
日
被
仰
越
書
留
置
候
ニ
付
書
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
の
貼
紙
あ
り

〔
書
状
四
通
并
直
書
慥
成
儀
ニ
候
間
、
本
名
ニ
相
改
之
儀
ニ
付
書
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
五
」
の
貼
紙
あ
り

〔
御
書
之
内
ニ
宇
佐
美
軍
功
名
前
被
遊
、
并
ニ
佐
助
本
名
ニ
改
候
様
ニ
と

慥
ニ
南
龍
院
様
御
意
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
に
「
四
」
の
貼
紙
あ
り

〔
兵
学
免
許
之
一
書
令
感
悦
候
ニ
付
書
状
〕  

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
其
方
事
、
軍
道
ノ
指
南
ヲ
受
ル
上
ハ
以
来
マ
テ
モ
是
非
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
ス

ヘ
カ
ラ
ズ
ニ
付
書
状
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
２
枚
・
解
説
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

 　
　
　
　
　

月
２
日

１２

 　
　
　
　

３
月
６
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

 　
　
　
　

３
月　

日
１０

 　
　
　
　

３
月
７
日

（
万
治
３
年
）３
月
６
日

宝
暦
５
年
９
月　

日
２８

享
保　

年
７
月

１３

嘉
永
元
年
７
月

（
寛
永　

年
）２
月
５
日

１２

明
和
元
年
６
月

正
徳
３
年
８
月

畠
山
一
庵

大
関
左
助

大
関
左
介

大
沢
善
右
衛
門

中
川
清
三
郎

中
川
清
三
郎

中
川
清
三
郎

松
平
勘
解
由　

頼
香
（
花
押
）

浅
井
忠
八
・
田
宮
儀
右
衛
門
・

森
兵
助

西
山
与
七
郎
・
中
村
九
兵
衛

（
徳
川
）
頼
宣
（
花
押
）

安
藤
帯
刀
・
三
浦
遠
江

長
坂
儀
兵
衛
・
大
嶋
伴
六
・
菱

沼
九
兵
衛

宇
佐
美
左
助

大
沢
善
右
衛
門

大
沢
善
右
衛
門

大
関
佐
介

大
関
左
助

大
沢
善
右
衛
門

大
沢
善
右
衛
門

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
紋
之
丞

宇
佐
美
左
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

巻 紙状巻 紙巻 紙状状状状折 紙状状状状状
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
桐
箱
）

１１４１１５－1１１５－2１１６１１７１１８－1１１８－2１１８－3１１８－4１１９１２０１２１－1１２１－2１２２－1

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
紙
あ
り

〔
松
葉
并
�
致
着
候
ニ
付
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
整
理
の
封
紙
あ
り

多
右
衛
門
先
祖
書
序
文  　
　

＊
別
家
。
端
裏
に
付
箋
あ
り
。　

に
整
理
の
袋
あ
り

１１８

〔
是
ハ
い
か
に
も
布
施
三
説
老
自
筆
ニ
て
、
南
龍
院
様
御
書
・
御
判
形
等
ハ

奉
見
知
候
ニ
付
書
状
〕

〔
宇
佐
美
家
伝
来
ノ
書
付
目
録
〕

〔
宇
佐
美
長
右
衛
門
系
譜
案
文
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
別
家

渉
猟  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
に
朱
で
「
二
」
と
あ
り

長
久
手
一
戦　

渡
辺
図
書
覚
書

宇
佐
美
家
伝
之
書
附

宇
佐
美
家
伝
之
書
付

由
緒
書

安
永
５
年
６
月

文
政
７
年
８
月

文
政　

年
７
月

１０

延
宝
４
年
４
月

 　
　
　
　

２
月
９
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２６

明
治　

年
４
月　

日

１９

３０

寛
政　

年　

月

１０

１２

水
野
土
佐
・
安
藤
帯
刀

下
条
伊
兵
衛
・
金
沢
弥
右
衛
門
・

立
石
喜
太
夫

下
条
伊
兵
衛
・
金
沢
弥
右
衛
門
・

海
野
孫
四
郎
・
立
石
喜
太
夫

大
沢
善
右
衛
門
・
丹
羽
郷
左
衛

門
・
山
下
藤
右
衛
門

（
伊
達
）左
京
大
夫
輝
宗（
花
押
）

（
宇
佐
美
多
右
衛
門
）

河
島
式
右
衛
門

宇
佐
美
長
右
衛
門

渡
辺
図
書
助

紀
伊
殿
小
十
人
頭
格

　

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
三
之
助

宇
佐
美
八
郎

大
関
左
助

黒
川
源
次
郎

大
関
佐
介

状状状状状状状状状竪 帳竪 帳横半帳横半帳綴 り
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宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
桐
箱
／
文
書
�
笥　

下
段
引
出
し
）

１２２－2１２２－3１２３１２４１２５

�
�
�
��

�
�
�
�
�

１２６－1１２６－2１２６－3１２６－4１２７１２８－1１２８－2１２９－1

御
感
状
并
奉
書
写

姉
川
合
戦
実
記

宇
佐
美
家
備
忘
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
に
朱
で
「
十
一
」
と
あ
り

宇
佐
美
民
部
少
輔
一
代
大
概
、
宇
佐
美
造
酒
助
一
代
始
末
、
宇
佐
美
左
助

代
覚
書

宇
佐
美
駿
河
守
定
行
父
子
三
代
働
覚
書

神
得
流
兵
書
伝
説　

紀
氏
系
図

系
譜
草
案　

八
代
目
宇
佐
美
三
郎
兵
衛
勤
書

系
譜  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
別
家

宇
佐
美
豊
光
履
歴

遠
州
味
方
原
戦
記

御
家
由
緒
ノ
甲
ノ
覚

重
代
譲
器
録
略
記

関
ヶ
原
合
戦
実
記

寛
文
元
年　

月
朔
日

１０

明
治　

年
正
月

１１

 　
　
　

子
９
月　

日
２９

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

宇
佐
美
造
酒
助
著

大
関
左
助
定
祐
写

宇
佐
美
長
右
衛
門

宇
佐
美
豊
光

根
岸
直
利
編
輯

木
村
高
敦
校
正

宇
佐
美
竹
陰　

梅
庵
（
左
助
）

堀
内
八
助

綴 り竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳綴 り綴 り綴 り竪 帳竪 帳綴 り竪 帳
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１２９－2番外５

�
�

番外６

�
�

番外７番外８番外９

関
ヶ
原
御
合
戦
講
釈

〔
由
緒
書
案
文
〕

〔
越
後
国
信
濃
川
流
域
絵
図
〕  
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�
×
左
右
２
枚

２１１

８９

〔
枇
杷
嶋
村
絵
図
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

８３

１２０

関
原
御
合
戦
之
図  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

２５

１００

〔
関
ヶ
原
合
戦
絵
図
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
縦　

�
×
横　

�

８３

１０６

宇
佐
美
三
郎
兵
衛

竪 帳状絵 図絵 図絵 図絵 図

宇
佐
美
定
祐　
　

現
状
（
文
書
�
笥　

下
段
引
出
し
／
細
筒
／
太
筒
）
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�

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�

12346

�
�
�

源
頼
朝

北
条
時
頼

新
田
義
貞

新
田
義
貞

畠
山
国
清

畠
山
義
深

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
325

469

　

×　
304

411

　

×　
308

285

　

×　
210

239

　

×　
241

195

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

奉
書
紙

明
る
い
茶
色

文
字
か
す
れ

し
わ
無
数

奉
書
紙

文
字
の
上
に
滓

奉
書
紙

明
る
い
茶
色

滓し
わ
無
数

奉
書
紙

明
る
い
茶
色

文
字
の
上
に
滓

文
字
や
や
か
す
れ

し
わ

明
る
い
茶
色

滓文
字
か
す
れ

シ
ミ

巻
き
方
と
不
一
致

�
��
�

�
�

「
虫
損
」
一
五
〇

は
み
出
し
た
切
れ
目

数
か
所

上
端
の
「
虫
損
」

同
士
の
間
に
切
れ
目

「
虫
損
」
三
〇

穴
同
士
つ
な
ぐ切

れ
目
一

「
虫
損
」
一
五

切
れ
目
一

「
虫
損
」
三
三

巻
き
方
と
不
一
致

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち

左
か
ら　

に
紙
継
ぎ

242

（
以
下
数
字
の
み
）

明
る
い
茶
色

間
に
大
量
の
滓

貼
り
位
置
の
目
印

裏
打
ち　
270

裏
に
茶
色
がに

じ
み
出
す

間
に
滓

折
り
目
の
目
印

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

243

48

間
に
滓

裏
打
ち
二
重

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

折
り
目
の
目
印

裏
打
ち

明
る
い
茶
色

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

��

��

�

��
�
�

�

針
穴

針
穴

針
穴

別
の
折
り
目

針
穴

針
穴

�
�
�
�
�

解
説

内
側
に谷

折
位
置
の
目
印

宛
所
「
明
」
に
訂
正

解
説

「
本
ノ
次
第
ハ

三
番
目
」

宛
所
「
祐
辻
」
に
訂
正

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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�
�
�
�

789
　
10

　
11

　
12

�
�
�

足
利
尊
氏

楠
木
正
成

足
利
尊
氏

足
利
義
詮

畠
山
持
国

畠
山
持
国

畠
山
義
就

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
272

265

　

×　
198

401

　

×　
174

433

　

×　
312

438

　

×　
185

162

　

×　
179

452

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

奉
書
紙

明
る
い
茶
色

や
や
文
字
か
す
れ

し
わ
無
数

奉
書
紙

薄
茶
色

滓奉
書
紙

柿
渋
か

下
端
・
右
端
に

滓
を
こ
す
っ
た
筋

明
る
い
茶
色

奉
書
紙

明
る
い
茶
色

柿
渋

濡
ら
し
た
後
乾
い
て

紙
面
波
打
つ

握
っ
た
し
わ
な
し

文
字
か
す
れ

柿
渋
色

左
端
・
右
端
に
滓

柿
渋
色

上
・
下
端
色
濃
い

�
��
�

�
�

「
虫
損
」
二
二

切
れ
目
三

「
虫
損
」
一
六

上
端
巻
き
方
に
不
一
致

「
虫
損
」
二
九

切
れ
目
二

「
虫
損
」
二
九

「
虫
損
」
穴
抜
き
忘
れ

穴
同
士
つ
な
ぐ
切
れ
目

長
さ
一
・
五
ミ
リ

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち

裏
に
茶
色
に
じ
み

紙
継
ぎ
な
し

間
に
大
量
の
滓

折
り
目
の
目
印

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

393

14

薄
茶
色

左
か
ら
一
・
二
番
目
の

折
り
目
に
目
印

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

393

34

間
に
滓

刺
様
の
も
の

折
り
目
の
目
印

裏
打
ち　
256

裏
滓
の
色

間
に
滓
大
量

折
り
目
の
目
印

裏
打
ち
な
し

裏
に
繊
維
状
の
も
の

滓
の
溜
ま
り

上
端
も
切
る

裏
打
ち
な
し

一
帯
に
滓

上
端
・
下
端
と
巻
い
た

表
裏
に
柿
渋
・
滓

��

��

�

��
�
�

�

針
穴

針
穴

別
の
折
り
目

針
穴

別
の
折
り
目

針
穴

針
穴

別
の
折
り
目

針
穴
な
し

�
�
�
�
�

解
説

「
本
ノ
次
第
ハ

八
番
目
」

解
説

解
説
の
後
考

「
本
ノ
次
第
ハ

九
番
目
」

発
給
「
義
詮
」
に
訂
正

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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13

　
14

　
15

　
16

　
18

　
19

足
利
義
政

畠
山
政
長

細
川
勝
元

上
杉
顕
定

上
杉
顕
定

千
葉
尚
胤

　

×　
220

429

　

×　
185

224

　

×　
171

254

　

×　
161

446

　

×　
195

360

　

×　
190

412

奉
書
紙

淡
い
茶
色

し
わ
無
数

右
端
に
墨
筆
を

転
が
し
た
よ
う
な
跡

柿
渋

左
端
に
繊
維

文
字
の
上
に
滓

文
字
か
す
れ

柿
渋

む
ら
あ
り

滓
少
々

し
わ
無
数

文
字
や
や
か
す
れ

切
封

柿
渋

下
端
滓

右
端
に
繊
維

上
・
下
端
色
濃
い

切
封
跡

奉
書
紙

柿
渋
か

字
の
上
に
滓

柿
渋

滓

「
虫
損
」
一
四

縁
ギ
ザ
ギ
ザ

作
業
杜
撰

切
り
込
み
四

穴
同
士
つ
な
が
る
線

長
さ
四
ミ
リ

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

383

50

間
に
滓
大
量

下
端
に
本
体
の
切
れ
端

茶
色
に
じ
む

裏
打
ち
な
し

切
り
口
曲
が
る

裏
打
ち
な
し

滓
大
量

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
柿
渋
濃
い

巻
い
て
再
び
柿
渋
浸
け

上
端
・
下
端
に
柿
渋

ね
じ
り
封
も
あ
り

　

柿
渋
色

　

繊
維
貼
り
付
く

裏
打
ち

間
に
滓

紙
継
ぎ
な
し

左
端
切
り
口
き
た
な
い

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

393

18

間
に
滓

別
の
折
り
目

針
穴

折
り
目
の
間
に

別
の
折
り
目
の
痕
跡

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１



－58－

�
�
�
�

　
20

　
21

　
２３

　
24

�
�
�

上
杉
謙
信

上
杉
憲
政

上
杉
謙
信

上
杉
謙
信

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
187

244

　

×　
258

290

　

×　
２２４

４５３

　

×　
138

311

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

柿
渋

し
わ

柿
渋

花
押
の
上
に
滓

し
わ
な
し

シ
ミ

や
や
文
字
か
す
れ

柿
渋

左
右
に
繊
維

一
部
こ
す
っ
た
跡

一
部
文
字
か
す
れ

切
封

右
端
に
繊
維

付
着
し
た
繊
維
に

墨
し
み
る

濡
ら
し
た
後
乾
い
て

紙
面
波
打
つ

上
端
・
下
端
は濃

く
な
い

�
��
�

�
�

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち

間
に
滓

紙
継
ぎ
な
し

裏
打
ち

間
に
滓

紙
継
ぎ
な
し

裏
に
字
の
に
じ
み

表
装
の
痕
跡

周
囲
に
台
紙
貼
付
き

裏
打
ち
な
し

左
右
に
繊
維

擦
れ
跡
か

折
封
あ
り

　

内
側
に
無
数
の
繊
維

裏
打
ち
な
し

上
下
・
左
切
れ
目
歪
む

巻
い
た
表
裏

柿
渋
濃
い
・
繊
維

折
封
も
あ
り

　

表
に
繊
維

��

��

�

��
�
�

�

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

�
�
�
�
�

焦
げ
跡
・
補
修
の
紙

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１



－59－

　
27

　
29

　
30

　
32

　
33

上
杉
謙
信

上
杉
謙
信

上
杉
謙
信

上
杉
謙
信

織
田
信
長

　

×　
171

394

　

×　
275

309

　

×　
224

440

　

×　
244

256

　

×　
185

438

切
封

右
端
・
上
下
だ
け
柿
渋

右
か
ら
半
分
ま
で
シ
ミ

し
わ

右
端柿

渋
で
こ
す
っ
た
筋

下
端
滓

左
端
柿
色
の
小
断
片

全
体
文
字
か
す
れ

全
面
に柿

渋
を
塗
っ
た
筋

字
の
上
に
滓

滓
少
々

上
・
右
端
黒
み

「
輝
虎
」
な
ぞ
り
書
き

色
薄
い

柿
色
の
小
片

無
数
貼
り
付
き

し
わ
な
し

色
薄
い

上
下
・
右
端
や
や
濃
い

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏

柿
渋
や
や
濃
い

ね
じ
り
封
も
あ
り

　

し
わ
多
い　

柿
渋

　

内
側
に
柿
渋

　

と
げ
状
の
も
の

無
数
貼
り
付
き

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

表
装
の
痕
跡

周
囲
に
台
紙
貼
付
き

裏
打
ち
も
あ
り

　

右
端
ま
で　

392

54

間
に
滓

谷
折
り
の
目
印

表
装
の
痕
跡

周
囲
に
台
紙
貼
付
き

裏
打
ち
あ
り

紙
継
ぎ
な
し

間
滓
な
し

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

別
の
折
り
目

針
穴

針
穴

　

右
下
は
下
端
か
ら

　

五
、
六
セ
ン
チ
の
所

針
穴

針
穴

針
穴

解
説

番
号
「
三
十
三
」
の
裏

　

×
7
の
紙
で
補
修

13
別
の
整
理
の封

紙
も
あ
り

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１



－60－

�
�
�
�

　
34

　
35

　
38

　
39

�
�
�

足
利
義
昭

細
川
藤
賢

三
淵
藤
英

豊
臣
秀
吉

石
田
三
成

増
田
長
盛

徳
川
家
康

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
238

494

　

×　
179

262

　

×　
281

367

　

×　
206

499

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

縮
緬
紙

巻
い
て
柿
渋
漬
け

上
・
下
端
濃
い

し
わ
な
し

左
右
上
下
黒
ず
み

文
字
の
上
に
滓

右
端
に
し
わ

色
薄
い

左
・
右
端
・
上
・
下柿

渋

こ
す
っ
た
黒
い
筋
無
数

色
薄
い

し
わ

切
封

柿
渋

巻
い
て
再
度
柿
渋
漬
け

左
右
に
繊
維
擦
れ
か

字
の
上
に
滓

左
右
に
し
わ

�
��
�

�
�

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
柿
渋
濃
い

大
量
の
滓

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

左
端
上
端
切
り
方
杜
撰

裏
打
ち　
242

紙
継
ぎ
斜
め

右
裏
打
ち
紙
は
左
端
を

　

切
っ
て
い
な
い

　

継
ぎ
目
中
央
で
幅　
21

間
に
滓

左
端
切
れ
目
歪
み

上
下
左
黒
い

墨
が
裏
に

に
じ
ん
で
い
る
か

裏
打
ち
な
し

裏
に
繊
維

巻
い
た
表
裏
柿
渋
濃
い

ね
じ
り
封
も
あ
り

　

裏
に
滓
・
繊
維

��

��

�

��
�
�

�

針
穴

針
穴

針
穴

屏
風
折
の
折
り
目
も

　
　

切
封
の
巻
き
方
と

　
　

反
対
向
き
に
到
達

左
に
重
い
物
置
い
た
型

針
穴

�
�
�
�
�

解
説

「
本
ノ
次
第
ハ

三
十
五
番
目
」

別
の
整
理
の封

紙
も
あ
り

「
本
ノ
次
第
ハ

三
十
五
番
目
也
」

封
紙
あ
り

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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40

　
41

　
42

　
43

　
44

豊
臣
秀
吉

小
早
川
隆
景

小
西
行
長

小
西
行
長

小
早
川
隆
景

増
田
長
盛

　

×　
223

609

　

×　
187

430

　

×　
297

457

　

×　
222

454

　

×　
194

439

縮
緬
紙

柿
渋

し
わ
な
し

色
薄
い

右
端
黒
ず
み
・
滓

中
央
左
滓
・
筋
目

薄
い
色

し
わ
な
し

柿
渋

右
黒
ず
み

左
上
繊
維

し
わ
な
し

色
薄
い

柿
渋

上
右
滓

し
わ
な
し

柿
渋

全
体
に
滓

字
の
上
に
滓

し
わ

色
薄
い

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

表
装
の
痕
跡

周
囲
に
台
紙
貼
付
き

裏
打
ち
な
し

裏
に
繊
維
よ
れ
か

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

385

52

間
に
滓

柿
色
小
断
片

目
印

　

上
端
と
、
下
端
左
右

上
切
り
方
杜
撰

凸
凹
・
切
り
残
し

裏
打
ち

右
か
ら
裏
打
ち

右
か
ら　
255

間
に
滓

裏
に
や
や
字
の
に
じ
み

上
端
切
り
残
し

裏
打
ち　
382

右
・
上
下　

間
に
滓

柿
色
の
筋
目

右
側
に
柿
色
の
小
片

上
凸
凹
・
下
切
り
残
し

裏
打
ち

　

右
端
ま
で　

403

45

間
に
滓

柿
色
の
刺
若
干

上
切
り
方
杜
撰

屏
風
折
り

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

左
重
い
も
の
載
せ
た
跡

　
　
　
　
　
　

二
か
所

針
穴

別
の
整
理
の封

紙
も
あ
り

「
内
ノ
つ
ゝ
ミ
紙
ノ

　

書
付
ノ
お
も
て
を

　

こ
れ
へ
あ
て
」

解
説

解
説

「
本
ノ
次
第
ハ
四
十
四

番
目
」「
六
」

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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�
�
�
�

　
45

　
46

　
48

　
50

　
51

�
�
�

小
早
川
隆
景

板
倉
勝
重

石
田
三
成

直
江
兼
続

石
田
三
成

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
262

223

　

×　
373

512

　

×　
204

372

　

×　
199

454

　

×　
189

142

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

柿
渋

全
体
滓

字
の
上
に
滓

右
端
黒
々

上
方
左
・
右
に
シ
ミ

色
薄
い

奉
書
紙

折
紙

柿
渋

下
半
分
濃
い
茶

柿
渋

周
囲
に
滓
・
繊
維

左
上
に大

き
く
薄
い
シ
ミ

色
中
程
度

柿
渋

中
央
に
黒
の
薄
い
横
線

右
に
薄
い
柿
色
刷
毛
目

中
央
左
上
に
シ
ミ

色
薄
い

合
点
が
同
じ
書
き
方
・

　

墨
が
濃
い
も
の
か
ら

　

薄
い
も
の
へ

柿
渋

周
囲
に
滓

墨
が
こ
す
れ
た
跡

字
の
上
に
滓

色
中
程
度

�
��
�

�
�

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち
二
重

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

刷
毛
目
は
糊
付
け
か

裏
打
ち
な
し

柿
色
断
片
少
々

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

下
切
れ
目
ギ
ザ
ギ
ザ

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

裏
に
滓

下
端
や
や
歪
み

��

��

�

��
�
�

�

折
り
目
に
切
れ
目
が

入
っ
て
い
る
か

針
穴

ピ
ン
な
し

重
い
も
の
の
痕
跡

　
　
　
　
　
　

一
か
所

針
穴

針
穴

針
穴

�
�
�
�
�

解
説

整
理
の
封
紙
は別

の
和
紙

封
紙
表
の
番
号
札
下
に

　

封
紙
と
同
じ
紙
を
ち

　

ぎ
っ
て
一
旦
訂
正

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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53

　
55

　
56

　
57

直
江
兼
継

本
庄
繁
長

判
直
之

真
田
信
繁

後
藤
年
房

　

×　
306

406

　

×　
325

464

　

×　
327

456

　

×　
297

450

奉
書
紙

柿
渋

左
右
に
繊
維

上
下
薄
い
黒
い
横
線

し
わ

字
の
上
に
滓

色
薄
い

奉
書
紙

折
紙

柿
渋
か

字
の
上
に
滓

色
は
白
に
近
い

奉
書
紙

折
紙

柿
渋

周
囲
濃
い

字
の
上
に
滓

柿
色

奉
書
紙
の
代
わ
り
に

裏
打
ち
で
厚
み
か

折
紙

柿
渋

柿
色
の
小
断
片

表
裏
と
も
無
数

墨
の
こ
す
れ
数
か
所

柿
色

上
下
濃
い

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

裏
打
ち　
263

間
に
滓

左
か
ら
一
・
二
番
目
の

　

折
り
目
中
央
に

　

太
い
谷
折
り
の
目
印

切
り
方
や
や
き
た
な
い

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
黒
い

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
黒
い

裏
打
ち　
281

間
に
滓

裏
に
字
の
に
じ
み

切
れ
目
ギ
ザ
ギ
ザ

巻
い
た
表
裏
黒
味

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

発
給
「
繁
長
」
に
訂
正

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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�
�
�
�

　
59

　
60

　
61

　
62

�
�
�

須
田
長
義

杉
原
親
憲

大
野
治
長

　
　

家
臣

米
村
長
清

大
野
内

向
井
庄
助

大
野
内

向
井
庄
助

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
188

522

　

×　
33

453

　

×　
442

164

　

×　
350

420

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

柿
渋

字
の
上
に
滓

上
下
右
端
黒
い

し
わ

柿
色

奉
書
紙

折
紙

柿
渋

中
心
部
折
れ
目
で

反
転
文
字
写
り

色
濃
い

柿
渋

周
囲
濃
い

柿
色

奉
書
紙

上
下
左
柿
色

全
体
は
白

巻
い
た
も
の
を

縦
半
分
折
り

�
��
�

�
�

本
物
の
虫
損封

紙
も
被
害

作
っ
た
虫
損
は
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち
三
重

下
の
も
の
は
つ
ぎ
は
ぎ

　
　

（
二
重
）
＋　

319

67

　

＋　

こ
れ
の

151

　

上
に
右
か
ら　
262

　

墨
が
に
じ
ん
で
い
る

　

の
を
隠
す
た
め
か

間
に
滓

谷
折
り
の
目
印

切
れ
目
ギ
ザ
ギ
ザ

裏
打
ち
な
し

裏
に
繊
維紙

質
の
た
め
か

裏
打
ち

紙
継
ぎ
な
し

間
に
滓

柿
色
小
片
無
数

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
黒
い

��

��

�

��
�
�

�

別
の
折
り
目
多
数

針
穴

針
穴

針
穴

針
穴

�
�
�
�
�

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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63

　
64

　
65

　
66

「
裏
打
ち
」
欄
の
数
字
は
、
紙
継
ぎ
位
置
ま
で
の
裏
面
左
か
ら
の
寸
法
（
ミ
リ
）

後
藤
年
房

大
野
内

武
笠
政
房

中
山
照
守

村
瀬
政
真

馬
場
七
左
衛
門

真
弓
津
右
衛
門

　

×　
332

453

　

×　
307

422

　

×　
376

526

　

×　
280

451

折
紙

字
の
上
に
滓

シ
ミ

色
薄
い

奉
書
紙

折
紙

全
体
は
柿
色
薄
い

奉
書
紙

折
紙

左
滓

下
繊
維
よ
れ

色
薄
い

柿
色
ム
ラ
あ
り

柿
渋

柿
色

巻
い
た
も
の
を

縦
半
分
折
り

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

「
虫
損
」
な
し

表
装
の
痕
跡

周
囲
に
剥
が
し
跡

裏
打
ち　
243

間
に
滓

巻
い
た
表
裏
黒
い

柿
色

柿
色
微
粒
子
無
数

裏
打
ち
な
し

巻
い
た
表
裏
色
濃
い

裏
打
ち
な
し

繊
維
大
量

巻
い
た
表
裏
黒
い

裏
打
ち　
264

間
に
滓

針
穴

右
下
一
か
所
針
穴

針
穴

針
穴

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
１
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�

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�

１２３４６７８９
　
１０

　
１１

　
１２

　
１３
　
１４

　
１５

　
１６

　
１８

��

��

�

頼
朝
右
大
将
家
直
判
下
文

　
　
　
　
　

築
後
守
俊
兼
筆

最
明
寺
殿
時
頼

新
田
義
貞
直
判

新
田
左
中
将
義
貞
自
判

畠
山
阿
波
守
国
清

畠
山
尾
張
守
義
深

等
寺
院
尊
氏
公

楠
木
阿
波
守
正
成
直
判

等
寺
院
尊
氏
公
直
判

宝
筐
（
篋
）
院
義
詮
公
直
判

畠
山
持
国
入
道
徳
本
直
判

畠
山
持
国
入
道
徳
本

同　

右
衛
門
佐
義
就

東
山
殿
義
政
公
直
判

畠
山
尾
張
守
政
長

�
細
川
右
京
大
夫
勝
元
直
判

�
細
川
右
京
大
夫
勝
元

上
杉
顕
定
直
判

�
上
杉
顕
定
直
判

�
関
東
管
領
上
杉
民
部
大
輔
顕
定

�
�
�
�

伊
豆

若
狭
前
司

先
月

去
十
二
日

新
田

新
田

新
田

冨
永

於
山
崎

紀
州

此
度

金
胎

東
寺

去
三
日

去
三
日

急
度

今
度

今
度
上
州

�
�ＡＢＡＢＢＢＡＡＡＡＢＡＢＡＢＡＡＢ

�
�
��
�
�
�

　

×　
１７９

２０

　

×　
１３８

２０

　

×　
１３３

２１

　

×　
１３９

２０

　

×　
１４０

２０

　

×　
１３９

２０

　

×　
１３０

２０

　

×　
１１８

１７

　

×　
１２３

１７

　

×　
１２３

１９

　

×　
１４０

２０

　

×　
１１２

１６

　

×　
１２１

１９

　

×　
１２８

１８

　

×　
１２１

１９

　

×　
１０１

１７

　

×　
１１８

１７

　

×　
１４０

２０

��
�
�

�

左
に
貼
り
跡
三
か
所
�
縦　

と　

、
�　

１０５

１２２

１３８

上
端
斜
め

左
に
貼
り
跡
縦　
１３８

下
端
斜
め

右
に
貼
り
跡
二
か
所
�
縦　

、
�　

１４５

１２０

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
�
縦　

、
�　

１２０

１４０

右
に
貼
り
跡
、
長
さ
不
明

上
端
横　

、
下
端　

１７

１８

左
に
貼
り
跡
、
長
さ
不
明

切
り
方
杜
撰

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１２３

下
端
斜
め

右
に
貼
り
跡
縦　
１４０

二
つ
右
の
折
り
面
に
貼
り
跡
縦　
１４３

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
�
縦　

、
�　

１２２

１２３

極
札
二
枚

�
の
右
に
貼
り
跡
縦　
１２８

極
札
二
枚

�
の
下
端
斜
め

�
の
下
（
封
紙
側
）
に
縦　

の
貼
り
跡

１２９

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１４０

�
�
�
�
�
�
�
�
�

鎌
倉
右
大
将
頼
朝
卿
御
直
判
御
下
文

最
明
寺
時
頼
状

新
田
左
中
将
義
貞
感
状

新
田
左
中
将
義
貞
御
感
状

畠
山
国
清
入
道
道
誓

畠
山
尾
張
守
義
深

等
寺
院
尊
氏
将
軍
家
御
判
御
内
書

楠
木
正
成
状

足
利
公
方
等
寺
院
尊
氏
公
御
感
状

義
詮
将
軍
御
内
書

畠
山
持
国
感
状

畠
山
徳
本

同　

義
就
状

東
山
殿
足
利
公
方
慈
照
院
義
政
公
御
感
状

管
領
畠
山
政
長
状

細
川
右
京
大
夫
勝
元
状

管
領
上
杉
顕
定
君
感
状

上
杉
顕
定
感
状

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
２
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１９

　
２０
　
２１
　
２３
　
２４
　
２７

　
２９

　
３０
　
３２

　
３３

　
３４

　
３５

　
３８

　
３９
　
４０
　
４１
　
４２

千
葉
介
尚
胤

長
尾
景
虎
直
判

上
杉
兵
部
大
輔
憲
政
直
判

上
杉
謙
信
直
判

上
杉
謙
信
直
判

上
杉
謙
信
直
判

上
杉
謙
信
直
判

上
杉
謙
信
直
判

上
杉
謙
信
直
判

�
惣
見
院
信
長
公

�
惣
見
院
信
長
公
直
判

三
淵
大
和
守
藤
英

細
川
右
馬
頭
藤
賢
連
判

豊
臣
秀
吉
公

石
田
治
部
少
輔
三
成

増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判

「
極
札
」
な
し

「
極
札
」
な
し

小
早
川
隆
景
直
判

小
西
摂
津
守
行
長
直
判

折
紙
到
来

今
度

其
表

態
申

今
度

昨
十
日

其
月

去
廿
八
日

先
月

此
度

此
度

公
儀

急
度

小
西
行
長

正
月

頃
日

ＢＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

　

×　
１４０

２１

　

×　
８７

１７

　

×　
１１６

１９

　

×　
１２０

１８

　

×　
９８

１８

　

×　
１１９

２１

　

×　
１０６

１７

　

×　
１１５

１７

　

×　
１０７

１７

　

×　
１１２

１７

　

×　
１２４

１９

　

×　
１２１

１７

　

×　
１１５

２４

　

×　
１３４

１９

　

×　
１１０

１７

　

×　
１４５

１８

下
端
斜
め

右
に
貼
り
跡
縦　
１４１

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１４０

右
端
切
れ
目
に
ず
れ

左
端
ギ
ザ
ギ
ザ

下
端
斜
め

左
端
歪
み

右
端
ギ
ザ
ギ
ザ

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１３８

右
端
切
り
方
杜
撰

�
の
下
（
封
紙
側
）
に
貼
り
跡
縦　
１４２

�
の
下
（
封
紙
側
）
に
貼
り
跡
縦　
１３８

�
の
左
に
貼
り
跡
縦　
１２４

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡�

縦　

、
�
長
さ
不
明

１２０

切
り
方
ギ
ザ
ギ
ザ

右
端
歪
み

右
に　

と　

の
貼
り
跡

１３５

１３７

千
葉
尚
胤
状

長
尾
平
三
景
虎
感
状

上
杉
兵
部
大
輔
憲
政
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

上
杉
謙
信
君
感
状

信
長
公
御
書

足
利
公
方
霊
陽
院
義
昭
公
奉
書

細
川
右
馬
頭
藤
賢

三
淵
大
和
守
藤
英
連
判

秀
吉
公
御
証
文

石
田
治
部
少
三
成

増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
状

大
御
所
家
康
公
御
感
状

秀
吉
公
御
感
状

小
早
川
隆
景
感
状

小
西
摂
津
守
行
長
感
状

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
２



－68－

�
�
�
�

　
４３

　
４４

　
４５
　
４６

　
４８

　
５０

　
５１

　
５３

　
５５
　
５６

　
５７

　
５９

　
６０
　
６１
　
６２
　
６３
　
６４

　
６５

��

��

�

小
西
摂
津
守
行
長
直
判

小
早
川
筑
前
守
隆
景

増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判

小
早
川
隆
景
直
判

「
極
札
」
な
し

石
田
治
部
少
輔
三
成

直
江
山
城
守
兼
続
直
判

石
田
三
成
直
判

直
江
山
城
守
兼
続

本
庄
越
前
守
繁
長
連
判

判
団
右
衛
門
直
之

真
田
左
衛
門
尉
信
繁

後
藤
又
兵
衛
年
房

杉
原
常
陸
介
親
憲

須
田
大
炊
助
長
義
連
判

「
極
札
」
な
し

「
極
札
」
な
し

「
極
札
」
な
し

「
極
札
」
な
し

「
極
札
」
な
し

中
山
勘
解
由
照
守

村
瀬
左
馬
助
政
真
連
判

�
�
�
�

今
度

安
国

今
度

会
津

石
田

今
朝

―造
酒
殿

去
年

今
度

去
十
一
月

去
五
月

�
�

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

�
�
��
�
�
�

　

×　
１３３

１５

　

×　
１４２

２２

　

×　
１１０

１７

　

×　
１１３

１５

　

×　
１２９

１７

　

×　
９５

１７

　

×　
１１８

１６

　

×　
９７

２０

　

×　
１０８

２０

　

×　
１１６

１７

　

×　
１３７

２１

　

×　
１２１

２１

��
�
�

�

切
り
方
左
右
歪
み
・
下
斜
め

切
り
方
ギ
ザ
ギ
ザ

上
端
墨
の
付
い
た
手
で
触
っ
た
か

左
端
切
れ
目
に
ず
れ

下
（
封
紙
側
）
に
貼
り
跡
縦　
１２３

切
り
方
杜
撰

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１２４

端
裏
に
貼
り
跡
縦　
１４０

左
に
貼
り
跡
縦　
１２５

本
紙
端
裏
に
貼
り
跡　
１１７

右
端
断
片
付
き

右
に
貼
り
跡　
１２０

本
紙
折
紙
奥
に
貼
り
跡
二
か
所

�
縦　

、
�　

１１２

１１８

右
端
ギ
ザ
ギ
ザ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

小
西
摂
津
守
行
長
感
状

小
早
川
隆
景

増
田
右
衛
門
尉
長
盛
連
判
感
状

小
早
川
隆
景
感
状

板
倉
伊
賀
守
勝
重
奉
書

石
田
治
部
少
三
成
状

直
江
山
城
守
兼
続
廻
文

石
田
治
部
少
三
成
状

直
江
山
城
守
兼
継

本
庄
越
前
守
繁
長
感
状

判
団
右
衛
門
直
之
状

真
田
左
衛
門
尉
信
繁
状

後
藤
又
兵
衛
尉
年
房
状

須
田
大
炊
助
長
義

杉
原
常
陸
介
親
憲
連
状

大
野
修
理
亮
治
長
家
臣
米
村
六
兵
衛
長
清
状

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

大
野
修
理
亮
内
向
井
庄
助
状

後
藤
又
兵
衛
年
房
状

大
野
修
理
亮
内
武
笠
左
助
政
房
状

中
山
勘
解
由
照
守

村
瀬
左
馬
助
政
真
連
状

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
２
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
２
／
３

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�

�

�

�

�
�

２３４５６７

�
�
�
�
�

８
年
卯
月
７
日

月
日
不
見

８
年
霜
月　

日
２６

９
年
５
月　

日
２８

９
年
６
月　

日
２６

９
年
６
月　

日
２６

９
年
極
月
晦
日

　

年
正
月　

日

１０

２７

　

年
正
月　

日

１０

２７

��

�

中
山
備
前
守

渡
辺
一
学

同　

堺
�
自
筆

渡
辺
一
学

布
施
左
五
右
衛
門

加
納
数
馬

渡
辺
一
学

加
納

布
施

一
学

数
馬

久
野
三
郎
左
衛
門

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
左
五
右
衛
門

数
馬

左
五
右
衛
門

�１１１１２１１

��
�
�

�

�
�
�
�

　
７３
　
７６
　
７１

　
９１

　
８４
　
９０

　

―
１

８３
　

―
２

８３
　

―
１

７８
　

―
２

７８

��

�

卯
月
７
日

―
　

月　

日

１１

２６

５
月　

日
２８

６
月　

日
２６

同極
月
晦
日

同正
月　

日
２７

同

��

�

中
山
備
前

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
佐
五
右
衛
門

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学

布
施
佐
五
右
衛
門

加
納
数
馬

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

渡
辺
一
学

久
野
三
郎
左
衛
門

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
佐
五
右
衛
門

加
納
数
馬

布
施
佐
五
右
衛
門

��

�

宇
佐
美
造
酒

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

宇
佐
美
堅
弥

森
山
堅
弥

��
�
�

�

�
�

―３４５６７

�
�
�
�

　
７３

（　

）
９２

（　

）
９２

（　

）
９０

　
８４

　
８３

　
７８

�
�
�
�
�

８
年
４
月

８
年
霜
月

年
月
不
知

９
年
５
月　

日
２８

９
年
５
月

９
年　

月
１１

　

年
正
月

１０

��

�

中
山
備
前
守

渡
辺
一
学
泉
州
�

同　

尾
州
�

渡
辺
一
学
自
筆

渡
辺
一
学

布
施
左
五
右
衛
門

加
納
数
馬

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
左
五
右
衛
門

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

久
野
三
郎
左
衛
門

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
左
五
右
衛
門

�１１１２２２

　
６６

�
�
は
右
か
ら
数
え
た
順
番

「
極
札
」
な
し

馬
場
七
左
衛
門

真
弓
津
右
衛
門
連
判
証
文
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�

�

�

�

�
�

８９
　
１０

　
１１―

「
一
代
始
末
」
欄
「
包
紙
」
は
、「
一
代
始
末
」
に
あ
る
「
包
紙
」
番
号
。「
通
」
は
、「
一
代
始
末
」
及
び
封
紙
に
記
さ
れ
た
、
書
状
の
数
。

封
紙
の
資
料
番
号
欄
（　

）
は
、
封
紙
と
書
状
が
一
致
し
な
い
分
。
封
紙
欄
末
尾
の　

・　

は
該
当
す
る
書
状
不
明

７８

１０３

�
�
�
�
�

　

年
３
月　

日

１０

１０

　

年
６
月　

日

１０

１６

　

年
６
月　

日

１０

２２

の
晩
着

　

年
８
月　

日

１１

１３

　

年（
２
月
５
日
）

１２正
保
元
年　

月
３
日

１１

��

�

今
枝
民
部

一
学

加
納
数
馬
自
筆

久
野
三
郎
左
衛
門

自
筆

渡
辺
一
学
自
筆

加
納
数
馬

布
施
左
五
右
衛
門

布
施
左
五
右
衛
門

自
筆

�

��
�
�

�

�
�
�
�

該
当
な
し

　

―
１

８５
　

―
２

８５　
９３

　

―
２

９２
　

―
１

７４
　

―
２

７４
　

―
１

９２　
８６

　
１１１
　

１０３

��

�

６
月　

日
１６

６
月　

日
２１

８
月
４
日

８
月　

日
１３

２
月
５
日

２
月
６
日

２
月
５
日

２
月
６
日

２
月
５
日

　

月
３
日

１１

��

�

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

久
野
三
郎
左
衛
門

久
野
三
郎
左
衛
門

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学

渡
辺
一
学

加
納
数
馬

布
施
佐
五
右
衛
門

頼
宣

布
施
佐
五
右
衛
門

��

�

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

森
山
堅
弥

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

森　

堅
弥

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
造
酒
助

宇
佐
美
民
部

��
�
�

�

�
�

該
当
な
し

９９
　
１０

　

上
１１

　

下
１１

�
�
�
�

　
８５

（　

）
７６

　
９３

　
７４

　
８６

　
７８
　
１０３

�
�
�
�
�

　

年
６
月

１０
　

年
６
月

１０
　

年
７
月

１１
　

年
２
月
５
日

１２
　

年
２
月
６
日

１２

��

�

渡
辺
一
学

加
納
数
馬
自
筆

渡
辺
一
学

加
納
数
馬
自
筆

久
野
三
郎
左
衛
門

自
筆

渡
辺
一
学
自
筆

加
納
数
馬

布
施
左
五
右
衛
門

渡
辺
一
学

紀
伊
宇
佐
美

�２２２２

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
３
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�

　
７３

　
７６

　
７１

��

�

卯
月
７
日

　

―

　

月　

日

１１

２６

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
３５０

５１６

　

×　
３７４

５１６

　

×　
１８７

７９４

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

奉
書
紙

折
紙

柿
渋

し
わ

コ
テ
な
し

表
面
に
し
た
ら
し
い
下
端
左
に
滓

奉
書
紙

折
紙

柿
色

柿
渋

ム
ラ

柿
色
小
断
片

コ
テ
な
し

文
字
二
か
所
こ
す
っ
て
訂
正

上
端
左
切
り
方
ギ
ザ
ギ
ザ

よ
れ
て
以
後
に
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
い
る

表
面
に
し
た
ら
し
い
下
端
左
に

滓
と
い
う
よ
り
擦
れ
か

奉
書
紙

巻
紙

柿
渋

柿
色
の
小
片
無
数

色
薄
い

紙
感
柔
ら
か
い

折
り
目
も
柔
ら
か
い

コ
テ
な
し
か

行
間
に
文
字
訂
正
の
跡
三
分
の
二
行
ほ
ど

巻
い
た
表
面
に
し
た
ら
し
い
左
端
に
滓

裏
打
ち
し
た
も
の
同
士
を
紙
継
ぎ

　

右
か
ら　

＋　
４５３

３３８

��
�
�

�

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
は
本
物

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち

紙
継
ぎ
左
か
ら　

＋　

＋　

２３２

２６１

５６

表
よ
り
柿
色
濃
い

裏
打
ち
な
し

色
薄
い

裏
打
ち

左
か
ら　

で
本
紙
ご
と
紙
継
ぎ

４５３

　

左
部
分
の
裏
打
ち
は
左
か
ら

　
　
　

＋　

の
起
請
継
ぎ

２８２

１７５

　

右
部
分
の
裏
打
ち
は
左
か
ら

　
　
　

＋　

の
通
常
の
継
ぎ
方

６８

２９０

��

��

�

��
�
�

�

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

�
�
�
�
�

薄
紙
の
封
紙

解
説

〔
封
紙
は　

へ
〕

８５

〔　

―
１
の
封
紙
〕

９２
薄
紙
の
封
紙

但
し
縦
短
い

表
に
解
説

〔　

―
２
の
封
紙
〕

９２
別
の
和
紙
の
封
紙

封
紙
な
し
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４

�
�
�
�

　
９１

　
８４

　
９０

　

―
１

８３

��

�

５
月　

日
２８

６
月　

日
２６

６
月　

日
２６

極
月
晦
日

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
３０９

４６９

　

×　
３７０

５１９

　

×　
３２５

４３７

　

×　
１６１

７９５

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

折
紙

折
紙
末
を
表
面
に
し
た
の
で
滓
・
擦
れ

色
薄
い

字
の
上
に
滓

上
端
中
央
を
切
る
時
、
本
紙
・
裏
打
ち
紙

　

ご
と
ハ
サ
ミ
で
内
側
に
切
り
込
ん
だ
跡

コ
テ

折
紙

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ

柿
色

上
下
中
央
折
り
目
色
濃
い

下
面
右
端
繊
維

印
（
薄
く
て
判
読
困
難
）
削
っ
た
跡

コ
テ
な
し

折
紙

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ
・
穴

柿
渋

ム
ラ

色
薄
い

コ
テ
な
し

巻
紙

巻
き
方
、
奥
が
表
に

滓色
薄
い

文
字
に
か
ぶ
せ
て
紙
継
ぎ

　

右
か
ら　
１１４

日
付
右
横
の
印
（　

に
同
じ
）

９２
を
削
り
取
っ
て
い
る

一
学
の
花
押
穴
開
い
て
い
る

　

擦
れ
た
跡
演
出
か

コ
テ
な
し

��
�
�

�

虫
損
な
し

虫
損
な
し

封
紙
に
虫
損

虫
損
な
し

虫
損
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち

紙
継
ぎ
左
か
ら　

で
起
請
継
ぎ

１８２

間
に
柿
色
小
片
無
数

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し

��

��

�

��
�
�

�

別
の
折
り
目

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

�
�
�
�
�

封
紙
な
し

〔
封
紙
は　

か
ら
〕

９０

薄
紙
の
封
紙

解
説

薄
紙
の
封
紙

表
に
解
説

〔
封
紙
は　

へ
〕

９１

薄
紙
の
封
紙

表
に
解
説



－73－

宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４

　

―
２

８３
　

―
１

７８
　

―
２

７８
　

―
１

８５

極
月
晦
日

正
月　

日
２７

正
月　

日
２７

６
月　

日
１６

　

×　
３２４

４６２

　

×　
３２９

４５６

　

×　
３２７

４５４

　

×　
１８１

９５３

折
紙

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ

色
薄
い

コ
テ
な
し

印
（
薄
く
て
判
読
難
し
い
）
削
っ
た
跡

折
紙

柿
渋

表
面
に
し
た
ら
し
い
下
端
左
に
擦
れ

柿
色

一
部
濃
い

コ
テ
不
明

折
紙

柿
渋
色

柿
渋
の
痕
跡
は
裏
面
に
繊
維
若
干
の
み

表
面
に
し
た
ら
し
い
下
端
左
濃
い

ム
ラ

コ
テ
な
し

巻
紙

表
面
に
し
た
巻
紙
末
に
滓
・
擦
れ
・
穴

柿
色

コ
テ
な
し

大
印
（　

と
同
印
の
可
能
性
大
）
小
印

９２

削
っ
た
跡
二
か
所

紙
継
ぎ
右
か
ら　

＋　

＋　

１０１

３５０

５０４

　

二
か
所
と
も
字
に
か
ぶ
さ
る

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち

紙
継
ぎ
左
か
ら　

で
起
請
継
ぎ

２０３

間
に
や
や
滓

裏
の
方
が
薄
い

裏
打
ち
な
し

色
や
や
薄
い

裏
打
ち
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

封
紙
は
同
右

薄
紙
の
封
紙

解
説

通
常
の
和
紙
で
糊
封

封
紙
同
右

和
紙
の
封
紙

解
説
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４

�
�
�
�

　

―
２

８５　
９３

　

―
２

９２
　

―
１

７４

��

�

６
月　

日
２１

８
月
４
日

８
月　

日
１３

２
月
５
日

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
３４０

５１２

　

×　
１６２

７５１

　

×　
３１５

４６４

　

×　
１６４

４４９

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

折
紙

柿
渋

色
薄
い

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ
・
穴

小
印
削
っ
た
跡

コ
テ
な
し

巻
紙
、
右
か
ら　

＋　

＋　

４４９

２２６

８０

表
面
に
し
た
巻
紙
末
に
滓
・
擦
れ

巻
紙
末
の
滓
・
擦
れ
に
か
ぶ
せ
て
紙
継
ぎ

印
削
っ
た
跡

コ
テ
な
し

折
紙

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ

柿
渋

色
薄
い

印
削
っ
た
跡

コ
テ
な
し

奉
書
紙

巻
紙

柿
渋

柿
色
小
断
片

右
端
に
繊
維
、
紙
質
の
た
め
か

柿
色

コ
テ
か
け
て
い
る
か

な
ぞ
っ
た
様
な
字

墨
こ
す
れ

��
�
�

�

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち

紙
継
ぎ
左
か
ら　

で
起
請
継
ぎ

２６

間
に
滓

表
よ
り
柿
色
濃
い

柿
色
小
断
片
無
数

��

��

�

��
�
�

�

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡
な
し

�
�
�
�
�

〔
封
紙
は　

か
ら
〕

７６

封
紙
は
通
常
の
和
紙

解
説

解
説
を
貼
付

和
紙
の
封
紙

解
説

〔
封
紙
は　

へ
〕

７６

薄
紙
の
封
紙

解
説
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４

　

―
２

７４
　

―
１

９２　
８６

　
１１１

２
月
６
日

２
月
５
日

２
月
６
日

２
月
５
日

　

×　
２０７

４２４

　

×　
１６２

８７９

　

×　
２０２

４６４

　

×　
３２５

４５８

巻
紙

柿
渋

右
端
黒
ず
み

柿
色

や
や
コ
テ
か

な
ぞ
っ
た
様
な
字

巻
紙

本
体
紙
継

　

右
か
ら　

＋　

＋
残
り　

４４２

３３２

１１４

色
薄
い

字
の
上
に
滓

色
ム
ラ

コ
テ

三
月
を
二
月
に
訂
正

完
全
な
印
影

切
り
方
杜
撰

巻
紙

右
端
黒
い

下
端
か
ら
し
み
て
い
る

字
の
上
に
滓

色
薄
い

コ
テ

ぎ
ご
ち
な
い
字
体

柿
渋

字
の
上
に
滓

色
薄
い

ム
ラ

コ
テ

ぎ
ご
ち
な
い
字
体

文
末
に
縦　

×
横　

の
剥
が
し
跡

６０

２４

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

虫
損
な
し

裏
打
ち

左
か
ら　

で
紙
継
ぎ

３０５

間
に
滓

柿
色

墨
に
じ
み

裏
打
ち

間
に
柿
色
小
片
無
数

本
体
と
裏
打
ち
の
紙
継
ぎ
が

　

同
じ
箇
所
、
左
か
ら　
４４２

裏
打
ち

紙
継
ぎ
左
か
ら　

で
起
請
継
ぎ

３６２

間
に
滓

裏
打
ち

左
か
ら　

で
紙
継
ぎ

２５８

間
に
滓

ピ
ン
跡
な
し

別
の
折
り
目

ピ
ン
跡
な
し

別
の
折
り
目

ピ
ン
跡
な
し

ピ
ン
跡

封
紙
は
同
右

〔
封
紙
は　

へ
〕

７６

和
紙
の
封
紙

解
説

薄
紙
の
封
紙

和
紙
の
封
紙
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
４
／
５

�
�
�
�

　
１０３

��

�

　

月
３
日

１１

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
３２９

４５５

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

奉
書
紙

折
紙

表
面
に
し
た
折
紙
末
に
滓
・
擦
れ

柿
渋

ム
ラ

筋コ
テ
な
し

��
�
�

�

虫
損
な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

裏
打
ち
な
し

��

��

�

��
�
�

�

ピ
ン
跡
な
し

�
�
�
�
�

和
紙
の
封
紙

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�

　
６７

　
７２

　

―
１

７９
　

―
２

７９　
８０

　
８１

��
�

�

５
月
２
日

５
月
５
日

３
月　

日
１９

４
月
３
日

２
月　

日
２１

極
月
２
日

�
�
�
�
�

��
�
�

�

��
�
�

�

明
る
い
茶
の
、
質
の
悪
い
薄
い
紙

６
月
を
５
月
に
訂
正

切
り
封

切
り
封
表
二
面
巻
い
て
柿
渋
浸
け

上
・
下
端
に
も
に
じ
む

切
り
封
表
二
面
巻
い
て
柿
渋
浸
け

上
・
下
端
に
も
に
じ
む

上
端
切
り
方
段
違
い

柿
渋
な
し

切
り
封
表
二
面
や
や
黒
く
こ
す
っ
て
あ
る

切
り
封
表
二
面
を
黒
く
こ
す
っ
て
あ
る

巻
い
た
状
態
で
上
下
端
黒
い

な
ぞ
っ
た
様
な
下
手
な
字

��
�
�

�

本
物
の
虫
損

��

��

�

�
�
�
�
�

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

��

��

�

�
�
�
�
�

薄
紙
の
封
紙

表
に
解
説

和
紙
の
封
紙

表
に
解
説

薄
紙
の
封
紙

解
説

封
紙
同
上

和
紙
の
封
紙

表
に
解
説

薄
紙
の
封
紙

解
説
な
し
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
５
／
６

　

―
１

８７　
９６

　

―
１

９９
　

―
１

１００
　

―
２

１００
　

―
３

１００
　

―
４

１００
　

―
２

１０７
　

―
３

１０７
　

―
４

１０７
　

―
５

１０７
　

―
２

１１８

２
月　

日
１５

３
月
９
日

２
月　

日
２０

２
月
６
日

２
月
６
日

２
月
５
日

３
月
６
日

３
月　

日
１０

３
月
７
日

３
月
６
日

７
月　

日
２６

切
り
封

別
紙
に
感
状
二
点
の
写
し

切
り
封
表
二
面
や
や
柿
色

端
裏
に
は
が
し
跡
あ
り

切
り
封

線
香
焦
げ
跡
か
一
点

端
裏
に
付
箋
あ
り

白
い

切
り
封
表
二
面
や
や
柿
色

薄
墨
色

切
り
封

切
り
封

切
り
封

表
面
に
よ
れ

切
り
封

虫
損
一
か
所

虫
損

付
箋
に
虫
損

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

薄
紙
の
封
紙

薄
紙
の
封
紙

和
紙
の
封
紙

和
紙
の
封
紙

封
紙
虫
損

封
紙
同
右

封
紙
同
右

封
紙
同
右

和
紙
の
封
紙

封
紙
同
右

封
紙
同
右

封
紙
同
右

封
紙
な
し

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�

　

―
１

６８
　

―
２

６８

��

�

９
月　

日
１６

９
月　

日
１８

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



表
奥
（
巻
い
た
表
二
面
）
を
黒
く
こ
す
っ
て
手
ず
れ
状
に

端
裏
三
面
茶
色
の
大
き
な
シ
ミ

��

�

��
�

��
�

�

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し
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宇
佐
美
定
祐　
　

付
表
６

�
�
�
�

　
６９

　
７０

　
９８

　

―
１

１０５

��

�

５
月
５
日

４
月　

日
１２

９
月　

日
１８

　

月
２
日

１２

�
�
�

�
�
�
�

　

×　
１５５

２４４５

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



奉
書
紙

折
紙

裏
に
柿
色
小
片
無
数

数
か
所
墨
で
汚
れ
る

柿
色

紙
継
ぎ
、
右
か
ら　

＋　

＋　

＋　

＋　

＋　

４５０

４５０

４２０

４４５

４４５

２２２

　

右
か
ら
三
か
所
目
は
裏
打
ち
し
た
も
の
同
士
を
継
ぐ

端
裏
三
面
茶
色
の
大
き
な
シ
ミ

数
か
所
に
茶
色
の
大
き
な
シ
ミ

��

�

虫
損

��
�

��
�

�

裏
打
ち

端
裏
「
畠
山
下
総
入
道　

大
関
左
助
殿
」
の文字

の
上
か
ら
裏
打
ち

左
か
ら　

＋　

＋　

（
こ
こ
ま
で
起
請
継
ぎ
）

１１８

４４３

４３８

＋　

（
本
紙
ご
と
）
＋　

＋　

（
通
常
の
継
ぎ
方
）
＋　

３５５

４３２

４５４

２４０

間
に
柿
色
小
片
無
数

裏
面
に
柿
色
小
片
無
数

裏
打
ち
な
し

裏
打
ち
な
し



早

川

家

文

書

目

録 
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�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
	


�

　
『
早
川
家
文
書
』
は
、
紀
州
藩
士
で
あ
っ
た
早
川
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
六
十
四
点

の
総
称
で
あ
る
。
同
資
料
は
、
早
川
家
と
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
楢
原
民
子
氏
に

よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
。
楢
原
氏
に
よ
る
と
、
資
料
は
蔵
の
中
の
蓋
付
木
箱

（
長
持
半
分
程
の
大
き
さ
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
紀
州
藩
の

家
臣
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
和
歌
山
県
立
文
書
館
で
寄
託
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
一
月
に
一
度
目
の
寄
託
を
受
け
、
そ
の
後
数
回
に

分
け
て
寄
託
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
平
成
十
三
年
十
月
に
一
括
し
て
寄
贈

と
な
り
、
こ
の
後
さ
ら
に
二
度
の
追
加
寄
贈
を
う
け
て
い
る
。

　

早
川
家
に
は
文
書
の
ほ
か
に
、
刀
剣
・
サ
ー
ベ
ル
や
甲
冑
等
も
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

早
川
家
に
は
二
冊
の
系
譜
が
残
さ
れ
て
い
た
﹇
資
料
番
号
１
・
２
﹈（
以
下
括
弧

と
番
号
の
み
記
す
）。
双
方
と
も
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜
は

紀
州
藩
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
同
一
の
書
式
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
藩
へ
の
提

出
に
備
え
て
早
川
家
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
系
譜
に
は
作
成

の
年
月
日
や
提
出
者
の
記
載
は
な
い
が
、
表
紙
に
「
虎
之
間
席　

早
川
左
源
吾
」

と
あ
る
こ
と
や
、
系
統
を
示
す
朱
線
の
最
後
に
「
当
代　

早
川
左
源
吾
利
貴
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
左
源
吾
が
こ
の
系
譜
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
系
譜
に
は
、
早
川
家
の
嫡
祖
で
あ
る
早
川
左
馬
之
丞
の
南
龍
院
へ
の
召
出
か

ら
左
源
吾
利
貴
の
代
の
明
治
元
年
十
一
月
晦
日
ま
で
の
事
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
但
し
左
源
吾
利
貴
の
事
跡
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
書
式
が
異
な
る
た
め

加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）

　

こ
の
系
譜
に
よ
れ
ば
、
早
川
家
の
嫡
祖
早
川
左
馬
之
丞
の
父
十
助
は
信
長
よ
り

池
田
勝
入
（
恒
興
）
へ
付
け
ら
れ
た
六
人
の
内
の
一
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
十
助
は
そ
の
後
、
中
村
式
部
少
輔
に
仕
え
六
千
五
百
石
を
宛
行
わ
れ
「
駿

州
田
中
之
城
」・「
久
野
之
城
」
を
預
り
、
与
力
・
同
心
を
も
預
っ
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
後
に
は
池
田
三
左
衛
門
（
輝
政
）
に
仕
え
、
慶
長
の
こ
ろ
播
州
姫
路
で
没

し
た
ら
し
い
。

　

十
助
の
惣
領
で
早
川
家
の
嫡
祖
左
馬
之
丞
と
次
男
十
兵
衛
は
、
共
に
駿
河
に
お

い
て
成
瀬
隼
人
正
（
駿
府
老
中
、
の
ち
尾
張
徳
川
家
附
家
老
）
の
肝
煎
を
勤
め
て

い
た
が
、
二
人
同
時
に
頼
宣
へ
召
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
千
五
百
石
の
高
と
与
力
・

同
心
を
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
左
馬
之
丞
の
惣
領
で
二
代
目
と
な
る
甚
左
衛
門
氏
産

も
頼
宣
に
召
出
さ
れ
高
三
百
石
を
賜
っ
て
い
る
。

　

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
頼
宣
の
国
替
え
に
伴
っ
て
紀
州
に
随
従
し
て
き
た

の
は
甚
左
衛
門
氏
産
と
十
兵
衛
で
、『
南
紀
徳
川
史
』
所
収
の
「
南
龍
院
様
御
入
国

御
供
姓
名
録
」に
よ
れ
ば
、
当
時
の
役
儀
は
甚
左
衛
門
氏
産
が
大
番
衆（
六
番
）、
十

兵
衛
は
鉄
砲
衆
で
あ
っ
た
。

　

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
十
兵
衛
は
隠
居
し
、
惣
領
弥
五
右
衛
門
に
家
督
を

譲
る
が
、
弥
五
右
衛
門
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
跡
不
明
で

あ
る
。

　

一
方
、
甚
左
衛
門
氏
産
は
入
国
の
翌
年
病
死
、
跡
目
知
行
三
百
石
を
惣
領
の
甚

左
衛
門
利
久
が
継
い
で
い
る
。
三
代
目
と
な
っ
た
利
久
は
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）

早
川
家
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七
月
に
「
御
弓
矢
之
御
蔵
、
阿
曽
沼
喜
左
衛
門
同
前
ニ
御
預
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ

て
い
る
。『
早
川
家
文
書
』
の
な
か
に
は
、
こ
の
甚
左
衛
門
利
久
が
作
成
し
た
「
山

口
流
兵
法
極
意
之
目
録
」﹇　

﹈
や
、「
起
請
文
前
書
之
事
」（
山
口
流
兵
法
御
相
伝

54

に
つ
き
）﹇　

﹈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
利
久
は
、
こ
の
「
山
口
流
兵
法
極
意
之
目

35

録
」
を
村
上
孫
四
郎
に
授
け
て
い
る
こ
と
や
、「
起
請
文
前
書
」
で
誓
文
を
受
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
山
口
流
兵
法
の
相
伝
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
没
し
た
三
代
目
甚
左
衛
門
利
久
の
跡
目
知
行
を
継

い
だ
の
は
惣
領
の
甚
左
衛
門
利
忠
で
、
寄
合
組
か
ら
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
七

月
に
江
戸
常
詰
と
な
り
、
の
ち
十
人
組
頭
を
勤
め
た
。

　

ま
た
利
久
の
次
男
、
伝
兵
衛
利
直
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
に
分
家
と

し
て
召
出
と
な
り
、
切
米
二
十
石
を
与
え
ら
れ
十
人
組
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い

る
。

　

本
家
を
継
い
だ
四
代
目
甚
左
衛
門
利
忠
の
跡
は
五
代
目
甚
左
衛
門
利
久
、
六
代

目
庄
右
衛
門
利
政
と
続
く
が
、
七
代
目
の
元
右
衛
門
の
代
で
立
退
き
と
な
り
断
絶

早
川
家
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し
て
し
ま
う
。
一
方
、
分
家
で
あ
る
伝
兵
衛
家
は
初
代
利
直
、
二
代
目
利
倫
、
三

代
目
意
成
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
四
代
目
道
誠
か
ら
は
断
絶
と
な
っ
た
本
家
の
甚
左

衛
門
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
五
代
目
利
記
の
あ
と
六
代
目
と
な
る
左
源
吾
利
貴

へ
と
継
承
さ
れ
る
。

　
『
早
川
家
文
書
』
で
は
、
本
家
二
代
目
の
甚
左
衛
門
利
久
の
関
係
資
料
が
残
さ
れ

た
時
期
で
あ
る
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
以
降
は
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
十

一
月
の
「
旄
再
拝
之
巻
」﹇　

﹈
と
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
「
後
普
光
院
殿
百

40

首
和
歌
」﹇　

﹈
の
二
点
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
、
資
料
の
大
半
は
文
化
、
文
政
期

20

以
降
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
分
家
の
四
代
目
甚
左
衛
門
道
誠
、
五

代
目
利
記
の
時
期
に
相
当
し
て
い
る
。
道
誠
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
二
月
に

切
米
二
十
五
石
で
跡
目
を
継
ぎ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
正
月
に
八
十
一
歳
で

没
す
る
ま
で
書
院
番
や
留
守
居
物
頭
格
奥
詰
な
ど
を
勤
め
た
。
道
誠
の
時
期
と
み

ら
れ
る
資
料
に
「
藍
田
集
」（
句
集
）
が
あ
る
。

　

系
譜
に
よ
る
と
道
誠
の
跡
を
継
い
だ
の
は
寒
川
家
か
ら
の
養
子
で
甚
左
衛
門
利

記
で
あ
る
。
利
記
は
当
初
「
喬
房
」
と
名
乗
っ
て
い
た
ら
し
く
、
利
記
の
実
家
に

あ
た
る
寒
川
家
の
「
系
譜
」
に
も
「
早
川
甚
左
衛
門
道
誠
養
子　

早
川
左
馬
之
丞

喬
房
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
中
の
に
も
「
喬
房
」
の
諱
で
作
成
さ
れ

た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

利
記
は
文
政
九
年
四
月
に
養
父
甚
左
衛
門
道
誠
の
跡
目
切
米
三
十
石
を
継
ぎ
、

大
御
番
の
勤
め
と
な
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
評
定
所
に
て
勘
定
奉
行
指
図
請
、
同

月
海
士
御
代
官
見
習
と
な
る
が
翌
十
二
年
二
月
、
海
士
代
官
見
習
か
ら
口
熊
野
代

官
見
習
と
な
り
翌
十
三
年
三
月
二
十
三
日
に
和
歌
山
へ
引
取
り
る
。「
口
熊
野

在
々
此
度
巡
見
模
様
取
計
之
趣
に
つ
き
御
達
し
書
控
」﹇　

﹈
は
こ
の
と
き
巡
見
し

34

た
の
口
熊
野
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
早
川
家
文
書
』
に
は
、
早
川
家
の
各
当
主
や
家
人
が
発
給
あ
る
い
は
宛
て
先
と

な
っ
た
資
料
は
少
な
く
、「
諸
願
御
礼
之
品
控
」
や
「
宝
鑑
」、「
忌
服
令
」
の
よ
う

な
写
本
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
武
家
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
く

上
で
必
要
不
可
欠
な
規
範
と
な
る
も
の
で
、
当
時
の
武
家
の
作
法
や
規
律
な
ど
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

　
��

�
�
�
�
�
�
	



　

資
料
群
を
内
容
に
従
っ
て
十
六
の
項
目
に
分
類
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
��

	



　

役
替
・
格
式
・
加
増
・
足
米
・
隠
居
・
家
督
・
養
子
・
屋
敷
拝
領
等
々
の
緒
願

の
書
式
や
、
願
い
が
聞
き
届
け
れ
ら
れ
た
際
の
年
寄
衆
・
側
用
人
等
へ
の
礼
の
要
・

不
要
な
ど
を
記
し
た
「
諸
願
御
礼
之
品
控
」、
あ
る
い
は
弔
事
に
際
し
て
喪
に
服
す

期
間
な
ど
を
記
載
し
た
「
服
忌
令
」
な
ど
、
家
臣
と
し
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
規
範
を
記
し
た
も
の
な
ど
を
納
め
た
。

�

�
�
�
��

�
�

　
「
慶
事
知
ら
せ
ケ
所
」
に
は
慶
事
の
際
に
知
ら
せ
る
べ
き
家
や
人
物
、
及
び
芸
術

出
精
に
つ
き
稽
古
料
を
下
賜
さ
れ
た
と
き
の
切
符
の
書
式
が
書
付
け
ら
れ
て
い

る
。

�

�
�
�
��

�
�

　

起
請
文
、
兵
法
書
等
を
集
め
た
。
寛
永
〜
延
宝
期
は
本
家
三
代
目
甚
左
衛
門
利

久
、
享
保
期
は
本
家
六
代
目
庄
左
衛
門
利
政
、
安
政
期
は
分
家
五
代
目
甚
左
衛
門

利
記
惣
領
八
輔
の
関
係
資
料
。

�

�
�
�
�
�
��

�
�

　

小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
・
同
右
近
太
夫
貞
慶
・
小
池
甚
之
丞
貞
成
な
ど
の
故
実

早
川
家
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礼
法
関
係
資
料
を
集
め
た
。

�

�
�
�
��

�
�

　

分
家
五
代
目
の
利
記
が
紀
州
藩
へ
勤
め
た
時
の
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

利
記
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
三
月
四
日
、
熊
野
代
官
見
習
を
勤
め
る
た
め

口
熊
野
へ
出
立
し
た
。
和
歌
山
へ
戻
っ
た
後
、
山
中
筋
・
海
辺
等
を
巡
見
し
た
と

き
の
報
告
書
の
控
﹇　

﹈
に
は
、
在
中
の
様
子
や
麦
作
の
出
来
栄
え
・
山
方
材
木

34

値
段
の
下
落
・
池
川
道
橋
の
破
損
箇
所
の
普
請
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
宝
鑑
」﹇　

﹈
に
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
六
月
に
宿
直
の
寸
暇
を

31

以
て
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
利
記
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
七

月
か
ら
十
代
藩
主
治
宝
の
小
納
戸
を
勤
め
た
。

�

�
�
�
�
�
�
��

�
	

　

早
川
家
所
有
の
槍
、
刀
剣
類
の
数
量
・
寸
法
、
お
よ
び
茶
道
具
類
の
品
数
を
書

き
あ
げ
た
覚
書
。
刀
剣
類
、
茶
道
具
と
も
武
家
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
品
々
で

あ
る
。

�

�
�
�
��

�
�

　
「
和
哥
山
絵
図
」
を
納
め
た
。
青
（
川
・
堀
・
池
な
ど
の
水
系
）・
緑
（
田
畑
・

山
林
）・
灰
（
石
垣
）・
黄
（
道
筋
）・
薄
黄
（
町
人
地
）・
桃
（
寺
社
）・
赤
（
藩
の

蔵
や
人
足
部
屋
及
び
役
所
）
白
（
武
家
地
）
に
色
分
け
さ
れ
、
城
門
や
松
の
木
々

が
描
か
れ
て
い
る
。
武
家
地
に
は
そ
れ
そ
れ
拝
領
者
の
武
士
の
姓
名
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
町
人
地
に
は
通
り
の
名
称
の
み
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
武
家
地

で
上
地
や
相
対
替
な
ど
に
よ
り
拝
領
者
が
変
更
に
な
っ
た
箇
所
に
は
、
付
箋
に
よ

り
訂
正
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

�

�
�
�
��

�
�

　

口
熊
野
周
参
見
浦
久
五
郎
忰
で
摂
津
兵
庫
中
村
屋
伊
兵
衛
の
所
へ
奉
公
に
出
て

い
た
善
助
が
、
同
人
所
持
の
船
、
千
石
積
栄
寿
丸
の
沖
船
頭
と
な
り
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
八
月
に
酒
・
砂
糖
等
諸
品
を
積
み
入
れ
奥
州
南
部
へ
廻
船
の
途
中
、

十
月
十
二
日
常
州
い
ぬ
ほ
ろ
沖
で
難
船
し
、
乗
組
員
十
三
人
と
と
も
に
漂
流
、
同

十
三
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
に
上
陸
、
そ
の
後
所
々
遍
歴

し
、
同
年
十
一
月
出
航
、
清
国
を
経
由
し
て
長
崎
に
帰
国
、
弘
化
二
年
（
一
六
〇

五
）
正
月
二
十
三
日
に
若
山
へ
帰
着
す
る
ま
で
の
見
聞
録
。

　

ま
た
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
月
に
ア
メ
リ
カ
使
節
が
登
城
し
た
際
の
記

録
が
あ
る
。

�

�
�
�
�
�
�
��

	



　
「
厭
飫
太
平
楽
記
」・「
護
国
女
太
平
記
」
と
も
全
て
写
本
。

�

�
�
�
�
�
�
��

	



　

句
集
を
あ
つ
め
た
。

�

�
�
�
�
��

�
�

　

学
習
館
応
試
の
心
得
、
及
び
算
術
の
問
題
集
で
あ
る
。

�

�
�
�
�
�
�
��

	



　

漢
詩
や
書
の
手
習
、
徳
川
秀
忠
公
直
筆
「
春
の
日
之
和
歌
」
の
鑑
定
書
な
ど
を

集
め
た
。

�

�
�
�
�
�
�
��

�
	

　

祖
父
母
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
た
金
銭
の
包
紙
が
残
さ
れ
て
い
た
。

�

�
�
�
�
��

�
�

　

私
信
を
集
め
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�

　

早
川
家
に
関
す
る
系
譜
が
中
心
で
あ
る
。

早
川
家
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�

�
�
�
��

�
�

　

断
簡
な
ど
を
入
れ
た
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』

　
　

・
早
川
甚
左
衛
門
家　

資
料
番
号　

一
一
三
六
〇

　
　

・
寒
川
一
八
家　
　
　

資
料
番
号　

七
六
一
三

『
収
蔵
資
料
目
録
四
』「
和
歌
山
県
立
図
書
館
移
管
資
料
目
録
」

　
　

・
忌
服
令　

資
料
番
号　

丙－
キ－

１

『
南
紀
徳
川
史
』
二
冊
、
八
冊　

清
文
堂
復
刻
版

付
記

　

本
目
録
は
前
担
当
者
鎌
田
和
栄
氏
が
作
成
し
た
も
の
を
元
に
加
筆
修
正
し

て
編
成
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。

解
題
・
目
録　
　

松
島
由
佳

早
川
家





－85－

�
�
�
�
�
�
��

	



��

�
�
�
�
�

資料番号７7－17－27－37－47－5
7－6
－1

7－6
－2

３3－1６３

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

諸
願
御
礼
之
品
控

〔
離
縁
状
雛
形
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り

〔
恒
之
丞
様
、
斎
彊
卿
与
御
名
乗
候
ニ
付
覚
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り
、
天
保
４
年　

月　

日
拝
受

１２

１５

〔
離
縁
状
雛
形
及
支
配
へ
差
出
し
方
ニ
付
書
付
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り

〔
末
期
養
子
願
雛
形
〕  　
　
　
　

＊
本
文
５－

６
丁
に
挟
込
、
端
裏
「
末
期
之
願
」

〔
寒
川
健
輔
末
期
養
子
之
儀
ニ
付
雛
形
〕  　
　
　
　

＊
本
文
５－
６
丁
に
挟
込

就
切
支
丹
宗
門
御
改
一
札
之
事

　

＊
７－

６－

１
と
２
は
共
に
包
紙
入
り
、
本
文
最
終
丁
に
包
紙
ご
と
紙
縒
り
で
結
付
、

　
　

包
紙
裏
に
「
親
類
書
控　

願
書　

家
督
申
候
御
礼
之
控　

早
川
伝
兵
衛
」
と
あ
り

就
切
支
丹
宗
門
御
改
一
札
之
事
（
早
川
甚
右
衛
門
代
々
禅
宗
ニ
而
当
寺
旦

那
ニ
付
）

服
忌
令  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

〔
安
永
二
巳
十
二
月
勤
振
問
合
ニ
付
〕  
＊
本
文
第
十
六
丁
〜
十
七
丁
の
間
に
挟
込

〔
御
召
服
〕  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
破
損
、
六
丁
あ
り
、
表
紙
以
外
は
順
序
不
明

年　

月　

日

文
政　

年
子
８
月（
認

１１

之
）

天
保
９
年
戌
３
月

天
保
９
年
戌
３
月

天
保　

辰
年　

月

１５

１１

（
近
世
）

作　
　

成　
　

者

早
川
甚
左
衛
門
（
書
判
）

珊
瑚
寺

早
川
氏

宛　
　
　
　
　

名

桑
山
彦
左
衛
門

上
野
勘
解
由

上
野
勘
解
由

桑
山
彦
左
衛
門

形 態竪 帳一 紙一 紙一 紙一 紙一 紙一 紙一 紙竪 帳一 紙堅 帳

早
川
家　
　

分
類
（
一　

例
規
・
書
式
）
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早
川
家　
　

分
類
（
一　

例
規
・
書
式
／
二　

儀
礼
／
三　

武
芸
／
四　

有
職
故
実
）

��

�
�

２４２６

��

�
�

５４３５４１３７４２３６１０

��

�
�
�
�

６１３９

由
（
比
）・
白
（
井
）・
真
（
田
）
雑
用
控
覚
（
贈
答
品
代
金
書
付
）

慶
事
知
ら
せ
ケ
所
（
知
ら
せ
人
名
并
文
例
）

山
口
流
兵
法
極
意
之
目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
金
銀
模
様
紙

起
請
文
前
書
之
事
（
山
口
流
兵
法
御
相
伝
に
つ
き
）  　
　
　

＊
写
し
、
又
は
控

〔
起
請
文
連
署
（
入
門
者
か
）〕

＊
前
欠
、　

名
分
の
署
名
年
月
日
・
氏
名
・
花
押

７２

兵
法
序  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
金
模
様
紙

旄
再
拝
之
巻
（
再
拝
作
法
等
に
つ
き
秘
伝
書
）  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

誓
紙
之
事
（
射
芸
・
砲
術
其
他
武
道
之
奥
秘
等
相
伝
ニ
付
）

〔
荒
川
・
安
良
見
村
并
近
在
地
士
子
弟
入
門
者
書
上
〕

  　
　

＊
表
紙
な
し
、安
楽
見
村　

喜
多（
北
）淳
介
、荒
川
の
津
田
家
、奥
家
等
の
入
門
記
録
あ
り

〔
御
輿
入
行
列
仕
立
書
立
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
大
夫
貞
慶
）

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
三
つ
に
分
離
し
て
い
る
、
写
し
カ

〔
天
地
陰
陽
之
弓
ニ
付
故
実
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞

慶
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
彩
色
あ
り

嘉
永
７
甲
寅
年
６
月

よ
り

（
近
世
）

寛
永
暦
８
月
吉
日

万
治
２
年
亥
ノ
２
月

　

日
２４寛

文
４
暦
辰
６
月
吉
日

（
〜
延
宝
２
寅
年
５
月　

日
迄
）

２６

延
宝
３
年
歳
舎
乙
卯

重
陽
後
一
日

享
保
８
癸
卯
年　

月
日

１１

安
政
５
戊
午
年
６
月

吉
日

（
安
政
４
巳
年
３
月
７
日
入
門

〜
安
政
６
未
年
２
月
６
日
入
門
迄
）

寛
永　

年
神
無
月
中
旬

１３

寛
永　

暦
林
鐘
吉
日

１３

藤
原
朝
臣
山
口
右
馬
佐

早
川
甚
左
衛
門
利
久
（
朱
印
）（
花
）

三
浦
弥
介
糟
栄
（
花
）

長
野
助
太
夫
正
方
（
花
）

他　

名
２０

橋
本
与
次
之
丞
重
長
（
花
）

他　

名
７１

早
川
甚
左
衛
門
尉
利
久（
朱
印
）

（
花
）

平
埜
縫
之
助
篤
澄
（
血
判
）

上
田
彦
右
衛
門
秀
親
（
血
判
）

松
山
庄
太
夫
俊
茂
（
血
判
）

玄
策

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
林
亦
右
衛
門
丞
只
利

玄
策

村
上
孫
四
郎

早
川
甚
左
衛
門

早
川
甚
左
衛
門
尉

早
川
八
輔

横半帳横半帳巻 紙状巻 紙巻 紙巻 紙状竪 帳巻 紙巻 紙



－87－

早
川
家　
　

分
類
（
四　

有
職
故
実
／
五　

勤
役
／
六　

武
具
・
道
具
）

３８４０

��

�
�

３４３１８２２３３２１２３

��

�
�
�
�
�

４２７

〔
高
野
攻
首
実
検
作
法
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞
慶
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠

〔
天
地
陰
陽
之
弓
ニ
付
故
実
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞

慶
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
虫
損
・
変
色
あ
り

〔
口
熊
野
在
々
此
度
順
見
模
様
取
計
之
趣
に
つ
き
御
達
し
書
控
〕

  　
　

＊
虫
損
あ
り
。早
川
伝
兵
衛（
＝
甚
右
衛
門
）は
文
政
十
二
年
三
月
七
日
よ
り
口
熊
野
代
官
助
を
勤
め
る
。

宝
鑑

  　

＊
写
本
、後
表
紙
に「
于
時
天
保
十
三
寅
年
六
月
宿
直
寸
暇
を
以
御
書
物
写
シ
畢（
後
略
）」と
あ
り

将
軍
家
御
代
々
（
将
軍
第
一
代
家
康
公
〜
第
十
二
代
家
慶
公
ま
で
）  
＊
写
本

御
金
銀
頂
戴
覚
控
（
早
川
甚
右
衛
門
お
よ
び
惣
領
八
助
稽
古
料
・
褒
美
等

ニ
付
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
６
�
×　

�
１４

〔
天
文
分
野
之
図
、
一
位
様
江

献
上
ニ
付
書
状
〕

麟
徳
言
行
録　

亢　
  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

御
忌
日
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
８
�
×　

�
１７

所
持
之
大
小
小
柄
�
并
持
鎗
寸
法
書

水
屋
并
同
所
北
小
押
入
ニ
出
し
置
候
茶
道
具
品
数
覚

寛
文
元
年　

月
吉
日

１１

寛
文
元
年　

月
吉
日

１１

文
政　

寅
３
月　

日

１３

２８

天
保　

年
寅
年
６
月

１３

弘
化
３
丙
午
年
閏
５

月
中
旬
写
之

（
天
保　

辰
年
８
月　

日

１５

１６

〜
安
政
６
未
年
２
月　

日
迄
）

１６

 　
　
　
　

７
月　

日
２７

（
近
世
）

（
近
世
）

嘉
永
７
甲
寅
年
３
月

改（
近
世
）

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
水
野
意
休
斎
重
次

水
野
市
郎
兵
衛
重
時
（
朱
印
）（
花
）

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
水
野
意
休
斎
重
次

水
野
市
郎
兵
衛
重
時
（
朱
印
）（
花
）

早
川
伝
兵
衛
喬
房
（
花
）

早
川
姓

早
川
姓

葉
屋
加
輪
宇
志

翠
松
舎
以
友
所
持
之

凌
雲
院
大
僧
正
義
厳
（
花
）

早
川
利
記
相
調

津
田
左
□
衛

津
田
左
兵
衛

立
石
喜
太
夫

松
平
六
郎
右
衛
門

渥
美
源
五
郎

稲
葉
弥
左
衛
門

巻 紙巻 紙状横 帳竪 帳横小帳状竪 帳横小帳竪 帳横半帳
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早
川
家　
　

分
類
（
七　

地
誌
／
八　

記
録
／
九　

文
学
・
戦
記
）

��

�
�

４５

��

�
�

１１５６

��

�
�
�
�
�

１７１８１２１３１４１５１６

和
哥
山
絵
図
（
城
下
絵
図
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
彩
色　
　

�
×　

�

１０１

１４５

〔
大
塩
平
八
郎
乱
一
件
書
付
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
丁
の
み

紀
州
口
熊
野
周
参
見
浦
善
助
逢
難
風
ニ
ア
メ
リ
カ
国
江

致
漂
着
彼
地
よ
り

肥
州
長
崎
江

送
り
貰
ヒ
致
帰
国
候
始
終
記  　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

亜
墨
利
加
使
節
登
城
御
目
見
次
第
書  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

護
国
女
太
平
記　

巻
の
六
・
七
・
八
・
九
・
十  
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

護
国
女
太
平
記　

巻
之
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五  
　
　

＊
写
本

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
・
十
一
・
十
二  
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
三
・
十
四
・
十
五  
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四  
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七  
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十  
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

（
寛
政
頃
カ
）

（
天
保
８
年
酉
２
月
の

こ
と
）

弘
化
２
年
巳
正
月
下
旬

安
政
４
丁
巳
年　

月
１０

弘
化
３
丙
午
年
弥
生

下
旬

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

早
川
氏

高
瀬
駒
輔
写
之

早
川
氏

一 舗竪 折竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳
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５７

��

�
�
�
�
�

２０５８５９１９

�
��

�
�

９２５

�
��

�
�
�
�
�

６２６０４３４８

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
九
・
廿
・
廿
一  
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

後
普
光
園
院
殿
百
首
和
歌  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り
、
題
箋
欠

藍
田
集
（
句
集
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

丙
寅
藍
田
集
（
句
集
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り
、
綴
破
損
、
序
文
に
「
俳
諧
奉
行
」
と
あ
り

す
ゝ
の
や
う
た
合　

四

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
和
綴
本
、
綴
破
損
、
虫
損
あ
り
、
水
色
表
紙
あ
り

辨
書
控
（
学
習
館
応
試
而
書
之
）

当
用
雑
算
輯  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
朱
あ
り
、
算
術
問
題
集

〔
徳
川
秀
忠
公
短
冊
（
春
の
日
之
和
歌
）
正
筆
ニ
付
書
簡
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
社
用
便
箋
、
封
筒
共

〔
短
冊
、
台
徳
院
様
御
真
跡
と
相
見
え
申
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
部
分
に
破
れ
あ
り

唐
の
頭
と
言
説
書

〔
近
世
貨
幣
価
格
書
上
一
覧
〕  　
　
　
　
　
　

＊
縦
罫
紙
、
前
半
穴
あ
き
あ
り

（
近
世
）

元
文
４
年
未　

月
書

１０

写
之

（
序
文
）文
化
２
年
丑

　

月
１０（

序
文
）文
化
３
年
寅　
１０

月文
化
３
年
寅　

月　

日

１１

１６

（
近
世
）

大
正
８
年
８
月
２
日

 　
　
　
　
　

月
７
日

１１

（
近
世
）

（
近
世
）

塊
老
師
批
点
、
門
人
某
等
編

書
林
皇
都
野
田
次
兵
衛
板

弘
所
紀
州
若
山
朝
井
や
庄
助

塊
老
師
批
点
、
門
人
某
等
編

書
林
皇
都
野
田
次
兵
衛
板

弘
所
紀
州
若
山
井
原
町
万
屋
作
兵
衛

山
田
惟
馨　

十
九
歳

翠
松
舎
蔵
主

東
京
市
麻
布
区
箪
笥
町
廿
七
番
地

書
画
骨
董
雑
誌
社
（
印
）

久
保
吉
右
衛
門
正
允
（
花
）

静
岡
県
小
山
町
落
合

早
川
森
之
助

□
□
（
切
り
取
り
）

竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳横半帳状状状状

早
川
家　
　

分
類
（
九　

文
学
・
戦
記
／
十　

文
学
・
詩
歌
／
十
一　

教
育
／
十
二　

趣
味
・
教
養
）
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早
川
家　
　

分
類
（
十
二　

趣
味
・
教
養
／
十
三　

金
銭
贈
与
／
十
四　

書
簡
／
十
五　

家
系
・
由
緒
書
）

４４５２５３

�
��

�
�
�
�

４７５０４９

�
��

�
�

３２５５

�
��

�
�
�
�
�
	

３０２９１

中
秋
掌
月
（
漢
詩
）

〔
手
習
い
手
本
断
簡
〕

〔
漢
学
用
語
解
〕

〔
小
判
二
枚
譲
り
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
虫
損
あ
り
、
端
裏
「
大
切
ニ
い
た
し
置
候
様　

小
判　

二
枚
」

〔
小
判
封
紙
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
欠
損
あ
り

〔
金
封
断
簡
〕

嘉
永
四
辛
亥
年
二
月
京
都
江

罷
越
彼
地
ニ
逗
留
中
宅
充
江

差
越
候
書
翰
（
出

立
日
か
ら
道
中
の
記
録
）

早
川
昇
君
渡
米
ニ
際
し
左
之
件
篤
と
御
忠
告
す

諸
事
留
控
（
寒
川
庄
蔵
こ
と
早
川
甚
右
衛
門
利
記
経
歴
ニ
付
）  

＊
破
れ
あ
り

御
年
譜
（
紀
州
家
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
綴
紐
破
損
、
後
半
欠
カ

系
譜

安
政
７
年
申
正
月

（
近
世
）

（
嘉
永
４
辛
亥
年
）２
月

　

日
早
朝

１９明
治　

年
６
月
９
日

３５

寛
政
年
中
よ
り（
寛
政

８
年
９
月
９
日
〜
文
久

３
年
５
月
９
日
ま
で
）

文
政
３
辰
歳
初
秋
日

改
之

明
治
元
年　

月
１１

早
川
甚
右
衛
門
利
記
相
認
置

ぢ
い
、
ば
ゞ

小
堀
左
治
馬
喬
知

岸
敬
二
郎

早
川
姓

虎
之
間
席
並
早
川
左
源
吾

お
て
ゐ

お
け
い

早
川
伝
兵
衛
様
御
近
習
衆
中

（
早
川
昇
）

状断 簡状状断 簡断 簡状状横 帳横 帳竪 帳
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２４６５１２８

�
��

�

６４

系
譜

〔
家
譜
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
丁
の
み

〔
家
譜
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
二
丁
重
ね
折
り

江
都　

金
工
名
譜　

全  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
小
型

（
断
簡
）

明
治
元
年　

月
１１

（
近
世
）

（
近
世
）

虎
之
間
席
並
早
川
左
源
吾

（
原
本
）
野
田
敬
明
編
輯

竪 帳断 簡断 簡竪 帳断 簡

早
川
家　
　

分
類
（
十
五　

家
系
・
由
緒
書
／
十
六　

雑
）





早

川

家

文

書

目

録

　
編

年
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�
�
�
�
�
�
��

	



資料番号５４６１３９３５３８４０４１３７４２２０４５５８

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

山
口
流
兵
法
極
意
之
目
録  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
金
銀
模
様
紙

〔
御
輿
入
行
列
仕
立
書
立
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
大
夫
貞
慶
）

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
三
つ
に
分
離
し
て
い
る
、
写
し
カ

〔
天
地
陰
陽
之
弓
ニ
付
故
実
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞

慶
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
彩
色
あ
り

起
請
文
前
書
之
事
（
山
口
流
兵
法
御
相
伝
に
つ
き
）  　
　
　

＊
写
し
、
又
は
控

〔
高
野
攻
首
実
検
作
法
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞
慶
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠

〔
天
地
陰
陽
之
弓
ニ
付
故
実
〕（
小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
、
同
右
近
太
夫
貞

慶
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠
、
虫
損
・
変
色
あ
り

〔
起
請
文
連
署
（
入
門
者
か
）〕

＊
前
欠
、　

名
分
の
署
名
年
月
日
・
氏
名
・
花
押

７２

兵
法
序  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
金
模
様
紙

旄
再
拝
之
巻
（
再
拝
作
法
等
に
つ
き
秘
伝
書
）  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

後
普
光
園
院
殿
百
首
和
歌  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り
、
題
箋
欠

和
哥
山
絵
図
（
城
下
絵
図
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
彩
色　
　

�
×　

�

１０１

１４５

藍
田
集
（
句
集
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

年　

月　

日

寛
永
暦
８
月
吉
日

寛
永　

年
神
無
月
中
旬

１３

寛
永　

暦
林
鐘
吉
日

１３

万
治
２
年
亥
ノ
２
月

　

日
２４寛

文
元
年　

月
吉
日

１１

寛
文
元
年　

月
吉
日

１１

寛
文
４
暦
辰
６
月
吉
日

（
〜
延
宝
２
寅
年
５
月　

日
迄
）

２６

延
宝
３
年
歳
舎
乙
卯

重
陽
後
一
日

享
保
８
癸
卯
年　

月
日

１１

元
文
４
年
未　

月
書

１０

写
之

（
寛
政
頃
カ
）

（
序
文
）文
化
２
年
丑

　

月
１０

作　
　

成　
　

者

藤
原
朝
臣
山
口
右
馬
佐

早
川
甚
左
衛
門
利
久
（
朱
印
）（
花
）

玄
策

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
林
亦
右
衛
門
丞
只
利

玄
策

三
浦
弥
介
糟
栄
（
花
）

長
野
助
太
夫
正
方
（
花
）

他　

名
２０

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
水
野
意
休
斎
重
次

水
野
市
郎
兵
衛
重
時
（
朱
印
）（
花
）

小
池
甚
之
丞
貞
成
、
水
野
意
休
斎
重
次

水
野
市
郎
兵
衛
重
時
（
朱
印
）（
花
）

橋
本
与
次
之
丞
重
長
（
花
）

他　

名
７１

早
川
甚
左
衛
門
尉
利
久（
朱
印
）

（
花
）

塊
老
師
批
点
、
門
人
某
等
編

書
林
皇
都
野
田
次
兵
衛
板

弘
所
紀
州
若
山
朝
井
や
庄
助

宛　
　
　
　
　

名

村
上
孫
四
郎

早
川
甚
左
衛
門

津
田
左
□
衛

津
田
左
兵
衛

早
川
甚
左
衛
門
尉

形 態巻 紙巻 紙巻 紙状巻 紙巻 紙巻 紙巻 紙巻 紙竪 帳一 舗竪 帳

早
川
家　
　

編
年
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早
川
家　
　

編
年

５９９７7－17－27－37－47－5３４
7－6
－1

7－6
－2

１１３１３

丙
寅
藍
田
集
（
句
集
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り
、
綴
破
損
、
序
文
に
「
俳
諧
奉
行
」
と
あ
り

辨
書
控
（
学
習
館
応
試
而
書
之
）

諸
願
御
礼
之
品
控

〔
離
縁
状
雛
形
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り

〔
恒
之
丞
様
、
斎
彊
卿
与
御
名
乗
候
ニ
付
覚
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り
、
天
保
４
年　

月　

日
拝
受

１２

１５

〔
離
縁
状
雛
形
及
支
配
へ
差
出
し
方
ニ
付
書
付
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
文
一
丁
目
の
丁
の
中
に
あ
り

〔
末
期
養
子
願
雛
形
〕  　
　
　
　

＊
本
文
５－
６
丁
に
挟
込
、
端
裏
「
末
期
之
願
」

〔
寒
川
健
輔
末
期
養
子
之
儀
ニ
付
雛
形
〕  　
　
　
　

＊
本
文
５－

６
丁
に
挟
込

〔
口
熊
野
在
々
此
度
順
見
模
様
取
計
之
趣
に
つ
き
御
達
し
書
控
〕

  　
　

＊
虫
損
あ
り
。早
川
伝
兵
衛（
＝
甚
右
衛
門
）は
文
政
十
二
年
三
月
七
日
よ
り
口
熊
野
代
官
助
を
勤
め
る
。

就
切
支
丹
宗
門
御
改
一
札
之
事

　

＊
７－

６－

１
と
２
は
共
に
包
紙
入
り
、
本
文
最
終
丁
に
包
紙
ご
と
紙
縒
り
で
結
付
、

　
　

包
紙
裏
に
「
親
類
書
控　

願
書　

家
督
申
候
御
礼
之
控　

早
川
伝
兵
衛
」
と
あ
り

就
切
支
丹
宗
門
御
改
一
札
之
事
（
早
川
甚
右
衛
門
代
々
禅
宗
ニ
而
当
寺
旦

那
ニ
付
）

〔
大
塩
平
八
郎
乱
一
件
書
付
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
丁
の
み

宝
鑑

  　

＊
写
本
、後
表
紙
に「
于
時
天
保
十
三
寅
年
六
月
宿
直
寸
暇
を
以
御
書
物
写
シ
畢（
後
略
）」と
あ
り

服
忌
令  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

（
序
文
）文
化
３
年
寅　
１０

月文
化
３
年
寅　

月　

日

１１

１６

文
政　

年
子
８
月（
認

１１

之
）

文
政　

寅
３
月　

日

１３

２８

天
保
９
年
戌
３
月

天
保
９
年
戌
３
月

（
天
保
８
年
酉
２
月
の

こ
と
）

天
保　

年
寅
年
６
月

１３

天
保　

辰
年　

月

１５

１１

塊
老
師
批
点
、
門
人
某
等
編

書
林
皇
都
野
田
次
兵
衛
板

弘
所
紀
州
若
山
井
原
町
万
屋
作
兵
衛

山
田
惟
馨　

十
九
歳

早
川
伝
兵
衛
喬
房
（
花
）

早
川
甚
左
衛
門
（
書
判
）

珊
瑚
寺

早
川
姓

早
川
氏

立
石
喜
太
夫

松
平
六
郎
右
衛
門

桑
山
彦
左
衛
門

上
野
勘
解
由

上
野
勘
解
由

桑
山
彦
左
衛
門

竪 帳竪 帳竪 帳一 紙一 紙一 紙一 紙一 紙状一 紙一 紙竪 折横 帳竪 帳
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早
川
家　
　

編
年

3－1５８１７１８３２４２４６３６１０２２４７３０

〔
安
永
二
巳
十
二
月
勤
振
問
合
ニ
付
〕  
＊
本
文
第
十
六
丁
〜
十
七
丁
の
間
に
挟
込

紀
州
口
熊
野
周
参
見
浦
善
助
逢
難
風
ニ
ア
メ
リ
カ
国
江

致
漂
着
彼
地
よ
り

肥
州
長
崎
江

送
り
貰
ヒ
致
帰
国
候
始
終
記  　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

将
軍
家
御
代
々
（
将
軍
第
一
代
家
康
公
〜
第
十
二
代
家
慶
公
ま
で
）  
＊
写
本

護
国
女
太
平
記　

巻
の
六
・
七
・
八
・
九
・
十  
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

護
国
女
太
平
記　

巻
之
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五  
　
　

＊
写
本

嘉
永
四
辛
亥
年
二
月
京
都
江

罷
越
彼
地
ニ
逗
留
中
宅
充
江

差
越
候
書
翰
（
出

立
日
か
ら
道
中
の
記
録
）

所
持
之
大
小
小
柄
�
并
持
鎗
寸
法
書

由
（
比
）・
白
（
井
）・
真
（
田
）
雑
用
控
覚
（
贈
答
品
代
金
書
付
）

亜
墨
利
加
使
節
登
城
御
目
見
次
第
書  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

誓
紙
之
事
（
射
芸
・
砲
術
其
他
武
道
之
奥
秘
等
相
伝
ニ
付
）

〔
荒
川
・
安
良
見
村
并
近
在
地
士
子
弟
入
門
者
書
上
〕

  　
　

＊
表
紙
な
し
、安
楽
見
村　

喜
多（
北
）淳
介
、荒
川
の
津
田
家
、奥
家
等
の
入
門
記
録
あ
り

御
金
銀
頂
戴
覚
控
（
早
川
甚
右
衛
門
お
よ
び
惣
領
八
助
稽
古
料
・
褒
美
等

ニ
付
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
６
�
×　

�
１４

〔
小
判
二
枚
譲
り
状
〕

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
虫
損
あ
り
、
端
裏
「
大
切
ニ
い
た
し
置
候
様　

小
判　

二
枚
」

諸
事
留
控
（
寒
川
庄
蔵
こ
と
早
川
甚
右
衛
門
利
記
経
歴
ニ
付
）  

＊
破
れ
あ
り

弘
化
２
年
巳
正
月
下
旬

弘
化
３
丙
午
年
閏
５

月
中
旬
写
之

弘
化
３
丙
午
年
弥
生

下
旬

（
嘉
永
４
辛
亥
年
）２
月

　

日
早
朝

１９嘉
永
７
甲
寅
年
３
月

改嘉
永
７
甲
寅
年
６
月

よ
り

安
政
４
丁
巳
年　

月
１０

安
政
５
戊
午
年
６
月

吉
日

（
安
政
４
巳
年
３
月
７
日
入
門

〜
安
政
６
未
年
２
月
６
日
入
門
迄
）

（
天
保　

辰
年
８
月　

日

１５

１６

〜
安
政
６
未
年
２
月　

日
迄
）

１６

安
政
７
年
申
正
月

寛
政
年
中
よ
り（
寛
政

８
年
９
月
９
日
〜
文
久

３
年
５
月
９
日
ま
で
）

早
川
氏

早
川
姓

葉
屋
加
輪
宇
志

高
瀬
駒
輔
写
之

早
川
氏

小
堀
左
治
馬
喬
知

早
川
利
記
相
調

平
埜
縫
之
助
篤
澄
（
血
判
）

上
田
彦
右
衛
門
秀
親
（
血
判
）

松
山
庄
太
夫
俊
茂
（
血
判
）

翠
松
舎
以
友
所
持
之

早
川
甚
右
衛
門
利
記
相
認
置

早
川
伝
兵
衛
様
御
近
習
衆
中

早
川
八
輔

一 紙竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳状竪 帳横半帳竪 帳状竪 帳横小帳状横 帳
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早
川
家　
　

編
年

２９１２５５６２３３６０１２１３５７１４１５１６２１

御
年
譜
（
紀
州
家
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
綴
紐
破
損
、
後
半
欠
カ

系
譜

系
譜

早
川
昇
君
渡
米
ニ
際
し
左
之
件
篤
と
御
忠
告
す

〔
徳
川
秀
忠
公
短
冊
（
春
の
日
之
和
歌
）
正
筆
ニ
付
書
簡
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
社
用
便
箋
、
封
筒
共

〔
天
文
分
野
之
図
、
一
位
様
江

献
上
ニ
付
書
状
〕

〔
短
冊
、
台
徳
院
様
御
真
跡
と
相
見
え
申
候
ニ
付
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
部
分
に
破
れ
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
・
十
一
・
十
二  
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
三
・
十
四
・
十
五  
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
十
九
・
廿
・
廿
一  
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四  
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七  
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

厭
飫
太
平
楽
記　

巻
之
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十  
　
　

＊
写
本
、
虫
損
あ
り

麟
徳
言
行
録　

亢　
  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

文
政
３
辰
歳
初
秋
日

改
之

明
治
元
年　

月
１１

明
治
元
年　

月
１１

明
治　

年
６
月
９
日

３５

大
正
８
年
８
月
２
日

 　
　
　
　

７
月　

日
２７

 　
　
　
　
　

月
７
日

１１

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

早
川
姓

虎
之
間
席
並
早
川
左
源
吾

虎
之
間
席
並
早
川
左
源
吾

岸
敬
二
郎

東
京
市
麻
布
区
箪
笥
町
廿
七
番
地

書
画
骨
董
雑
誌
社
（
印
）

凌
雲
院
大
僧
正
義
厳
（
花
）

久
保
吉
右
衛
門
正
允
（
花
）

（
早
川
昇
）

静
岡
県
小
山
町
落
合

早
川
森
之
助

渥
美
源
五
郎

稲
葉
弥
左
衛
門

□
□
（
切
り
取
り
）

横 帳竪 帳竪 帳状状状状竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳
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早
川
家　
　

編
年

２３２５２６２７４３４６５０５１６３４８１９２８４４４９

御
忌
日
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
８
�
×　

�
１７

当
用
雑
算
輯  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
朱
あ
り
、
算
術
問
題
集

慶
事
知
ら
せ
ケ
所
（
知
ら
せ
人
名
并
文
例
）

水
屋
并
同
所
北
小
押
入
ニ
出
し
置
候
茶
道
具
品
数
覚

唐
の
頭
と
言
説
書

〔
家
譜
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
丁
の
み

〔
小
判
封
紙
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
欠
損
あ
り

〔
家
譜
断
簡
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
二
丁
重
ね
折
り

〔
御
召
服
〕  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
破
損
、
六
丁
あ
り
、
表
紙
以
外
は
順
序
不
明

〔
近
世
貨
幣
価
格
書
上
一
覧
〕  　
　
　
　
　
　

＊
縦
罫
紙
、
前
半
穴
あ
き
あ
り

す
ゝ
の
や
う
た
合　

四

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
和
綴
本
、
綴
破
損
、
虫
損
あ
り
、
水
色
表
紙
あ
り

江
都　

金
工
名
譜　

全  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本
、
小
型

中
秋
掌
月
（
漢
詩
）

〔
金
封
断
簡
〕

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

（
近
世
）

翠
松
舎
蔵
主

（
原
本
）
野
田
敬
明
編
輯

ぢ
い
、
ば
ゞ

お
て
ゐ

お
け
い

横小帳横半帳横半帳横半帳状断 簡断 簡断 簡堅 帳状竪 帳竪 帳状断 簡
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早
川
家　
　

編
年

５２５３６４

〔
手
習
い
手
本
断
簡
〕

〔
漢
学
用
語
解
〕

（
断
簡
）

断 簡状断 簡
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西
山
家
文
書
（「
西
山
与
七
郎
宛
知
行
目
録
」
一
点
）
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇

四
）
八
月
に
古
書
店
よ
り
和
歌
山
県
立
文
書
館
が
購
入
し
た
文
書
で
あ
る
。
購
入

時
、
こ
の
一
点
の
み
の
出
品
で
あ
っ
た
た
め
、
西
山
家
の
他
の
資
料
の
存
在
や
所

在
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

��

�
�
�
�
�
�
	



　

こ
の
知
行
目
録
に
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
十
二
月
付
で
西
山
与
七
郎

（
三
代
目
武
政
）
に
対
し
て
知
行
高
合
せ
て
二
百
石
を
所
務
す
べ
き
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
西
山
家
が
藩
へ
提
出
し
た
「
系
譜
」（『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書

上
げ
』
以
下
『
家
中
書
上
げ
』）
に
よ
る
と
、
元
祖
の
与
惣
兵
衛
・
二
代
目
の
与
七

郎
高
弘
に
対
し
て
は
「
切
米
」
が
下
し
置
か
れ
て
い
た
。
三
代
目
の
武
政
に
も
相

続
当
初
は
、
切
米
十
二
石
が
下
し
置
か
れ
て
い
た
が
、
武
政
は
そ
の
後
加
増
さ
れ

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
正
月
に
切
米
八
十
石
と
な
り
、
明
和
八
年
十
一
月
十

七
日
付
で
「
久
々
精
出
相
勤
候
付
」
と
し
て
、
御
使
役
並
か
ら
留
守
居
物
頭
を
仰

付
ら
れ
た
の
と
同
時
に
、
切
米
八
十
石
を
地
方
二
百
石
に
御
直
し
と
な
っ
た
。
知

行
目
録
が
発
給
さ
れ
た
の
も
明
和
八
年
で
、
知
行
高
も
二
百
石
と
系
譜
の
記
述
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
知
行
目
録
は
こ
の
と
き
発
給
さ
れ
た
知
行
目
録

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
発
給
の
時
期
が
半
月
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
加
増
・

新
知
な
ど
の
仰
出
が
あ
り
、
知
行
地
選
定
な
ど
の
実
務
手
続
に
入
り
、
決
定
後
に

本
人
へ
の
通
達
が
な
さ
れ
る
た
め
、
二
週
間
程
度
の
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
と
お
も

わ
れ
る
。

　

紀
州
藩
で
は
藩
政
期
を
通
じ
て
知
行
制
が
維
持
さ
れ
た
。
知
行
村
を
支
配
す
る

権
利
は
藩
が
握
っ
て
い
た
た
め
、
形
式
だ
け
の
知
行
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
と
き
の
与
七
郎
の
知
行
へ
の
直
し
も
、
実
際
の
支
配
権
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
行
取
と
な
る
こ
と
は
、
家
格
の
上
昇
を
意
味
す
る

こ
と
で
あ
り
、
上
級
家
臣
へ
の
仲
間
入
り
を
果
し
た
こ
と
に
な
る
。
西
山
家
で

も
、
こ
の
後
、
武
政
は
さ
ら
に
加
増
さ
れ
五
百
石
と
な
り
、
寛
政
九
年
（
一
七
九

七
）
三
月
二
十
九
日
に
跡
目
知
行
五
百
石
を
そ
の
ま
ま
四
代
目
の
西
山
与
七
郎
久

抽
に
譲
り
、
更
な
る
家
格
の
上
昇
へ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
十
代
紀
州
藩
主
治
宝

の
と
き
、
御
側
用
人
渥
美
源
五
郎
、
山
中
筑
後
守
、
寺
社
奉
行
伊
達
千
広
ら
と
と

も
に
熊
野
三
山
貸
付
方
に
関
係
し
、
知
行
高
一
千
石
を
誇
る
大
身
の
武
家
と
な
っ

て
い
く
。
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西
山
家
の
「
系
譜
」（「
文
書
目
録
」
の
後
に
参
考
と
し
て
掲
載
）
に
よ
れ
ば
、

同
家
の
先
祖
は
「
根
来
藤
之
坊
」
と
称
し
て
い
た
が
、
信
長
に
よ
る
根
来
焼
討
ち

の
際
に
離
散
し
そ
の
後
は
那
賀
郡
西
山
村
（
現
紀
の
川
市
）
に
居
住
し
て
い
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

紀
州
藩
へ
の
召
抱
え
は
二
代
目
藩
主
光
貞
の
時
代
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）

十
月
で
、
元
祖
に
当
る
西
山
与
惣
兵
衛
が
、
御
広
間
坊
主
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。

与
惣
兵
衛
は
西
山
小
兵
衛
の
養
子
で
、
実
家
は
御
側
衆
青
山
備
前
守
家
来
田
中
六

郎
兵
衛
家
で
彼
は
そ
の
弟
で
あ
っ
た
。

　

当
初
与
惣
兵
衛
は
光
貞
の
娘
、 
育 
姫
方
（
付
）
を
勤
め
た
が
、
享
保
七
年
（
一

の
り

七
二
二
）
十
二
月
に
還
俗
し
、
柳
御
殿
番
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
禄
高
は
わ
ず
か

西
山
家
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切
米
十
二
石
三
人
扶
持
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
知
行
目
録
の
発
給
者
は
豊
嶋
五
郎
左
衛
門
、
堀
田
藤
十
郎
の
連

名
と
な
っ
て
い
る
。
堀
田
藤
十
郎
に
つ
い
て
は
『
家
中
書
上
げ
』
の
中
に
系
譜
が

存
在
し
な
か
っ
た
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
豊
嶋
五
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
は
系
譜
が

残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
郎
左
衛
門
は
豊
嶋
家
の
分
家
の
二
代
目
に

当
る
朝
辰
で
、
明
和
八
年
四
月
三
日
に
勘
定
奉
行
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
目
録
は
切
米
か
ら
新
知
に
直
さ
れ
た
西
山
与
七
郎
に
対
し
て
豊
嶋
五

郎
左
衛
門
朝
辰
が
勘
定
奉
行
と
し
て
発
給
し
た
知
行
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

紀
州
藩
で
は
初
代
藩
主
頼
宣
入
国
の
翌
年
、
家
臣
に
対
し
知
行
状
が
発
給
さ
れ

た
。
水
野
平
右
衛
門
、
海
野
兵
左
衛
門
、
芦
川
甚
五
兵
衛
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
宛
て

ら
れ
た
知
行
目
録
に
よ
る
と
（
表　

参
照
）、
三
通
と
も
日
付
は
元
和
六
年
（
一
六

二
〇
）
八
月
廿
六
日
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
日
に
紀
州
藩
で
の
最
初
の
知

行
目
録
が
発
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
発
給
者
は
年
寄
で
あ
る
彦
坂

九
兵
衛
・
水
野
出
雲
守
・
安
藤
帯
刀
の
三
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
各
家
に
対
し

西
山
家

��

�
�
�
�
�
�

��

��

�

元
和
６
年
８
月　

日
２６

元
和
６
年
８
月　

日
２６

元
和
６
年
８
月　

日
２６

寛
永
元
年
７
月

寛
永
元
年
８
月

寛
永
８
年
３
月

寛
永
８
年
５
月　

日
１７

寛
永　

年
６
月

１０

寛
永　

年
霜
月

１０

��

��

�

彦
坂
九
兵
衛
・
水
野
出
雲
守
・
安
藤
帯

刀彦
坂
九
兵
衛
・
水
野
出
雲
守
・
安
藤
帯

刀彦
坂
九
兵
衛
尉
・
水
野
出
雲
守
・
安
藤

帯
刀

彦
坂
九
兵
衛
・
水
野
淡
路
・
安
藤
帯
刀

彦
坂
九
兵
衛
・
水
野
淡
路
・
安
藤
帯
刀

水
野
淡
路
・
安
藤
帯
刀

水
野
淡
路
・
安
藤
帯
刀

安
藤
彦
兵
衛
・
水
野
淡
路

安
藤
彦
兵
衛
・
水
野
淡
路

��

��

�

水
野
平
右
衛
門

海
野
兵
左
衛
門
（
良
次
）

芦
川
甚
五
兵
衛

三
浦
将
監

海
野
兵
左
衛
門
（
良
次
）

三
浦
将
監

海
野
兵
左
衛
門
（
良
次
）

海
野
兵
左
衛
門
（
良
次
）

芦
川
甚
五
兵
衛

�２
０
０
０
石

４
５
０
石

８
０
０
石

２
０
０
４
石

３
斗
５
升

２
０
０
石

１
０
０
０
０
石
余

５
０
０
石

但
午
ノ
物
成
�（
黒
丸
印
）

７
０
０
石

��
�
�

�

右
為
知
行
被
下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
進
候
、
以
上

右
為
知
行
被
下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
進
候
、
以
上

右
為
知
行
被
下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
遣
之
候
、
已
上

右
為
知
行
被
下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
進
候
、
以
上

高
弐
百
石
為
御
加
増
被
下
候
内
百
石
者
伊
勢
国
飯
野
郡
西
黒
部
村

之
内
可
有
知
行
残
百
石
分
ハ
四
ツ
五
分
物
成
松
阪
御
蔵
米
に
て
被

下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
進
候
、
以
上

右
為
知
行
被
下
候
、
御
墨
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
以
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
以
上

為
今
年
御
加
増
之
内
四
ツ
五
分
成
御
蔵
米
之
替
地
高
百
石
於
勢
州
渡

会
郡
和
井
野
村
之
内
地
方
被
下
候
、
従
酉
年
可
被
致
所
務
者
也

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
以
上
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西
山
家

寛
永　

年
霜
月

１３

正
保
３
年
８
月

正
保
３
年
８
月

承
応
２
年
７
月

承
応
２
年
７
月

承
応
２
年
７
月

承
応
２
年
７
月

承
応
２
年
８
月

承
応
２
年
８
月

延
宝
３
年　

月
１２

元
禄　

年
７
月

１４

元
禄　

年
７
月

１６

享
保
５
年
７
月

享
保　

年
８
月

１５

寛
保
元
年
８
月

延
享
３
年
６
月

寛
延
３
年
７
月

宝
暦
９
年
６
月

水
野
淡
路

宮
地
九
郎
太
郎
・
大
高
源
右
衛
門

大
高
源
右
衛
門
・
宮
地
九
郎
太
郎

宮
地
久
右
衛
門
・
大
高
源
右
衛
門

宮
地
久
右
衛
門
・
大
高
源
右
衛
門

大
高
源
右
衛
門
・
宮
地
久
右
衛
門

大
高
源
右
衛
門
・
宮
地
九
右
衛
門

安
藤
帯
刀
・
水
野
淡
路

宮
地
久
右
衛
門
・
大
高
源
右
衛
門

大
沢
善
右
衛
門
・
遊
佐
彦
左
衛
門
・
山

下
藤
右
衛
門

宮
地
幸
右
衛
門
・
大
嶋
伴
六
・
淡
輪
新

兵
衛

有
馬
四
郎
右
衛
門
・
大
嶋
伴
六
･
淡
輪

新
兵
衛

宮
地
久
右
衛
門
・
井
関
弥
五
助
・
浅
井

忠
八

海
野
五
郎
三
郎
・
森
兵
助
･
浅
井
忠
八

安
藤
帯
刀
・
水
野
大
炊

安
藤
帯
刀
・
水
野
大
炊

川
合
善
太
夫
・
大
嶋
民
右
衛
門
・
原
田

権
之
助

水
野
筑
後
・
安
藤
帯
刀

吉
田
角
丞

三
浦
長
門
守

蘆
川
甚
五
兵
衛

水
野
平
右
衛
門

三
浦
長
門
守

海
野
兵
左
衛
門
（
清
長
）

芦
川
甚
五
兵
衛

三
浦
長
門
守

三
浦
長
門
守

三
浦
玄
蕃

海
野
孫
四
郎

芦
川
甚
五
兵
衛

渡
辺
小
兵
兵
衛

三
浦
将
監

芦
川
甚
五
兵
衛

海
野
兵
左
衛
門
（
清
詮
）

三
浦
長
門
守

芦
川
甚
五
兵
衛

２
０
０
石

１
０
０
０
０
石

１
５
０
０
石

６
０
０
０
石

１
０
０
０
０
石

１
１
５
０
石

１
５
０
０
石

５
０
０
０
石

５
０
０
０
石

３
０
０
０
石

８
０
０
石

１
２
０
０
石

５
０
０
石

２
０
０
０
石

３
０
０
石

２
０
０
石

１
２
２
５
石
３
斗

３
升
９
合

２
０
０
石

右
為
知
行
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
以
上

右
今
度
割
替
之
村
付
、
戌
年
�
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
被

下
候
時
御
書
出
ニ
此
目
録
取
替
可
申
候
、
以
上

右
今
度
割
替
之
村
付
、
戌
年
�
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
被

下
候
時
、
御
書
出
ニ
此
目
録
取
替
可
申
候
、
以
上

右
今
度
割
替
之
村
付
、
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直

御
書
出
被
下
候
時
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
今
度
割
替
之
村
付
、
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直

御
書
出
被
下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
今
度
割
替
之
村
付
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直

御
書
出
被
下
候
時
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
今
度
割
替
之
村
付
、
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直

御
書
出
被
下
候
時
、
此
目
録
取
替
申
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
之
村
付
従
当
巳
年
可
被
成
御
所
務
候
、
御
書
出
被
遣
候
時
、
此
目

録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
、
従
当
卯
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
ニ
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
、
従
当
未
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
、
従
当
子
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
、
従
当
戌
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
飯
高
郡
西
野
村
千
百
五
拾
弐
石
八
斗
弐
升
之
為
替
地
被
下
候
、

従
当
午
年
可
被
成
所
務
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上
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発
給
さ
れ
た
も
の
は
、
い
づ
れ
も
年
寄
が
発
給
者
と
な
っ
て
い
る
知
行
目
録
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
再
度
一
覧
表
を
参
照
す
る
と
、
ま
ず
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
と
承

応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
発
給
者
が
、
宮
地
九
郎
太
郎
（
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）

六
月
に
久
右
衛
門
と
改
名
）・
大
高
源
右
衛
門
の
発
給
と
な
っ
て
い
る
。
正
保
三
年

と
承
応
二
年
は
紀
州
藩
で
は
今
高
制
が
実
施
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
今
高
制
は
、
名

目
上
の
知
行
高
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
年
貢
率
（
免
）
を
下
げ
、
実
質
的
な
知
行
高

を
減
少
さ
せ
る
政
策
で
、
藩
の
蔵
入
地
を
増
や
し
、
入
り
組
ん
だ
給
地
を
整
理
し
、

税
率
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
な
ど
の
目
的
で
行
わ
れ
た
。
尾
張
藩
で
は
正
保
二

年
に 
概
高 
の
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
紀
州
藩
で
も
こ
の
こ
と
が
取
り
ざ

な
ら
し
だ
か

た
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
今
高
制
が
実
施
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
の
記
録
が
記
さ

れ
て
い
る
家
老
三
浦
長
門
守
（
為
時
）「
御
用
之
御
案
紙
帳
」（
藤
本
論
文
所
収
）

の
中
に一

筆
令
啓
達
候
、
然
ハ
今
度
な
ら
し
知
行
割
書
出
之
儀
、
当
分
之
儀
ニ
候
故
、

尾
州
ニ
而
も
奉
行
衆
書
出
被
相
渡
候
由
、
若
狭
守
殿
御
物
語
被
下
候
つ
る
と

覚
申
候
、
左
候
へ
ハ
此
方
ニ
て
も
奉
行
衆
書
出
被
致
可
然
候
ハ
ン
哉
、
最
早

近
日
之
儀
ニ
候
間
、
早
々
可
被
仰
下
候
、
書
出
之
文
言
な
と
を
も
可
被
仰
聞

候
、
為
其
如
此
御
座
候
、
恐
惶
、

天
明
元
年
６
月

明
和
８
年　

月
１２

寛
政
９
年
６
月

文
化
９
年
７
月

文
化　

年
８
月

１２

文
化　

年
６
月

１４

文
政
５
年　

月
１１

文
政
９
年　

月
１２

文
政　

年
７
月

１０

天
保　

年
８
月

１５

＊
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
一
「
三
浦
家
文
書
」・「
海
野
家
文
書
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
水
野
家
文
書
」、

　

前
田
正
明
「
紀
州
藩
大
番
頭
芦
川
家
に
つ
い
て
―
伝
来
文
か
ら
み
た
紀
州
藩
上
級
家
臣
の
一
断
面
―
」
よ
り
作
成
。

三
宅
久
兵
衛
・
大
沢
文
左
衛
門
・
朝
倉

三
之
丞

豊
島
五
郎
左
衛
門
・
堀
田
藤
十
郎

筧
勘
助
・
柴
山
林
左
衛
門

安
藤
帯
刀
・
水
野
飛
騨

安
藤
帯
刀
・
水
野
飛
騨

安
藤
帯
刀
･
水
野
飛
騨

水
野
対
馬
・
安
藤
伊
賀

加
納
大
隅
・
水
野
対
馬

立
石
喜
太
夫
・
海
野
孫
四
郎
・
金
沢
弥

右
衛
門
・
下
條
伊
兵
衛

中
村
九
郎
兵
衛
・
西
山
与
七
郎
・
野
間

久
左
衛
門
・
土
生
広
右
衛
門

海
野
兵
左
衛
門
（
清
雄
）

西
山
与
七
郎

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

海
野
兵
左
衛
門
（
勤
）

芦
川
門
之
助

海
野
兵
左
衛
門
（
希
興
）

７
０
０
石

２
０
０
石

６
０
０
石

２
０
０
石

２
０
０
石

２
０
０
石

２
０
０
石

３
０
０
石

１
５
０
０
石

１
３
０
０
石

右
之
村
付
従
当
丑
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
従
当
卯
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
従
当
巳
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
為
御
加
増
被
下
候
、
御
黒
印
重
而
申
請
可
進
之
候
、
已
上

右
之
村
付
、
従
当
亥
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
、
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

右
之
村
付
従
当
辰
年
可
有
所
務
候
、
重
而
御
知
行
割
直
御
書
出
被

下
候
時
此
目
録
取
替
可
申
候
、
已
上

西
山
家
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七
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛

　
　
　
　

渡
部
若
狭
守
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守

　
　
　
　

牧
野
兵
庫
頭
様
人
々

と
い
う
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
家
臣
へ
の
知
行
目
録
の
給
付

を
「
尾
州
ニ
而
も
奉
行
衆
書
出
被
相
渡
候
由
、（
中
略
）
左
候
へ
ハ
此
方
ニ
て
も
奉

行
衆
書
出
被
致
可
然
候
ハ
ン
哉
、」と
あ
る
よ
う
に
尾
州
に
な
ら
っ
て
紀
州
で
も
奉

行
衆
に
行
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
今
高
制
が
実
施
さ
れ
替
地
の
知
行
目
録
が
発
給
さ

れ
た
正
保
三
年
、
あ
る
い
は
承
応
二
年
の
知
行
目
録
に
は
年
寄
の
署
名
は
な
い
。

当
時
の
宮
地
九
郎
太
郎
と
大
高
源
右
衛
門
の
役
職
は
分
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
づ

く
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
以
降
の
発
給
者
が
、
大
沢
善
右
衛
門
・
遊
佐
彦
左
衛

門
・
山
下
藤
兵
衛
、
あ
る
い
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
宮
地
幸
右
衛
門
な

ど
奉
行
役
の
者
が
発
給
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
こ
の
時
転
換
が
あ

り
、
知
行
発
給
の
実
務
を
奉
行
衆
に
行
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
八
月
に
芦
川
甚
五
兵
衛
に
対
し
て
発
給

さ
れ
た
知
行
目
録
は
、
安
藤
帯
刀
・
水
野
大
炊
の
二
人
が
発
給
者
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
何
通
か
の
知
行
目
録
が
、
今
高
制
実
施
以
降
に
も
か
か
わ
ら
ず
安

藤
・
水
野
の
連
名
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
目
録
の
文
言
に
は
、「
右

為
加
増
被
下
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
増
の
際
の
目
録
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

つ
ま
り
、
今
高
制
実
施
以
後
は
通
常
の
知
行
目
録
は
奉
行
衆
か
ら
発
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
の
、
加
増
の
際
の
目
録
は
、
旧
来
ど
お
り
年
寄
か
ら
発
給
さ
れ

る
と
い
う
権
威
が
保
た
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』

・
西
山
与
七
郎
家　
　
　

資
料
番
号　

一
〇
七
九
四

・
豊
嶋
五
郎
左
衛
門
家　

資
料
番
号　
　

九
四
九
九

・
宮
地
九
郎
太
郎
家　
　

資
料
番
号　

一
三
五
七
五

・
宮
地
幸
右
衛
門
家　
　

資
料
番
号　

一
三
五
七
九

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

・「
水
野
家
文
書
」

　
　

『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
一

・「
海
野
家
文
書
」

・「
三
浦
家
文
書
」

　
　

前
田
正
明　
「
紀
州
藩
大
番
頭
芦
川
家
に
つ
い
て
―
伝
来
文
書
か
ら
み
た
紀

州
上
級
家
臣
の
一
断
面
―
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』

第
二
号　

一
九
九
七
年
）

・「
芦
川
家
文
書
」

　
　

『
南
紀
徳
川
史
』
九
冊　

清
文
堂
復
刻
版

　
　

『
和
歌
山
県
史
』
近
世

　
　

藤
本
清
二
郎　
「
紀
州
藩
の
正
保
三
年
「
家
中
な
ら
し
」
に
つ
い
て
」（『
和
歌

山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
七
号　

一
九

八
七
年
）

　
　

廣
本
満
著　
『
紀
州
藩
農
政
史
の
研
究
』
宇
治
書
店　

一
九
九
二
年

解
題
・
目
録　
　

松
島
由
佳

西
山
家
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資料番号１

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

西
山
与
七
郎
宛
知
行
目
録

年　

月　

日

明
和
８
年　

月
12

作　
　

成　
　

者

豊
嶋
五
郎
左
衛
門

堀
田
藤
十
郎

宛　
　
　
　
　

名

西
山
与
七
郎

形 態状

西
山
家
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（
狭
入
）

（
表
紙
欠
）　
　
　
「
西
山
栞
物
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
紋　

上
り
藤
ノ
丸

　
　
　

藤
原
姓　
　

西
山
氏　
　
　
　
　
　
　
　

替
紋　

蔓　

藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
紋　

上
り
藤
ノ
丸

　
　
　
　
　
　
　

那
賀
郡
西
山
村
居
住

　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
小
兵
衛
実
名
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
御
側
衆
青
山
備
前
守
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
六
郎
兵
衛
実
名
弟　
　

始
宗
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知　
　
　

又
与
惣
右
衛
門

一
元
祖
本
国
紀
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
与
惣
兵
衛
実
名

　
　
　

生
国
武
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知

先
祖
根
来
藤
之
坊
与
申
者
、
根
来
焼
亡
之
節
離
散
仕
那
賀
郡
西
山
村
ニ

住
居
仕
在
名
を
以
氏
と
仕
候
、
右
之
外
遠
祖
之
事
跡
等
先
年
旧
記
焼
失

仕
相
分
不
申
候

清
溪
院
様
御
代

一
貞
享
三
丙
寅
年
十
月
日　

御
広
間
坊
主
被
召
出
、
其
後
育
姫
様
方
被
仰
付
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知

　

ケ
年
鳥
越
江
罷
越
相
勤
、
其
外
諸
役
所
相
勤
申
候

大
慧
院
様
御
代

一
享
保
七
壬

寅
年
十
二
月
七
日
久
々
相
勤
候
付
還
俗
被
仰
付
柳
御
殿
番
ニ
被
仰

付
候
、
依
之
御
切
米
拾
弐
石
三
人
扶
持
被
下
置
候
、
御
徒
並
之
筈
之
旨
被
仰

付
候

一
元
文
四
己

未
年
六
月
廿
五
日
当
役
御
免
小
寄
合
被
仰
付
候
久
々
相
勤
候
付
御

扶
持
方
其
儘
被
下
置
候
、
跡
役
被
仰
付
候
迄
者
先
只
今
迄
之
通
相
勤
可
申
旨

被
仰
付
候

一
延
享
三
丙

寅
年
六
月
廿
七
日
病
死
仕
候　

于
時
七
十
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
惣
兵
衛
実
名
惣
領　
　

始
喜
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知

一
二
代
目
生
国
紀
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
与
七
郎
高
弘　

大
慧
院
様
御
代

一
享
保
二
十
乙
卯
年
十
二
月
十
八
日
御
用
部
屋
物
書
無
足
助
被
仰
付
候

一
元
文
元
丙
辰
年
五
月
廿
一
日
御
用
部
屋
物
書
被
召
出
、
定
リ
之
御
切
米
御
扶

持
方
被
下
置
候

一
元
文
五
庚
申
年
七
月
廿
六
日
御
用
役
部
屋
物
書
被
仰
付
候
、
依
之
御
加
増
被

下
置
都
合
御
切
米
拾
五
石
被
成
下
候　

一
寛
保
三
癸
亥
年
七
月
十
八
日
御
右
筆
見
習
被
仰
付
候
、
依
之
御
加
増
被
下
置

都
合
御
切
米
弐
拾
石
ニ
被
成
下
候　
　

一
延
享
元
甲
子
年
四
月
五
日
病
死
仕
候　

于
時
三
十
六
歳

　
　

与
惣
兵
衛
二
男　
　

早
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

松
田
久
兵
衛
実
名
養
子　

初
茂
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知

　
　

与
惣
兵
衛
三
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
幸
右
衛
門
為
明

　
　

与
惣
兵
衛
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
子
与
七
郎
武
政
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
七
郎
高
弘
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
石
田
甚
三
郎
実
名
弟　

初
甚
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
知　
　

又
与
三
右
衛
門

一
三
代
目
生
国
紀
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
与
七
郎
武
政

大
慧
院
様
御
代

一
延
享
元
甲

子
年
七
月
十
日
養
父
与
七
郎
存
生
之
内
養
子
之
儀
奉
願
候
処
右
者

難
被
仰
付
品
ニ
候
得
共
、
精
出
別
而
宜
相
勤
候
者
之
儀
ニ
付
格
別
之
品
を
以

石
田
甚
三
郎
弟
甚
六
を
名
跡
被
仰
付
候
、
妹
と
一
所
ニ
可
住
旨
被
仰
付
候

一
同
年
九
月
九
日
養
父
与
七
郎
為
跡
目
御
切
米
拾
弐
石
被
下
置
十
人
組
並
小
寄

西
山
家　
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合
被
仰
付
候

一
宝
暦
四
甲
戌
年
十
二
月
廿
九
日
下
肝
煎
被
仰
付
候
、
依
之
御
切
米
拾
三
石
被

成
下
当
役
相
勤
候
内
弐
拾
石
之
高
ニ
御
足
米
被
下
置
候

菩
提
心
院
様
御
代

一
同
十
一
辛
巳
年
正
月
十
一
日
役
所
精
出
別
而
心
掛
相
勤
候
付
只
今
迄
之
御
足

米
を
御
加
増
被
成
下
都
合
御
切
米
弐
拾
石
被
仰
付
当
役
相
勤
候
内
御
足
米
三

拾
石
被
下
置
候

一
同
十
三
癸
未
年
三
月
十
一
日
奉
願
通
河
村
宇
左
衛
門
上
り
屋
敷
被
下
置
候

一
宝
暦
十
三
癸
未
年
七
月
廿
七
日
久
々
精
出
相
勤
候
付
大
番
格
被
仰
付
只
今
迄

之
御
足
米
を
御
加
増
被
成
下
都
合
御
切
米
五
拾
石
被
仰
付
候

一
明
和
二
乙
酉
年
正
月
十
一
日
久
々
精
出
相
勤
候
付
御
加
増
被
下
置
都
合
御
切

米
六
拾
石
被
仰
付
候

観
自
在
院
様
御
代

一
同
六
己
丑
年
四
月
十
五
日
久
々
精
出
宜
相
勤
候
付
御
使
役
並
被
仰
付
御
加
増

被
下
置
都
合
御
切
米
八
拾
石
被
仰
付
候

一
同
八
辛

卯
年
十
一
月
十
七
日
久
々
精
出
相
勤
候
付
、
三
刀
屋
四
兵
衛
跡
御
留

守
居
物
頭
被
仰
付
御
切
米
を
地
方
弐
百
石
ニ
御
直
被
下
置
候

香
厳
院
様
御
代

一
安
永
五
丙

申
年
五
月
九
日
御
徒
頭
格
被
仰
付
奥
江
相
詰
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
十
九
日
御
薬
込
頭
格
被
仰
付
御
薬
込
頭
申
合
可
相
勤
旨
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
錠
前
江
も
罷
出
可
申
旨
件
之
通
被
仰
付
候
条
御
用
諸
事
御
薬

込
頭
打
込
可
相
勤
旨
被
仰
付
候

一
安
永
八
己

亥
年
八
月
廿
五
日
草
野
孫
左
衛
門
跡
江
戸
常
詰
御
薬
込
頭
被
仰
付

候
、
依
之
当
御
役
相
勤
候
内
御
足
米
四
拾
石
被
下
置
候

一
同
九
庚
子
年
六
月
廿
日
江
戸
常
詰
御
免
被
成
当
年
も
其
儘
江
戸
ニ
相
詰
可
申

旨
被
仰
付
候

一
天
明
二
壬
寅
年
八
月
十
九
日
清
信
院
様
御
附
被
遊
御
足
米
其
儘
被
下
置
御
礼

式
之
節
者
御
薬
込
頭
之
上
江
可
罷
出
旨
被
仰
付
候

一
同
四
甲
辰
年
三
月
廿
三
日
精
出
相
勤
其
上
従
清
信
院
様
被
仰
進
候
品
も
有
之

付
、
詰
番
頭
格
被
仰
付
只
今
迄
之
御
足
米
共
御
加
増
被
下
置
都
合
四
百
石
被

仰
付
候
其
儘
清
信
院
様
方
可
相
勤
旨
被
仰
付
候

舜
恭
院
様
御
代

一
寛
政
二
庚
戌
年
三
月
十
四
日
精
出
相
勤
候
付
中
之
間
番
頭
格
被
仰
付
其
儘
清

信
院
様
方
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
四
壬
子
年
十
二
月
九
日
御
幼
年
之
節
精
出
宜
相
勤
候
品
も
有
之
付
格
別
之

思
召
を
以
御
加
増
被
下
置
都
合
五
百
石
被
仰
付
候

一
寛
政
八
丙
辰
年
四
月
十
九
日
養
子
之
儀
鈴
村
覚
太
夫
内
存
奉
願
通
草
野
孫
左

衛
門
二
男
文
五
郎
を
養
子
被
仰
付
候

一
同
年
十
月
十
三
日
出
精
相
勤
候
付
御
書
院
番
頭
格
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
此
度
之
被
仰
出
ニ
付
年
ニ
金
三
拾
両
被
下
置
候

一
同
九
丁

巳
年
正
月
十
九
日
病
死
仕
候　

于
時
七
十
八
歳

　
　

武
政
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
友
甫
時
幸
妻

　
　

武
政
長
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
兵
次
郎
早
世　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
長
之
助

　
　

武
政
惣
領　

実
二
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
長
右
衛
門
�
意

　
　

香
厳
院
様
御
代

　
　

一
天
明
七
丁

未
年
正
月
十
三
日
父
与
七
郎
久
々
精
出
相
勤
其
上
従
清
信

西
山
家　
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院
様
被
仰
進
候
品
も
有
之
付
部
屋
住
ニ
而
被
召
出
御
近
習
並
被
仰
付

御
切
米
弐
拾
五
石
被
下
置
大
殿
様
ニ
而
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

　
　

一
同
八
戊
戌
年
正
月
十
三
日
御
近
習
番
被
仰
付
候

　
　

一
寛
政
元
己
酉
年
正
月
十
三
日
御
小
姓
被
仰
付
候

　
　

一
同
年
閏
六
月
廿
五
日
奥
之
番
被
仰
付
御
小
姓
者
御
免
被
成
候
旨
被
仰

付
候

　
　

一
同
年
同
月
同
日
御
膳
番
助
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

　
　

舜
恭
院
様
御
代

　
　

一
同
三
辛
亥
年
六
月
八
日
御
膳
番
被
仰
付
当
役
相
勤
候
内
六
拾
石
之
高

ニ
御
足
米
被
下
置
其
儘
奥
之
番
を
も
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

　
　

一
同
六
甲
寅
年
八
月
四
日
御
留
守
居
物
頭
格
被
仰
付
其
儘
御
膳
番
奥
之

番
を
も
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

　
　

一
同
八
丙
辰
年
正
月
十
一
日
病
死
仕
候　

于
時
三
十
八
歳

　
　
　
　
　

�
意
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
世

　
　
　
　
　

�
意
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
熊
之
助
早
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
七
郎
武
政
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
草
野
孫
左
衛
門
意
�
二
男　
　

初
文
五
郎

四
代
目
生
国
紀
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
与
七
郎
久
抽　

舜
恭
院
様
御
代

一
寛
政
八
丙

辰
年
五
月
十
四
日
部
屋
住
ニ
而
御
小
姓
被
召
出
候

一
同
年
八
月
十
五
日
御
筆
中
秋
之
御
詩
作
拝
領
仕
于
今
所
持
仕
候

一
寛
政
九
丁

巳
年
御
参
府
之
節
立
帰
御
供
仕
候

一
同
年
三
月
廿
九
日
養
父
与
七
郎
久
々
相
勤
候
付
為
跡
目
知
行
五
百
石
無
相
違

　

被
下
置
候

一
享
和
元
辛
酉
年
御
参
府
之
節
御
供
詰
仕
候

一
同
年
十
一
月
廿
四
日
御
召
織
御
熨
斗
目
拝
領
仕
候

一
同
二
壬
戌
年
十
月
二
日
御
目
付
被
仰
付
候

一
文
化
元
甲
子
年
四
月
廿
八
日
御
徒
頭
格
中
奥
詰
被
仰
付
候

一
同
年
十
二
月
廿
四
日
丹
羽
弥
右
衛
門
跡
御
持
弓
頭
被
仰
付
候

一
同
四
丁
卯
年
御
参
府
之
節
立
帰
御
供
仕
翌
辰
年
御
帰
国
之
節
も
立
帰
御
供
仕
候

一
同
五
戊
辰
年
十
月
朔
日
夏
目
次
右
衛
門
跡
新
御
番
頭
被
仰
付
候

一
同
七
庚
午
年
十
一
月
十
一
日
御
書
院
番
頭
格
御
用
御
取
次
見
習
被
仰
付
候

一
同
年
十
二
月
廿
八
日
御
召
御
紋
附
黒
羽
二
重
御
袷
拝
領
仕
候

一
文
化
八
辛
未
年
閏
二
月
廿
日
大
奥
兼
帯
被
仰
付
候

一
同
年
七
月
三
日
思
召
之
品
被
為
在
候
付
御
用
御
取
次
見
習
被
成
御
免
、
席
之

儀
者
是
迄
之
通
相
心
得
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
十
二
年
乙
亥
年
十
月
晦
日
御
名
代
御
使
等
可
相
勤
旨
被
仰
付
候

一
同
十
四
丁

丑
年
九
月
十
九
日
長
野
権
右
衛
門
跡
御
小
姓
組
番
頭
被
仰
付
候

顕
龍
院
様
御
代

一
文
政
九
丙

戌
年
八
月
晦
日
九
鬼
四
郎
兵
衛
跡
寺
社
奉
行
被
仰
付
候

一
文
政
九
丙

戌
年
九
月
六
日
従
舜
恭
院
様
御
召
織
御
熨
斗
目
御
内
々
拝
領
仕
候

一
同
十
一
戊

子
年
五
月
十
四
日
西
浜
御
殿
御
庭
ニ
而
御
織
せ
之
御
袴
地
従
舜
恭

院
様
御
内
々
ニ
拝
領
仕
候

一
同
十
二
己

丑
年
十
月
廿
一
日
観
自
在
院
様
御
逝
去
ニ
付
御
用
多
候
処
出
精
相

勤
候
付
舜
恭
院
様
思
召
を
以
銀
三
枚
被
下
、
猶
又
御
庭
織
御
袴
地
拝
領
仕
候

一
文
政
十
二
己

丑
年
十
二
月
二
日
観
自
在
院
様
御
逝
去
御
用
相
勤
高
野
山
江
も

罷
越
候
付
銀
五
枚
巻
物
二
代
金
ニ
両
被
下
候

西
山
家　
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一
同
十
三
庚
寅
年
九
月
十
八
日
舜
恭
院
様
御
六
十
御
賀
為
御
祝
儀
御
扇
子
七
本

　

・
御
盃
三
拝
領
仕
候

一
天
保
二
辛
卯
年
七
月
廿
日
屋
敷
地
狭
宅
ニ
而
取
扱
候
御
用
向
差
支
候
付
、
此

度
中
野
藤
之
助
差
上
候
屋
敷
地
拝
領
仕
度
旨
願
之
通
被
下
置
候
、
家
作
者
相

対
可
仕
旨
被
仰
付
候

一
同
三
壬
辰
年
二
月
熊
野
三
山
御
修
覆
見
分
ニ
罷
越
申
候　

一
天
保
四
癸
巳
年
二
月
五
日
出
精
相
勤
候
付
六
百
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下
置
候

一
同
年
七
月
十
一
日
格
別
之
思
召
を
以
従
舜
恭
院
様
御
替
リ
御
紋
付
御
帷
子
拝

領
仕
候

一
同
年
九
月
十
八
日
紀
伊
続
風
土
記
新
撰
調
之
儀
、
仁
井
田
模
一
郎
江
被
仰
付

有
之
付
寺
社
調
之
儀
同
人
申
談
候
ハ
バ
行
届
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
十
二
月
十
七
日
孝
経
壱
部
拝
領
仕
候

一
天
保
五
甲
午
年
十
二
月
十
六
日
於
西
浜
御
殿
、
熊
野
三
山
富
筋
之
儀
年
来
厚

心
掛
取
締
方
行
届
遊
金
も
出
来
候
趣
委
細
御
内
々
達
御
聴
且
此
度
右
遊
金
之

内
�
御
内
々
御
手
許
江
も
差
上
候
段
全
格
別
骨
折
候
故
之
儀
と
一
段
之
儀
思

召
候
、
依
之
為
御
褒
美
御
召
織
御
熨
斗
目
并
銀
弐
拾
枚
被
下
差
上
金
之
儀
一

廉
之
御
用
ニ
も
相
立
可
申
与
之
御
事
之
旨
被
仰
出
候

一
同
年
同
月
廿
五
日
無
量
光
寺
御
位
牌
堂
御
建
立
御
用
相
勤
候
付
従
舜
恭
院
様

御
内
々
巻
物
代
り
銀
弐
枚
被
下
猶
又
汲
口
斎
作
哥
入
御
茶
杓
拝
領
仕
候

一
同
六
乙

未
年
正
月
廿
五
日
金
沢
弥
右
衛
門
跡
御
勘
定
奉
行
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
御
足
高
其
儘
被
下
、
同
心
を
も
御
預
御
役
料
被
下
置
候

一
同
年
同
月
同
日
当
分
寺
社
奉
行
之
御
用
筋
を
も
其
儘
可
申
談
与
之
御
事
之
旨

被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
是
迄
寺
社
役
所
貸
方
取
扱
之
儀
彼
是
致
勘
弁
追
々
規
矩
も
相

立
候
趣
ニ
相
聞
候
右
者
兼
々
行
届
骨
折
候
故
之
儀
と
一
段
之
儀
ニ
思
召
候
此

段
可
申
聞
与
之
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
天
保
六
乙
未
年
二
月
十
五
日
是
迄
寺
社
役
所
貸
方
并
三
山
富
筋
之
儀
取
扱
馴

候
品
ニ
有
之
付
右
掛
リ
筋
当
分
諸
事
元
ニ
成
取
扱
、
上
方
貸
附
等
之
儀
も
行

届
取
計
可
申
与
之
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
同
年
五
月
十
日
風
土
記
御
用
先
其
儘
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

一
天
保
六
乙
未
年
七
月
十
一
日
従
舜
恭
院
様
御
替
リ
御
紋
附
茶
碗
・
御
帷
子
拝

領
仕
候

一
同
年
閏
七
月
朔
日
従
舜
恭
院
様
御
庭
焼
御
花
瓶
拝
領
仕
候

一
同
年
十
二
月
八
日
西
浜
御
殿
御
休
息
江
被
為
召
舜
恭
院
様
直
ニ
御
被
風
拝
領

仕
候

一
同
七
丙
申
年
六
月
廿
三
日
従
舜
恭
院
様
御
庭
焼
御
茶
碗
弥
介
焼
緋
威
摸
拝
領
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汲
口
斎
箱
書
付

　

候
一
同
年
七
月
十
五
日
従
舜
恭
院
様
御
替
リ
紋
附
縮
御
帷
子
拝
領
仕
候

一
天
保
七
丙

申
年
十
月
五
日
上
方
貸
附
之
儀
行
届
可
取
計
旨
被
仰
付
有
之
候
得

共
右
貸
附
筋
寺
社
奉
行
江
引
渡
候
付
右
御
用
筋
不
及
取
扱
候
旨
被
仰
付
候

一
同
年
五
月
十
五
日
貞
観
政
要
一
部
拝
領
仕
候

一
同
八
丁

酉
年
十
月
晦
日
今
度
将
軍
宣
下
ニ
付
公
方
様
�
御
拝
領
被
遊
候
御
時

服
之
綿
拝
領
仕
候

一
同
年
十
一
月
十
六
日
右
之
御
儀
ニ
付
舜
恭
院
様
御
拝
領
被
遊
候
御
時
服
一
着

従
御
同
所
様
拝
領
仕
候

一
天
保
八
丁

酉
年
十
二
月
七
日
此
度
舜
恭
院
様
御
位
階
御
昇
進
被
遊
候
為
御
祝

儀
白
銀
五
枚
并
御
香
合
一
箱
西
浜
御
殿
御
庭
之
橙
を
以
作
之
拝
領
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汲
口
斎
書
付
数
之
内

一
天
保
九
年
戊

戌
年
正
月
十
二
日
従
舜
恭
院
様
御
紫
御
帛
御
筆
御
墨
絵
之
玉
朱
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
華
押
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御
庭
織
御
袴
地
拝
領
被
仰
付
候
、
右
御
帛
江
御
筆
ニ
而
御
書
画
等
是
迄
被
遊

候
儀
者
無
之
御
華
押
等
被
下
置
候
儀
者
猶
更
無
之
儀
ニ
候
得
共
去
年
来
格
別

出
精
相
勤
御
内
々
之
御
用
向
を
も
出
精
相
勤
候
付
右
為
御
賞
被
下
置
候
、
格
別

之
思
召
を
以
無
類
之
御
品
被
下
置
候
儀
者
格
段
精
勤
之
御
恩
賞
ニ
付
家
宝
ニ

可
相
成
品
を
被
下
置
候
事
ニ
候
得
者
右
之
御
趣
意
ニ
而
被
下
置
候
趣
共
上
江

も
御
記
さ
せ
置
可
被
遊
候
付
右
之
趣
記
録
致
し
置
家
宝
ニ
可
仕
旨
被
仰
出
候

一
天
保
九
戊
戌
年
二
月
五
日
出
精
相
勤
候
付
御
足
高
御
加
増
被
成
下
六
百
石
被

仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
七
百
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下
置
候

一
天
保
九
戊
戌
年
三
月
廿
日
御
用
有
之
候
間
上
方
江
立
帰
ニ
可
罷
越
与
之
御
事

之
旨
被
仰
付
同
所
江
罷
越
申
候

一
同
年
閏
四
月
十
日
此
度
上
方
江
罷
越
御
用
筋
別
而
骨
折
出
精
相
勤
候
付
格
別

之
御
沙
汰
を
以
御
内
々
金
三
拾
両
被
下
候

一
同
年
十
二
月
十
五
日
名
所
図
絵
御
用
筋
骨
折
相
勤
候
付
舜
恭
院
様
思
召
ニ
而

御
庭
織
御
袴
地
御
内
々
拝
領
仕
候

一
同
十
一
庚

子
年
二
月
晦
日
是
迄
寺
社
奉
行
之
御
用
筋
行
届
申
談
候
段
一
段
之

儀
思
召
候
依
之
為
御
褒
美
時
服
二
・
銀
弐
拾
枚
被
下
候

一
同
年
同
月
同
日
当
分
寺
社
奉
行
之
御
用
筋
を
も
申
談
相
勤
候
得
共
御
寄
附
方

貸
附
筋
并
三
山
富
筋
之
儀
以
来
司
農
府
ニ
而
取
扱
候
筈
、
此
度
申
聞
候
通
ニ

付
右
申
談
候
儀
不
及
其
儀
与
之
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
同
年
七
月
廿
五
日
出
精
相
勤
候
付
大
御
番
頭
格
被
仰
付
御
足
高
御
加
増
被
成

下
七
百
石
被
仰
付
候

一
天
保
十
二
辛

丑
年
八
月
廿
日
江
戸
御
本
殿
御
普
請
御
用
相
勤
候
付
時
服
二
拝

領
仕
候

一
同
年
同
月
同
日
右
御
用
格
別
骨
折
候
付
御
内
々
銀
拾
枚
被
下
候

一
同
年
十
二
月
十
二
日
加
太
淡
嶋
社
御
普
請
御
用
相
勤
候
付
従
舜
恭
院
様
織
御

熨
斗
目
拝
領
仕
候

一
同
年
同
月
廿
五
日
今
度
御
蔵
板
之
論
語
補
解
一
部
拝
領
仕
候

一
天
保
十
三
壬
寅
年
七
月
十
日
湊
御
殿
御
普
請
御
用
相
勤
候
付
時
服
二
代
銀
弐

枚
被
下
候

一
同
年
同
月
同
日
右
御
普
請
筋
彼
是
骨
折
候
付
銀
拾
五
枚
御
内
々
被
下
候

一
同
年
同
月
同
日
是
迄
熊
野
三
山
富
筋
之
儀
行
届
骨
折
取
扱
益
銀
も
出
来
候
処

此
□
寺
社
方
江
引
渡
候
付
銀
三
拾
枚
御
内
々
被
下
候

一
同
十
五
甲
辰
年
十
一
月
廿
日
御
勝
手
御
繰
合
甚
御
六
ケ
敷
候
付
別
而
厚
土
生

広
右
衛
門
江
被
申
談
御
取
締
且
融
通
等
之
儀
骨
折
可
被
申
候
広
右
衛
門
儀
ハ

筆
頭
ニ
も
候
得
者
分
ケ
而
申
聞
候
ニ
も
不
及
候
得
共
何
分
申
合
右
御
都
合

精
々
可
致
勘
考
旨
被
仰
付
候

一
弘
化
元
甲
辰
年
十
二
月
廿
五
日
出
精
相
勤
候
付
八
百
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下

置
候

一
同
年
同
月
同
日
一
位
様
御
用
兼
帯
被
仰
付
候

憲
章
院
様
御
代

一
同
三
丙

午
年
閏
五
月
廿
五
日
江
戸
表
�
夏
目
弾
正
・
川
部
清
兵
衛
・
山
田
八

右
衛
門
連
名
之
書
状
を
以
御
召
古
シ
織
御
熨
斗
目
拝
領
仕
候

一
同
年
八
月
廿
七
日
此
度
御
家
督
之
為
御
祝
儀
時
服
一
拝
領
仕
候

一
弘
化
三
丙

午
年
十
月
廿
五
日
顕
龍
院
様
御
遣
物
御
側
御
単
笥
御
鳥
籠
拝
領
仕

候
一
同
年
十
二
月
廿
日
顕
龍
院
様
御
新
葬
御
用
相
勤
高
野
山
江
も
罷
越
候
付
銀
五

枚
・
巻
物
二
被
下
候
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一
同
四
丁
未
年
九
月
十
日
御
天
守
御
再
建
御
用
掛
被
仰
付
候

一
同
年
十
一
月
廿
三
日
砂
糖
方
取
扱
向
筆
頭
之
事
ニ
付
重
々
引
受
取
扱
候
様
可

致
旨
被
仰
付
候

一
弘
化
四
丁
未
年
十
二
月
廿
五
日
出
精
相
勤
候
付
御
足
高
御
加
増
被
成
下
八
百

石
被
仰
付
候

一
嘉
永
元
戊
申
年
四
月
十
三
日
御
扇
子
一
箱
十
本
入
拝
領
仕
候

一
同
年
六
月
七
日
思
召
を
以
御
袴
地
二
拝
領
仕
候

一
同
年
九
月
廿
日
従
舜
恭
院
様
高
松
焼
御
花
入
拝
領
仕
候　

一
同
年
十
一
月
廿
三
日
当
分
男
山
焼
陶
磁
御
用
筋
井
口
八
郎
申
合
元
ニ
成
取
扱

可
申
与
之
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
嘉
永
元
戊
申
年
十
二
月
十
三
日
当
年
別
而
御
用
多
出
精
相
勤
候
付
従
舜
恭
院

様
御
召
御
小
袖
拝
領
仕
候

一
同
年
同
月
廿
八
日
当
年
別
而
御
用
多
出
精
相
勤
候
付
御
召
御
帷
子
并
御
上
下

地
拝
領
仕
候

一
同
二
己

酉
年
四
月
廿
三
日
憲
章
院
様
御
遣
り
之
品
御
□
単
笥
青
貝
仙
人
儀
御
熨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
鳥
之
図

　

斗
目
御
裏
地
共
拝
領
仕
候

当
御
代

一
同
年
五
月
廿
五
日
折
々
表
御
用
部
屋
江
も
罷
出
御
締
方
之
儀
奥
掛
リ
申
合
行

届
可
相
勤
与
之
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
嘉
永
二
己

酉
年
七
月
朔
日
此
度
之
為
御
祝
儀
時
服
一
拝
領
仕
候

一
同
年
七
月
五
日
憲
章
院
様
御
所
労
以
来
別
而
御
用
多
候
処
骨
折
相
勤
候
付
銀

七
枚
御
内
々
被
下
候

一
同
年
九
月
廿
七
日
御
庭
之
御
鉢
植
五
葉
松
有
栖
川
石
菖
拝
領
仕
候

一
同
二
己

酉
年
十
月
十
五
日
久
々
出
精
相
勤
候
付
大
寄
合
格
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
九
百
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下
置
候

一
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
廿
三
日
憲
章
院
様
御
葬
送
御
法
事
長
保
寺
御
廟
和
歌

御
魂
屋
御
用
相
勤
高
野
山
江
も
罷
越
候
付
黄
金
弐
枚
代
金
拾
五
両
巻
物
二
代

金
壱
両
被
下
候

一
同
三
庚
戌
年
三
月
九
日
若
年
�
一
位
様
御
側
相
勤
栄
恭
院
様
御
在
世
中
毎
々

御
用
も
畏
り
相
勤
候
儀
ニ
付
、
今
度
格
別
之
思
召
を
以
御
同
所
様
御
遺
物
撫
牛

　

久
米
一
舟
作
御
台
紫
檀
七
宝
梅
花
蒔
絵 
従
舜
恭
院
様
拝
領
仕
同
月
十
日
猶
又
御
掛

　

金
銀
切
手
入
御
蒲
団
二
重
�
緋
ひ
ろ
う
と

　

物
住
吉
内
記
廣
尚
筆　
　

三
幅
対
并
御
花
入
不
老
□
拝
領
仕
候

　
　

左
右
松
竹
梅
□
福
禄
寿　
　
　
　
　
　
　
　

粉
川
鋳

一
嘉
永
三
庚
戌
年
七
月
十
日
御
天
守
御
再
建
御
普
請
御
用
相
勤
候
附
服
二
代
金

　

壱
両
銀
拾
枚
被
下
候

一
同
年
同
月
同
日
右
御
用
別
而
骨
折
候
付
金
弐
枚
代
金
拾
五
両
御
内
々
被
下
候

一
同
年
十
月
廿
三
日
和
歌
御
旅
所
御
普
請
御
用
掛
リ
被
仰
付
候

一
同
年
十
二
月
十
四
日
熊
野
三
山
御
普
請
御
用
相
勤
可
申
与
之
御
事
之
旨
被
仰

付
候

一
嘉
永
四
辛

亥
年
二
月
十
四
日
久
々
出
精
相
勤
候
付
御
足
高
御
加
増
被
成
下
九

百
石
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
千
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下
置
候

一
同
年
四
月
二
日
御
仕
入
佐
八
天
野
川
三
役
所
御
用
筋
元
之
儀
取
扱
可
申
与
之

御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
同
年
六
月
廿
三
日
和
歌
御
旅
所
御
普
請
御
用
相
勤
候
付
銀
五
枚
被
下
候

一
嘉
永
四
辛

亥
年
六
月
廿
三
日
右
御
用
骨
折
相
勤
毎
々
和
歌
江
も
罷
越
候
付
金

拾
両
御
内
々
被
下
候

一
同
年
十
一
月
廿
日
中
将
様
御
元
服
御
官
位
被
仰
出
候
付
従
舜
恭
院
様
銀
三
枚

御
内
々
被
下
候

西
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家　
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一
同
年
十
二
月
十
五
日
男
山
陶
器
場
之
儀
当
分
評
定
所
持
御
手
仕
入
ニ
相
成
候

付
彼
是
行
届
旦
御
用
之
御
注
文
筋
御
手
行
能
取
計
せ
候
付
従
舜
恭
院
様
御
庭

焼
之
御
花
入
御
香
合
拝
領
仕
候

一
嘉
永
四
辛
亥
年
十
二
月
廿
八
日
大
炮
製
造
并
炮
台
之
儀
彼
是
骨
折
候
付
巻
物

三
・
銀
三
枚
御
内
々
被
下
候

一
同
年
三
月
廿
六
日
久
々
出
精
相
勤
候
付
御
足
高
御
加
増
ニ
被
成
下
千
石
被
仰

付
候

一
同
年
十
一
月
十
六
日
病
死
仕
候　

于
時
六
十
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
七
郎
惣
領　
　

初
楠
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
楠
五
郎

一
五
代
目　

生
国
紀
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
与
七
郎
久
議

顕
龍
院
様
御
代

一
天
保
七
丙
申
年
二
月
廿
日
父
与
七
郎
出
精
相
勤
候
付
其
方
儀
中
奥
勤
被
仰
付

候
、
中
奥
頭
役
打
込
御
名
代
御
使
等
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
中
奥
御
小
姓
之
勤
を
も
致
可
申
旨
被
仰
付
候

菊
千
代
様
御
代

一
嘉
永
四
辛

亥
年
九
月
十
日
出
精
相
勤
候
付
御
内
々
被
下
金
御
増
年
々
金
弐
拾

五
両
被
下
置
候

一
同
六
癸

丑
年
四
月
廿
五
日
父
与
七
郎
久
々
相
勤
候
付
為
跡
目
知
行
千
石
無
相

違
被
下
置
寄
合
被
仰
付
是
�
之
通
中
奥
江
相
詰
中
奥
頭
役
打
込
御
名
代
御
使

等
相
勤
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
同
日
中
奥
御
小
姓
之
勤
を
も
致
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
十
一
月
廿
九
日
山
中
甚
内
跡
新
御
番
頭
被
仰
付
候

一
安
政
四
丁
巳
年
十
二
月
廿
日
鈴
木
四
郎
兵
衛
跡
大
御
番
頭
被
仰
付
候

当
御
代

一
同
六
己
未
年
六
月
廿
三
日
菅
沼
半
兵
衛
跡
松
阪
御
城
代
被
仰
付
候

一
元
治
元
甲
子
年
二
月
十
日
大
寄
合
被
仰
付
千
百
石
之
高
御
足
高
被
下
置
候

一
同
年
十
一
月
十
八
日
御
用
人
被
仰
付
候

一
同
年
同
月
廿
日
御
用
有
之
候
間
大
坂
江
罷
越
可
相
勤
旨
被
仰
付
候

一
同
年
十
二
月
八
日
御
軍
事
奉
行
詰
合
無
之
節
御
用
筋
不
差
支
様
被
仰
付
候

一
慶
応
（
二
）
丙
寅
年
四
月
十
日
藪
九
郎
太
郎
大
坂
江
罷
越
候
付
罷
帰
候
�
之

内
御
軍
事
奉
行
取
扱
候
御
用
筋
立
石
喜
太
夫
申
合
取
扱
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
四
月
廿
五
日
藪
九
郎
太
郎
大
坂
�
罷
帰
候
得
共
御
都
合
之
品
有
之
候
付

今
般
御
軍
事
奉
行
取
扱
へ
御
用
筋
取
扱
可
申
旨
被
仰
付
候

一
同
年
六
月
五
日
大
寄
合
被
仰
付
千
弐
百
石
之
高
ニ
御
足
高
被
下
置
候

一
同
三
丁
卯
年
四
月
晦
日
養
子
右
近
病
気
ニ
付
願
之
通
退
身
被
仰
付
候

一
同
年
五
月
十
日
養
子
右
近
退
身
ニ
付
同
席
内
存
願
之
通
二
男
甚
之
丞
を
嫡
子

被
仰
付
候

一
同
四
戊

辰
年
三
月
十
七
日
方
今
之
御
時
勢
を
相
弁
銀
百
枚
差
上
度
旨
達
御
聴

候
処
御
喜
色
之
儀
ニ
思
召
儀
内
存
之
通
差
上
可
申
と
の
御
事
之
旨
被
仰
付
候

一
明
治
四
辛

未
年
二
月
十
四
日
�
与
七
郎
病
気
ニ
付
願
之
通
隠
居
被
申
付
惣
領
同

苗
甚
之
丞
へ
無
役
高
百
二
拾
俵
被
下
置
候　

二
月
十
四
日

　
　

久
抽
二
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
世

　
　

久
抽
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
角
左
衛
門
真
早
妻

　
　

久
抽
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
弥
三
左
衛
門
延
綏
妻

　
　

久
抽
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
世

　
　

久
抽
三
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
定
之
丞
早
世

　
　

久
抽
四
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
文
五
郎
久
信

西
山
家　
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久
抽
五
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
藤
五
郎
早
世

　
　

久
抽
六
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
貞
之
助
早
世

　
　

久
抽
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
半
兵
衛
政
敬
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貼
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
朝
比
奈
惣
左
衛
門
泰
達
弟

　
　

久
議
養
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
節
也
久
兵
衛

　
　

久
議
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
妻　

充

　
　

久
議
惣
領　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
世　
　
　
　
　

」

　
　

久
議
女
子

　
　

久
議
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
当
代　
　

初
仁
之
丞

　
　

久
議
二
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
甚
之
丞
久
徴
」

　
　

久
議
三
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
敬
次
郎
早
世

　
　

久
議
四
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
楠
之
助

　
　

久
議
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

　
　

久
議
五
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山
愛
之
助
早
世

　
　

久
議
女
子

　
　

久
議
女
子

　
　

久
議
女
子

西
山
家　
　

参
考
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入
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小
川
家
文
書
四
〇
五
点
は
、
紀
州
藩
田
辺
領
主
安
藤
家
家
臣
の
小
川
家
に
伝
来

し
た
文
書
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
、
裕
氏
が
玉
置
家
に
入
家
さ
れ
る
時
、
父
小

川
潤
次
郎
氏
よ
り
託
さ
れ
、
玉
置
家
の
蔵
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
玉
置
裕
・
多
寿

子
ご
夫
妻
は
、
小
川
家
文
書
の
公
的
機
関
で
の
保
存
・
活
用
を
希
望
さ
れ
て
い
た
。

平
成
十
八
年
四
月
、
文
書
館
運
営
委
員
池
田
孝
雄
氏
の
紹
介
を
受
け
、
文
書
館
へ

寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

��

�
�
�
�
�
�
	

　

小
川
家
は
、
紀
州
徳
川
家
付
家
老
田
辺
領
主
安
藤
家
の
家
臣
で
あ
る
が
、
系
図
・

家
譜
等
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
解
ら
な
い
。
裕
氏
よ
り
の
聞
き
取
り
と
、

現
存
す
る
小
川
家
文
書
よ
り
、
本
目
録
に
関
係
す
る
人
物
を
中
心
に
略
系
図
を
作

成
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
調
査
し
得
た
範
囲
で
略
歴
を
記
し
て

お
く
。

小
川
富
蔵　
　

養
子
と
い
う
こ
と
だ
が
（
裕
氏
談
）、
妻
の
名
が
艶
と
い
う
以
外
役

職
・
生
没
年
等
詳
細
は
不
明
。
田
村
風
邨
（
花
畠
庵
）
か
ら
の
書
簡
は
富
蔵
宛
て

と
解
さ
れ
、
几
鶯
と
号
し
て
俳
句
を
能
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。

小
川
英
二
郎　
　

英
次
郎
と
も
。
字
は
能
信
、
梅
舟
と
号
し
た
が
、
栄
寿
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
九
月
十
三
日
生
。
安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
正
月
十
一
日
、
中
根
次
部
右
衛
門
の
後
任
と
し
て
、
御
船
奉
行
に
就
任
、
任

小
川
家
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期
未
詳
。
こ
れ
よ
り
前
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
二
十
三
日
よ
り
三
日
間
、

安
藤
候
若
山
出
府
に
際
し
、
御
殿
泊
り
を
石
川
甚
太
夫
・
松
岡
軍
左
右
衛
門
と
と

も
に
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
或
い
は
留
守
居
役
で
あ
っ
た
か
。
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
一
月
町
奉
行
介
役
と
な
り
、
翌
二
月
の
御
役
替
に
よ
っ
て
最
後

の
町
奉
行
と
な
る
。
維
新
後
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
権
大
属
に
任
じ
ら
れ
、

修
道
館
副
総
裁
を
兼
ね
た
。
こ
の
時
の
総
裁
が
渡
辺
内
記
（
雅
楽
之
助
・
鉄
心
）

で
あ
っ
た
。
熊
代
繁
里
門
の
国
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
高
階
惟
昌
編
『
国
学
人

物
志
初
編
』（
安
政
五
年
刊
）
に
こ
の
名
が
見
え
る
。
伊
達
（
千
広
）
藤
二
郎
か
ら

の
書
簡
は
一
通
し
か
な
い
が
、
熊
代
繁
里
が
加
納
諸
平
や
伊
達
千
広
に
師
事
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
関
係
か
ら
伊
達
千
広
が
田
辺
幽
閉
中
に
は
な
に
く
れ
と

な
く
世
話
を
や
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
詳
細
は
未
詳
な
が
ら
『
三
の

山
踏
』（
紀
南
文
化
財
研
究
会
編
『
伊
達
千
広
文
集
』
所
収
）
注
で
は
物
頭
を
も
勤

め
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
注
で
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
十

二
歳
で
没
、
と
あ
る
。

小
川
能
守　
　

英
二
郎
の
長
男
。
名
は
清
夫
、
の
ち
、
能
守
を
通
称
と
す
る
。
撫

松
庵
白
沙
の
狂
号
や
三
峰
の
画
号
等
を
持
つ
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
二

日
生
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
か
ら
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
二
月

ま
で
和
歌
山
始
審
裁
判
所
田
辺
支
庁
に
出
仕
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
五

月
か
ら
田
辺
町
初
代
助
役
を
勤
め
る
。
和
歌
・
俳
句
・
狂
歌
・
絵
画
等
を
能
く
し

た
。
明
治
二
十
二
年
八
月
没
。

小
川
芳
吉　
　

英
二
郎
の
次
男
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
八
日
生
。
何
歳

の
頃
か
は
定
か
で
な
い
が
、
増
穂
家
に
養
子
と
し
て
出
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八

八
二
）
五
月
六
日
付
『
田
辺
近
報
』
第
十
三
号
に
は
小
川
姓
の
ま
ま
「
南
海
青
年

会
」
を
発
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
か
。
さ
ら
に
そ
れ
以
降

当
時
大
阪
に
あ
っ
た
清
水
家
（
銀
行
家
）
の
婿
養
子
と
な
る
。

小
川
龍
吉　
　

英
二
郎
の
三
男
。
生
没
年
と
も
未
詳
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

小
川
家
文
書
は
所
蔵
者
で
あ
っ
た
玉
置
裕
氏
の
手
で
、
三
つ
の
箱
に
分
納
さ
れ

て
い
た
。
文
書
館
で
は
こ
の
現
状
を
尊
重
し
、
箱
ご
と
に
整
理
を
お
こ
な
う
こ
と

に
し
た
。
ま
ず
三
つ
の
箱
に
あ
・
い
・
う
の
箱
番
号
を
与
え
た
。
箱
ご
と
の
現
状

は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

あ
箱　

冊
子
・
状
等
、
年
代
順
に
並
べ
通
し
番
号
付
与
、
目
録
あ
り

　

い
箱　

書
状
、
通
し
番
号
を
与
え
一
点
ず
つ
茶
封
筒
に
収
め
る
、
仮
目
録
・
一

部
読
み
本
あ
り

　

う
箱　

封
筒
入
り
書
簡
、
通
し
番
号
を
与
え
一
点
ず
つ
茶
封
筒
に
収
め
る
、
一

部
読
み
本
あ
り

　

整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
た
通
し
番
号
を
用
い
、
こ
の
通

し
番
号
と
あ
・
い
・
う
の
箱
番
号
に
よ
り
、
文
書
館
で
の
資
料
番
号
と
し
た
。
文

書
館
で
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
資
料
番
号
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

　

例　

あ
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
、
通
し
番
号
１
の
文
書
は
資
料
番
号
あ－

１

　
　
　

い
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
、
通
し
番
号
５
の
文
書
は
資
料
番
号
い－

５

　

複
数
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
通
し
番
号
の
み
で
は
整
理
で
き
な
か
っ
た

資
料
は
、
枝
番
号
を
与
え
た
。

　

例　

う－
　

は
封
筒
内
に
二
点
の
資
料
が
一
括
さ
れ
て
い
た
の
で
、
資
料
番
号

７５

う－
　

－

１
、
う－

　

－

２
と
な
る

７５

７５

　

整
理
後
、
茶
封
筒
は
中
性
紙
封
筒
に
取
り
替
え
、
中
性
紙
箱
三
箱
へ
収
納
し
た
。 

小
川
家
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小
川
家
文
書
の
現
状
と
内
容
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
六
項
目
を
も
う
け
た
。

　
　

公
の
職
掌
に
関
す
る
資
料

　
　

家
に
関
す
る
資
料

　
　

学
芸
に
関
す
る
資
料

　
　

北
海
道
開
進
会
社
に
関
す
る
資
料

　
　

そ
の
他

　
　

書
状
・
書
簡

　

公
の
職
掌
に
関
す
る
資
料
・
家
に
関
す
る
資
料
・
学
芸
に
関
す
る
資
料
は
、
各

項
目
内
の
点
数
が
少
な
い
た
め
、
年
代
順
の
配
列
と
し
た
。
北
海
道
開
進
会
社
に

関
す
る
資
料
は
、
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
で
項
目
を
た
て
た
。
小
川
家
文
書
は
書

状
・
書
簡
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
、
書
状
・
書
簡
と
し
て
項
目
を
も
う
け
た
。

書
状
・
書
簡
は
さ
ら
に
差
出
人
ご
と
に
分
類
掲
載
し
た
。

　

次
に
、
各
項
目
ご
と
の
概
要
を
記
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

二
十
点
。
小
川
英
二
郎
は
安
藤
家
家
臣
と
し
て
田

辺
領
で
御
船
奉
行
、
物
頭
・
御
徒
頭
、
町
奉
行
を
勤
め
て
い
た
。
明
治
維
新
後
は

権
大
属
に
任
じ
ら
れ
、
田
辺
に
創
設
さ
れ
た
修
道
館
副
総
裁
を
兼
ね
た
。
小
川
能

守
は
、
和
歌
山
始
審
裁
判
所
田
辺
支
所
に
出
仕
し
て
い
る
。
本
項
目
に
は
、
こ
れ

ら
小
川
英
二
郎
・
能
守
の
職
掌
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
資
料
を
集
め
た
。

�
�
�
�
�
�
�　
　

三
十
点
。
小
川
家
の
日
々
の
生
活
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
資

料
を
集
め
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�　
　

二
十
五
点
。
小
川
英
二
郎
・
能
守
は
と
も
に
、
熊
代
繁

里
門
下
の
国
学
者
で
あ
っ
た
の
で
、
学
問
や
和
歌
関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
写
本
、
小
説
等
の
抜
き
書
き
等
を
集
め
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　

十
四
点
。
北
海
道
開
進
会
社
は
、
北
海
道

の
殖
民
開
発
事
業
の
た
め
、
和
歌
山
出
身
の
岩
橋
轍
輔
、
弟
岩
橋
自
助
、
長
男
謹

次
郎
、
和
歌
山
県
士
族
岡
本
熊
輔
、
金
沢
出
身
の
長
尾
助
信
、
林
顕
三
、
開
拓
使

御
用
掛
宮
崎
簡
亮
に
よ
っ
て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立

に
あ
た
っ
て
は
、
岩
倉
具
視
の
意
向
が
働
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
資
本
金
は

二
百
万
円
、
一
株
百
円
で
二
万
株
の
発
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
株
主
の
募
集
が

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
経
営
は
難
航
す
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
七
月
、
岩

橋
轍
輔
は
社
長
を
退
任
し
、
そ
の
直
後
急
死
す
る
。
開
進
会
社
は
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
四
月
解
散
さ
れ
た
。
小
川
家
文
書
に
は
、
岩
橋
轍
輔
後
任
社
長
宮

崎
簡
亮
の
解
任
を
求
め
る
資
料
や
、
出
仕
金
の
返
還
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
、
北

海
道
開
進
会
社
の
混
乱
す
る
状
況
が
窺
え
る
。

�
�
�　
　

五
点
。
小
川
家
と
の
関
係
が
不
明
瞭
な
資
料
、
前
項
目
に
該
当
し
な

い
資
料
を
集
め
た
。

�
�
�
�
�　
　

小
川
家
文
書
の
大
半
を
占
め
る
の
が
書
状
・
書
簡
で
あ
る
。
私

信
で
あ
り
、
内
容
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
の
で
、
内
容
に
よ
る
編
成
は
お
こ
な
わ

ず
、
差
出
人
に
よ
る
編
成
を
お
こ
な
っ
た
。
几
鴬
（
小
川
富
蔵
）
関
係
、
小
川
英

二
郎
・
能
守
関
係
、
能
守
の
弟
で
あ
る
小
川
龍
吉
、
増
穂
芳
吉
関
係
、
そ
の
他
の

順
で
配
列
し
た
。
田
村
風
邨
か
ら
梧
膳
ま
で
が
几
鴬
（
小
川
富
蔵
）
関
係
、
伊
達

藤
二
郎
か
ら
秀
之
助
ま
で
が
小
川
英
二
郎
・
能
守
関
係
で
あ
る
。
小
川
英
二
郎
・

能
守
関
係
は
宛
名
が
小
川
姓
の
み
の
資
料
が
あ
り
、
両
者
ど
ち
ら
あ
て
か
区
別
で

き
な
い
資
料
も
多
い
。
そ
の
他
の
項
目
に
は
、
差
出
人
や
宛
名
の
不
明
資
料
な
ど

を
集
め
た
。

　

�
�
�
�　
　

二
十
八
点
。
田
辺
藩
士
、
通
称
半
太
夫
。
風
邨
と
号
し
、
翠
竹

庵
・
花
畠
庵
の
別
号
を
も
つ
。
美
濃
派
の
宗
匠
と
し
て
田
辺
俳
壇
を
長
く
リ
ー
ド

小
川
家
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し
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
没
（『
田
辺
市
史
』
第
二
巻
に
よ
る
）。

　

�
�
�
��

二
点
。
名
は
定
長
、
字
は
子
雄
。
篆
刻
を
学
び
、
俳
諧
を
能
く
す

る
。
生
没
年
等
未
詳
。

　

�
�
�
�　

二
点
。
和
歌
山
城
下
の
質
商
で
、
松
尾
塊
亭
の
高
弟
。

　

�
�　

二
点
。

　

�
�　

一
点
。

　

�
�
�
�
�　
　

一
点
。
千
広
・
宗
広
と
も
。
自
得
と
号
し
た
。
享
和
二
年（
一

八
〇
二
）
五
月
、
宇
佐
美
祐
助
家
の
分
家
筋
に
あ
た
る
宇
佐
美
多
右
衛
門
祐
長
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
幼
く
し
て
叔
父
筋
に
あ
た
る
伊
達
家
に
養
子
と
し
て

入
る
。
十
代
藩
主
治
宝
に
重
用
さ
れ
、
勘
定
奉
行
に
ま
で
登
る
が
、
嘉
永
五
年（
一

八
五
二
）
末
、
治
宝
の
死
と
と
も
に
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
長
く
田
辺
に
幽
閉

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
嘉
永
六
年
一
月
二
十
日
の
治
宝
の
喪
が
発
せ
ら
れ
る
一

月
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
養
嗣
子
五
郎
は
城
下
十
里
外
追
放
と
な
り
、

一
家
は
離
散
、
九
歳
で
あ
っ
た
牛
麿
（
後
の
陸
奥
宗
光
）
は
母
政
子
（
渥
美
氏
女
）

と
と
も
に
高
野
山
・
五
条
な
ど
を
転
々
と
す
る
が
最
終
的
に
単
身
江
戸
に
下
る
こ

と
に
な
る
。
一
方
、
幽
閉
中
の
藤
二
郎
は
初
め
こ
そ
悶
々
と
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
模
様
で
あ
る
が
、
ま
も
な
く
近
く
の
法
輪
寺
か
ら
一
切
経
を
か
り
出
し
、

読
み
進
め
る
日
々
が
続
い
た
。
九
年
間
の
幽
閉
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
佛
学
の
研
究

に
費
や
し
、
そ
の
過
程
で
物
欲
・
利
欲
か
ら
脱
し
、
遂
に
自
得
の
境
地
に
入
り
そ

れ
を
号
と
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
後
に
『
余
身
帰
』
に
詳
し
く
記
し

て
い
る
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
、
許
さ
れ
て
和
歌
山
に
帰
る
が
間
も
な

く
脱
藩
上
洛
し
た
。
本
居
大
平
門
下
の
俊
秀
で
加
納
諸
平
や
長
沢
伴
雄
な
ど
と
も

親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
秋
、

熊
野
三
山
参
詣
に
出
か
け
た
際
の
紀
行
文
『
三
の
山
踏
』
に
は
九
月
一
日
二
日
と

田
辺
に
滞
在
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
熊
代
繁
里
・
小
川
栄
寿
（
英

二
郎
）・
目
良
三
柳
等
が
宿
所
を
訪
ね
た
と
あ
る
。

　

著
書
も
多
く
、
歴
史
書
と
し
て
の
『
大
勢
三
転
考
』
は
ユ
ニ
ー
ク
な
時
代
区
分

に
よ
る
論
を
展
開
し
た
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
他
に
「
随
々
集
」「
随

縁
集
」
等
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
伊
達
自
得
翁
全
集
』（
大
正
十
五
年
刊
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
十
六
歳
で
没
。

　

�
�
�
�　

二
点
。
宗
興
と
も
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
生
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
脱
藩
し
尊
攘
派
と
交
わ
り
、
菊
池
海
荘
ら
と
と
も
に
勤
王
論
を
説

い
て
朝
幕
間
を
奔
走
し
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
没
。
伊
達
藤
二
郎
の

項
も
参
照
の
こ
と
。

　

�
�
�
�　
　

九
点
。
田
辺
藩
士
、
幼
名
は
雅
楽
之
助
、
長
じ
て
尚
・
内
記
・

鉄
心
と
改
名
。
大
江
般
兵
衛
の
次
男
と
し
て
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
一
月
生
。

剣
を
柏
木
兵
衛
に
師
事
し
て
奥
義
を
究
め
、
修
道
館
総
裁
に
し
て
武
技
教
授
を
兼

ね
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
以
降
実
業
界
に
転
じ
、
南
海
鉄
道
・
紀
州
銀

行
・
和
歌
山
紡
績
等
に
関
わ
る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
月
、
七
十
歳

で
没
。

　

�
�
�
�　
　

十
六
点
。
田
辺
藩
士
、
名
は
確
、
通
称
熊
右
衛
門
。
熊
峰
・
孤

山
・
文
里
江
漁
人
・
一
簑
等
の
別
号
を
も
つ
。
藩
の
留
役
を
勤
め
維
新
後
権
大
属

と
な
る
。
安
政
年
中
一
時
寺
子
屋
を
営
む
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
一
月
、

七
十
二
歳
で
没
。

　

�
�
�
�　

六
十
四
点
。
田
辺
藩
士
、
柏
木
参
太
夫
の
息
と
し
て
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
十
一
月
生
。
名
は
義
武
、
幼
名
音
吉
、
の
ち
鷹
助
、
長
じ
て
兵
衛
・

常
雄
と
改
め
、
淡
水
・
臥
鐘
と
号
す
。
藩
の
剣
術
指
南
、
西
洋
砲
術
も
体
得
し
、

田
辺
に
台
場
を
築
く
。
修
道
館
で
も
教
授
す
る
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九

小
川
家
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月
、
六
十
三
歳
で
没
。

　

�
�
�
�　
　

五
点
。
南
部
の
人
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
六
月
生
。
幼
名

熊
蔵
、
長
じ
て
源
蔵
。
家
の
名
を
櫻
蔭
と
称
す
る
。
本
居
大
平
・
加
納
諸
平
に
つ

い
て
国
学
を
修
め
、
田
辺
に
国
学
を
広
め
た
人
物
で
も
あ
る
。
修
道
館
の
皇
学
教

授
で
も
あ
っ
た
。
五
十
六
歳
で
熊
野
本
宮
大
社
の
権
宮
司
と
な
る
が
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
六
月
本
宮
社
務
所
で
病
没
、
五
十
九
歳
。
著
書
多
数
。

　

�
�
�
�　
　

三
点
。
名
は
康
太
朗
、
杏
堂
・
碧
山
・
凌
霜
庵
・
微
雨
庵
の
号

を
も
つ
。
岡
山
の
人
。
俳
諧
を
能
く
し
、
能
守
も
こ
れ
に
師
事
し
た
。
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
頃
来
田
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
没
。
享
年
未
詳
。

　

�
�
�　
　

三
点
。

　

�
�
�
�　
　

十
七
点
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
月
田
辺
藩
少
属
に
就
任
。

事
蹟
、
生
没
年
等
未
詳
。

　

�
�
�
�　
　

二
点
。
田
辺
藩
士
、
通
称
小
十
郎
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

四
月
佐
藤
寛
平
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
十
四
歳
に
し
て
山
口
欣
兵
衛
家
を

継
ぐ
。
柏
木
兵
衛
と
と
も
に
大
砲
鋳
造
係
と
な
る
。
維
新
後
、
田
辺
権
大
属
等
を

歴
任
後
、
伊
都
郡
学
区
取
締
と
な
り
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
六
月
九
度
山

で
没
す
。

　

�
�
�
�　
　

三
点
。
名
は
錫
、
通
称
吉
郎
。
江
戸
の
人
と
も
広
島
の
人
と

も
。
文
久
頃
、
田
辺
に
来
て
七
〜
八
年
の
間
儒
学
を
指
導
し
た
と
さ
れ
る
。
明
治

九
年
（
一
八
七
八
）
六
月
没
。
享
年
未
詳
。

　

�
�
�
�
�　
　

二
点
。

　

�
�
�
�　
　

一
点
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
開
設
の
田
辺
始
審
裁

判
所
の
初
代
所
長
。
た
だ
、
年
代
は
未
詳
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
前
判
事
補
の
時
田

辺
区
裁
判
所
長
と
し
て
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
人
望
は
あ
つ
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

�
�
�
�　
　

二
点
。
田
辺
の
人
。
名
は
袁
栄
、
字
は
秀
水
、
通
称
要
助
。
雲

泉
・
芝
石
道
人
は
号
。
明
治
初
年
中
田
素
平
（
熊
峰
）
に
師
事
し
て
南
画
を
修
め

る
。
生
没
年
と
も
不
詳
。

　

�
�
�
�
�　
　

三
点
。

　

�
�
�
�　
　

二
点
。

　

�
�
�
�
�　
　

二
点
。

　

�
�
�　
　

二
点
。

　

�
�
�
�　
　

四
点
。
田
辺
の
人
。
雑
貨
小
間
物
商
兼
貸
本
業
を
営
む
岡
茂
こ

と
岡
崎
屋
茂
平
の
四
代
目
。
田
辺
町
会
議
員
を
勤
め
、
田
辺
中
学
校
の
創
設
に
尽

力
し
た
。
緑
堂
・
頓
馬
・
素
骨
等
の
号
を
も
っ
て
謡
曲
・
川
柳
等
を
能
く
し
た
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
、
五
十
三
歳
で
没
。

　

�
�
�
�　
　

十
一
点
。

　

�
�
�
�　
　

二
点
。

　

�
�
�
�　
　

三
点
。
田
辺
の
人
。
初
名
は
三
柳
。
の
ち
そ
の
名
を
嗣
子
に
譲

り
、
自
ら
は
碧
斎
と
改
名
す
る
。
若
く
し
て
野
呂
松
廬
に
漢
籍
を
、
若
山
林
氏
に

漢
方
医
術
を
、
京
都
日
野
氏
に
西
洋
医
術
を
そ
れ
ぞ
れ
学
び
、
二
十
三
歳
の
時
、

帰
田
し
て
医
者
を
開
業
す
る
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
二
月
、
七
十
歳
で

没
。

　

�
�
�　
　

四
点
。

　

�
�
�　
　

四
点
。

　

�
�
�
�　
　

二
点
。　

英
二
郎
三
男
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�　
　

六
十
三
点
。
英
二
郎
次
男
。

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　
　

三
点
。　

芳
吉
養
子
先
。

小
川
家
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�
�
�
�　
　

六
点
。　

芳
吉
入
家
先
。

　

�
�
�　
　

三
十
五
点
。

�
�　

　

小
川
家
文
書
い
・
う
箱
資
料
に
は
、
前
野
忠
通
氏
・
安
倍
弁
雄
氏
に
よ
り
解
読

さ
れ
た
読
み
本
が
添
付
さ
れ
て
い
る（
一
部
欠
）。
小
川
家
文
書
の
貴
重
な
研
究
成

果
で
あ
る
の
で
、
目
録
に
掲
載
す
る
。

�
�　
　

　

昭
和
五
十
年
前
野
忠
通
氏
・
安
倍
弁
雄
氏
作
成
の
あ
箱
目
録
で
は
、
通
し
番
号

３
と
し
て
「
嘉
永
二
年
田
辺
城
下
絵
図
」（
写
真
１
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

資
料
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
玉
置
裕
氏
の
意
向
に
よ
り
、
田
辺
市
立
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ
た
。「
田
辺
城
下
町
絵
図
」
は
小
川
家
文
書
と
出
所
が
同
一
で
あ
る
の
で
、
小

川
家
文
書
目
録
で
は
資
料
番
号
あ－

３
は
欠
番
と
し
た
が
、
資
料
情
報
は
掲
載
す

る
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

小
川
家
に
は
文
書
の
他
に
も
、
武
士
と
し
て
の
来
歴
を
伝
え
る
物
資
料
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
あ
げ
て
お
く
。

　

陣
笠　

梅
鉢
文　

田
辺
市
立
図
書
館
へ
寄
贈
。（
写
真
２
）

　

甲
冑
・
刀
剣　
　

小
川
潤
次
郎
氏
よ
り
裕
氏
の
兄
で
あ
る
小
川
徹
氏
に
伝
え
ら

れ
、
徹
氏
よ
り
和
歌
山
城
天
守
閣
に
寄
託
。
長
州
征
伐
時
に
着
用
し
た
と
伝
え

る
。

��

�
�
�
�

昭
和
五
十
年　

前
野
忠
通
氏
・
安
倍
弁
雄
氏　

あ
箱　

目
録
未
刊
行

　

あ
箱
目
録
に
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
十
年
以
降
お
こ
な
っ
た
古

文
書
調
査
の
調
査
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
調
査
事
業
に
よ
る
目
録
か
ど

う
か
確
認
で
き
な
い
。
前
野
忠
通
氏
・
安
倍
弁
雄
氏
は
同
調
査
事
業
で
調
査
員
を

勤
め
る
。

昭
和
五
十
二
・
三
年
こ
ろ　

前
野
忠
通
氏
・
安
倍
弁
雄
氏　

い
・
う
箱　

書
状
・

書
簡
類
の
解
読
作
業
、
こ
の
後
、
玉
置
裕
氏
に
よ
り
、
解
読
原
稿
を
添
え
書
状
類

は
一
点
ず
つ
茶
封
筒
に
収
納
さ
れ
る
。

昭
和
六
十
二
年　

田
辺
市
史
編
纂
室　

い
箱　

目
録
未
刊
行

平
成
十
三
年　

文
書
館
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査　

所
在
確
認

��

�
�
�
�
�
�
	

参
考
資
料

『
田
辺
市
史
』『
田
辺
市
誌
』『
田
辺
町
誌
』『
和
歌
山
県
史
』

紀
南
文
化
財
研
究
会
『
伊
達
千
広
文
集
』
紀
南
郷
土
叢
書
第
十
二
輯
、
平
成
五
年

『
伊
達
自
得
翁
全
集
』
大
正
十
五
年

『
伊
達
自
得
翁
全
集
補
遺
』
昭
和
十
五
年

安
倍
弁
雄
「
資
料
紹
介
『
跡
形
新
撰
』」
田
辺
市
教
育
委
員
会
『
田
辺
文
化
財
』
三

十
二
号
、
一
九
八
九
年
。
三
十
四
号
、
一
九
九
一
年
。

北
海
道
開
進
会
社
に
つ
い
て

大
庭
幸
雄
「
北
海
道
開
進
会
社
に
関
す
る
史
料
論
的
覚
書
」『
北
海
道
立
文
書
館
紀

要
』
第
十
一
号
、
一
九
九
六
年

翻
刻

小
川
家
文
書
は
、
若
干
で
は
あ
る
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
。

小
川
家
文
書
あ－

１
「
跡
形
新
撰
」　
『
田
辺
市
史
』
第
六
巻　

跡
形
新
撰

小
川
家
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小
川
家
文
書
あ－

５
「
日
記
」　
　
　
『
田
辺
市
史
』
第
五
巻　

御
船
奉
行
日
記

小
川
家
文
書
あ－

７
「
日
記
」　
　
　
『
田
辺
市
史
』
第
五
巻　

物
頭
御
徒
頭
日
記

小
川
家
文
書
あ－

　

「
田
辺
改
進
党
団
結
ノ
趣
意
」　
　
『
田
辺
市
史
』
第
九
巻　

４３

田
辺
改
進
党
結
成
の
趣
意
書

小
川
家
文
書
い－
２
、
伊
達
藤
二
郎
書
状　
　

紀
南
文
化
財
研
究
会
『
伊
達
千
広

文
集
』

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
目
録
中
に
も
「
市
史
」「
伊
達
千
広
文
集
」
と
注
記
し
た
。

付
記

　

目
録
編
集
に
あ
た
っ
て
、
小
川
家
文
書
の
元
所
蔵
者
の
玉
置
裕
氏
及
び
杉

中
浩
一
郎
氏
（
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
常
務
理
事
）
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
絵
図
の
調
査
で
は
、

堀
純
一
郎
氏
（
田
辺
市
立
図
書
館
）
の
協
力
を
え
た
。
本
目
録
の
整
理
作
業

は
山
崎
竜
洋
・
伊
藤
信
明
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
編
成
お
よ
び
解
題
は
文

書
課
担
当
者
と
伊
藤
が
協
議
し
、
最
終
的
な
調
整
・
編
集
作
業
は
伊
藤
が
お

こ
な
っ
た
。

解
題
・
目
録　
　

山
崎
竜
洋
・
伊
藤
信
明

小
川
家
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資料番号あ－1あ－１１あ－5い－３７あ－7あ－１０あ－１７あ－１８あ－２０あ－9あ－１５

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

跡
形
新
撰  
　

＊
後
半
「
宝
暦
九
卯
十
月
よ
り
新
庄
見
世
商
物
一
件
扣
」
あ
り
、
市
史

〔
町
奉
行
留
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
後
欠
、
崩
れ

日
記  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
市
史

〔
西
洋
書
籍
の
件
、
外
国
人
歩
行
の
件
、
古
金
引
替
の
件
に
つ
い
て
の
触

写
し
〕

日
記  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
市
史

十
津
川
郷
略
図
（
天
誅
組
の
変
に
つ
き
）  　
　
　

＊
彩
色
、
方
位
盤
挟
み
込
み

〔
国
名
書
上
〕  　
　
　

＊
封
紙
上
書
「
手
形
入　

今
出
屋
」
あ－

６－

１
の
も
の
か

〔
任
権
大
属
辞
令
〕

〔
家
禄
二
十
石
下
賜
証
〕

大
殿
様
御
入
城
ニ
付
切
目
よ
り
田
辺
迄
御
行
列
帳

〔
帳
外
赦
免
に
つ
き
書
付
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
帳
崩
れ

年　

月　

日

天
保
５
年
正
月

（
安
政
元
年
８
月
〜
）

安
政
４
年
正
月
よ
り

（
４
月
２
日
）

（
安
政
６
年
）７
月

文
久
２
年
６
月
朔
日

よ
り

（
文
久
３
年
か
）

明
治
２
年
８
月
御
改
正

明
治
３
年　

月
１０

明
治
５
年
２
月

作　
　

成　
　

者

矢
野
十
次
兵
衛　

泰
地
八
蔵

御
船
奉
行

（
間
部
下
総
守
・
太
田
備
後
守

→

大
目
付
）

物
頭　

御
徒
頭

田
辺
藩
（
印
）

田
辺
藩

宛　
　
　
　
　

名

小
川
能
信

小
川
清
夫

形 態竪 帳竪 帳竪 帳状竪 帳状封紙包状状状小型横帳状

小
川
家　
　

公
の
職
掌
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小
川
家　
　

公
の
職
掌
／
家

あ－１６あ－６５あ－６５あ－５１あ－５２あ－５３あ－５４あ－５５あ－５６�
�
�
�
�
�
�

あ－４８あ－2あ－4
あ－6
－2

〔
学
校
日
課
表
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
田
辺
修
道
館
の
日
課
表
か

�
〔
正
月
十
三
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
執
務
状
況
覚
書
〕

�
〔
帆
の
盗
難
・
質
入
れ
日
ほ
か
覚
書
〕

〔
田
辺
支
庁
詰
任
命
辞
令
書
〕

〔
御
用
に
つ
き
礼
服
着
用
に
て
出
頭
命
令
書
〕

〔
御
用
に
つ
き
礼
服
着
用
に
て
出
頭
命
令
書
〕

〔
除
服
出
仕
命
令
書
〕

〔
俸
給
書
〕

〔
依
願
免
職
辞
令
書
〕

〔
処
方
箋
〕

十
年
季
ニ
売
渡
申
田
畑
之
事  
　
　
　
　

＊
丙
午
年
三
株
売
渡
し
の
貼
り
紙
あ
り

勘
定
帳

拝
借
申
米
之
事
（
玄
米
八
斗
）  　
　
　
　
　

＊
あ－

６－

１
〜
４
は
封
紙
に
一
括

明
治　

年
１
月　

日

１８

２９

明
治　

年
１
月　

日

１８

２９

明
治　

年
１
月　

日

１８

２９

明
治　

年
６
月　

日

１９

２３

明
治　

年
７
月
１
日

１９

明
治　

年
２
月　

日

２０

１７

癸
未
無
射

（
文
政
６
年
９
月
か
）

天
保　

年
８
月

１５

安
政
３
年

安
政
７
年
正
月

和
歌
山
始
審
裁
判
所

和
歌
山
始
審
裁
判
所
田
辺
支
庁

和
歌
山
始
審
裁
判
所
田
辺
支
庁

和
歌
山
始
審
裁
判
所

和
歌
山
始
審
裁
判
所

和
歌
山
始
審
裁
判
所
田
辺
支
庁

京
都
三
角
氏

売
主
中
田
内
安
兵
衛
（
印
）
証
人
村

田
屋
六
右
衛
門
（
印
）
ほ
か
湊
村
・

敷
村
・
神
子
浜
村
庄
屋
肝
煎
連
印

小
川
氏

紺
屋
町
勝
蔵
（
筆
軸
）
受
人
兼

兵
衛
（
筆
軸
）

雇
小
川
能
守

和
歌
山
県
士
族
小
川
能
守

小
川
能
守

雇
小
川
能
守

雇
小
川
能
守

雇
小
川
能
守

紀
州
井
原
屋
富
蔵
殿
内
室

井
原
屋
九
八
郎
殿
御
取
次

小
川
御
氏
様
御
家
来
衆

状状状状状状状状状折 紙状横 帳状
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小
川
家　
　

家

あ－6
－3

あ－6
－4

あ－8あ－５９あ－１９あ－２１あ－２３あ－２２あ－２４あ－２５あ－７６あ－２８あ－２９あ－３０

拝
借
申
米
之
事
（
玄
米
八
斗
）  　
　
　
　
　

＊
あ－

６－

１
〜
４
は
封
紙
に
一
括

拝
借
申
米
之
事
（
玄
米
八
斗
）  　
　
　
　
　

＊
あ－

６－

１
〜
４
は
封
紙
に
一
括

御
伊
勢
参
詣
祝
控

借
用
申
金
子
事
（
金
十
五
両
）

〔
闘
鶏
神
社
氏
子
札
〕

田
畑
山
売
渡
証
書

地
所
売
渡
証
書  　
　
　
　
　
　

＊
奥
保
証
「
神
子
浜
村
副
戸
長
柴
田
太
一
（
印
）」

記
（
米
借
用
証
）

乙
第
百
七
号
（
和
歌
山
病
院
内
教
場
入
学
生
徒
通
則
並
教
則
布
達
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
欄
外
書
入
「
小
川
芳
吉
（
朱
印
）」

雲
鳥
海
（
備
忘
録
）

容
躰
書

借
用
証
（
金
五
百
円
）

秘
伝
新
製
醤
油
醸
造
法  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

新
聞
紙
上
広
告
抜
記  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

安
政
７
年
正
月

安
政
７
年
正
月

元
治
元
年
３
月

元
治
２
年
３
月

明
治
４
年　

月　

日

１１

１５

明
治
７
年
８
月　

日
２４

明
治
８
年
３
月
８
日

明
治
８
年
５
月
８
日

明
治
９
年
３
月
３
日

明
治　

年
中
秋

１１

明
治　

年
３
月

１６

明
治　

年
６
月
１
日

１６

明
治　

年
６
月
２
日
版
権

１６

免
許　

同
年
６
月
刻
成

明
治　

年
１７

紺
屋
町
久
吉　

受
人
達
右
衛
門

紺
屋
町
政
吉
（
筆
軸
）
受
人
徳

兵
衛
（
筆
軸
）

印
南
浦
印
定
寺
（
印
）

祠
官
田
所
顕
平
（
印
）

第
七
大
区
二
小
区
田
辺
本
町　

番
４７

地
主
本
人
士
族
小
川
能
守（
印
）証

人
商
那
須
平
七
郎（
朱
印
）

第
七
大
区
二
小
区
田
辺
下
屋
敷
町

　

番
地
主
士
族
売
主
中
山
佐
夜
造

１３３（
印
）証
人
商
那
須
文
五
郎（
印
）

猪
野
民
蔵
（
印
）

和
歌
山
県
令
神
山
郡
廉

寸
碧
楼
主

借
主
猪
野
民
蔵
（
印
）
証
人
猪

野
岩
四
郎
（
印
）

編
集
出
板
人
山
添
久
太
郎

小
川
御
氏
様
御
家
来
衆

小
川
様
御
家
来
衆

小
川
英
治
郎
様
御
支
配
人
中

（
艶
・
英
二
郎
・
多
喜
江
・
清
夫
・

芳
吉
）

新
庄
村
鳥
之
巣
農
須
磨
四
郎
平

田
辺
本
町
士
族
小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
能
守
殿

状状横 帳封紙包状木札５点罫紙竪綴罫紙竪綴状刷物綴り小型横帳罫 紙状竪 帳横 帳
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小
川
家　
　

家
／
学
芸

あ－３１あ－３４あ－３５あ－３３あ－３８あ－３９あ－１３あ－４１あ－４７あ－４９あ－７７う－1�
�
�
�
�
�
�
�

あ－５０

診
断
書

地
所
売
渡
証
文  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
奥
公
証
「
戸
長　

小
関
維
隆
（
印
）」

掌
記
（
石
炭
掘
削
に
つ
き
）

田
畑
宅
地
控  　
　
　
　
　
　

＊
見
返
し
「
明
治
廿
二
年
十
一
月
廿
九
日
遺
産
授
受
」

当
座
覚

小
作
請
取
控  
　
　
　
　
　
　

＊
挟
込
資
料
「
明
治　

年
社
日
講
に
関
す
る
書
付
」

２３

〔
掛
け
物
釘
打
ち
方
、
薬
の
調
合
処
方
法
に
つ
き
覚
書
〕

〔
備
忘
雑
記
帳
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
「
弐
号
」
と
あ
り

芳
名
字
号
（
能
守
に
つ
き
）  　
　
　
　
　
　

＊
字
伯
敬
、
号
春
翠
・
晩
香
・
雲
樵

�
西
ノ
谷
村
湊
村
万
呂
村
各
村
ニ
所
有
之
地
所
記  　
　
　

＊
綴
じ
切
れ
崩
れ

記
（
史
記
評
林
合
本
逓
送
費
立
替
分
送
金
依
頼
）  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
活
版

当
用
筆
記　

改
書
籍
目
録  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
写
本

〔
馬
術
免
許
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
巻
物

明
治　

年
２
月　

日

１８

１７

明
治　

年
１
月　

日

２０

２７

（
明
治
）　

年
６
月

２１

明
治　

年　

月

２２

１１

明
治　

年
（　

月

２２

１０

〜　

年
１
月
）

２４

明
治　

年
２３

（
明
治
）

田
辺
中
屋
敷
町
医
生
佐
武
松
洞

下
屋
敷
町
売
渡
人
宮
崎
国
蔵

（
印
）
証
人
宮
本
市
松
（
印
）

確
謹
撰
（
印
）

大
坂
中
之
島
六
丁
目
修
道
館

小
川
氏

紀
伊
大
納
言
内
近
藤
治
兵
衛
正

次
、
松
平
丹
波
守
内
渡
辺
兵
大

夫
入
道
貞
政
ほ
か
５
名

小
川
能
守

下
屋
敷
町
小
川
能
守

小
川
様

罫 紙罫紙竪綴罫紙竪綴竪 帳横 帳横 帳小型横帳竪 帳折 紙横 帳状竪 帳状
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小
川
家　
　

学
芸

あ－２６あ－３２あ－３６あ－３７あ－４０あ－５７あ－１４あ－１２あ－４２あ－４４あ－４５あ－４６あ－４９あ－６９

和
歌
山
繁
昌
誌  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
活
版

発
句
娘  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
明
治　

年
７
月　

日
読
売
新
聞
の
小
説
写
し

１８

３０

春
興　

和
歌
山
（
俳
句
集
）

  
　

＊
活
版
、
編
集
発
行
和
歌
山
県
士
族
村
上
小
十
郎
、
印
刷
和
歌
山
県
士
族
植
村
茂
夫

楽
し
た
の
し
む
（
奉
菅
廟
立
杭
披
露
四
季
自
在
発
句
輯
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
活
版
、
起
主
雑
魚
場
社
・
徒
然
社

小
川
白
沙
居
士
飯
塚
春
水
居
士
一
周
年
迫
薦
句
塚
建
築
会
発
句
集
（
募
集

要
項
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
活
版

口
牒
（
帰
童
仙
五
十
回
忌
に
つ
き
俳
諧
興
行
案
内
）

  　
　

＊
摺
物
、奥
書〔
俳
諧
出
品
料
に
つ
き
依
頼
書
〕京
都
橘
屋
治
兵
衛→

諸
国
御
連
衆
中

廿
五
番
歌
合　

兼
題
月
鹿
秋
旅
稲
妻

三
汁
十
一
菜
四
条
流
四
季
献
立

烟
霞
泉
石
（
漢
詩
集
）

明
治
立
志
編
第
三
編
抜
記

俳
諧
花
乃
庵

繁
昌
記
抄
録  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
静
軒
居
士
著
江
戸
繁
昌
記
の
写
本

�
〔
新
聞
記
者
列
伝
・
明
治
立
志
編
抜
書
〕  　
　
　

＊
写
本
、
綴
じ
切
れ
崩
れ

京
都
祇
園
新
地
之
話  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
後
欠
、
小
説
か

明
治　

年
１１

（
明
治　

年
７
月　

日
）

１８

３０

明
治　

年
５
月　

日

２２

２１

発
行

明
治　

稔
２２

明
治　

年
８
月
発
題

２３

 　
　
　

子
８
月　
　

 　
　
　

卯
８
月　
　

野
狐
化
人
題

和
歌
山
洗
夢
庵
社
中

幻
夢
庵

発
起
早
苗
社　

補
助
ミ
ナ
ベ
梅

風
社　

同
ト
ン
ダ
青
年
社

徐
風
斎　

美
濃
連
中

目
片
幸
三
郎

「
能
守
」
の
朱
印

佐
々
木
秀
二
著

津
田
権
平
纂
述

諸
国
御
連
衆
中

状罫紙竪綴大形横帳小冊子状状竪 帳横 帳竪 帳横 綴横半帳竪 帳横 帳状
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小
川
家　
　

学
芸
／
北
海
道
開
進
会
社

あ－７０あ－７２あ－７３あ－７９あ－８０い－４１い－１１６
い－１４１
－2

い－１４５
－2

う－８４�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



い－9
－2

い－9
－3

い－9
－1

〔
漢
詩
〕

〔
都
々
逸
か
〕

〔
俳
句
・
和
歌
書
上
〕

〔
落
款
印
譜
〕

〔
落
款
印
譜
〕

発
句
輯　

秀
吟
五
章
（
俳
句
五
句
書
上
）

〔
狂
詩
〕

〔
狂
詩
書
上
〕

〔
愚
撰
俳
句
四
句
書
上
〕

〔
落
款
印
譜
〕

〔
配
当
金
を
岩
橋
轍
輔
に
貸
下
に
よ
り
、
受
領
証
に
調
印
す
る
こ
と
を
求

め
る
通
達
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

９－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

証
（
融
通
金
二
百
円
の
本
年
分
利
子
受
取
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

９－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

〔
配
当
金
受
領
証
・
受
領
証
送
り
状
控
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

９－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

（
明
治
）　

年　

月　

日

１４

１２

１８

明
治　

年　

月　

日

１４

１２

１８

明
治　

年　

月

１４

１２
　

日
・　

日

２４

２６

夕
顔
園

喜
多

暇
亭

双
鳳
生

北
海
道
開
進
会
社
分
局

岩
橋
轍
輔
（
印
）

小
川
能
守

梅
廼
舎
御
社
中

小
川
能
守

小
川
能
守

北
海
道
開
進
会
社

罫 紙状状状６通綴 り状状状状状９通罫 紙状状
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小
川
家　
　

北
海
道
開
進
会
社
／
そ
の
他

い－４３い－３２い－１４０あ－６８
あ－６６
－2

あ－６６
－1

い－８７
－1

あ－２７い－５８あ－６４
い－８７
－2

�
�
�

あ－6
－1

あ－４３

〔
宮
崎
簡
亮
の
開
進
会
社
社
長
解
任
に
つ
き
、
株
主
の
書
名
捺
印
を
集
め

る
よ
う
依
頼
の
書
状
〕

〔
開
進
会
社
の
株
金
払
戻
の
状
況
に
つ
い
て
の
書
状
〕

〔
北
海
道
開
進
会
社
の
株
を
巡
る
裁
判
の
行
方
に
つ
い
て
書
状
〕

依
嘱
契
約
書
（
北
海
道
開
進
社
株
金
取
り
戻
し
に
つ
き
）  　
　
　
　

＊
写
し

〔
父
轍
輔
死
亡
報
知
書
〕  　
　
　
　

＊
活
版
、
あ－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

６６

〔
轍
輔
氏
死
去
の
旨
書
状
〕  　
　
　
　
　
　

＊
あ－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

６６

〔
岩
橋
轍
輔
氏
の
死
去
に
対
し
て
の
対
応
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－
　
－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

８７

裁
判
所
言
渡
書
（
北
海
道
開
進
会
社
株
券
売
買
取
消
訴
訟
に
つ
き
）

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
朱
書
「
明
治
十
六
年
第
千
五
百
六
十
七
号
」

〔
開
進
社
一
条
に
つ
き
や
む
を
得
ず
代
人
を
差
し
出
す
旨
書
状
〕

委
任
状
（
北
海
道
開
進
会
社
株
券
売
却
に
つ
き
）  　
　
　
　

＊
代
理
人
名
空
白

大
井
氏
ヨ
リ
電
信
来
意
写
（
開
進
会
社
訴
訟
示
談
に
つ
き
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

８７

拝
借
仕
金
子
之
事
（
金
弐
拾
両
）

  
　
　
　
　
　

＊
あ－

６－

１
〜
４
は
封
紙
に
一
括
、
あ－

　

の
封
紙
が
一
連
の
も
の
か

１７

田
辺
改
進
党
団
結
ノ
趣
意  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
市
史

（
明
治　

年
）９
月
１
日

１５

（
明
治　

年
）９
月　

日

１５

１２

（
明
治　

年
）９
月　

日

１５

１６

明
治　

年
９
月

１５

明
治　

年　

月　

日

１５

１０

２９

（
明
治　

年
）　

月
２
日

１５

１１

（
明
治　

年
）　

月　

日

１５

１１

１２

明
治　

年
２
月　

日

１８

２８

 　
　
　
　
　

月　

日

１２

１８

 　
　
　

酉　

月　

日

１２

２７

今
井
義
敬

今
井
義
敬

今
井
義
敬

岩
橋
謹
次
郎

今
井
義
敬

今
井
義
敬

東
京
始
審
裁
判
所

猪
野
民
蔵

今
出
屋
与
八（
印
）　

受
人
埴
田

村
次
兵
衛

起
草
者
坂
本
秀
岱

小
川
能
守

小
川
君
（
能
守
）

小
川
君
（
能
守
）

小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
能
守
、
多
屋
寿
平
次
、
小

関
維
隆

那
須
文
治
兵
衛
様
御
取
次

封筒入状封筒入状封筒入状状状状状罫紙竪綴封筒入状状罫 紙状竪 綴
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－130－

小
川
家　
　

そ
の
他
／
書
状
・
書
簡
（
田
村
風
邨
）

あ－６２あ－８１う－８３�
�
�
�
�

�
�
�
�

い－１２３い－８４い－１１９い－５７い－１２４
い－１３５
－1

い－８２い－6い－１１５

覚
（
浜
ゆ
う
株
に
つ
き
）

〔
断
簡
〕

〔
鉛
山
月
別
漁
覚
〕

口
述
（
春
帖
草
稿
初
飛
脚
に
て
橘
次
に
送
る
旨
書
状
）

〔
花
畠
で
の
南
連
興
行
延
期
に
つ
き
詫
び
の
書
状
〕

〔「
春
帖
」
半
枚
摺
り
に
す
る
故
版
下
書
替
依
頼
の
書
状
〕

〔
鉛
山
八
景
と
い
う
詩
の
題
が
難
題
に
つ
き
書
状
〕

口
述
（「
十
論
」「
古
今
抄
」
を
写
し
取
る
こ
と
を
す
す
め
る
書
状
）

口
述
（「
古
今
抄
」
四
巻
返
却
す
る
旨
ほ
か
書
状
）

〔
十
論
中
巻
・
終
巻
を
一
所
に
渡
す
旨
書
状
〕

口
述
（
南
連
初
会
中
止
ほ
か
書
状
）

口
述
（「
春
帖
」
梓
行
済
む
も
諸
国
へ
の
配
送
に
つ
き
相
談
の
旨
書
状
）

 　
　
　
　

孟
春
４
日

 　
　
　
　

正
月　

日
１８

 　
　
　
　

正
月　

日
１９

 　
　
　
　

２
月
３
日

 　
　
　
　

２
月
４
日

 　
　
　
　

如
月
５
日

 　
　
　
　

２
月
６
日

 　
　
　
　

２
月
８
日

 　
　
　
　

２
月
９
日

花
畠
庵

花
畠
庵

風
邨

風
村

花
圃
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

几
鴬

几
鴬
、
呂
竹

几
鴬

几
鴬

几
鴬

几
鴬

几
鴬

几
鴬
、
八
浦

状状４通状状状状状状状状状状
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－131－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
田
村
風
邨
）

い－１４７
－1

い－９０い－１２２
い－１２１
－1

い－１２１
－2

い－１６５
－1

い－１４７
－2

い－１７
い－１００
－1

い－７０い－１２６
い－１５６
－1

い－１５６
－2

い－１５８

〔
十
九
日
の
御
出
で
を
願
う
書
状
〕

〔
彫
刻
料
な
ど
の
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

〔
板
文
庫
は
盧
元
坊
に
返
却
し
た
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
句
会
開
催
予
定
に
つ
き
誘
い
の
書
状
〕

〔
詠
草
〕

〔
自
庵
完
成
に
つ
き
会
催
し
た
く
誘
い
の
書
状
〕

〔「
白
良
集
」
の
序
文
及
び
和
歌
浦
賦
の
下
書
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
石
代
な
ど
を
立
替
え
て
い
る
件
に
つ
き
書
状
〕

口
述
（
宴
席
へ
の
招
待
状
）

〔
盧
元
坊
の
掛
け
軸
の
値
段
を
伝
え
る
書
状
〕

〔「
白
良
塚
撰
集
」
の
版
下
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
椿
の
和
歌
添
削
依
頼
の
書
状
〕

〔「
題
椿
」
添
削
依
頼
の
書
状
〕

〔
俳
句
添
削
依
頼
の
書
状
〕

 　
　
　
　

２
月　

日
１６

 　
　
　
　

７
月　

日
１２

 　
　
　
　

８
月　

日
２９

 　
　
　
　

８
月
晦
日

 　
　
　
　

８
月
晦
日

 　
　
　
　

９
月
６
日

 　
　
　
　

９
月　

日
２２

　
　
　
　

時
雨
月　

日
１３

 　
　
　
　
　

月　

日

１０

１５

 　
　
　
　
　

月　

日

１０

２５

 　
　
　
　
　

月　

日

１０

２６

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

風
邨

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

花
畠
庵

几
鴬

几
鴬

几
鴬

八
浦

几
鴬

几
鴬

几
鴬

八
浦
、
几
鴬
、
浦
旭

几
鴬

几
鴬

几
鴬

几
鴬

状状状状状状状状状状状状状状
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－132－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
田
村
風
邨
／
玉
置
陶
斎
／
池
端
風
岱
／
此
琴
）

い－１３３い－5い－４７
い－１４７
－3

い－１６５
－2

�
�
�
�

い－５０い－２２

�
�
�
�

い－３９
い－１
－1

�
�

い－６０
い－１３５
－2

口
述
（
椿
の
和
詩
「
百
花
賦
」
中
に
あ
る
旨
ほ
か
書
状
）

〔
丸
の
内
へ
の
金
子
を
来
春
に
返
済
す
る
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

跋
装
（
連
中
の
春
興
に
誘
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
俳
句
〕

〔
弥
生
十
日
に
五
竹
老
師
の
遠
忌
を
双
林
寺
で
催
す
旨
承
知
に
つ
き
書

状
〕

〔
俳
句
短
冊
〕

〔
研
斎
の
屏
風
を
見
せ
た
い
の
で
、
来
訪
を
乞
う
旨
の
書
状
〕

口
述
（
五
双
ふ
り
の
謝
礼
の
件
に
つ
き
書
状
）

〔
新
年
の
挨
拶
に
対
す
る
返
礼
の
書
状
〕

〔
炭
二
俵
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
〕

口
陳
書
（
風
岱
へ
俳
諧
本
を
返
却
す
る
よ
う
依
頼
の
書
状
）

〔
風
岱
方
の
写
本
は
広
く
他
見
無
用
の
旨
書
状
〕

 　
　
　
　
　

月　

日

１０

２９

 　
　
　
　
　

月　

日

１２

２８

 　
　
　
　

中
夏
下
六

 　
　
　
　

皐
月
下
七

 　
　
　
　

正
月
８
日

 　
　
　
　
　

月　

日

１２

２２

 　
　
　
　

秋
月　

日
２５

花
畠
庵

花
畠
庵

翠
竹
庵

風
邨

翠
竹
庵

玉
置
陶
斎

陶
斎

風
岱

風
岱

此
琴

此
琴

几
鴬

几
鴬

几
鴬

小
川
富
蔵

冨
蔵

几
鴬

几
鴬

几
鴬

几
鴬
種
伯

状状状状短 冊状状状状状状
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－133－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
梧
膳
／
伊
達
藤
二
郎
／
伊
達
五
郎
／
渡
辺
鉄
心
）

�
�

い－１３１

�
�
�
�
�

い－2

�
�
�
�

い－3い－２８

�
�
�
�

い－１４５
－1

い－１０６
い－１３０
－1

い－６９い－１３い－１５９

〔「
書
則
」
貸
出
す
る
の
で
明
朝
に
返
却
し
て
ほ
し
い
旨
書
状
〕

〔
帰
和
に
際
し
て
の
御
厚
配
に
対
す
る
礼
状
〕  　
　
　
　
　

＊
伊
達
千
広
文
集

〔
父
の
赦
免
及
び
こ
れ
ま
で
の
厚
配
に
対
す
る
礼
状
〕

〔
糒
・
対
州
刺
鯖
を
呈
上
し
、
御
安
否
を
伺
う
書
状
〕

〔
妻
が
病
死
し
た
旨
を
通
知
の
書
状
〕

〔
学
校
の
こ
と
に
つ
き
相
談
の
た
め
来
訪
を
乞
う
書
状
〕

〔「
通
鑑
」
二
冊
返
却
し
、
後
編
十
二
冊
借
用
し
た
い
旨
書
状
〕

〔
別
紙
の
三
品
舟
便
に
て
積
み
送
り
を
乞
う
書
状
〕

〔
孔
雀
の
尾
を
一
本
拝
載
し
た
い
旨
書
状
〕

〔
契
約
依
頼
状
〕

 　
　
　
　

５
月　

日
１３

 　
　
　
　

５
月　

日
１０

 　
　
　
　

７
月
５
日

（
明
治
）　

年
８
月
８
日

１１

１
月　

日
２１

２
月　

日
１４

４
月
初
日

４
月　

日
１０

６
月　

日
２１

梧
膳

伊
達
藤
二
郎
宗
広
（
花
押
）

伊
達
五
郎

伊
達
五
郎

渡
辺
鉄
心

鉄
心

渡
辺
内
記

渡
辺
内
記

鉄
心

鉄
心

几
鴬

小
川
栄
次
郎

小
川
英
次
郎

小
川
英
二
郎

小
川
英
次
郎

小
川
、
野
口

小
川
英
次
郎

小
川
英
二
郎

小
川

英
二
郎

状状状状状状状状状状
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－134－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
渡
辺
鉄
心
／
中
田
素
平
）

い－１４い－１１い－１１４

�
�
�
�

い－１３０
－2

い－６１
－2

い－１２５い－９５
い－２５
－1

い－１６９い－３６い－９３い－８３い－５５

〔
弘
法
山
で
茸
狩
り
を
行
う
に
つ
き
誘
い
の
書
状
〕

〔
主
法
書
に
つ
い
て
の
議
論
の
結
果
報
告
を
乞
う
旨
書
状
〕

〔
代
金
支
払
延
引
の
詫
び
ほ
か
書
状
〕

〔
雁
鍋
へ
の
誘
い
の
書
状
〕

〔
画
の
代
金
を
折
半
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
書
状
〕  　

＊
い－

　

－

１
と
関
連

３５

〔
市
ノ
瀬
行
き
に
つ
き
都
合
伺
い
の
書
状
〕

〔
画
馬
の
礼
と
し
て
鯛
二
尾
を
送
る
旨
の
書
状
〕

〔
山
水
弐
枚
の
内
一
枚
を
御
覧
賜
っ
た
こ
と
に
つ
き
書
状
）

〔
鉛
山
行
き
の
誘
い
の
書
状
〕

〔
在
夫
差
出
の
件
に
つ
い
て
書
状
〕

〔
大
江
が
来
る
の
で
お
咄
に
来
訪
さ
れ
た
き
旨
の
書
状
〕

〔
安
産
の
お
祝
い
と
珍
し
い
品
を
も
ら
っ
た
礼
に
つ
き
書
状
〕

〔
問
屋
の
復
讐
に
辟
易
し
て
い
る
旨
の
書
状
〕

９
月
念
日

　

月
晦
日

１０
　

月　

日

１２

２８

２
月　

日
２３

４
月　

日
１２

卯
月　

日
１６

４
月　

日
２６

５
月
７
日

５
月　

日
１１

６
月　

日
１０

６
月　

日
２２

７
月　

日
２８

８
月
３
日

渡
辺

渡
辺
尚

渡
辺

中
田

（
中
田
素
平
か
）

中
田

素
平

中
田

中
田

中
田
熊
右
衛
門

宮
路
の
中
田

宮
路
の
中
田

宮
路
の
漁
翁

小
川

小
川
権
大
属
（
英
二
郎
）

小
川

小
川

御
親
展

小
川

能
守

小
川

小
川

小
川
英
次
郎

本
町
の
小
川

小
川

本
町
之
大
君

状状状状罫 紙状状状状状状状状
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－135－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
中
田
素
平
／
柏
木
淡
水
）

い－１９
－1

い－8い－１１７い－１２
い－１９
－2

い－３５
－1

�
�
�
�

い－１２８
－2

う－2
－2

い－５９
－1

い－７５
う－2－
１７－3

い－７４
い－３８
－1

〔
南
都
本
寺
よ
り
出
頭
に
付
き
立
ち
寄
れ
な
い
旨
書
状
〕

〔
新
撰
組
が
組
織
さ
れ
た
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
た
ま
た
ま
閑
が
で
き
た
の
で
来
訪
を
求
め
る
書
状
〕

〔
御
敷
物
代
の
礼
に
参
上
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
詫
び
の
書
状
〕

〔
俳
句
書
上
〕

〔
芳
養
善
徳
寺
襖
張
替
え
に
つ
き
揮
毫
依
頼
の
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

３５

〔
年
賀
挨
拶
書
状
〕

〔
福
田
仁
助
出
京
に
つ
き
知
ら
せ
書
状
〕

〔
年
賀
挨
拶
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

５９

〔
年
賀
挨
拶
ほ
か
書
状
〕

〔
年
賀
挨
拶
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

２－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

〔
明
治
歌
集
の
こ
と
ほ
か
書
状
〕

〔
年
賀
挨
拶
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

３８

９
月　

日
２６

　

月　

日

１０

２０

初
冬
念
五
日

仲
冬
念
六
日

明
治　

年
１
月
７
日

１３

（
明
治　

年
）３
月
３
日

１８

１
月
１
日

１
月
３
日

１
月　

日
１１

１
月　

日
１８

１
月　

日
２１

熊
峰

熊
右
衛
門

中
田

確
拝
復

熊
峰

常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

三
峯
盟
兄

英
二
郎

小
川

小
川

能
守

英
二
郎

能
守

小
川
英
二
郎

英
二
郎

小
川
英
二
郎　

小
川
能
守

英
二
郎

小
川
能
守

状状状状状罫 紙封筒入状封筒入状状状状状状

itle:12小川 Page:135 



－136－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
柏
木
淡
水
）

い－１３７い－１５０い－7い－４２い－８０い－３１い－４４い－２６い－１６３う－５１い－１０７
い－１１１
－1

い－１１１
－2

い－１１１
－3

〔
年
賀
返
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
名
産
恵
投
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
深
川
旧
主
君
に
蓬
酒
、
青
海
苔
を
献
上
に
対
す
る
礼
伝
え
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
前
欠

〔
松
魚
節
、
青
海
苔
を
貰
っ
た
こ
と
へ
の
返
礼
の
書
状
〕

〔
田
辺
の
景
況
を
教
え
て
ほ
し
い
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
古
谷
石
を
矢
野
氏
へ
御
托
し
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
東
京
の
様
子
に
つ
い
て
書
状
〕

〔
名
産
の
縄
巻
酢
二
本
を
拝
受
に
つ
き
礼
状
〕

〔
田
地
売
買
の
条
件
に
誤
解
生
じ
た
事
に
つ
き
周
旋
願
〕

〔
旧
主
大
殿
様
の
葬
儀
様
子
伝
え
、
五
明
楼
主
人
の
儀
返
答
拝
承
ほ
か
書

状
〕

〔
婚
礼
祝
へ
の
礼
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
封
筒
は
明
治　

年
２
月　

日
付
で
別
の
資
料
の
も
の

１６

２８

〔
鶴
代
・
国
雄
の
婚
儀
祝
儀
に
対
し
て
の
礼
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１１１

〔
別
封
の
届
け
を
頼
む
追
伸
〕  　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１１１

証
（
祝
儀
と
し
て
金
十
円
受
取
）  　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１１１

１
月　

日
２１

２
月
３
日

２
月　

日
１１

２
月　

日
１３

２
月　

日
１５

２
月　

日
２８

３
月
７
日

３
月　

日
２８

３
月　

日
２９

４
月
９
日

４
月　

日
１４

４
月　

日
１５

４
月　

日
１５

柏
木
常
雄

兵
衛

柏
木
常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

常
雄

柏
木
国
雄

常
雄

常
雄
、
国
雄

小
川
英
二
郎

英
二
郎

小
川
栄
次
郎

小
川
英
二
郎

小
川
英
二
郎

能
守

小
川
英
二
郎

英
二
郎

英
二
郎

（
小
川
能
守
）

小
川
能
守

能
守

英
二
郎
、
能
守

封筒入状状封筒入状郵便書簡状状状状状封筒入状封筒入状状状状
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－137－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
柏
木
淡
水
）

い－１５３
い－５９
－2

い－１３８
う－2－
１７－１

う－2－
１７－２

い－５１
－1

い－５１
－2

い－１０９い－１１８
い－２４
－1

い－２４
－2

い－５２う－５２い－１０

〔
扇
射
砲
・
ラ
イ
フ
ル
砲
鋳
造
報
告
ほ
か
書
状
〕

〔
珍
し
い
品
々
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

５９

〔
出
立
に
際
し
て
の
懇
情
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
猪
野
家
再
興
協
力
申
し
出
の
旨
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

２－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１７

逐
啓
（
小
川
家
よ
り
の
知
ら
せ
に
対
す
る
礼
依
頼
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

２－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１７

〔
美
酒
二
壜
を
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

３
の
も
の

５１

５１

〔
別
封
を
一
ノ
セ
に
渡
す
こ
と
を
依
頼
す
る
追
伸
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－
　
－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

５１

〔
御
約
束
の
十
余
連
発
銃
に
つ
い
て
値
引
・
返
品
可
能
な
ど
を
知
ら
せ
る

書
状
〕

〔
旧
主
帰
田
の
際
の
厚
情
を
承
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
片
山
の
御
養
子
に
つ
い
て
書
状
〕

別
啓
（
家
族
に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
旨
）

〔
小
銃
の
件
に
つ
き
、
万
事
民
蔵
へ
申
し
付
け
て
ほ
し
い
旨
書
状
〕

〔
悔
や
み
状
〕

〔
銃
器
購
入
の
為
に
奔
走
し
た
旨
に
つ
き
書
状
〕

４
月　

日
２６

５
月
朔
日

５
月　

日
１２

５
月　

日
１５

　

日
１５

５
月　

日
２６

５
月　

日
２８

５
月　

日
３１

６
月　

日
１０

６
月　

日
１０

６
月　

日
２７

６
月　

日
２９

淡
水

兵
衛

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

つ
ね
を

兵
衛

柏
木
常
雄

柏
木
常
雄

（
柏
木
常
雄
）

淡
水

柏
木
常
雄

柏
木
兵
衛

小
川
賢
友

英
二
郎

小
川
英
二
郎

（
市
ノ
瀬
村　

中
山
）
松
次

松
次

英
二
郎

小
川

小
川
英
二
郎

小
川
英
二
郎

（
小
川
英
二
郎
）

英
二
郎

小
川
能
守

小
川
英
次
郎

状状封筒入状状状状状状状状状状封筒入状状
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－138－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
柏
木
淡
水
）

い－１１３
う－2
－3

い－６５
う－2
－1

い－１３９い－１１２い－１６
い－１２９
－2

い－１２９
－3

い－１０１
う－2
－１３

う－５３
い－１２８
－1

い－１０２
－1

〔
紀
ノ
国
屋
源
四
郎
方
の
出
自
調
査
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
錦
地
写
真
御
恵
投
に
つ
き
礼
状
〕

〔
出
産
祝
い
、
片
山
聟
養
子
の
儀
ほ
か
書
状
〕

〔
南
部
痰
切
梅
仙
出
京
の
節
御
托
し
依
頼
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

２－

１
〜　

は
袋
に
一
括

１８

〔
大
砲
試
発
な
ど
済
み
次
第
帰
郷
の
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
内
国
商
業
博
覧
会
開
場
報
告
ほ
か
書
状
〕

〔
義
郎
の
処
遇
に
つ
い
て
相
談
の
書
状
〕

〔
野
村
源
四
郎
の
出
自
調
査
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　

＊
し－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

２
〜
３
の
も
の

１２９

１２９

〔
別
封
配
達
依
頼
追
伸
〕  　
　
　
　
　
　
　

＊
し－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１２９

〔
銃
・
刀
剣
入
手
依
頼
に
対
す
る
回
答
な
ど
に
つ
き
書
状
〕

〔
室
井
某
の
著
書
送
る
旨
、
流
行
の
髷
に
つ
き
書
状
〕

〔
拙
著
を
贈
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
わ
ら
び
粉
三
箱
送
致
に
対
す
る
礼
状
〕

〔
舎
弟
愛
之
助
の
居
所
の
問
合
せ
ほ
か
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
５
は
封
筒
に
一
括

１０２

７
月　

日
１６

７
月　

日
１９

７
月　

日
２６

８
月　

日
１０

８
月　

日
１６

８
月　

日
２１

８
月　

日
２５

８
月　

日
２５

８
月　

日
２６

九
月
節
前
一
日

９
月　

日
１２

９
月　

日
１７

　

月
７
日

１１
　

月　

日

１１

１２

常
雄

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

兵
衛

常
雄

常
雄

常
雄

常
雄

兵
衛

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

英
二
郎

小
川
能
守

小
川
英
二
郎

能
守

英
次
郎

英
二
郎

英
二
郎

英
二
郎

英
二
郎

小
川
能
守

能
守

英
次
郎

小
川
能
守

封筒入状状封筒入状封筒入状状封筒入状状状状状状封筒入状状状
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－139－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
柏
木
淡
水
）

い－７１
い－１０２
－２

い－１０２
－３

い－１０２
－４

い－１０２
－５

い－１５１い－２７う－５０
い－３４
－2

い－３４
－3

い－１０８い－１４９い－４６い－４８

〔
紀
ノ
国
屋
に
書
状
を
届
け
た
旨
ほ
か
書
状
〕

別
啓
（
拙
女
鶴
代
の
婚
約
を
報
せ
る
書
状
）

  
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
５
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

２
〜
５
の
も
の

１０２

１０２

〔「
書
言
故
事
」
発
行
見
込
み
を
知
ら
せ
る
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
５
は
封
筒
に
一
括

１０２

二
白
（
安
藤
小
平
次
ほ
か
二
名
に
も
小
川
と
同
様
の
旨
を
伝
え
て
ほ
し
い

旨
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
５
は
封
筒
に
一
括

１０２

〔
芳
吉
兄
上
坂
、
別
封
一
ノ
せ
方
へ
届
け
頼
み
追
伸
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
５
は
封
筒
に
一
括

１０２

〔
片
山
石
ほ
か
詳
細
お
知
ら
せ
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
鼈
肉
送
り
依
頼
の
書
状
〕

〔
病
気
見
舞
い
礼
状
〕

〔
別
封
を
一
ノ
セ
に
渡
す
こ
と
を
依
頼
す
る
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－
２
〜
３
の
も
の

３４

３４

〔
娘
の
婚
姻
を
祝
う
書
状
を
貰
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

３４

〔
紀
伊
国
屋
御
隠
居
の
死
去
を
知
ら
せ
る
書
状
〕

〔
娘
の
婚
姻
に
際
し
、
祝
儀
送
致
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
同
僚
の
漢
詩
を
御
覧
に
入
れ
る
旨
書
状
〕

〔
主
君
か
ら
賜
物
、
御
酒
を
頂
戴
し
た
こ
と
、
松
浦
武
四
郎
が
田
辺
に
行

く
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

　

月　

日

１１

１８

　

月
１
日

１２
　

月
１
日

１２
　

月
７
日

１２
　

月　

日

１２

１３

　

月　

日

１２

１９
　

日
１９

　

月　

日

１２

２４

　

月　

日

１２

２９７
日

常
雄

柏
木
常
雄

常
雄

常
雄

常
雄

常
雄

柏
木
常
雄

柏
木
常
雄

淡
水

柏
木
常
雄

英
二
郎

土
井
清
一
郎
、
大
江
秋
涛
、
小

川
英
二
郎
、
小
川
能
守

能
守

英
二
郎

小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
英
二
郎

小
川
能
守

亀
三
郎

小
川
英
二
郎

状罫 紙罫 紙罫 紙罫 紙状状封筒入状状状状状状状
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－140－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
柏
木
淡
水
／
熊
代
繁
里
／
柴
田
素
雄
／
篁
村
貞
）

う－５４

�
�
�
�

い－４０い－５４い－７８い－９７い－１６１

�
�
�
�

い－４９い－１２０
い－２５
－2

�
�
�

い－５６い－９２

〔
五
明
楼
の
事
に
つ
き
再
び
尋
ね
書
状
〕

〔
氏
神
の
神
像
代
銀
、
京
都
の
情
勢
に
つ
い
て
の
書
状
〕

〔
江
戸
の
情
勢
、
自
身
が
神
祇
官
を
勤
め
る
予
定
で
あ
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
出
陣
後
の
状
況
を
伝
え
る
書
状
〕

〔
将
軍
継
嗣
は
田
安
亀
之
助
様
に
定
ま
っ
た
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
御
両
親
を
見
舞
い
か
な
わ
ぬ
旨
詫
び
の
書
状
〕

〔
菓
子
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
〕

〔
投
句
御
礼
ほ
か
書
状
〕

歳
旦
（
俳
句
五
句
を
書
上
げ
）

〔
金
山
寺
醤
油
な
ど
頂
戴
に
つ
き
礼
、
中
松
様
帰
省
の
件
に
つ
き
書
状
〕

〔
安
産
祝
い
と
帰
省
の
報
告
ほ
か
書
状
〕

４
月　

日
１４

４
月　

日
２０

６
月
１
日

６
月
朔
日

　

月　

日

１１

１２

早
秋　

日
１３

９
月　

日
２４

３
月　

日
２９

６
月
念
日

柏
木
常
雄

繁
里

繁
里

熊
代
繁
里

繁
里

熊
代
繁
里

田
素

碧
山

碧
山

篁
村
貞

篁
村
貞

小
川
能
守

小
川

小
川

玉
籤
舎

小
川

小
川
能
守

小
川

梅
舟
貴
翁

梅
舟

小
川
英
治
郎

小
川
英
次
郎

状状状状状封筒入状状状状状封筒入状
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－141－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
篁
村
貞
／
猪
野
秀
蔵
）

い－１４６

�
�
�
�

い－３３い－１５５い－１４４い－１３６い－１６７い－７９
い－１４３
－1

い－１４３
－2

い－６３い－４５い－８５い－１３４

〔
要
用
片
付
に
つ
き
帰
京
の
旨
書
状
〕

〔
女
子
出
産
に
つ
き
お
祝
い
の
書
状
〕

舌
代
（
集
会
へ
の
再
度
の
出
席
依
頼
に
つ
き
書
状
）

〔
御
尊
母
様
の
様
子
伺
い
、
民
蔵
借
用
金
ほ
か
書
状
〕

舌
代
（「
近
世
奇
人
伝
」
御
貸
上
げ
る
旨
の
報
せ
ほ
か
書
状
）

〔
避
暑
の
た
め
の
誘
い
な
ど
に
つ
き
書
状
〕

〔
米
価
が
不
確
定
な
の
で
払
米
を
少
し
見
合
わ
せ
る
旨
書
状
〕

〔
日
照
り
に
つ
き
状
況
伝
え
書
状
〕  　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

１４３

〔
預
り
米
の
内
十
石
ほ
ど
売
却
伺
い
書
状
〕  ＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

１４３

〔
米
五
石
を
六
円
八
十
銭
で
売
り
渡
す
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

〔
盆
前
に
約
束
の
米
十
石
の
代
銀
三
十
五
円
を
渡
す
旨
に
つ
き
書
状
〕

〔
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
〕

〔
新
米
の
時
節
に
至
り
、
そ
の
前
に
十
石
売
っ
て
ほ
し
い
旨
願
書
状
〕

４
月
７
日

（
４
月
）　

日
１１

５
月　

日
２２

６
月　

日
１６

７
月　

日
３１

８
月
２
日

８
月
８
日

８
月　

日
１２

８
月　

日
１９

９
月
５
日

９
月
９
日

篁
村
貞

猪
野
秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

小
川

小
川
英
次
郎

英
二
郎

小
川

小
川

小
川

小
川

小
川

英
次
郎

小
川

小
川

小
川

状封筒入状封筒入罫紙状罫 紙封筒入罫紙罫 紙状状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状
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－142－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
猪
野
秀
蔵
／
山
口
義
恕
／
陰
山
聿
堂
／
窓
誉
寺
玄
牝
）

い－６６い－９１い－１６６
い－６１
－1

い－３４
－1

�
�
�
�

い－１４２い－１５２

�
�
�
�

い－３８
－2

い－６７あ－６１

�
�
�
�
�

い－２３

〔
お
駒
が
痛
所
に
て
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
謝
す
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
熊
野
か
ら
の
土
産
へ
の
添
え
状
〕

〔
前
夜
の
地
震
に
つ
き
様
子
伺
い
書
状
〕

舌
代
（
来
る
十
一
日
富
田
碁
打
連
開
催
の
旨
書
状
）

〔
囲
碁
集
会
開
催
に
つ
き
御
光
駕
依
頼
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

３４

〔
在
京
近
況
報
告
に
つ
き
書
状
〕

〔
御
不
快
御
見
舞
の
書
状
〕

〔
一
倉
社
の
祠
掌
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
旨
の
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

２
の
も
の

３８

３８

〔
出
席
を
勧
め
る
旨
書
状
〕

〔
令
児
の
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

〔
病
状
が
よ
く
な
い
旨
書
状
〕

　

月
６
日

１１
　

月　

日

１１

１０３
日

７
日

９
日

８
月　

日
２４

　

月　

日

１１

２６

１
月　

日
１２

　

月　

日

１１

２７

１
月　

日
２０

秀
蔵

秀
蔵

秀
蔵

猪
野
樵
夫

猪
野
樵
夫

山
口
小
十
郎

山
口
義
恕

陰
山
吉
朗

陰
山
吉
楼

陰
山
錫

和
歌
山
吹
上
寺
町
窓
誉
寺
小
僧

玄
牝

小
川

小
川

小
川

小
川

小
川

小
川
義
郎

小
川
英
二
郎

小
川
仁
兄

小
川
英
次
郎

小
川
仁
兄

小
川
英
次
郎

状封筒入罫紙状状状状封紙包状罫 紙状状状
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－143－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
窓
誉
寺
玄
牝
／
岡
本
政
良
／
小
山
雲
泉
／
武
田
喜
久
双
／
中
山
直
達
）

い－６２

�
�
�
�

い－３５
－２

�
�
�
�

い－９６う－６４

�
�
�
�
�

う－６０う－６２う－６１

�
�
�
�

う－７６
う－２
－１８

〔
従
八
位
叙
位
、
中
国
筋
に
教
道
弘
通
出
張
に
つ
き
書
状
〕

〔
出
途
に
さ
い
し
て
お
礼
を
述
べ
る
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

２
の
も
の

３５

３５

〔
上
坂
す
る
よ
う
依
頼
に
つ
き
書
状
〕

〔
御
無
音
を
詫
び
、
近
況
を
伝
え
る
書
状
〕

〔
川
地
弥
作
紹
介
書
状
〕

〔
不
参
を
わ
び
る
旨
書
状
〕

〔
菊
屋
留
浴
の
仲
介
依
頼
の
書
状
〕

�
〔
演
説
聴
聞
に
御
供
で
き
ぬ
旨
書
状
〕

〔
書
画
譜
見
本
の
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

６
月
８
日

２
月　

日
１４

３
月　

日
１５

第
５
月
５
日

（
明
治　

年
）５
月
初
５

１８（
１
月
）
３
日

５
月
初
７

２
月
１
日

７
月　

日
２３

窓
誉
寺
小
僧
玄
牝

岡
本
政
良

（
小
山
）
雲
泉

（
小
山
）
雲
泉

武
田
（
喜
久
双
）

（
武
田
）
喜
久
双

（
武
田
）
菊
荘

中
山

中
山
直
達

小
川
英
次
郎

小
川
能
守

三
峯
大
雅
兄

三
峯
老
雅
君
（
小
川
能
守
）

小
川

小
川
愛
兄

小
川
先
生

小
川

小
川
能
守

封紙包状状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状状状
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－144－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
野
村
源
四
郎
／
原
佳
苗
／
松
崎
茂
平
／
三
輪
純
信
）

�
�
�
�
�

う－４８う－４９

�
�
�

い－１８い－１０３

�
�
�
�

い－４い－１０４あ－７８
い－1
－2

�
�
�
�

い－２１う－５９

〔
年
賀
状
〕

〔
年
賀
状
〕

〔
十
時
の
来
車
を
十
二
時
に
す
る
こ
と
の
了
承
を
求
め
る
書
状
〕

〔
今
後
も
御
懇
情
を
願
い
た
い
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
愚
弟
が
大
師
念
式
が
済
み
次
第
渡
海
す
る
こ
と
ほ
か
書
状
〕

〔
貸
本
屋
経
営
に
あ
た
り
、
蔵
書
を
譲
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
書
状
〕

〔
書
状
追
伸
か
〕

〔
名
刺
が
今
朝
到
着
し
た
こ
と
に
つ
き
書
状
〕

〔
十
三
日
の
手
紙
に
対
す
る
返
書
、
新
年
挨
拶
書
状
〕

〔
近
況
報
告
書
状
〕

（
明
治
）　

年
１
月
４
日

１８

（
明
治　

年
）１
月　

日

１９

１０

８
月　

日
２４

９
月　

日
１６１

日

　

日
２１

初
月　

日
２０

第
１
月　

日
２３

（
東
京
神
田
区
松
住
丁
）
野
村

源
四
郎

（
東
京
神
田
区
松
住
丁
）
の
む

ら
源
四
郎

原原
佳
苗

茂
平

茂
平

茂
平

三
輪
純
信

（
三
輪
隠
居
）

小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
盟
兄

小
川
盟
兄

賢
兄

小
川
盟
兄

小
川
兄

小
川
能
守

（
小
川
能
守
）

封筒入状封筒入状状状状状状状封筒入状封筒入状
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－145－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
三
輪
純
信
／
村
上
作
夫
／
目
良
碧
斎
）

い－１５４う－６８
い－１１０
－1

い－９９う－５８い－７２う－５７い－７３い－１４８

�
�
�
�

い－５１
－3

い－１１０
－2

�
�
�
�

い－１０５

〔
香
之
物
、
か
ら
す
み
代
請
求
ほ
か
書
状
〕

〔
馳
走
御
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
御
尊
来
の
節
、
一
所
に
預
か
っ
た
書
物
の
顛
末
ほ
か
書
状
〕

〔
寄
留
人
新
平
の
こ
と
ほ
か
書
状
〕

〔
滞
在
中
の
お
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
自
慢
の
新
聞
入
れ
を
御
覧
に
入
れ
る
こ
と
ほ
か
書
状
〕

〔
贈
答
品
の
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
帰
村
に
つ
き
お
礼
が
遅
れ
た
こ
と
へ
の
詫
び
ほ
か
書
状
〕

〔
年
賀
の
礼
に
か
え
て
の
句
評
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
畊
春
館
画
を
拝
借
に
つ
き
礼
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括
、
封
筒
は　

－

３
の
も
の

５１

５１

〔
珍
器
恵
投
に
対
す
る
礼
状
〕  　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
の
封
筒
に
一
括

１１０

〔
訪
問
に
対
す
る
謝
礼
と
古
谷
石
に
関
す
る
情
報
ほ
か
書
状
〕

４
月　

日
２１

第
５
月　

日
２０

６
月　

日
２３

６
月　

日
２５

６
月　

日
２５

　

月　

日

１０

３０

　

月　

日

１１

２０

　

月　

日

１２

１１

末
月　

日
１６

７
月
７
日

（
７
月　

日
）

１９

（
三
輪
隠
居
）

三
輪
老
物

（
三
輪
か
）
隠
居

（
三
輪
隠
居
）

（
三
輪
至
愚
老
隠
）

（
三
輪
隠
居
）

（
三
輪
隠
居
）

（
三
輪
）

（
三
輪
隠
居
）

村
上
作
夫

邨
上
作
夫

（
目
良
）
碧

（
小
川
能
守
）

小
川
大
君

小
川
能
守

（
小
川
能
守
）

（
小
川
能
守
）

（
小
川
能
守
）

（
小
川
能
守
）

（
小
川
）

（
小
川
能
守
）

小
川

小
川
能
守

御
主
人

封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状状葉 書封筒入状
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－146－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
目
良
碧
斎
／
安
何
醒
／
秀
之
助
／
小
川
龍
吉
）

い－１２７う－７６

�
�
�

い－２９あ－６３あ－７１い－３０

�
�
�

い－１３２
い－２０
－2

い－９８い－１６８

�
�
�
�

う－７８

〔「
西
津
戦
争
日
記
」
の
借
用
書
投
来
の
旨
書
状
〕

�
〔
湛
琴
山
房
集
ほ
か
借
覧
願
書
状
〕

〔
互
い
の
国
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
呼
び
か
け
る
書
状
〕

〔
画
幅
題
書
ほ
か
書
状
〕

〔
漢
詩
〕

〔
観
瀑
よ
り
還
到
の
旨
を
伝
え
る
書
状
〕

〔
妻
の
病
気
見
舞
に
対
す
る
礼
ほ
か
書
状
〕

御
請
〔
大
松
魚
節
十
本
拝
戴
に
つ
き
礼
状
〕

舌
代
（
珍
し
い
物
を
貰
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
礼
状
〕

舌
代
（
西
洋
馬
具
の
取
扱
依
頼
ほ
か
書
状
）

〔
年
賀
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
一
連
の
資
料

７８

　

月　

日

１０

２９

５
月　

日
１０

文
月　

日
１１

菊
月
３
日

　

日
２６

明
治　

年
１
月
１
日

１９

三
柳

（
米
良
碧
斎
）

（
安
何
醒
）

（
安
何
醒
）

安
何
醒

（
安
何
醒
）

秀
之
助

秀
之
助

秀
之
助

秀
之
助

龍
吉
鈍
弟

小
川

（
小
川
）

小
川
凌
海

小
川
先
生

小
川
君

小
川
仁
兄

小
川

小
川

英
二
郎

小
川

能
守
貞
兄

状封筒入状封筒入状状封筒入状封筒入状状状状状封筒入状
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－147－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
小
川
龍
吉
／
増
穂
芳
吉
・
清
水
芳
吉
）

う－７５
－2

�
�
�
�
�
�
�
�
�

う－３６う－3う－4う－5う－6う－7う－8う－9う－１０う－１１う－７４う－７３

〔
寄
宿
所
伝
え
葉
書
〕  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
の
封
筒
内
に
あ
り

７５

〔
藤
沢
塾
あ
る
い
は
洋
学
塾
へ
入
学
す
る
心
得
の
旨
書
状
〕

〔
入
塾
、
近
況
報
告
ほ
か
書
状
〕

〔
荷
物
落
掌
、
藤
沢
塾
月
謝
等
送
金
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
近
況
報
告
書
状
〕

〔
帰
省
の
儀
伺
い
ほ
か
書
状
〕

〔
猪
野
氏
一
時
帰
郷
の
旨
同
家
へ
伝
言
依
頼
ほ
か
諸
氏
近
況
伝
え
書
状
〕

〔
商
船
会
社
の
こ
と
は
追
っ
て
一
報
の
旨
、
売
薬
天
鵞
絨
送
り
の
旨
ほ
か

書
状
〕

〔
就
職
不
出
来
に
つ
き
貴
意
伺
い
の
旨
書
状
〕

〔
就
職
に
つ
い
て
好
機
を
得
た
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
就
職
の
目
途
立
た
ざ
る
旨
、
送
金
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
祖
母
様
容
態
伺
い
書
状
〕

〔
飛
白
落
掌
ほ
か
書
状
〕

（
明
治
）　

年
１
月　

日

１９

２５

（
明
治　

年
）　

月
６
日

１５

１１

（
明
治　

年
）　

月　

日

１５

１１

１５

（
明
治　

年
）　

月　

日

１５

１１

２２

（
明
治　

年
）　

月
首
日

１５

１２

（
明
治　

年
）　

月　

日

１５

１２

１９

（
明
治　

年
）３
月　

日

１６

１６

（
明
治　

年
）３
月　

日

１６

２０

（
明
治　

年
）３
月　

日

１６

２５

（
明
治　

年
）３
月　

日

１６

２７

（
明
治　

年
）４
月
４
日

１６

（
明
治　

年
６
月
）　

日

１６

１６

（
明
治　

年
）６
月　

日

１６

２０

小
川
龍
吉

増
穂
芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

増
穂
芳
吉

芳
吉

弟
芳
吉

ま
す
保
よ
し
吉

芳
吉

増
穂
芳
佶

芳
佶

小
川
能
守

能
守
阿
兄

能
守
尊
兄

能
守
尊
兄

阿
兄

阿
兄

能
守

尊
兄

能
守
大
兄

能
守
尊
兄

尊
兄

小
川
龍
吉

亜
兄
能
守

葉 書封筒入罫紙封筒入罫紙封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入罫紙封筒入罫紙封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状
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－148－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
増
穂
芳
吉
・
清
水
芳
吉
）

う－１２う－１３う－１４
う－2
－8

う－１５う－１６う－１７う－１８う－１９
う－２０
－2

う－２１
う－2０
－1

う－２２
う－２３
－1

〔
十
八
日
着
以
降
の
状
況
伝
え
書
状
〕

〔
本
日
よ
り
銀
行
勤
務
、
諸
氏
へ
の
答
礼
依
頼
の
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
帽
子
購
入
、
衣
類
送
付
ほ
か
書
状
〕

〔
清
水
家
の
様
子
ほ
か
書
状
〕

〔
衣
類
代
金
那
須
君
に
借
用
に
つ
き
返
却
依
頼
の
書
状
〕

〔
衣
類
の
儀
に
つ
き
清
水
本
家
の
干
渉
へ
の
対
応
相
談
書
状
〕

〔
困
窮
に
つ
き
送
金
依
頼
の
書
状
〕

〔
年
賀
挨
拶
、
送
金
依
頼
ほ
か
書
状
〕

〔
送
金
の
礼
ほ
か
書
状
〕

控
帳
（
大
丸
払
そ
の
他
勘
定
に
つ
き
）  　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

２０

〔
裁
判
所
奉
職
祝
い
書
状
〕

〔
勘
定
明
細
送
致
遅
れ
詫
び
ほ
か
書
状
〕  　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

２０

〔
英
学
校
、
キ
リ
ス
ト
教
会
設
立
を
祝
う
旨
書
状
〕

〔
龍
吉
英
学
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る
書
状
〕  ＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

２３

（
明
治　

年
）６
月　

日

１７

２０

（
明
治　

年
）６
月　

日

１７

２３

（
明
治　

年
）７
月
４
日

１７

（
明
治　

年
）７
月
９
日

１７

（
明
治　

年
）　

月　

日

１７

１１

２５

（
明
治　

年
）　

月　

日

１７

１１

２９

（
明
治　

年
）　

月　

日

１７

１２

２２

（
明
治　

年
）１
月
５
日

１８

（
明
治　

年
）１
月　

日

１８

２７

明
治　

年
１
月　

日

１８

３０

明
治　

年
２
月
６
日

１８

（
明
治
）　

年
２
月　

日

１８

１８

（
明
治　

年
）５
月　

日

１８

１４

（
明
治　

年
）６
月
６
日

１８

増
穂
芳
吉

増
穂
芳
吉

増
穂
芳
吉

迂
吉

増
穂
芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

増
穂
芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳芳
吉

小
川
能
守

小
川
能
守

尊
兄

尊
兄

小
川
能
守

能
守

能
守

尊
契

小
川
能
守

能
守
阿
兄

能
守
尊
兄

龍
吉

尊
兄

封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入罫紙小横帳封筒入罫紙状封筒入状状
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－149－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
増
穂
芳
吉
・
清
水
芳
吉
）

う－２３
－2

う－２４う－２５
う－2
－１０

う－２６う－２７う－７２う－２８う－３９う－２９
う－2
－7

う－５６
う－４１
－2

あ－６０

〔
送
籍
取
り
計
り
依
頼
の
追
伸
〕  　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

２３

〔
送
籍
督
促
の
旨
書
状
〕

〔
送
籍
方
法
決
定
ほ
か
書
状
〕

〔
大
坂
大
水
害
に
つ
き
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
絵
あ
り

〔
送
籍
手
続
き
の
進
行
状
況
ほ
か
書
状
〕

〔
送
籍
完
了
の
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
英
学
校
試
験
、
貴
君
身
上
に
つ
き
書
状
〕

〔
龍
吉
よ
り
依
頼
の
英
和
字
彙
に
つ
き
書
状
〕

〔
龍
吉
求
め
の
英
和
字
彙
船
便
送
り
の
旨
書
状
〕

〔
贈
答
品
の
お
礼
ほ
か
近
況
伝
え
書
状
〕

〔
困
窮
に
つ
き
学
費
ほ
か
補
助
依
頼
の
書
状
〕

〔
龍
吉
の
扱
い
に
つ
き
書
状
〕

〔
専
修
学
校
校
則
呈
上
ほ
か
書
状
〕  　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
紙
に
一
括

４１

〔
滞
在
中
の
礼
、
近
況
報
告
、
オ
リ
ー
ブ
小
枝
・
実
貰
い
た
き
旨
ほ
か
書

状
〕

（
明
治　

年
）６
月　

日

１８

１２

明
治　

年
６
月　

日

１８

２３

（
明
治
）　

年
７
月
４
日

１８

（
明
治　

年
）７
月　

日

１８

１４

（
明
治　

年
）７
月　

日

１８

２８

１
８
８
５
年
８
月
１
日

（
明
治　

年
）８
月　

日

１８

１０

（
明
治　

年
）８
月　

日

１８

１９

（
明
治　

年
）９
月
４
日

１８

（
明
治　

年
）９
月　

日

１８

１０

（
明
治　

年
）　

月
７
日

１８

１０

（
明
治　

年
か
）　

月
９
日

１８

１０

（
明
治
）　

年　

月　

日

１８

１０

１６

増
穂
芳
吉

増
穂
芳
吉

芳
吉

増
穂
芳
吉

増
穂
桜
陵

増
穂
芳
吉

芳
吉

増
穂
芳
吉

清
水
芳
吉

芳
吉

劣
弟
芳
吉

清
水
迂
芳

清
水
芳
吉

小
川
能
守

小
川
阿
兄

能
守
尊
兄

小
川
尊
兄

三
峰
阿
兄

竜
吉

能
守

小
川
能
守

小
川
阿
兄

能
守
尊
兄

尊
兄

小
川
尊
契

小
川
尊
大
人

罫 紙封筒入状封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入罫紙状状
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－150－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
増
穂
芳
吉
・
清
水
芳
吉
）

う－４２
－1

う－４１
－1

う－３０う－４３う－３１う－４４う－３２う－４６う－３３
う－2
－１６

う－４５
う－７５
－1

う－３４う－３５

〔
同
志
社
英
学
校
規
則
送
り
ほ
か
書
状
〕

〔
龍
吉
の
扱
い
ほ
か
書
状
〕  　
　
　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
紙
に
一
括

４１

〔
龍
吉
同
志
社
入
学
試
験
ほ
か
書
状
〕

〔
龍
吉
拙
家
へ
宿
泊
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
き
書
状
〕

〔
龍
吉
上
京
後
の
状
況
伝
え
書
状
〕

〔
龍
吉
君
事
に
つ
き
書
状
〕

〔
那
須
老
死
去
に
つ
き
供
物
到
着
の
旨
尋
ね
、
龍
吉
近
況
ほ
か
書
状
〕

〔
史
記
ほ
か
借
用
依
頼
、
龍
吉
へ
同
志
社
入
学
勧
め
ほ
か
書
状
〕

〔
金
子
借
用
依
頼
書
状
〕

〔
年
賀
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
部
切
取

〔
送
金
の
礼
、
龍
吉
氏
の
事
ほ
か
書
状
〕

〔
引
越
後
の
状
況
、
龍
吉
近
況
伝
え
書
状
〕

〔
養
祖
母
危
篤
の
旨
伝
え
書
状
〕

〔
依
頼
の
浴
衣
地
ほ
か
書
状
〕

（
明
治　

年
か
）　

月　

日

１８

１０

２１

（
明
治　

年
）　

月
４
日

１８

１１

（
明
治
）　

年　

月　

日

１８

１１

１６

（
明
治　

年
）　

月　

日

１８

１１

１８

（
明
治　

年
）　

月　

日

１８

１１

２５

（
明
治　

年
）　

月　

日

１８

１１

２９

（
明
治　

年
）　

月
７
日

１８

１２

（
明
治　

年
か
）　

月　

日

１８

１２

１２

（
明
治　

年
）　

月　

日

１８

１２

２６

（
明
治
）　

年
１
月
２
日

１９

（
明
治　

年
）１
月
９
日

１９

（
明
治　

年
）１
月　

日
記

１９

２４

（
明
治　

年
）４
月
８
日

１９

（
明
治　

年
）６
月
１
日

１９

増
穂
芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

清
水
芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

芳
吉

増
穂
生

芳
吉

増
穂
芳
吉

清
水
芳
吉

能
守
大
兄

能
守
阿
兄

能
守
大
兄

能
守
大
兄

能
守
大
兄

能
守
大
兄

能
守
尊
兄

阿
兄

阿
兄
能
守

能
守
大
兄

小
川
阿
兄

学
兄

小
川
大
兄

尊
兄

状封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状
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－151－

小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
増
穂
芳
吉
・
清
水
芳
吉
／
増
穂
平
右
衛
門
・
平
吉
）

う－３８
う－2
－9

う－７１
う－2
－１１

う－４２
－2

う－３７う－４７
う－2
－１２

う－４０

�
�
�
�
�
�
�
�
�

う－５５
い－９４
－1

い－９４
－2

〔
近
況
伝
え
書
状
〕

〔
脚
気
転
地
療
養
す
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
稗
田
君
へ
の
捧
呈
品
に
つ
き
書
状
〕

〔
崎
之
湯
に
て
湯
治
中
の
旨
書
状
〕

〔
令
嬢
達
へ
呈
上
品
に
つ
き
書
状
〕

〔
就
職
依
頼
の
状
況
、
鈴
木
梅
仙
の
墨
売
り
捌
き
方
に
つ
き
書
状
〕

〔
金
子
落
掌
の
旨
書
状
〕

〔
近
況
報
告
書
状
〕  　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

２－

　

－
１
〜
３
は
一
連
の
資
料

１２

〔
那
須
君
の
こ
と
、
衣
類
一
行
李
送
る
旨
ほ
か
書
状
〕

〔
年
賀
状
〕

〔
奥
野
氏
へ
の
書
状
の
文
面
を
心
得
て
ほ
し
い
旨
の
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
紙
に
一
括

９４

〔
借
用
し
た
金
の
残
金
、
養
子
芳
吉
に
つ
い
て
の
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
紙
に
一
括

９４

３
月　

日
１６

８
月
４
日

８
月　

日
３０

　

月　

日

１０

１８

　

月　

日

１０

２０

　

月　

日

１１

２０

　

月　

日

１１

２５

　

月
４
日

１２
　

月　

日

１２

１４

１
月
８
日

４
月
１
日

４
月
２
日

増
穂
芳
吉

西
ノ
宮
原
氏
方
ニ
テ
増
穂
芳
吉

Ｙ
マ
ス
ホ

鉛
山
ニ
テ
芳
吉

迂
芳

芳
吉

芳
吉

増
穂
芳
吉

増
穂
芳
吉

増
穂
平
右
衛
門

増
穂
平
吉

増
穂
平
吉

能
守
尊
兄

小
川

Ｒ
ヲ
ガ
ハ

能
守

小
川

能
守
尊
兄

阿
兄

能
守
大
兄

小
川

小
川
能
守

増
穂
芳
吉

奥
野
甚
一

封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入罫紙封筒入状状状
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小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
清
水
栄
蔵
／
そ
の
他
）

�
�
�
�

う－６９う－７０
う－2
－4

う－６６
う－2
－5

う－2
－6

�
�
�

う－８０う－６３い－８８う－８１
い－１４１
－1

う－６７

〔
水
害
見
舞
い
礼
状
〕

〔
来
臨
に
つ
き
礼
状
〕

〔
尊
家
御
老
母
様
死
去
に
際
し
会
葬
不
参
詫
び
状
〕

〔
年
賀
状
〕

〔
稗
田
信
吉
帰
省
に
託
し
粗
菓
捧
呈
の
旨
書
状
〕

〔
芳
吉
脚
気
発
病
に
つ
き
見
舞
い
の
書
状
〕

〔
材
木
値
段
・
近
況
報
告
ほ
か
書
状
〕

〔
悔
や
み
状
に
対
す
る
礼
状
〕

〔
近
況
報
告
ほ
か
書
状
〕

〔
故
正
五
位
様
一
年
祭
に
つ
き
東
京
表
よ
り
の
挨
拶
状
送
り
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
安
藤
直
裕
一
周
忌
に
つ
き

〔
蔵
書
の
一
時
借
用
願
の
書
状
〕

〔
平
霧
伝
四
冊
返
却
に
つ
き
書
状
〕

（
明
治　

年
）７
月
９
日

１８

３
月　

日
２６

６
月　

日
１９

１
月
３
日

８
月　

日
２０

９
月　

日
２３

（
明
治　

年
）９
月　

日

１７

１６

（
明
治　

年
）　

月　

日

１７

１１

２８

（
明
治
）　

年　

月

１８

１２

明
治　

年
４
月　

日

１９

１９

 　
　
　
　

１
月　

日
２９

２
月　

日
２３

清
水
栄
蔵

清
水
栄
蔵

清
水
栄
蔵

清
水
栄
蔵

清
水
栄
蔵

清
水
栄
蔵

稗
田
信
吉

（
名
草
郡
土
入
村
）
崎
本
源
兵

衛（
植
松
）
義
孝

内
計
舎
（
印
）

岡
本
内 
愈 
所

（
カ
）

（
西
村
）
良
弼

小
川
栄
二
郎

小
川
栄
二
郎
、
御
内
室

小
川
英
次
郎

小
川
能
守

小
川
能
守

小
川
能
守

増
穂
芳
吉

小
川
栄
二
郎

小
川
藍
兄

小
川
能
守

小
川
大
兄

小
川
大
雅

封筒入状封筒入罫紙封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入状封筒入罫紙罫紙書状状封筒入状
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小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
そ
の
他
）

い－６４い－８９い－８１い－７７
う－2
－１４

い－１５い－１６２う－６５い－５３い－１６４
う－７７
－1

い－１００
－２

あ－５８い－１６０

〔
作
っ
た
漢
詩
を
柏
木
ま
で
送
る
の
で
御
高
覧
依
頼
の
書
状
〕

〔
文
五
郎
出
府
の
節
、
印
章
を
京
都
で
恃
ん
だ
旨
ほ
か
書
状
〕

舌
代
（
侠
客
伝
三
冊
貸
出
に
つ
き
）

〔
滞
留
中
に
粗
略
し
た
こ
と
に
つ
い
て
詫
び
の
書
状
〕

〔
書
籍
返
却
の
旨
書
状
〕

〔
御
連
中
様
方
よ
り
の
入
念
な
取
扱
に
つ
き
礼
状
〕

〔
明
日
午
後
三
時
こ
ろ
よ
り
高
山
寺
で
の
会
合
へ
の
出
席
依
頼
書
状
〕

〔
悔
や
み
状
へ
の
礼
状
〕

口
上
（
粗
品
送
り
状
）

〔
刀
売
払
に
つ
き
三
日
の
猶
予
願
書
状
〕

〔
風
来
六
々
部
集
拝
見
礼
状
〕  　
　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

７７

〔
滞
在
中
の
便
宜
に
対
す
る
礼
状
〕

伏
処
（
国
史
借
覧
礼
状
）

〔
送
金
の
お
礼
ほ
か
書
状
〕

 　
　
　
　

３
月　

日
２２

 　
　
　
　

４
月
３
日

 　
　
　
　

首
夏
仲
四

 　
　
　
　

５
月　

日
１９

 　
　
　
　

大
祓
之
日

 　
　
　
　

７
月
９
日

 　
　
　
　

８
月
６
日

 　
　
　
　

８
月
６
日

 　
　
　
　

８
月　

日
２２

 　
　
　
　

８
月　

日
２６

 　
　
　
　

９
月
８
日

 　
　
　
　

９
月　

日
１２

 　
　
　
　

晩
秋　
　２３

 　
　
　
　
　

月
５
日

１０

冷
雲

野
呂
静
吉
郎

柊
表

元
真

松
洞

宗
休

野
口

長
坂
三
郎

薬
原
院

金
造

多
屋
寿
平
次

林
仙
�

石
田
為
�

（
原
）
俣
蔵

小
川
亀
三
郎

小
川
亀
三
郎

榴
表
亭

英
二
郎

小
川

小
川

小
川

小
川
能
守

小
川
大
哥

英
二
郎

小
川
能
守

小
川
栄
次
郎

小
川
貴
兄
（
能
守
）

状状状状状状封筒入状封筒入状状状状状状封筒入状
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小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
そ
の
他
）

う－７７
－2

い－１５７
－１

い－１５７
－2

う－７９い－８６う－８２
い－１２９
－1

あ－６７あ－７４あ－７５あ－８２
い－２０
－1

い－６８い－７６

〔
昨
日
の
不
在
を
詫
び
今
日
昼
よ
り
の
来
訪
を
求
め
る
書
状
〕

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
う－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

７７

〔
漢
詩
〕（
屏
風
浦
賞
月
記
）  　
　
　
　
　

＊
い－

　

－

１
〜
２
は
封
筒
に
一
括

１５７

〔
漢
詩
添
削
〕

〔
田
城
新
聞
記
事
伝
え
書
状
〕

〔
過
日
厄
介
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
礼
ほ
か
書
状
〕

〔
一
品
呈
し
た
く
午
後
四
時
の
来
臨
を
願
う
書
状
〕

口
上
（
稽
古
納
さ
ら
へ
開
催
通
知
書
状
）  　

＊
し－

　

－

１
〜
３
は
封
筒
に
一
括

１２９

〔
絵
馬
手
本
の
た
め
蔵
書
借
用
依
頼
の
書
状
〕

追
啓
（
米
穀
預
か
り
に
つ
き
）

口
上
（
拙
画
、
熊
野
行
き
ほ
か
に
つ
き
）

〔
封
筒
〕

〔
土
産
の
書
物
を
坂
喜
に
遣
わ
し
た
旨
書
状
〕

〔
御
機
嫌
伺
い
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
詫
び
の
書
状
〕

〔
書
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
書
状
〕  　
　
　
　
　

＊　

－

２
、
１
の
順
に
接
続

７６

 　
　
　
　
　

月
７
日

１０

 　
　
　
（　

月　

日
）

１０

１８

 　
　
　
　
　

月
初
日

１１

 　
　
　
　
　

月　

日

１１

１０

 　
　
　
　
　

月　

日

１１

２５

 　
　
　
　

臘
月
朔
日

政
原

（
石
橋
雲
来
）

三
峯

松
�
（
増
穂
香
）

恕
松

樋
山

小 
畠 
東
白

（
カ
）

南
光
院

小
川
雅
兄

（
小
川
能
守
）

三
峯

小
川
碧
瀾

戸
田　

杉
本　

小
川　

小
川

浦
崎

状罫紙綴罫 紙封筒入罫紙状封筒入状状状罫 紙状封筒４点状状状
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小
川
家　
　

書
状
・
書
簡
（
そ
の
他
）
／
番
外
／
欠
番

う－2
－１５

�
�

�
�

あ－3

〔
養
生
法
伝
え
書
状
〕

〔
小
川
家
文
書
読
み
本
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
い
、
う
箱

〔
嘉
永
二
年
田
辺
城
下
絵
図
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
田
辺
市
立
図
書
館
蔵

明
治　

年
写

１１

柳
下
貞
橋

小
川
芳
吉

状絵 図
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目
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�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
	


�

　

岡
本
家
文
書
は
、
紀
州
藩
士
岡
本
武
兵
衛
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
で
あ
る
。
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
二
月
九
日
、
当
館
で
の
古
文
書
講
座
開
催
時
に
現
当
主

岡
本
辰
雄
氏
よ
り
資
料
の
寄
贈
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
後
同
年
十
二
月
十
六
日
付

で
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
辰
雄
氏
の
説
明
に
よ
る
と
岡
本
家
は
も
と
東

長
町
（
現
和
歌
山
市
）
に
居
住
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
に
現
在
の
地

に
移
住
（
同
市
内
）
し
、
そ
の
際
に
同
氏
の
母
親
が
資
料
を
仏
壇
の
引
出
し
に
納

め
保
管
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
資
料
の
作
成
者
に
つ
い
て
は
記
名
が
な
い

た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
ら
な
い
が
同
氏
の
曾
祖
父
の
正
之
助
氏
が
書
き
留

め
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
家
に
は
こ
の
ほ
か
藩
へ
提
出

す
る
た
め
の
「
系
譜
」
や
「
親
類
書
」
の
案
文
や
控
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

資
料
は
、
半
紙
三
切
の
横
本
で
、
表
紙
・
後
表
紙
と
も
地
模
様
入
り
の
黄
色
の

厚
紙
で
装
丁
さ
れ
糸
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
丁
ご
と
切
り
取
ら
れ
た
と

見
ら
れ
る
所
が
数
箇
所
あ
る
ほ
か
は
、
虫
に
よ
る
食
害
や
染
み
な
ど
の
汚
れ
も
無

く
非
常
に
よ
い
保
存
状
態
で
あ
る
。
題
箋
や
題
名
の
記
入
は
な
か
っ
た
。

　

内
容
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
頃
か
ら
同
年
十
二
月
頃
ま
で
の
ほ
ぼ
一

年
の
期
間
に
渡
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
通
達
類
で
、
こ
の
年
紀
州
藩
で
行
わ
れ
た

藩
政
大
改
革
に
際
し
て
布
令
さ
れ
た
文
武
官
人
役
料
定
や
、
職
制
表
、
元
諸
同
心

地
の
払
下
願
等
の
雛
形
、
陸
軍
四
寮
士
官
の
惣
姓
名
な
ど
を
書
き
留
め
た
も
の
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
職
制
改
革
に
際
し
て
発
表
さ

れ
た
役
職
者
の
姓
名
一
覧
で
あ
る
。
和
歌
山
藩
で
は
明
治
二
年
二
月
十
五
日
、
国

政
大
改
革
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
役
職
は
全
て
廃
止
さ
れ
、
新
し

く
政
事
府
、
公
用
局
・
軍
務
局
・
会
計
局
・
刑
法
局
・
民
政
局
の
五
局
と
学
習
館

お
よ
び
家
知
事
の
二
局
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
政
事
府
の
中
に
は
執
政
･
参
政
・

監
察
・
史
官
が
、
各
局
に
は
知
局
事
・
判
局
事
（
学
習
館
は
判
官
事
）・
書
記
が
、

家
知
事
職
に
は
家
知
事
・
家
判
事
・
書
記
が
設
置
さ
れ
た
。『
南
紀
徳
川
史
』
で
は

こ
れ
ら
新
設
府
局
の
執
政
や
家
知
事
、
知
局
事
、
判
事
、
判
局
事
な
ど
主
だ
っ
た

役
職
に
就
任
し
た
者
の
姓
名
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
職
制
改
革
時
の
全
体
像

を
つ
か
め
な
か
っ
た
。
本
資
料
で
は
、
執
政
・
参
政
・
副
参
政
・
監
察
・
史
官
・

史
官
補
を
は
じ
め
、
各
局
知
局
事
・
副
知
局
事
・
判
局
事
・
判
局
事
試
補
に
至
る

ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
役
職
に
わ
た
り
、
総
勢
四
百
名
余
に
も
の
ぼ
る
任
官
者
の
姓

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
姓
名
の
上
に
「
大
広
間
席
」、「
孔
雀
之
間
席
」
な

ど
と
い
っ
た
旧
来
の
格
式
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
職
制
改
革
時

の
人
材
登
用
の
実
態
に
つ
い
て
知
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
同
資
料
に
は
、
陸
軍
四
寮
の
士
官
惣
姓
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
山

藩
で
は
前
述
の
よ
う
に
二
月
十
五
日
付
で
藩
政
の
大
改
革
が
行
わ
れ
た
際
に
軍
務

局
が
新
設
さ
れ
た
が
、
十
月
に
は
徴
兵
令
（
明
治
六
年
十
月
公
布
）
の
先
駆
け
と

な
る
交
代
兵
要
領
を
発
布
、
同
年
十
二
月
に
は
早
く
も
軍
務
局
は
廃
止
さ
れ
戌
営

が
設
置
さ
れ
た
。
陸
軍
士
官
惣
姓
名
記
は
軍
制
改
革
の
早
期
の
体
制
を
知
る
上
で

重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

同
資
料
に
は
こ
の
他
に
禄
制
改
革
に
関
す
る
文
武
官
人
の
役
料
定
や
、
十
一
月

十
六
日
の
職
制
改
革
時
に
改
正
さ
れ
た
政
事
廰
大
参
次
津
田
又
太
郎
以
下
、
各
局

岡
本
家
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の
権
参
次
、
少
参
次
な
ど
の
役
職
及
び
姓
名
が
記
さ
れ
た
資
料
も
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、『
南
紀
徳
川
史
』
や
『
和
歌
山
縣
史
料
』、
そ
の
他
現
存

す
る
資
料
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
和
歌
山
藩
の
維
新
期
を
解
明
で
き
る
極
め
て

有
意
義
な
資
料
と
い
え
る
。

��

�
�
�
�
�
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四
代
目
岡
本
覚
蔵
が
文
化
四
年
（
一
八
〇
一
）
二
月
に
差
出
し
た
「
系
譜
」（『
紀

州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』
資
料
番
号
二
八
四
六
）
に
よ
る
と
、
元
祖
の

岡
本
武
兵
衛
、
二
代
目
の
武
八
は 
佐
八 
手
代
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
。
佐
八
と
は

そ
う
ち

勢
州
田
丸
領
度
会
郡
佐
八
村
に
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
〜
三
年
頃
開
設
さ
れ
た
佐

八
役
所
の
こ
と
で
、
地
方
の
林
産
物
を
仕
入
れ
田
畑
の
乏
し
い
山
間
僻
地
な
ど
の

領
民
の
生
活
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
の
ち
に
紀
州
領
の
御
仕
入
方
・

和
州
領
の 
天  
野  
川 
役
所
と
合
併
さ
れ
御
仕
入
方
と
な
っ
た
。

て
ん 
の 
か
わ

　

三
代
目
の
源
右
衛
門
も
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
四
月
に
御
仕
入
並
手
代
と

し
て
召
抱
え
ら
れ
た
が
、
翌
年
に
吟
味
方
へ
出
勤
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
五
年（
一

七
八
五
）
扶
持
米
か
ら
切
米
に
御
直
し
と
な
っ
た
。
以
降
、
文
化
三
年
（
一
八
〇

六
）
に
没
す
る
ま
で
御
台
所
目
付
・
御
台
所
大
納
戸
見
廻
り
役
、
評
定
所
吟
味
役

な
ど
を
勤
め
肩
衣
御
免
の
格
式
を
得
て
い
る
。

　

同
系
譜
で
は
源
右
衛
門
に
忰
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
実
弟
の
覚
蔵
が
跡
を
継

い
だ
こ
と
ま
で
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
分
ら
な
い
。
表

紙
に
御
勘
定
奉
行
支
配
小
普
請
持
格
と
あ
る
こ
と
か
ら
覚
蔵
は
勘
定
方
に
属
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
表
紙
に
は
「
文
政
四
巳
四
月
十
日
病
死
」
と
あ
り
、
覚

蔵
の
名
前
の
上
に
「
龍
右
衛
門
」
の
貼
紙
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
四
年
（
一
八

二
一
）
四
月
以
降
に
岡
本
家
は
龍
右
衛
門
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

現
当
主
辰
雄
氏
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
覚
蔵
の
数
世
代
後
に
正
之
助
―
龍
太

郎
―
正
義
―
現
当
主
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』

　
　

・　

岡
本
武
兵
衛
家

　
　
　
　
　
「
系
譜
」　
　

資
料
番
号　

二
八
四
六

　
　
　
　
　
「
親
類
書
」　

資
料
番
号　

二
七
四
二

　
『
和
歌
山
縣
史
料
』　

内
閣
文
庫

　
『
和
歌
山
県
史
』
近
現
代
一

　
『
南
紀
徳
川
史
』　

第
四
冊
・
第
九
冊
・
第
十
三
冊　

清
文
堂
復
刻
版

解
題
・
目
録　
　

松
島
由
佳

岡
本
家
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資料番号１

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

〔
備
忘
録
〕（
国
政
大
改
革
に
つ
き
職
制
、
禄
制
そ
の
他
）

年　

月　

日

明
治
二
年

作　
　

成　
　

者

（
岡
本 
正
之
助 
）

し
ょ
う
の
す
け

宛　
　
　
　
　

名

形 態横小帳

岡
本
家
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大
畑
家
文
書
は
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
全
九
十
八
点
の
史

料
の
総
称
で
あ
る
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
県
立
博
物
館
が
特
別
展
『
八
代

将
軍
吉
宗
と
紀
州
徳
川
家
』
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
数
点
の
史
料
を
大
畑
家
か

ら
借
用
し
た
が
、
そ
の
後
、
桐
箱
に
納
め
ら
れ
た
同
家
文
書
が
県
立
博
物
館
に
寄

託
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
平
成
九
年
に
当
館
は
所
蔵
者
の
許
諾
を
受
け
た
上

で
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
文
書
館
で
長
期
的
保
存
を
は
か
る
」、「
複
製

本
を
作
成
し
て
文
書
館
利
用
者
に
公
開
し
、
研
究
・
利
用
に
供
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
同
博
物
館
か
ら
一
時
借
用
し
、
同
年
二
月
〜
三
月
の
間
に
写
真
撮
影

を
お
こ
な
い
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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大
畑
家
文
書
は
、
大
畑
才
蔵
の
事
蹟
に
関
係
す
る
文
書
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
大
畑
才
蔵
に
つ
い
て
は
、『
和
歌
山
県
史
』、『
橋
本
市
史
』
と
い
っ
た
自
治

体
史
や
『
南
紀
徳
川
史
』
な
ど
で
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

簡
単
に
略
歴
を
記
す
こ
と
に
止
め
て
お
き
た
い
。

　

大
畑
才
蔵
は
伊
都
郡
中
組
学
文
路
村
に
生
ま
れ
、
万
治
元
年
（
一
六
五
九
）
に

は
大
庄
屋
の
補
佐
役
で
あ
る
杖
突
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
に
普
請
方
手
代
と
し
て
藩
に
抜
擢
さ
れ
、
翌
十
年
に
は
勢
州
に
出

張
す
る
と
と
も
に
、
藩
主
光
貞
の
庶
子
頼
職
が
越
前
松
平
内
蔵
頭
と
し
て
越
前
国

丹
生
郡
五
十
六
ヶ
村
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
当
地
に
出
向
し
地
勢
・
耕

地
・
民
情
・
物
産
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紀
州
に
お
い
て
も
藤
崎

井
堰
、
小
田
井
堰
の
開
削
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

本
目
録
は
県
立
博
物
館
学
芸
員
前
田
正
明
氏
が
作
成
さ
れ
た
目
録
を
も
と
に
、

枝
番
を
与
え
る
な
ど
し
て
再
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
点
数
が
少
な
い
こ
と

か
ら
項
目
分
け
を
お
こ
な
わ
ず
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
整
理

番
号
順
で
編
成
し
た
。
ま
た
、
利
用
の
便
を
図
る
た
め
に
編
年
順
に
並
べ
替
え
た

目
録
も
掲
載
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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大
畑
家
文
書
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
か
ら
国
連
大
学
の
『
人
間
と
社

会
の
開
発
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
貫
と
し
て
「
伝
統
技
術
の
共
有
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
に
参
加
し
た
農
村
史
研
究
会
に
よ
っ
て
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
昭
和
五
十

八
年
に
同
会
編
で
『
大
畑
家
文
書
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
は

全
部
で
三
六
〇
点
の
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た

も
の
は
そ
の
内
の
一
部
で
あ
り
、
残
り
の
史
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ

る
。

　

本
目
録
に
掲
載
し
て
い
る
大
畑
家
文
書
に
関
し
て
は
大
畑
才
蔵
全
集
編
さ
ん
委

員
会
編
『
大
畑
才
蔵
』
に
史
料
翻
刻
、
史
料
解
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
各
文
書
の
解
題
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

参
考
文
献

　
『
和
歌
山
県
史
』
近
世

大
畑
家
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『
橋
本
市
史
』
中
巻

　
『
南
紀
徳
川
史
』
第
七
冊

　
『
大
畑
家
文
書
目
録
』（
農
村
史
研
究
会　

一
九
八
三
）

　
『
大
畑
才
蔵
』（
大
畑
才
蔵
全
集
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
三
）

付
記

　

こ
の
解
題
及
び
目
録
の
編
成
に
関
し
て
は
和
歌
山
県
立
博
物
館
主
査
学
芸

員
前
田
正
明
氏
に
多
大
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
深
謝
し

ま
す
。

解
題　
　

山
崎
竜
洋

大
畑
家
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番号７６２３４５６７８９１０－1１０－2１０－3

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

有
岡
新
田
内
検
絵
図  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
裏
書
あ
り

指
出
帳
控  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
の
年
次
は
８
月

□
々
御
□
□
（
才
蔵
日
記
）  　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
摩
耗
に
つ
き
一
部
判
読
不
能

越
前
に
て
覚
書

内
蔵
頭
様
御
領
越
前
丹
生
郡
内
村
々
見
分
書

内
蔵
頭
様
御
領
内
丹
生
郡
在
々
高
書
免
付
写

勢
州
村
書

勢
州
に
て
覚
書

一
志
郡
新
井
水
盛
人
夫
大
積
帳

積
方
見
合
帳

積
方
品
々
見
合
記

積
方
品
々
見
合
帳

年　

月　

日

貞
享
３
年
３
月

延
宝
５
年
巳
７
月

元
禄
９
年
〜
正
徳
５
年

丑（
元
禄　

年
）８
月

１０

丑（
元
禄　

年
）８
月

１０

丑（
元
禄　

年
）７
月

１０

（
元
禄　

年
カ
）

１０

元
禄　

年
春

１１

元
禄　

年
１
月

１１

（
元
禄　

年
）

１１

（
元
禄　

年
）

１１

（
元
禄　

年
）

１１

作　
　

成　
　

者

大
野
村
庄
屋
清
右
衛
門
ほ
か　
２３

名大
畑
才
蔵

宛　
　
　
　
　

名

安
井
庄
之
右
衛
門

形 態状竪 帳横半帳竪 帳横半帳竪 帳横半帳横半帳竪 帳横半帳横半帳横半帳

大
畑
家　
　

編
年
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大
畑
家　
　

編
年

１１１２１３１４７７１６１７１５１８１９２０２１２２７８

勢
州
ヘ
参
候
時
万
書
留

〔
在
中
御
普
請
所
見
分
心
得
覚
書
〕

在
々
御
定
書

新
井
溝
普
請
積  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

〔
川
俣
川
御
普
請
絵
図
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
書
「
宝
永
年
中
い
せ
川
俣
川
見
分
」

伊
都
郡
小
田
新
井
筋
地
引
帳
・
野
帳

伊
都
郡
小
田
村
新
井
筋
渡
井
・
用
水
樋
・
橋
改
帳

水
盛
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
破
損

伊
都
小
田
新
井
御
堀
次
頭
書

小
田
新
井
御
堀
次
入
用
下
勘
定
之
時
留
書

小
田
新
井
出
来
ニ
付
不
用
池
之
内
伺
書

小
田
新
井
筋
品
々
書
留  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

有
岡
新
田
畑
山
林
薮
地
形
絵
図

〔
遺
言
状
〕

寅
九
月

（
元
禄　

年
頃
）

１１

（
元
禄
８
〜　

年
）

１４

（
元
禄　

年
以
降
）

１３

午（
元
禄　

年
）

１５

宝
永
４
年
亥
４
月

宝
永
４
年
亥
４
月

亥（
宝
永
４
年
）６
月

宝
永
６
丑
２
月
よ
り

６
月
迄

丑（
宝
永
６
年
）５
月

宝
永
６
年
丑
８
月

丑（
宝
永
６
年
）８
月

宝
永
６
年

宝
永
７
年
７
月

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵
直
忠

お
菊
、
お
せ
ん
、
お
な
つ
、
伴

蔵
、
源
七

横半帳横半帳横半帳竪 帳状横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳竪 帳状
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大
畑
家　
　

編
年

７９－1７９－2８１８０２３２４２６２７２８２９３０３２３３３４

遺
状
覚

遺
状
覚  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
正
文

神
野
々
村
領
新
畑
図

書
置
覚

地
方
聞
書  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

地
方
の
聞
書

慈
尊
院
明
神
氏
人  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

慈
尊
院
御
宮

〔
享
保
四
亥
年
被
仰
渡
書
抜
〕

高
野
山
品
々
頭
書

地
方
并
普
請
方
覚
書

覚
一
（
年
代
記
之
内
抜
書
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
〜
享
保　

年
１８

覚
二
（
年
代
記
之
内
抜
書
）

紀
州
勢
州
諸
郡
村
名

寅（
宝
永
７
年
）７
月

寅（
宝
永
７
年
）７
月

宝
永
７
年
９
月　

日
２９

卯（
正
徳
元
年
）６
月

　

日
１１（

正
徳
頃
）

（
享
保
頃
）

（
享
保
３
年
頃
）

（
享
保
頃
）

享
保
４
年
〜

（
享
保
頃
）

（
享
保
６
年
頃
）

享
保　

年
〜
元
文
２
年

２０

享
保　

年
４
月

１０

大
畑
才
蔵
、
か
へ
、
証
人
与
三

左
衛
門
、
同
金
七

大
畑
才
蔵
、
か
へ
、
証
人
与
三

左
衛
門
、
同
金
七

大
畑
才
蔵
直
忠

大
畑
氏

才
蔵

大
畑
才
蔵

伴
蔵
、
源
七

伴
蔵
、
源
七

伴
蔵
、
源
七
、
お
き
く
、
お
せ

ん

状状状状竪 帳竪 帳横半帳横半帳竪 帳横半帳竪 帳横半帳横半帳小横半
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大
畑
家　
　

編
年

３５２５３６３７３８３９４１４２４３７１４４４５４６４７－1

紀
州
上
使
留
控
帳

地
方
聞
書

何
組
何
組
何
組
三
組
年
内
可
仕
立
人
夫
高
書  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
雛
型

伊
勢
熊
野
道
中
付

不
時
見
分
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

公
儀
并
御
国
御
法
度
御
触
書
写
し

御
奉
公
勤
書
覚

於
和
歌
山
表
休
足
ニ
帰
り
候
度
々
御
届
可
致
御
役
人
衆
御
屋
鋪
所
事
并
御

証
文
御
差
出
之
控
共
覚
帳

小
田
井
関
六
月
十
六
日
洪
水
に
付
破
損
御
入
用
積
帳

諸
事
願
書
認
様
控  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
願
書
雛
型

御
普
請
筋
心
覚
帳

勢
州
松
坂
領
之
新
松
ヶ
嶋
組
大
口
村
海
面
悪
水
圦
仕
替
御
普
請
御
入
用
見

分
積
帳

松
坂
領
六
組
在
々
村
訳
帳

先
祖
書
・
由
緒
書

（
享
保　

年
）

１３

元
文
年
間

（
元
文
頃
）

延
享
２
丑
８
月

寛
延
４
巳　

月
１０

宝
暦
元
年
〜
明
和
７
年

明
和
元
年
申　

月
１０

明
和
６
年
１
月

天
明
８
年
申
６
月

寛
政
７
年
卯
９
月

寛
政
７
年
辰　

月
１０

寛
政
８
年
６
月

寛
政
８
年
丙
辰
正
月

寛
政
８
年
２
月

大
畑
儀
左
衛
門
、
大
畑
幸
之
右

衛
門

大
畑
兵
吉

有
田
郡
詰　

大
畑
兵
吉

大
畑
兵
蔵

大
畑
幸
之
右
衛
門

大
畑
栄
次
郎

大
畑
栄
二
郎

大
畑
栄
次
郎

大
畑
氏

大
畑
栄
次
郎

竪 帳横半帳小横半小横半横半帳竪 帳小横半小横半横半帳横半帳横半帳小横半横半帳竪 帳
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大
畑
家　
　

編
年

４７－2４７－3４９５０５１５２５３７２５４５６－1５６－2５６－3５７５８

先
祖
書
・
由
緒
書

先
祖
書
・
由
緒
書

田
丸
領
小
切
畑
大
谷
新
池
御
普
請
御
入
用
夫
積
帳　

下
真
手
組

皆
無
荒
改
覚
帳

御
用
品
々
見
合
帳

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

那
賀
郡
海
神
池
下
打
樋
御
普
請
入
用
積
□
帳　

池
田
組

杣
谷
新
池
築
立
御
普
請
御
入
用
人
夫
積
帳　

御
領
分
和
州
土
田
村

新
井
関
溝
路
水
盛
番
付
覚　

勢
州
田
丸
領
四
疋
田
組
向
粥
見
村

皆
無
荒
引
之
法　

免
四
ツ
壱
分
よ
り
同
六
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
甲

皆
無
荒
引
之
法　

免
六
ツ
壱
分
よ
り
同
七
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
乙

皆
無
荒
引
之
法　

免
七
ツ
壱
分
よ
り
同
九
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
丙

覚
（
被
仰
渡
書
抜
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
（
帰
住
御
免
ニ
付
な
ど
）

寛
政
８
年
２
月

寛
政
８
年
２
月

寛
政
９
年
巳　

月
１０

寛
政　

年
午
９
月

１０

（
寛
政　

年
頃
）

１１

（
寛
政　

年
頃
）

１１

寛
政　

年
３
月

１２

寛
政　

年
申　

月

１２

１１

享
和
３
年
亥　

月
１０

文
化
元
年
子
７
月

文
化
元
年
子
７
月

文
化
元
年
子
７
月

（
文
化
４
年
頃
）

大
畑
栄
次
郎

大
畑
栄
次
郎

大
畑
姓

大
畑
才
蔵

大
畑
尹
隆

大
畑
尹
隆

大
畑
尹
隆

大
畑
才
蔵

竪 帳竪 帳横半帳横半帳小横半小横半横半帳小横半横半帳横 帳横 帳横 帳小横半竪 帳
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大
畑
家　
　

編
年

５９６０６１６２６９1－11－21－31－4３１４８５５６３６４

御
用
来
達
留

御
用
来
達
留

由
緒
書

定
（
久
栄
講
定
書
）

慈
尊
院
中
橋
勘
之
丞
物
語

〔
才
蔵
勤
書
〕（
御
年
寄
衆
、
郡
奉
行
な
ど
の
書
上
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
各
郡
の
郡
奉
行
代
官
な
ど
の
書
上
げ
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
元
禄
９
年
以
降
の
勤
記
な
ど
書
上
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
在
中
作
人
見
合
、
在
中
家
人
見
合
な
ど
の
書
上
）

年
中
行
司

算
法
記

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

百
姓
常
々
可
申
聞
品

文
化　

歳
戌
正
月

１１

文
化　

歳
子
正
月

１３

（
天
保
６
年
９
月
）

安
政
６
年
３
月

 　
　
　
　

８
月
３
日

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
氏

横半帳竪 帳竪 帳竪 帳竪 帳小横半小横半小横半小横半横半帳横半帳小横半横半帳横半帳
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大
畑
家　
　

編
年

６５６６６７６８７０７３７４７５８２８３－1８３－2８３－3８３－4８３－5

百
姓
仕
方
控

諸
御
用
見
合
帳

御
木
材
才
廻
シ
并
栂
松
角
共
外
檜
丸
太
御
値
段
附
覚
書

覚
書
（
御
手
前
普
請
小
入
用
等
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
文
書

諸
事
指
引
帳

田
畑
山
林
地
形
絵
図

御
政
法
目
安
目
録

〔
田
原
村
池
ノ
内
池
樋
取
替
に
付
覚
〕

〔
大
畑
家
先
祖
書
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
五
代
ま
で

〔
日
高
郡
絵
図
〕

〔
伊
都
郡
絵
図
〕

〔
名
草
郡
絵
図
〕

〔
那
賀
郡
絵
図
〕

〔
牟
婁
郡
絵
図
〕

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵
控

大
畑
才
蔵

大
畑
与
三
左
衛
門

横半帳小横半小横半竪 帳小横半竪 帳竪 帳横半帳状状状状状状



－170－

大
畑
家　
　

編
年

８３－6８４４０

〔
有
田
郡
絵
図
〕

過
去
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
木
箱
入
り

（
欠
番
）

状折 帳



大

畑

家

文

書

目
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理
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号
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番号１－1１－2１－3１－4２３４５６７８９

標　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題

〔
才
蔵
勤
書
〕（
御
年
寄
衆
、
郡
奉
行
な
ど
の
書
上
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
各
郡
の
郡
奉
行
代
官
な
ど
の
書
上
げ
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
元
禄
９
年
以
降
の
勤
記
な
ど
書
上
）

〔
才
蔵
勤
書
〕（
在
中
作
人
見
合
、
在
中
家
人
見
合
な
ど
の
書
上
）

指
出
帳
控  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
の
年
次
は
８
月

□
々
御
□
□
（
才
蔵
日
記
）  　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
摩
耗
に
つ
き
一
部
判
読
不
能

越
前
に
て
覚
書

内
蔵
頭
様
御
領
越
前
丹
生
郡
内
村
々
見
分
書

内
蔵
頭
様
御
領
内
丹
生
郡
在
々
高
書
免
付
写

勢
州
村
書

勢
州
に
て
覚
書

一
志
郡
新
井
水
盛
人
夫
大
積
帳

年　

月　

日

延
宝
５
年
巳
７
月

元
禄
９
年
〜
正
徳
５
年

丑（
元
禄　

年
）８
月

１０

丑（
元
禄　

年
）８
月

１０

丑（
元
禄　

年
）７
月

１０

（
元
禄　

年
カ
）

１０

元
禄　

年
春

１１

元
禄　

年
１
月

１１

作　
　

成　
　

者

大
野
村
庄
屋
清
右
衛
門
ほ
か　
２３

名

宛　
　
　
　
　

名

安
井
庄
之
右
衛
門

形 態小横半小横半小横半小横半竪 帳横半帳竪 帳横半帳竪 帳横半帳横半帳竪 帳

大
畑
家　
　

整
理
番
号
順
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大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

１０－1１０－2１０－3１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

積
方
見
合
帳

積
方
品
々
見
合
記

積
方
品
々
見
合
帳

勢
州
ヘ
参
候
時
万
書
留

〔
在
中
御
普
請
所
見
分
心
得
覚
書
〕

在
々
御
定
書

新
井
溝
普
請
積  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

水
盛
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
表
紙
破
損

伊
都
郡
小
田
新
井
筋
地
引
帳
・
野
帳

伊
都
郡
小
田
村
新
井
筋
渡
井
・
用
水
樋
・
橋
改
帳

伊
都
小
田
新
井
御
堀
次
頭
書

小
田
新
井
御
堀
次
入
用
下
勘
定
之
時
留
書

小
田
新
井
出
来
ニ
付
不
用
池
之
内
伺
書

小
田
新
井
筋
品
々
書
留  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

（
元
禄　

年
）

１１

（
元
禄　

年
）

１１

（
元
禄　

年
）

１１

寅
九
月

（
元
禄　

年
頃
）

１１

（
元
禄
８
〜　

年
）

１４

（
元
禄　

年
以
降
）

１３

亥（
宝
永
４
年
）６
月

宝
永
４
年
亥
４
月

宝
永
４
年
亥
４
月

宝
永
６
丑
２
月
よ
り

６
月
迄

丑（
宝
永
６
年
）５
月

宝
永
６
年
丑
８
月

丑（
宝
永
６
年
）８
月

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳竪 帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳横半帳
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大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２３３３４３５

有
岡
新
田
畑
山
林
薮
地
形
絵
図

地
方
聞
書  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

地
方
の
聞
書

地
方
聞
書

慈
尊
院
明
神
氏
人  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

慈
尊
院
御
宮

〔
享
保
四
亥
年
被
仰
渡
書
抜
〕

高
野
山
品
々
頭
書

地
方
并
普
請
方
覚
書

年
中
行
司

覚
一
（
年
代
記
之
内
抜
書
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
〜
享
保　

年
１８

覚
二
（
年
代
記
之
内
抜
書
）

紀
州
勢
州
諸
郡
村
名

紀
州
上
使
留
控
帳

宝
永
６
年

（
正
徳
頃
）

（
享
保
頃
）

元
文
年
間

（
享
保
３
年
頃
）

（
享
保
頃
）

享
保
４
年
〜

（
享
保
頃
）

（
享
保
６
年
頃
）

享
保　

年
〜
元
文
２
年

２０

享
保　

年
４
月

１０

（
享
保　

年
）

１３

大
畑
才
蔵

大
畑
氏

大
畑
儀
左
衛
門
、
大
畑
幸
之
右

衛
門

才
蔵

大
畑
才
蔵

竪 帳竪 帳竪 帳横半帳横半帳横半帳竪 帳横半帳竪 帳横半帳横半帳横半帳小横半竪 帳
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大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７－1４７－2４７－3

何
組
何
組
何
組
三
組
年
内
可
仕
立
人
夫
高
書  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
雛
型

伊
勢
熊
野
道
中
付

不
時
見
分
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
あ
り

公
儀
并
御
国
御
法
度
御
触
書
写
し

（
欠
番
）

御
奉
公
勤
書
覚

於
和
歌
山
表
休
足
ニ
帰
り
候
度
々
御
届
可
致
御
役
人
衆
御
屋
鋪
所
事
并
御

証
文
御
差
出
之
控
共
覚
帳

小
田
井
関
六
月
十
六
日
洪
水
に
付
破
損
御
入
用
積
帳

御
普
請
筋
心
覚
帳

勢
州
松
坂
領
之
新
松
ヶ
嶋
組
大
口
村
海
面
悪
水
圦
仕
替
御
普
請
御
入
用
見

分
積
帳

松
坂
領
六
組
在
々
村
訳
帳

先
祖
書
・
由
緒
書

先
祖
書
・
由
緒
書

先
祖
書
・
由
緒
書

（
元
文
頃
）

延
享
２
丑
８
月

寛
延
４
巳　

月
１０

宝
暦
元
年
〜
明
和
７
年

明
和
元
年
申　

月
１０

明
和
６
年
１
月

天
明
８
年
申
６
月

寛
政
７
年
辰　

月
１０

寛
政
８
年
６
月

寛
政
８
年
丙
辰
正
月

寛
政
８
年
２
月

寛
政
８
年
２
月

寛
政
８
年
２
月

大
畑
兵
吉

有
田
郡
詰　

大
畑
兵
吉

大
畑
兵
蔵

大
畑
幸
之
右
衛
門

大
畑
栄
二
郎

大
畑
栄
次
郎

大
畑
氏

大
畑
栄
次
郎

大
畑
栄
次
郎

大
畑
栄
次
郎

小横半小横半横半帳竪 帳小横半小横半横半帳横半帳小横半横半帳竪 帳竪 帳竪 帳
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－175－

大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

４８４９５０５１５２５３５４５５５６－1５６－2５６－3５７５８５９

算
法
記

田
丸
領
小
切
畑
大
谷
新
池
御
普
請
御
入
用
夫
積
帳　

下
真
手
組

皆
無
荒
改
覚
帳

御
用
品
々
見
合
帳

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

那
賀
郡
海
神
池
下
打
樋
御
普
請
入
用
積
□
帳　

池
田
組

新
井
関
溝
路
水
盛
番
付
覚　

勢
州
田
丸
領
四
疋
田
組
向
粥
見
村

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

皆
無
荒
引
之
法　

免
四
ツ
壱
分
よ
り
同
六
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
甲

皆
無
荒
引
之
法　

免
六
ツ
壱
分
よ
り
同
七
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
乙

皆
無
荒
引
之
法　

免
七
ツ
壱
分
よ
り
同
九
ツ
迄  
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
丙

覚
（
被
仰
渡
書
抜
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
（
帰
住
御
免
ニ
付
な
ど
）

御
用
来
達
留

寛
政
９
年
巳　

月
１０

寛
政　

年
午
９
月

１０

（
寛
政　

年
頃
）

１１

（
寛
政　

年
頃
）

１１

寛
政　

年
３
月

１２

享
和
３
年
亥　

月
１０

文
化
元
年
子
７
月

文
化
元
年
子
７
月

文
化
元
年
子
７
月

（
文
化
４
年
頃
）

文
化　

歳
戌
正
月

１１

大
畑
姓

大
畑
才
蔵

大
畑
尹
隆

大
畑
尹
隆

大
畑
尹
隆

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

横半帳横半帳横半帳小横半小横半横半帳横半帳小横半横 帳横 帳横 帳小横半竪 帳横半帳

itle:15大畑 Page:175 



－176－

大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

６０６１６２６３６４６５６６６７６８６９７０７１７２７３

御
用
来
達
留

由
緒
書

定
（
久
栄
講
定
書
）

〔
積
方
品
々
見
合
帳
〕

百
姓
常
々
可
申
聞
品

百
姓
仕
方
控

諸
御
用
見
合
帳

御
木
材
才
廻
シ
并
栂
松
角
共
外
檜
丸
太
御
値
段
附
覚
書

覚
書
（
御
手
前
普
請
小
入
用
等
）  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
紙
背
文
書

慈
尊
院
中
橋
勘
之
丞
物
語

諸
事
指
引
帳

諸
事
願
書
認
様
控  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
願
書
雛
型

杣
谷
新
池
築
立
御
普
請
御
入
用
人
夫
積
帳　

御
領
分
和
州
土
田
村

田
畑
山
林
地
形
絵
図

文
化　

歳
子
正
月

１３

（
天
保
６
年
９
月
）

安
政
６
年
３
月

 　
　
　
　

８
月
３
日

寛
政
７
年
卯
９
月

寛
政　

年
申　

月

１２

１１

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵

大
畑
才
蔵
控

大
畑
氏

大
畑
栄
次
郎

大
畑
才
蔵

竪 帳竪 帳竪 帳横半帳横半帳横半帳小横半小横半竪 帳竪 帳小横半横半帳小横半竪 帳
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－177－

大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

７４７５７６７７７８７９－1７９－2８０８１８２８３－1８３－2８３－3８３－4

御
政
法
目
安
目
録

〔
田
原
村
池
ノ
内
池
樋
取
替
に
付
覚
〕

有
岡
新
田
内
検
絵
図  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
裏
書
あ
り

〔
川
俣
川
御
普
請
絵
図
〕  　
　
　
　
　

＊
端
裏
書
「
宝
永
年
中
い
せ
川
俣
川
見
分
」

〔
遺
言
状
〕

遺
状
覚

遺
状
覚  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
正
文

書
置
覚

神
野
々
村
領
新
畑
図

〔
大
畑
家
先
祖
書
〕  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
五
代
ま
で

〔
日
高
郡
絵
図
〕

〔
伊
都
郡
絵
図
〕

〔
名
草
郡
絵
図
〕

〔
那
賀
郡
絵
図
〕

貞
享
３
年
３
月

午（
元
禄　

年
）

１５

宝
永
７
年
７
月

寅（
宝
永
７
年
）７
月

寅（
宝
永
７
年
）７
月

卯（
正
徳
元
年
）６
月

　

日
１１宝

永
７
年
９
月　

日
２９

大
畑
与
三
左
衛
門

大
畑
才
蔵
直
忠

大
畑
才
蔵
、
か
へ
、
証
人
与
三

左
衛
門
、
同
金
七

大
畑
才
蔵
、
か
へ
、
証
人
与
三

左
衛
門
、
同
金
七

大
畑
才
蔵
直
忠

お
菊
、
お
せ
ん
、
お
な
つ
、
伴

蔵
、
源
七

伴
蔵
、
源
七

伴
蔵
、
源
七

伴
蔵
、
源
七
、
お
き
く
、
お
せ

ん

竪 帳横半帳状状状状状状状状状状状状
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－178－

大
畑
家　
　

整
理
番
号
順

８３－5８３－6８４

〔
牟
婁
郡
絵
図
〕

〔
有
田
郡
絵
図
〕

過
去
帳  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
木
箱
入
り

状状折 帳
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